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この報告 書 は,日 本 自転 車振 興会 か ら競 輪収 益 の一部 で あ る機 械 工 業振 興 資金 の補

助 を受 けて 昭和60年 度 に実 施 した 「地 域 内 オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クに よ る情 報 流

通 シス テ ムに 関 す る調査 研 究 」の成果 を と り ま とめ た もの であ り ます。
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情 報社 会 の 進 展 に伴 う情報 基 盤 の格差 是 正 が叫 ばれ て久 し く,地 域 にお い て も,情 報利 用の た め の

環境 整備 の要 請 が高 ま り,各 所 に おい て情 報化 の 促進 が な され て い る。

当 協 会 にお い て も昭和54年 度 よ り58年 度 の5カ 年 に わ た り,地 域 情 報拠 点 の 育成 事 業 を実 施 し,

地域 デ ー タの 整備,ク リア リング機 能 の形 成 デ ータ交 換利 用 を 中心 に地 域 情 報化 の 基盤 整備 を推 進

して きた。

また,こ の 間 に お け る情報 化 の進 展 は 目覚 し く,デ ー タベ ー スの 構築 ・サ ー ビス化 の動 向,デ ー タ

通 信 技術 の 向上,ニ ュー メデ ィア によ る手 段の 多様 化,法 制 度 問 題 の審議 等 々情 報流 通 の為 の諸 条 件

が整 い つ つあ る。

こ う した状 況 を踏 まえ,地 域 活性 化 と情 報の有 効利 用 を 目的 に,59年 度 よ り3カ 年 計 画 で全 国8

地 域 にお け る地 域 内情報 流 通 シス テ ムの ビ ジ ・ンを作成 す る こ と と した。 この際,情 報 流通 の効 率 化

・迅 速 化 に 視点 を お い てオ ン ライ ンネ ッ トワーク化 を志 向 し,具 体的 な方 策 を検 討 す る こ とと した。

初年 度 に あ た る59年 度 は,北 海 道(札 幌 圏産 業 情報 流 通),関 信 越(首 都 圏 経済 情 報 流通),東

海 ・北 陸(名 古 屋 中枢 管 理機 能 強 化),九 州(地 場 産品 ブ ラ ン ド確 立)の4地 域 に おい て基 礎 調 査 を

実 施 した。

本 年 度 に おい ては,東 北(仙 台 圏企 業経 営情 報 流 通),近 畿(行 政 情報 デ ー タベ ー ス構 築 とオ ン ラ

イ ン情 報 流通),中 国(統 計 行 政情 報 流通),四 国(産 業経 済 情 報流通)の4地 域 にお い て同様 の基

礎調 査 を実 施 し,コ ン ピ ュー タ導 入利 用状 況 や情 報 流通 ニ ーズ等 の現状 を把 握 した。

最 終年 度 と して 次年度 は,全 国8地 域 を対 象 に,基 礎 調 査結 果 を踏 まえ た応 用調 査 と して ビジ ョン

作成 と システ ム形成 等 の 検討 を 行 うこ とと したい。

最 後 に,本 調 査 研 究 に あ た って ご指 導,ご 協 力 を いた だ い た委 員 は じめ 関係 各位 に 感 謝 の意 を表 し

ます。

昭和61年3月

余̀
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中小企業事業団 情報調査部 情報調査企画課長

地域振興整備公団 工業再配置第一部 計画第二課長

日本科学技術情報センター 企画室主査

㈱ 日本立地センター 調査研究部長

働余暇開発センター 研究開発部長

日本経済新聞社 データバンク局 情報業務部コンサルタント

札幌通商産業局 総務部 情報管理室長

仙台通商産業局 総務部 情報管理室長

東京通商産業局 総務部 情報管理室長

東京通商産業局 総務部 情報管理室長
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事 業 の 概 要

ここで は,本 事 業 の 目的,計 画,推 進体 制,、実 施 経 過及 び 報 告書 の構成 につ い て述 べ る。

o

し

1.目 的

種 々の地 域機 関 にお い て,コ ン ピ ュー タの 導入 及 び そ の利 用 は着実 に 進ん で お り,INS(高 度 情

報通信 サ ー ビス)等 の デ ータ通信 網 の進 捗 と併 せ,今 後 の 地 域に お け る コ ンピ ュー タ利 用 は,地 域

機 関相 互の ネ ッ トワーク 化を 指 向す るも の と予 想 され る。

また,経 済 情報 や流通 情 報,産 業 情 報等 の各 種 情 報 に対 す るニ ーズは 強 く,そ の迅 速な 流通 の面

か らも ネ ッ トワー ク化 が前 提 とされ て い る。

との よ うな情 報流 通 システ ムは,情 報 流通 の効 率 化 ・迅 速 化 を可能 とす るば か りで な く,地 域 機

関 に お け る コ ン ピ ュー タの効率 利 用,ひ い て は地 域 に お け る情報 化 を一 層 促 進 させ る もの で あ る。
ド

本事 業 で は,3カ 年計 画で 各地 域 固有 の 情 報 ニ ーズ に基 づ く情 報流通 シス テ ムの ビ ジ ・ンを作 成

す る とと もに,そ の 形成 のた め の具 体的 方策 を 研 究 す る こ とを 目的 とす るσ

'

2.事 業 計 画

全 国8地 域 を対 象 に,地 域 固有 の 情報 ニ ー ズを 勘案 して情 報流通 シス テ ムの対 象機 関, ,対象情 報

を 選定 して以 下 の事 業 を行 う。

(1)基 礎 調 査(59年 度 及 び60年 度)

59年 度 は全 国8地 域 の 中か ら4地 域を 対 象 に,ま た,60年 度 は残 り4地 域 を対 象 に,各 地 域

で の コ ン ピ ュー タ導入 及 び利 用 の 現状 を調 査 す ると と もに,オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よ る情 報

流通 シス テ ムに 対 す る各 種地 域機 関の ニー ズを調 査 し流通 対 象情 報 の問題 点 等 に つ吟 て検 討 す る。

ただ し,59年 度 は 北海 道,関 信 越,東 海 ・北 陸,九 州 の4地 域に おい て,60年 度 は,東 北,

近 畿,中 国,四 国 の4地 域 にお い て基 礎調 査 を 実施 す る。.

(2)応 用 調査(61年 度)

61年 度 は全 国8地 域 を対 象 に これ までの 基礎 調 査 結果 を踏 まえ,オ ン ライ ンネ ッ トワrク の

問 題 点 及 び対 処 方策 につ い て検 討 し,地 域 内 オ ン ライ ンネ ッ トワークに よ る情 報流 通 シス テ ムの

ビ ジ 。ンを作 成 す ると とも に,シ ス テ ム形 成 に 向 け た具体 的 方策 につ い て検 討 す る。

∨
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59年 度 60年 度 61年 度

基 礎 調a査 応 用 調 査

4地 域

'北 海 道
,関'

信 越,東 海 ・

、北 陸,九 州.

4地 域

,、

東北,近 畿
中国,四 国

、'

8地 域

委員会の設置 ・開催

機関,情 報分野選定

電算機導入利用調査

情報流通ニーズ調査

流通対象情報検討

オン ライン化調 査

ビ ジ ョ ン 作 成

システム形成具体策

検討

報 告 書 作 成

一
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3.推 進 体 制

中央に 「地域内情報流通委員会」(以 下単に本委員会と略す)を,各 地域に地域委員会を設置 し

て本調査研究を推進する。

各委員会の機能と構成は次のとおりとする。

① 地域内情報流通委員会(本 委員会)

・関係諸機関の間の意見交換,並 びに各地域における調査研究事業の全体的調整,と りまとめに

あたる。

・本委員会の開催は年4回 程度とし,事 業計画策定段階,各 地域における中間成果ど最終成果の

出揃った段階及び報告書作成段階で開催する。
t

② 地 域 委員 会1

・各 地 域 に おけ る関係 諸機 関の 間の 意 見交 換 を は じめ,各 地 域に お け る本事 業 を推 進 し,全 体 を

統括 す る。

・8地 域 に つい て,各 々地 域 別 に委 員 会 を 設 け る。

・次 の メ ンバ ーよ り構 成 され る。

・地 域の 大 学,研 究機 関

・地 方 自治 体

・地 域 の商 工 会議 所等 の各 種 団体

・地 域企 業(電 力,銀 行 等)

・地 域 の情 報 サ ー ビス機 関

一2一
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・省 庁 等 の地 方 支分 部 局

・地 域 委員 会 は,各 地 域 にお い て年2～3回 程度 開 催す る。

4.実 施 経 過

前記事 業 計 画及 び推 進 体制 に 基 づ き,各 年 度 に おい て次 の よ うに本 調査 研究 を実 施 した。

(1)地 域 テ ー マの設 定

各 地域 にお い て調査 を 開始 す るに あた り,そ の地 域の 特性 を踏 まえ た テ ー マを 各 々表1-1の

とお り設 定 した。

表1-1地 域 の テ ー マ'

年度 地 域 テ ー ・マ

59

北 海 道 札 幌 圏に お け る地 域 産業 情 報の オ ンラインネ ットワーク構 築 に 関す る調査研 究

関 信 越 首都圏経済情報流通に関する調査研究
1

東 海 ・北 陸
名 古屋 大 都 市 圏 にお け る 中枢 管理 機 能 強化 の ため の オ ン ライ ンネ ッ トワーク
シス テ ムの展 望 と課題

九 州 地場 産品 ブ ラ ン ド確立 の ため の ニ ューメ デ ィアに 関 す る調 査 研究

60

東 北 仙台地域における企業経営のための情報流通に関する調査研究

近 畿 近畿地域行政情報流通に関する調査研究

中 国 中国地域行政情報流通に関する調査研究

四 国 四国地域産業経済情報流通に関する調査研究

(2)実 施 体 制

中央 に本委 員 会 を,59年 度,60年 度 に お い て各 々4地 域 に地 域 委 員会 を 図1-1の とお り設

置 して調 査を 推 進 した。

な お,60年 度 調 査 の 実施 経 過 は表1-2に 示 す通 りであ る。

5.報 告 書 の 構 成

本 報告 書 は事 業概 要,第1編 総 論,第2編 各論 で構 成 され る。

事業 概 要 にお い て は事 業 計 画 と実 施経 過 を述 べ た。 第1編 総論 にお い て は調 査研 究 の基 本的 な考

え方 を示 し,各 地 域 にお け る調 査 結 果 か らの 現状 分析 を 行 った。 更 に これ を踏 まえ て今後 の方 向 を

ま とめ た。

第2編 各 論 は60年 度 基礎 調 査 を 実 施 した 東北,近 畿,中 国,四 国 の4地 域 に お け る調 査成 果 を

各 々に と り まとめ た もの であ る。
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(昭和59・60年 度)

地 域内 情 報流 通委 員 会

(昭 和59年 度)

地方自治情報センター
商工会議所
地域振興関連の公共団体
情報サービス機関
通商産業省

札幌圏における地域産業情報流通調査委員会(北 海道)

首都圏経済情報流通調査委員会(関 信越)

名古屋大都市圏情報流通委員会(東 海 ・北陸)

地場産品ブラン ド確立のためのオンライン情報流通委員会(九 州)

(昭和60年 度)

仙台地域情報流通調査委員会(東 北)

近畿地域行政情報流通調査委員会(近 畿)

中国地域行政情報流通調査委員会(中 国)

四国地域産業経済情報流通調査委員会(四 国)・

一 騰 撫i雛無
)

の

⊃

図1-1委 員 会 体 制

●
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表1-2昭 和60年 度 調 査 の 実 施 経 過 表
○は委員会開催

60/4 5 6 7 8 9 10 11 12 61/1 2 3

中

央

委

員

会

地域内情報流通委員会

27
0

_●

地域計画(案)の 作成

27
0

31
0

19
0

,

　

全体計画策定

一

報告書とりまとめの検討
頃

総論作成
¶_r

印刷

地

域

委

員

会

1.仙 台地域情報流通調査

委員会(東 北)

22 13
0

.
調査計画の作成

働 計画の検討 ○

アンケート調査 の検 討
_崎 ●

発送 ・回収 集 計 ・分 析
'・ 丁

報告書の作成

2.近 畿地域行政情報流通

調査委員会(近 畿)

24
0

5
0. 一

.
一

一 ● 一

3.中 国地域行政情報流通

調査委員会(中 国)

24
0

27
0

一

●

・ ■ ●

頃

●

4.四 国地域産業経済情報

流通委員会(四 国)

●

. 　

7
0

一
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'第1編 総
論

1.背'景

各 地 域 には各 々地 理 的要 因,構 造 的 要 因,動 態 的要 因等 が重 な り合 って産 業 面 情 報 面等 の地 域

特 性 が 生 じて い る。 その ため,地 域 振 興 を考 え だ場 合,各 々の地域 特 性 に応 じた取 り組 みが 必要 で

あ る。 例 えば,「 地 域 産業 ビジ 。ン」 に示 され るよ うな地域 施 策 の展 開が 行 わ れ てい る。

'

●

〈地域産業 ビジ。ンにみる工業開発の課題と方向等〉

(製 造業部門別)(課 題 と 方 向)

北 海 道 地 域一(基 礎素材型)大 規模工業基地への企業誘致の継続努力 、

(加 工組立型)積 極的な企業導入と技術力の向上

(生 活関連型)未 利用資源の活用,道 民ニーズに即した住宅の供給い高付加価値
製品の開発

東 北 地 域一(基 礎素材型)エ ネルギー利用の効率化,製 品の高付加価値化

(加 工組立型)既 存企業の育成と企業導入を鍵 に・機械早 業鮪 機的齢

(生 活関連型)製 品の高付加価値化

関信越地域一(基 麟 材型)量 的拡大から質的充実への鞠 餓 ・高品勘 醐 の錠 雌 給

(加工組立型)エ レハ ロニクス化 糠 材醗 等に対興 た鴫 の揃 瞬

(生 活関連型)豊 富な情報を活かした,多 様なニーズひの対応

繭 北陸繊 一(基 礎素材型)フ ・インセラミ・クス新 分野への進出!フ ・イ汐 ミれ 分野の開拓

(加 工 組 立 型)エ レ ク トロニ ク ス化 への対 応

(生 活関連型)情 報収集能力等ソフト部門の強化による製品の高付加価値化i

近 畿 地 域一(基 礎素材型)製 品の高付加価値化,フ ァインケミカル分野,新 材料分野等への進出

(加 工組立型)エ レク'トロニクス化への対応,技 術開発の推進

(蠕 関鯉)多 様なニーズに対応し慣 品の高価 硫 化・7'・ ・シ ・'ζ化

国 地 域一(基 礎素材型)製 品の高付加価値化,新 材料の開発

(加工組立型)圭麟 機欝 巴蛾 告蘭鍵 醸 業の展開・1、ρ利嘩

(生 活関連型)地 場産業の展開

四 国 地 域一(基 礎素材型)素 材,製 品一本化体制の確立,製 品の高付加価値化

(加 工組立型)電 子電気機械の導入,メ カトロニクス化への対応

(生 活関連型)素 材の高付加価値化

九 州 地 域一(基 礎素材型)製 品の高級化,新 分野の開拓

(加 工組立型)製 品性能の高度化,海 洋部門,
気機械,精 密機械工業の導入育成

(生 活関連型)出 版印刷等の都市型産業の振興
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オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よ る情 報 流通 システ ム も地 域振 興 の 取 り組 み の一 つ であ るが ・ その 推

進を 図 るた め に地 域 の情 報 化 の 背景 を 明 らか にす るこ とは有 効 で あ る と思 われ る。 こ こで は,産 業

構造,コ ンピ ュー タ台数,各 省 庁 の モデル 事業 とい う視 点 か らそれ ぞ れの 地 域の 特性 を表 してみ たt6

(1)産 業構 造 か らみ た地 域 特 性 〆

都 道府 県 をい くつ か の地 域 に 分 けて,工 業 出荷 額の 特 化 係数 によ る地 域 の産 業構 造 の特 徴 をあ

げ る と次 の よ うに な る。 、'

北 海道,東 北,北 陸,一山陰,四 国,九 州,沖 縄 は軽 工 業,重 工 業(基 礎 素 材型)に 特化 してい

.る が,こ れ に 対 し,東 京,名 古 屋,大 阪の 三 大都 市 圏 を含 む地 域 では,重 工業(基 礎 素 材型,加

工組 立型)に 特 化 し てい る。

〈特 化 係数 の 高 い 業 種 〉

① 北 海道 一 食料 品,パ ル プ ・紙

② 東 北 一 食料 品,木 材 ・木 製 品,窯 業 ・土 石,電 気 機 械

③ 関 東 一 出 版 ・印刷,電 気 機 械,精 密機 械

④ 甲信 越 一 電 気機 械,精 密機 械

⑤ 北 陸 一 繊 維,非 鉄 金 属,金 属

⑥ 東 海 一 化 学,輸 送用機 械

⑦ 関 西 一 繊 維,鉄 鋼,金 属

⑧ 山.陰 一 衣 服,木 材 ・木 製 品
』

⑨ 山 陽 一 衣服,化 学,石 油 ・石 炭

⑩ 四 国 一 木 材 ・木 製 品,家 具,パ ル プ ・紙,化 学,窯 業 ・土 石

⑪ 九1州 一 食料 品,化 学,ゴ ム製 品,窯 業 ・土 石,鉄 鋼

⑫ 沖 縄 一 食 料 品,石 油 ・石 炭,窯 業 ・土石

纈}㌔'一 合 ・'一:v
10年 前 と比 較 する と,東 北,甲 信越,東 海,関 西,山 陰,山 陽,四 国,九 州 は重工 業(加 工 組

t
t立型)が 増 加 ・一 方 北 鎚 関 東 ・東 海 甑 嶋 四国.九 州 ・ 噸 で1ま重 工業(基 麟 材

型)が 減少 して い る。、オ イル シ ョック以 後,地 域の 産業 構 造 が基 礎 素 材型 か ら加 工 組立 型へ 転換

を 図 って い る といえ る。.、

,'.:`
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〈10年 間の変化が著 しい業種〉

(増 加)

① 北海道 一 石油 ・石炭

② 東 北 一 電気機械,精 密機械

③ 関 東 一

④ 甲信越 一 一般機械,電 気機械

⑤ 北 陸 一 金属a

⑥ 東海 櫛 送磯 城

⑦ 関 西 一 一般 機 械

⑧'山 陰 一 電 気 機械

⑨ 山 陽 一 輸 送 用機 械

⑩ 四 国 一 石 油 ・石 炭,窯 業 ・土石,電 気機 械

⑪ 九 州 一 一般 機械,電 気機 械,精 密機 械

⑫ 沖 縄 一 窯 業 ・土 石

(減 少)

鉄 鋼

石 油 ・石 炭,

一 般機 械

・石 油 ・石 炭

石 油 ・石 炭,金 属

金属,精 密機 械

化 学,石 油 ・石 炭

化 学,非 鉄 金属

化 学,石 油 ・石炭

石 油 ・石 炭

② コン ピ ュー タ台 数 か らみ た地域 特 性
.・ 一

都道 府 県 別 の事 業 所 あ た りの コ ン ピュー タ台 数 で は,東 京 が 最 も高 く,次 いで 大 阪,愛 知 とい

った大 都市 圏 や地 方 中 枢都 市 を もつ広 島,宮 城,福 岡,香 川 が 高い。 この他,大 都 市 圏 に隣 接 す 「

る神 奈川,京 都,ま た 北 海道 も比 較的 高い 。 そ の他 の地 域 は,か な り低 くな って い る二 ∴.

10年 前 と比 べ る と,広 島 が 横ば い,神 奈川,愛 知,大 阪 が減 少 な の に対 して,北 海 道,宮 城,

東 京,香 川,福 岡が 増 加 してい る。 コン ピ ュー タ導入 の 傾 向 は,地 方の ほ うに も広 く普 及 してお

り,平 均化 の 方 向 にあ ると いえ る。 ・…

(3)各 省庁 の モ デル 事 業 か らみ た地 域特 性

最 近,各 省 庁 に おい て地 域 の 情 報化 をめ ざ したモ デル事 業 を行 ってい るが,情 報化 に対す る地

域 の取 り組 み の 現状 と して以 下 に紹 介 す る。'.一 ∴・当

①.ニ ュ」 メデ ィア ・:コミュニテ ィ構 想(通 産 省)・ .・

地域 の 産 業,社 会, ,生 活の 各 分野 の ニ ーズ に即応 す る各種 の情報 シス テ ムを モ デル 的 に構 築

しそ の運 用 を通 じて 利便 性,経 済 性 及び 産 業 や社会 へ もた らす影 響の 評価 等 を 踏 まえ つ つ,そ

の成 果 を 全 国的 に普 及 させ てい くとい う,い わば ソフ ト面 か らの ア プ ローチを 主 眼 と:して い る。
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〈 ニ ュ ー メ デ ィア ・コ ミ ュ ニ テ ィ構 想 モ デ ル 地 区 〉

O艮 町市・:対1市・五島対馬地域/・ り

<厨 地医療塁>
1∫・'t

☆熊本市

く広域ぱ ネ▼トワーク型〉

レ ト　　

☆59年/itモ プら地域

060年 度モデル地域

()山 形県」酉ll烏～∫

ふ

<エ ネんギーシステム
☆新潟県良師日

く7ア7シ.ン

〈産地田N但>O岐Pt市

〈テ'ノ ボリス壁〉

1

パ ② ・"デレ》ドピァ構 想(郵 政 省)

双 方向CATV,キ ャプテ ン等 の 通信 イ ンフ ラズ トラクチ ャーを モデ ル 都 市 に集 中 的 に導 入 す

るこ とに よ り,ニ ュー メデ ィアが 家 庭 ・経 済 ・地 域社 会 に及 ぼ す 効果 や 影 響,問 題 点を実 体験

を通 じで把 握 じ,制 度 的 ・技 術 的 ・経済 的 な課題 につ いて の対 応 策 や,'ニ ーズ に対 応 した ニ ュ

・∴二^メデ 不アの普 及 方策'を明 らか に し;向 か うべ き高度 情 報 社会 の 諸 課題 を 事 前 に克 服 す る こと

"
を 自酌 どず:るパ イ ロ ッ ト的 な 構 想 で あ る。… 馳'パ

吟

P
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、

〈 テ レ トピア 指定 地 域 マ ップ〉

%

指定地域(60.3.5)

① 札幌市A.E.G

② 帯広市A.F

⑨ 米沢市'.南as市'高 畠町 ・川西町A.E.F

◎ 田島市A.F.I

Q)千 葉市A.C.J

⑥ 横浜lfi(みなとみら↓・21事集区域及び周辺港湾地域)

⑦M潟 市A.G.H

◎ 金沢市A.D.工

◎ 諏訪地M広 域市町村囲A.E.1

⑩ 静岡市A.B.D.G.

/

・

e〃
'ク

⑪ 大阪市(大 阪i随 港 ・北港地区)E.H.J

⑫ 御坊周辺広域市町tt掴 ・田辺周辺広域市●村圏 』

⑬{公 江市C.IF・1

⑪ 岡1韮1市H.1ク

⑮ 椙Llt市D.H.1

⑯ 山回市'防 府市'小8μ 町A.B,E.H

⑰ 松山地方生ttff.tanVA.B.D.F

⑩ 熊本市 ・益城町A.E.1

6人 分市 ・別府市B.E.1

⑳ 沖縄県全域K

。
ノ

e

◎
④

W

'⑦

.指 定地域(60.10.28)脂 足地域(60.1L20)

「}」 神戸(ポ ート7イ,ソ ド及び六甲アイランド地区)A.LJ.L,{`1一 関市A.F.G

r2」 姫路市A.B.H(2)仙 台市A.C.H

r3」 高松市H.1(3,8立 市A.E

「4」.長 崎市 ・大村市 ・福江市 ・対馬全町 ・五島全町 ・壱岐全町(4)秘 方坂井地区広域市町↓{商
A・C・E・LK(5)高 山市A.D .IA・D

グ

(6)豊 田 市A.E.G

⊂7)日1辺 町 ・精 華 ■「・木 渉 町

(e}pm和lilitiA.DAJd・J

(9)久 留米 市A.D.E

OO鹿 児 ハ島市A.D

(モ デル ・タ イプ)

A

B

C

D

E

F

コ ミュニテ ィ ・タ ウン型

福祉 ・医療型

研究 学 園 型

伝 統 ・地 域産 業 型

先 端 産業 型

先 進農 業 型

G

H

I

J

K

L

都市 問題 対 策 型

物流 ・商 流型

観光 ・レク リ ェー シ ・ン型

国際 交 流型

離 島振 興型

そ の他

'

■

③ 中小企業地域情報センター(中 小企業庁)

各部道府県・IO太 市の区域毎に設定され,そ の地域における中小企業向け情報を自ら収集 し,

あるいは中小企業情報センターから提供を受け,さ らには,創 出して,中 小企業者に分かりや.

すい形で提供する機能を持つ。

④ 地域経済活性化対策(自 治省)

地域産業構造の多様化 ・高度化,地 域の人材 〔技術などを活用した伝統的な地場産業の振興

等を目的として,以 下の3地 域を設定している。"t

イ 地域経済振興型地域

地域における産業の集積に乏 しく,又 は地域経済の停滞化現象がみられ,地 域経済活性化
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、 のための施策が必要と認められる地域

ロ 特定産業業種依存型地域

特定の産業業種への依存度が高 く,当 該産業業種の活性化又は地域の産業構造の多様化が

地域経済の安定的な発展に必要と認め られる地域

ハ 独創的事業推進型地域

地域の人材,技 術,情 報,資 源等を活用した独創的な地域経済活性化のための施策を積極

的に実施し,又 は当該施策の確実な実施が見込まれると認められる地域
'

2.本 調 査 結 果 の要 約

(1)各 地域のサブテーマについて

昭和59年 度及び60年 度において以下の8地 域がそれぞれの地域の特徴にあったサブテーマ

に取り組んで調査研究を実施 した。

① 北海道地域一 札幌圏における地域産業情報流通

北海道地域は全国と比較 した場合,第 二次産業,特 に製造業のウエイ トが低 く∴かつ今後の

高度情報化社会に向けて各地域機関の体質改善が緊急の課題となっており,地 域内産業の活力

を高めてい くことが必要である。,このため地域の産業関連情報等の各種情報の利用状態を把握

し,こ れら情報の高度利用の早期実現へ向けての対応が期待されている。 このような背景のも

とに,地 域内産業活動の活性化,地 域の自立化を指向 しながら,地 域産業情報の高度利用及び

地域機関相互のオンラインネヅトワークについての調査を札幌圏を対象地域として実施する。

② 東北地域一 仙台圏における企業経営のための情報流通

東北地域は中小企業の割合が多いことカごら,技 術力,販 売力等が弱 く.雇用その他の面も地域

とのつながりが十分でない状態になっている。その一因として,企 業経営を支える情報の受発

信ルートが未整備となっているため種 々の情報が不足していること,経 営効率の観点から見て

必要な情報活用に対 し自立していない等が考えられる。このため企業の活性化を実現する一つ

の方法としてより広範に情報の活用を行 うことを目的とし,情 報活用の面で企業 ・行政機関 ・

大学等各機関の情報流通体制の現状を把握 して今後の企業活動に必要な情報流通体制の在り方

を探るものとする。

③ 関信越地域一 首都圏における経済情報流通

関信越地域は全国の4割 経済圏であり,特 に首都圏においては技術革新と情報化の進展が進

んでいる。また,技 術革新に伴って変化する産業構造及び社会ニーズに対応 した経営戦略のた

めの管理中枢機能も首都圏に集中 しており,地 域の構造データ,生 産,消 費活動に対するデー

タ等首都圏経済情報に対する要望は非常に強いものがある。こうしたニーズを踏まえ,正 確,

詳細な一次情報,あ るいは加工された二次情報を可能な限 り迅速に流通させるためには,今 後

オンラインによるネ ットワーク化が必要である。首都圏が今後とも,地 域発展,国 の発展の中

心として活躍 し,ま た均衡のとれた国土発展に貢献 してい くための役割 ・課題等をさぐりつつ

Q
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今後どのような情報システムを構築すべきかについて検討する。

④ 東海北陸地域 一 名古屋大都市圏における中枢管理機能強化のための情報流通

名古屋大都市圏は全国有数の工業集積を持ちなが ら中枢管理機能の面で東京,大 阪両大都市

圏と比べ脆弱であり,こ の点の克服が今後の活性化,発 展を図る上で基本的課題の一つとされ

ている。とりわけ,情 報流通は経済,行 政,社 会文化の各方面における中枢管理機能の中心問

題であり,地 域の一体的発展のためには急速に発展 しつつある情報処理,通 信技術の成果を十

分に活か した展望が求められている。これ らの点を踏まえ,名 古屋大都市圏におけるオンライ

ンネットワークによる情報流通システムのあり方について検討する。

⑤ 近畿地域 一 近畿地域における行政情報流通

行政部門から発生する情報は膨大な量にのぼっており,他 の行政機関や民間企業において利

用価値の高い情報が多い。これ らの行政情報のデータベース化とオ ンラインによる流通の促進

は,行 政サービスの効率化 ・高度化と地域内情報の活性化をもたらすものと考えられる。この

ため,行 政機関及び地域の調査機関が産業振興を目的として提供できる情報と行政機関及び民

間企業等利用者の知りたい情報を明確にすることによって,行 政情報データベースの構築及び

行政情報のオンライン化の可能性と問題点を探る。

⑥ 中国地域一 中国地域における行政情報流通

多様化 ・複雑化する社会情勢の変化に迅速に対応し,地 域経済の活性化及び自律的発展を図

るためには,各 種統計情報や経済情報など地域の共通的行政情報の有効活用が必要となってい

る。 しかし,中 国地域では各地域機関で情報が収集されているにもかかわ らず,他 機関で持っ

ている情報を迅速かつ簡単に利用できないでいる。また,情 報の所在源情報の整備 ・流通の遅

れのため,当 該情報を必要としている機関が個々に情報を探 し,収 集,加 工,利 用 しているの

が実状である。このため,地 域内の共通的行政情報の整備と迅速な流通及び簡便な利用体制の

確保が重要であり,オ ンラインネットワークによる地域内行政情報流通システムの確立につい

て検討する。

⑦ 四国地域 一 四国地域の産業経済情報流通 、

四国地域は産業,経 済,社 会,文 化など各部門にわたって全国との間に,地 域格差が存在し,

特に四国の産業構造は,農 業,中 小企業のウエイ トが高 く,工 業において基礎素材型が多く立

地 し,高 度加工型,ハ イテク型産業の立ち遅れのほか,第 三次産業部門も未成熟である。一方,

最近の情報処理技術及び通信技術の進歩は,地 域社会にも大きな変化をもたらし,そ の影響

は次第に広範 囲に,か つ多様に広がってきている。このため,四 国地域の各種機関,企 業及

び地域社会における情報の活用を促進し,産 業経済の自律的発展に資するような産業経済情報

の円滑,か つ効率的な流通のあり方を検討する。

⑧ 九州地域 一 地場産品ブラン ド確立のためのオンライン情報流通

九州における地場産業は,関 東,京 阪神などの大消費地から遠いという地理的要因に加えて,

地場産業の構造的特徴である零細性によって情報機能や流通機能の脆弱性が指摘されている。
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この ため,こ れ らの 地場 産業 の製 品,い わ ゆ る地 場産 品 は,そ の知 名度 の 低 さや,消 費 者 ニー

ズ等 の把握 の 困難 性 等,種 々の要 因 に よ り,他 の産 地 の ブ ラン ドで 消費者 の 手 に渡 るとい う,

言 わ ば下 請業 的 な状 況 を 強 い られ てい る場合 が 多い の が現 状 で あ る。 一 方,最 近 にお け るIN

S等 の情 報通 信網 の 進 捗,並 び に ビデ オテ ックス,CATV等 の ニ ュー メデ ィアの発 達 には 目覚

ま しい ものが あ り,こ れ らを利 用 す る ことに よ って,地 理 的 制 約 を克 服 して,消 費者 ニ ーズ等

の 情 報 が迅 速か つ 的確 に把握 で き る状況 に な りつ つ あ る。 この よ うな状 況 を踏 まえ て,地 場 産

品の 産地 ブ ラ ン ドを確 立 し,地 域 中小企 業 の 活性 化 を図 るため の オ ン ライ ンネ ッ トワークに よ

る情 報 流通 の あ り方 に つい て検討 す る。

② 情報 ニ ーズの現 状

情 報 ニ ーズは,各 地 域 の設 定 した サ ブテ ーマに よ って,以 下 の よ うな違 い が 明 らか とな った。

① 産業 情 報(北 海 道),企 業 経 営 情報(東 北),産 業経 済 情 報(四 国)の サ ブテ ー マでは,産

業 ・業 界情 報,経 済 ・景 気動 向,雇 用 ・労働 情 報 に関 す る情 報 ニ ー ズが 高い。

② 経 済 情 報(関 信 越),行 政 情 報(近 畿,中 国)の サ ブテ ーマ で は,「 商 業 統 計 」,「 工業 統

計 」,「 事業 所 統計 」,「 国勢 調 査 」,「 住民基 本 台 帳 」 とい った各 種 統計 情 報 に関 す る情 報

ニ ーズ が高い 。

③ 中枢管 理機 能 強 化(東 海 北陸)の サ ブ テ ーマで は,技 術 情 報;経 営 情 報 に 関す る情 報 ニ ーズ

が 高 い。

④ 地 場 産品 ブ ラ ン ド確 立(九 州)の サ ブテ ー マでは,業 界 ・市場 情 報,製 品 開発 情 報,消 費 動

向,消 費 者 ニ ーズ に関 す る情 報 ニ ーズが 高 い。

また,利 用 主 体 に よ って も以下 の よ うな情 報 ニ ーズの違 いが 明 らか にな った 。

① 公的 機 関 では,「 国 勢 調査 」,「 住 民 基 本台 帳 」等 の 統計情 報 に 関す る情 報 ニーズ が高 い。

② 民 間企 業 では,業 界情 報,企 業 情 報,経 済情 報,金 融 情報 等 の経 営 情 報 に 関す る情 報 ニ ーズ

が 高 い。

では,こ れ らの情 報 の入 手 形 態,入 手 先 につ い てみ る と,ま ず 入 手 形態 で あ るが 印刷 物 での 入

手が 約8割 と圧 倒 的 に 多 くな って お り,磁 気媒 体,オ ン ライ ンに よ る入手 は1割 に も達 してい な

いo

また,入 手 先 で は,国 の機 関や 地方 公 共 団体 が 多 く,こ れ らの機 関 の情 報 提 供 に果 たす 役割 の

重 要性 が うかが わ れ る。

この ほか,産 業情 報(北 海 道)で は,新 聞 ・雑 誌,産 業経 済 情 報(四 国),企 業経 営情 報(東

北)で は,業 界団体,本 社 ・親会 社,取 引 先,経 済 団体 を あげ て い る。

また 中枢 管理 機 能強 化 の ため の情 報(東 海 北陸)で は,マ ス コ ミ,見 本 市,仕 入 先,販 売 先,

調 査 機 関 か らの入 手,地 場 産 品 ブ ラ ン ド確 立 の ため の情 報(九 州)で は,業 界紙,専 門紙,取 引

先,同 業 者,消 費 者,展 示 会,見 本 市 か らの入 手が 多 く,入 手 経 路 の 多様 性 を 現 してい る。

次に,こ れ らの 情 報 を入 手 す る際 の問題 点 を み る と,以 下 の よ うに まとめ られ る。

① 入 手 に時 間 がか か る。
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② 入手 経 路 が限 られ,情 報 源 に乏 しい 。

③ 情報 が 古 い(公 開時期 が 遅い)。'

④ ど の よ うな情 報 が提 供 され て い るか わ か らない 。

⑤ 継続 的 に得 られ な い 。

⑥ 再 編集 が 必要 。

このほ か,デ ー タ内 容 につ い て,詳 細 な情 報が 少 な い,体 系 性 に欠 け る等 の 指摘 が で てい る。

(3)情 報 シ ーズ の現 状

各 地 域 の調 査 に よ り,各 地 域 で約 半 数以 上 の事 業 所 が コ ンピ ュータを 導入 ・利 用 して い る こ と

が わか る。 導入 してい る コ ン ピュー タは,小 型,超 小 型 が主 で あ るが,数 年 前 の状 況 と比較 す る

と,こ の ク ラスの コ ン ピュー タの普 及 が著 しい。 しか し,そ の利 用 内容 を み る と給 与 計 算,会 計

・経 理 と い った社 内 の定 型業 務処 理 で の利 用が 多い 。

また,東 北,近 畿,中 国地 域 で は,公 的機 関を 中心 に情 報提 供 の現状 に つい て も調査 を 行 って

い る。 これ に よる と,公 的機 関 で は ほ とん どの 機 関が 情 報 提供 活動 を 行 ってお り,調 査 対 象 の 全

体 で も4割 近 くの事 業所 が 情 報を 外部 に提供 してい る。 しか し,提 供 方法 は 印刷 物 が ほ とん ど で,

コ ン ピ ュータ,磁 気 媒体 に よる ものは 少 ない。

さ らに,近 畿地 域 で は,内 部情 報 の整 備 に つ いて 調査 を 行 ってい るが,デ ータベ ース など コ ン

ピ ュー タに よ る情 報の 整備 を 行 ってい る事 業所 は約半 数 に達 してい る。 しか しその 内訳 をみ る と

人 事 や 財 政 ・会 計 情報,市 町 村 の住 民情 報 など プ ライベ ー トな情 報が 多 く,オ ン ライ ンネ ッ トワ

ークを 推 進 す るた め には 多 くの 問題 が 残 され て い る。

(4)オ ン ライ ンネ ッ トワークの 現状

オ ン ライ ンネ ットワークの 現 状 と して は,② 情報 ニ ー ズ の 現 状 及 び(3)情 報 シ ーズ の現状 の と

こ ろで述 べ た よ うに,現 在 は 印刷 物 に よ る情報 の 流通 が 中 心 とな って お り,オ ン ラ イ ン化 が 進 ん

で い るのは,企 業 内及 び一 部取 引 先 との ネ ッ トワー クに とど まってい る。 全体 的 に は,オ ン ライ

ンに よ る情 報 流通 は まだ非 常 に少 な い段階 に あ る。

今 後 オ ン ライ ン化 を 計画 あ るい は 希望 して い る事 業所 は全 体の2割 に とど ま ってい るが,ニ ュ

ー メデ ィア を始 め とす る情 報基 盤 の 整備 が 進 ん でお り,例 え ば,九 州 地域 の よ うに ビデ オ テ ック

スやCATVに よ る情報 流通 を め ざ してい る試 み もあ り,今 後 の方 向 と しては 大 い に期 待 で き る。

また,オ ン ライ ンネ ッ トワークへ の 参加 希 望 をみ る と,「 関心 を も ってい る」 あ るい は 「参 加

す る」 と答 え た事業 所 が全 体 の 約半 数 とな ってお り,オ ン ライ ンネ ッ トワー クへ の 関心 の高 さが

うかが え る。

具体 的 に は オ ンラ イ ンネ ッ トワー クに よ り,次 の よ うな メ リッ トが期 待 され てい る ことが 明 ら

か に な った。

① 情 報 流 通 の即 時 性,迅 速性

② 情 報の 二 次加 工,高 度 利 用

③ 情 報 の正確 惟
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④ コス ト労 力 の軽 減

⑤ 継 続 的 な情 報 流 通

⑥ 大量 デ ー タの利 用

これ らの メ リ ッ トは,② 情報 ニ ーズ の現 状 の と こ ろで,情 報入 手 の問 題点 と してあ げ たい くつ

か の項 目の 解決 策 とな る もの と思 われ る。

3.今 後 の 課 題

オ ン ライ ンネ ッ トワーク は情報 の 流通 に お い て非 常 に有 効 な 手段 で ある が,地 域社 会 に おい て最

も特 徴 的 な情 報伝 達 の 手 段は 直接 会 う ことに よ る会 話 で あ る。 情報 は 様 々 な経 路 を通 じて得 られ,

流 され る もの で あ り,オ ン ライ ンネ ッ トワーク は その道 具 にす ぎ ない。 オ ン ライ ンネ ッ トワ ーク と

そ こで 流 され る情 報(デ ー タ)と 人 が有 機 的 に連 結 ざれ て始 め て効 果 を発揮 す る。

地 域 内 オ ン ライ ンネ シ トワ ニクめ 形成 は,地 域に お け る人 々の交 流 のた め の経路 を新 た に一 つ加

え る こと であ り,新 た な交 流 の じか た を可 能 と させ,地 域 にお け る情 報密度 を高 め',地 域社 会 の一

体 感 の醸 成 に 役立 て,産 業 の 個性 的 発展 に寄 与 す る もの であ る と考 え るべ きであ る。

また ネ ッ トワ ーク化 の進 展 に よ り,大 量 の 情 報流 通 が進 め ば 進む ほど,大 都 市 圏 の情 報収 集,発

信 地 と しての機 能 が 強 くな り,情 報 ぽ よ り大都 市 圏 に 集 中す る こと も考え られ るが,ネ ッ トワ ーク

化 を 進 め る こ とに よ り,従 来地 芳 にお い て入 手 困難 で あ った情 報が 得 られ た り,即 時 的 に情 報 入手

が 可 能 とな る等,地 方 で の情 報入 手 の容 易 化,迅 速 化 が進 み,情 報 格差 が 是正 され ると考 え られ る。

近 年 の コ ンピ ュー タ,半 導 体,光 通信,衛 星通 信 等 に代 表 され る情 報処 理技 術,通 信 技術 等 の著

しい進 展 に合 わせ,地 域 にお い て も情 報化 の 波 は着 々 と押 し寄 せ,地 域の 実態 に合 らた情報 化 を確

実 な もの とす るため 地域 自 らが主 体性,先 見 性 を も っ て情 報 化 に取 り組む 必要 が あ る。

本 プ ロ ジ ェク トでは地 域 内 オ ン ライ ンネ ッ・トワーク に よ る情 報流 通 システ ム のあ り方 に つい て,

'5
9年 度 及 び60年 度 は8地 域 の 基礎 調 査 を実 施 しだ。そ の結 果,情 報 流通 シス テ ムの対 象機 関 及 び

流 通 す べ き情 報が 明 らか にな り,今 後 の ビジ ョシ策 定 及び 実 現 のた あ の具 体的 方 策検 討 の 足掛 か り

を つか む こ とが で きた とい え る。"^`

情 報 ネ ッ トワー クが 目的 別 に地 域 内,地 域 間 と進 む につ れ,'次 第 に 重層 的 な ネ ヅ トワ ーク構 造 を

形成 してい くと考 え られ る。 その 過程 で,各 ネ ッ'トワ ーク の接 点 とな る地 域情 報 拠 点が 必 然的 に統

・ト合 あ るい は 育成 され る とい うサ イ クル で進 む こ とが予 想 され る
。 これ らの重層 化 され た ネ ッ トワー

クや 情報 拠 点 に つい て は,そ の 育成 の基 準 とな る ビジ ・ンの 作成 が 必 要で あ る。

しか しなが ら,オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よ る情 報 流通 シス テ ムの 実現 に は まだ まだ解 決す べ き

課 題 が 多ら6各 地 域 共通 め 課題 は 以 下cZ)よ うに まとめ られ る6

内部 情 報 が整 備 され てい な い と ころ では,デ ータベ ース化 を 促進 す る と と もに,提 供 体 制 を整備

す る ことが 必 要 であ ろ う。 この ほか,以 下 の よ うな課 題 を解 決 きせ な けれ ば な らないご

① 詳細 な情 報,体 系的 な情報 の整 備

② 所 在 源 情 報の 整備

合
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③ 個 人 情報,企 業秘 密等 プ ライバ シーの保 護

④ コス ト,労 力 の分 担 方法

⑤ 障 害 発生 時 の デ ー タ保 護

⑥ シス テ ムの安 全 性,信 頼 性

⑦ 通 信 プ ロ トコル の標 準 化

また,今 後 の検 討課 題 と して,情 報 化 の進展 に よ って もた らされ る産業 組 織,産 業構 造の 変 化へ

の対 応 が必 要 とな って くるで あ ろ う。
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1.調 査研究 の概要

1.1目 的"∵:'1㌧1、:.

東北 地 域め 産 業は 年 々拡大 しつ つ 断 るが 〆全 国的 に見 ると生 産 性 等 は低 水 準 に あ り,所 得格 差,

人 口の 他 地域 ・(主に東 京)へ の 流 出等 が 大 ぎ な問題 とな ってい る。

また,東 北地域は中小企業の割合が多い等のことから,技 術力,販 売力等が弱く雇用その他の面

も地域とのつながりが十分でない状態になっている。その一因として,企 業経営を支える情報の受

発信ルートが未整備となつているため種々の情報が不足 していること,経 営効率化の観点から見て

必要な情報活用に対 し自立 していないこと等が考えられるのではないだろうか。

このため当地域委員会では,企業の活性化を実現する二つの方法としてより広範に情報の活用を行う

ため,情 報活用の面での企業 ・行政機関 ・大学等各機関の情報流通体制の現状を㌔撮 し,今 後の企
`

業活動に必要な情報流通体制の在 り方を探るものとする。 ・

盟190fiM以 上

吻ITO,`90万 周

回1茄 一170万 円

〔=コt30-tso万 円

合唱¥均tST万 円

㌧

,〈 資 料〉 県 民 経済 計 算年 報(昭 和57年 度値)

図1-1所 得 水 準(人 ロー 人 当た り県 民 所 得)

,具 体的には,東 北地域における産業活動の中心であり,情 報集積が高い等の理由から仙台地域を

モデルとして,情 報の利用及び提供状況等を把握するための調査を行い,企 業の健全な発展のため

に望ましい情報流通体制の在 り方及びそれを実現するための課題について利用者側の立場か ら検討

を加えるものとする。

一21一



il;;2i
π

寧

鋼
㎞
岬躍 単位:100万 円

1

0

9

8

7

6

5

ハ

ユ

～

～

～

～

～

～

～

0

9

8

?
・
6

5

4

〈資料〉 工業統計(昭 和59年 速報)

図1-2生 産性(付 加価値額/従 業員数)

霧

海
巳6～a8

a4～ 巳6

込2～ 巳4

0～ 巳2

'《L2tV

屯4～-a2

屯6～-a4

一巳8～ 一巳6

〈 資料 〉 住 民 基本 台帳(昭 和58年 値)

図1'-3人 目移動(社 会 増 加率)

1.2推 進 体 制

当事業を推進するために情報の利用側の立場として 「東北金属工業株式会社」,「 カメイ株式会

社」,「 日本生命保険相互会社仙台南支社」の民間3社tt提 供側として 「仙台商工会議所」,「 財

団法人東北開発研究センター」,「 北海道東北開発公庫東北支社」,「 財団法人宮城県企業振興協

会宮城県中小企業情報センター」,「 仙台通商産業局」の5機 関で構成する 「仙台地域情報流通調

査委員会」を設けて調査研究活動を行った。
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2.仙 台地域 情報流通調査の概要

2.1調 査 内 容 及び 調 査 方 法 ,

企業活動を行 うにあたっての情報交流は,情 報の利用と提供の両方の立場が考えられるが,今 回

の調査では企業を情報の利用者側,国 の機関,地 方自治体,各 種経済団体,学 校 ・研究機関等を提

供 者 側 と設定 し,そ れ ぞれ の立 場 に おけ る情報 流通 の現 状 を把握 す る こと と し,次 の調 査 を行 った。

利 用 者側 に対 して,「 現在 企 業が 利 用 してい る情報 及 び入 手 形態 」,「 今 後 利 用 した い情 報 」,

提 供者 側 に 対 しては,「 現在 提 供 してい る情 報 及 び提 供形 態 」,「 提供 上 の問 題 点 ・課題 」,ま た

両 者 に対 し,「 情 報処 理 機器 の 導入 状 況 」,「 オ ン ライ ン化 の メ リ ッ ト,デ メ リ ッ ト」,「 オ ン ラ

イ ンへ の参加 意 識 」等 につい て 郵送 に よ り 「企 業経 営 に 関す る情報 ニ ーズ調 査 」,「 情 報提 供 に 関

す る調 査 」 の ア ンケ ー ト調査 を行 った。

2.2調 査 対 象

利 用 者側:仙 台地 域 内の984事 業 所 .,

提 供 者 側:仙 台地 域 内の 国 の機 関(通 産 局,建 設 局等),地 方 自治 体(宮 城県,仙 台 地 域 の市

町 村),各 種経 済 団 体(商 工会 議所,北 東 公庫,東 北 開発 研 究 セ ンタ ー等)1学 校

・研究 機 関(東 北 大 学 ,半 導 体研 究 所等)の56纐1

囲 こ こで い う仙 台 地域 とは,仙 台 市 を 中心 と した40キ ロ圏 の以 下 の地 域 をい う。

仙 台 市,塩 釜 市,古 川 市,白 石市,名 取 市,角 田市,多 賀城 市,泉 市,岩 沼市,蔵 主 町,

大 河 原町,村 田町,柴 田町,川 崎 町,丸 森 町,亘 理町,山 本町,秋 保 町,松 島町,'

七が浜町,宮 城 町,利 府 町,大 和 町,大 郷町,富 谷町,大 衡 村,中 新田町,・」・野田町,宮 崎 町,

色麻 町,松 山 町,三 本 木 町,鹿 島 台町,小 牛 田町,南 郷町,矢 本 町,鳴 瀬 町の37市 町村

2.3回 収 状 況t

(1>企 業 経 営 に 関す る情 報 ニ ーズ調 査

仙 台 地 域 内の984事 業 所 を対 象 に調 査 を 行い,343事 業 所か ら回 答 が あ り,回 収 率349%と

な った。 業種 別 及 び従 業員 規模 別 の 回収 状 況 は,表2-1,表2-2の と お りで あ る。
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表2-1業 種別 回収 状 況(事 業 所 数1)、

業 種 発送数 回収数 回収率 回収数の
構 成 比

建 設 業 65 , 23
へ

35.4 6.7

製 造 業 371 128 34.5 37.3

卸 ・ 小 売 業 235 57 24.3
層

16.6

金融.・保 険 ・不 動 産 126 39 3LO 11.4

そ の 他 サ ー ビス 業 187 91 48.7 26.5

不 明 一 5 1.5

合 計 984 343 34.9 100.0

表2-2従 業員規模別回収状況(事 業所数)

従業員規模 発送数 回収数 回収率
回収数の
構 成 比

300人 以 上 11 8 72.7 2.3

100～299人 .8 6 7,5.0 1.7

50～99人 ,63 26 , 41・3
7.6

20～49入 391 157 40・2 45.8
v

19人 以 下 511 14 .6 28.6 42.6.

合 計 984 343 34.9 100.0

発送1量

回収数

e 、26
4960θ 巳sca

嚇
不
明

}
そ
の
警

ビ
・
業

㎜

金
融

.
保
険

●
不
動
産

薪

・
小
売
業

製
造
業

　

　…]…建

設
業

泥状収掴融業1一2図

発送数

回麟 欠

62e4868Bei88

5

・葦"〆駕・　 '..二.;;::'

・30010050

以 ～ ～

上29999

一'『獲

2019(入)

～ 以

49下

図2-2従 業員規模別回収状況
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(2)情 報提 供 に 関 す る調 査.

仙 台地 域 内 の国,地 方 自治 体,各 種 経 済 団体,学 校 ・研 究 機 関等 の56機 関 を対 象 に調 査 を行

い,39機 関か ら回 答が あ り,回 収 率69.6%・ とな った。機 関別 の 回収 状況 は,表2-3の とお り

で あ る。

表2-3機 関別回収状況(機 関数)

機 関 名 発送数 回収数 回収率
回収数の
構 成 比

国 の 機 関 6 3 50.0 7.7

自 治 体 33 25 75.8 64ユ

経 済 団 体 6 4 66マ 10.3

大学 ・研究機関 5 4 80.0
$ぺ

103

金 融 機 関 4 2

'

50.0 5.1

そ の'他 2 1 50.0 2.6

合 計 56 39
'
69.6' 100.0

k四 駒 ㎜
OlO初 出40茄 防 犯 釦90100圃 自■体

巳刀 媛研③偉

綱懸 灘 欝 魏 ・雛i騨 貢

・・隙 懸欝 欝 灘2ろ灘i

図2-3機 関別回収状況

2.4調 査 結 果 の 概 要

両調査の結果から仙台地域における情報流通の現状は以下のとおりである。

2.4.1情 報 交流 の 現状 ・

企業が・活動を行うにあたって入手 している情報(資 料1・「入手情報種 類別活用分野 」

参照)を み る と,最 も多い もの が 「所属 業 界,産 業 界 の動 き」,次 い で 「国 内 の経 済 ・景 気動 向,

「県 内 の経済 ・景 気動 向 」,「 事 務 合理 化,機 械 化 」,「 消費 者 ニ ーズ 」 の順 とな って お り,様

々な 分野 の 情報 を入 手 してい る ことが 分 か った。 活 用分 野別 に み る と,「 企 業 経営 のた め」 が最

も多 く,次 い で 「製 品販 売 活 動 の ため 」,「 予算 計 画のた め」,'「 雇 用及 び人 材 育成 の ため 」,

「製 品 の生 産 活動 の た め」 の順 とな ってい る。'・'・'・

ま た,そ れ ら情 報 の 入 手 先 ぐ資 料2「 情 報 種 類 別 人 手 先 」 参 照)に つ い て み る と・
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「業 界 団体 」が 最 も多 く,次 い で 「本社,親 会社 」,「 取 引先 」,「 経 済 団体 」,'「 情 報 サ ー ビ

ス業,DB業 」の 順 とな ってい る。

入 手 形 態(資 料3「 情 報 種 類 別 入 手 形 態 」 参 照)に つ い て み る と,「 新 聞 ・雑 誌 等 の

印 刷 物 」 が 最 も 多 く,次 い で 「電 話 ・面 談 」,「 テ レ ビ ・ラ ジオ 」,「 フ ァク シ ミ リ」,「 そ

の他(研 修 会 等)」 とな って い る。

一 方 ,国,自 治 体,経 済 団体,大 学 ・研 究 機 関,金 融 機 関等 が 提 供 してい る情 報 の分 野別 割 合

をみ る と,「 その 他(広 報 紙 等 を使 って複 数 分野 の情 報を 提供 して い る もの等)」 が最 も多 く,

次い で 「経 済 情報 」,「 技 術情 報 」,「 市況 情報 」,「 経 営情 報 」 の順 とな ってお り,主 に 「新

聞 ・雑 誌 等印刷 物 」,「 電 話 ・面 談 」 等 で提 供 を行 ってい るこ とが 分か った。,

2.4.2情 報 機器 の導 入状 況 と活用 状 況

全国 の 中小 企業 の 「コ ン ピュー タ」 の利 用状 況(中 小 企 業庁 調 査:昭 和59年12月)を 見 る と,

26.6%が 導入 して い る とい う結 果 が でて い る が,今 回 の仙 台地 域 を 対 象に した調 査 は大 企 業 を含

む等 対 象 が異 な ってい るこ と もあ り,こ れ を上 回 る45.5%と なってい る。提 供 側 にお いては,38.5

%の 機 関 が導 入 してい るこ とが 分か った 。

「フ ァク シ ミ リ」は利 用 側 の56.9%,提 供 側の7L8%,「 ワー プ ロ」 は,利 用 側 の31.2%,

提供 側の79、5%が 導 入 してい る こ とが 分 か った。

〈利 用 側 〉

45.5(13)コ ン ピ ュ ー タ

56.9(4.7) フ ァク シ ミ リ

ワ プ ロ

そ の 他

〈提 供 側〉

Z3&5(7.6)1

勿71.8(7.6)1

79.51

コ7.7

(単 位:%)

囲1.利 用 側:仙 台市 を中 心 と す る40キ ロ圏 の343事 業所

2.提 供 側:仙 台市 を 中心 とす る40キ ロ圏 の国 の機 関,地 方 自治 体,各 種経 済 団体,

学 校 ・研 究機 関等56機 関'

3.圏O内 は情報交流における活用状況
'

図2-4情 報機器の導入状況と活用状況

2.4.3オ ンラ イ ンネ ッ トワー クへ の意 識

全 国 の中 小企 業 の オ ンライ ン実 施 状 況(中 小 企業 庁調 査:昭 和59年12月)は6.4%と な って

いるが,今 回 の調査で 「実 施 中 」 と答 え た機 関は利 用 側 がL3%と 低 くな ってい るご一 方,提 供 側 が
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7.6%と な って い る。

オ ン ライ ンネ ッ トワー クへ の参 加 意 識 に つい てみ る と}「 参 加 す る」 と答 えた機 関 は利用 側 が

40.8%と な ってい る のに対 し,提 供 側が15.4%と 低 くな ってい る。 また,、ア ンケ ー ト票 中 に オ

ン ラ インネ ッ トワー クの定 義 が なか った こ とや,オ ン ライ ンネ ットワーク の イ メ 「 ジが 明確 とな

って い ない こと もあ り,「 参 加 しな い」 と答 えた機 関 は利 用 側が40.8%,提 供 側が5.1%,「 不

明 」 は利 用 側が18.4%,提 供側 が71.8%と な ってい る。 提 供側(6「 不 明」の 内・現 在 は 「考 え て

い ない 」 と答え た機 関 は61.5%と な ってい る。

〈利 用 側〉

・3[

1 40.8

1 40.8

1 18.4

実 施 中

参 加 す る

参加 しない

不 明

〈提 供.側 〉

:%)

囲 利 用 側 の 「実 施 中 」 は コン ピュー タ媒 体 を利 用 して情 報を 入 手 して い る 機 関 を,提

供側の 「参加する」は計画中の機関を示す・ また・ 「不明」には 「考えていな図 を

含 む 。

図2-5'オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー ク へ め 参 加 意 識

オ ン ライ ンネ ッ トワ ークの 意義 に つい て は,利 用 側だ け の調査 で あ るが,「 デ ー タ入 手 の迅 速

性 」が44.9%,次 い で 「情 報 の高 度 か つ 多様 な加工 利用 が 可能 」が29.7%と 関心 が 高 いが,一

方 「よ くわ か らない 」 と回 答 した機 関が26.5%と な って お り,こ れ は オ ンラインネ ッ トワー クの

機 能 に つい て,ま だ 十分 に理 解 され てい ない ため であ る と思われ る。

●

44.0一 (単 位

29.7
一 26.5一 25.1一 22.4一 21.〇

一

1.5一
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図2-6オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー ク の 意 義
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オ ンラ イ ンネ ッ トワー クの 注意 点 ・問 題点 につ い てみ る と,「 秘 密保 護 」 は利 用側 が31.5%,

提 供 側が35.9%と な って お り,「 経 費 」 が それ ぞれ21.0%,38.5%と な った。

また,提 供 側 では 特 に 「内 部 の提 供情 報 の整 備 」 が5L3%と 高 くな ってい るが,内 容的 には整

備 に かか る労 力 や経 費 が 大 きな 問題 とな ってい る こ とが 分 か った。

〈 利 用 側 〉 〈提 供 側 〉

(単 位:%)

プ ラ イ バ シ ー 秘 密 保 護

災 害 対 策

経 費

(使 用 料 金)(提 供経 費)

使 い 易 さ

内部 の 提 供 情 報 の 整 備

外 部 情 報 の 入 手 ・整 備

通 信 方 法 の 標 準 化

情報 提 供 活動 に 係 る設備

そ の 他

図2-7オ ン ライ ンネ ットワーク の注 意 点 ・問 題 点

:'Ft,`

1 3L5

4.1[

121.0

1 31.5

1

1.5[

35.gl

38.51

,

51.31

23ユ1

12.81

25.61

12.81
1

●
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3.調 査 の 結 果

3.1企 業 経 営 に 関 す る 情 報 二.一 ズ 調 査

3。1.1事 務用 情報機 器 の 利 用状 況 と導 入 予定(設 問2,3)

事 務 用 情 報機 器 の 利 用状 況 を み ると 「コン ピ ュータ 」を 利用 してい る と答 え た 企 業 は 全 体 で

45.5%と な ってお り,業 種別 では 「金 融 ・保 険 ・不 動産 業 」 が76.7%,次 い で 「卸 ・小 売 業 」

が56、1%,「 そ の他 サ ー ビス業(運 輸 ・通 信 ・サ ー ビス)」 が43.0%と な ってい る。 しか し,

ア ン ケー トの 中 で コ ン ビュLタ の定 義 が 明確 に な ってい な か った こ ともあ り,大 型 ・中型 等 の機

種 別 の利 用 状 況 に つい て は十 分 に把 握 で き なか った。

「フ ァク シ ミ リ」 を利 用 してい ると答 え た企業 は 全体 で56.9%と な ってお り,業 種 別 で は 「卸

・小 売 業 」が68.4%,次 い で 「製 造業 」が63.3%,「 建 設業 」が52:2%と な って い る。

「ワ ァプ ロ」 を利 用 して い る と答え た企 業 は全 体 で31.2%と な って お り,業 種毎 の差 は あ ま り

なか った。

事 務 用 情 報 機 器 の 導 入 予 定 を み る と,「 コ ン ピ ュ ー タ 」,「 フ ァ ク シ ミ リ」,「 ワ ー プ1ロ」 を

今 後 導 入 す る 予 定 が あ る と 答 え た 企 業 は そ れ ぞ れ 全 体 で5.5%,4.7%,3.8%と な っ て い る。 現

在 の 利 用 状 況 と 今 後 の 導 入 予 定 を 合 せ て み る と,「 フ ァ ク シ ミ リ」 が61.5%,「 コン ピ ェ一 夕 」

が51.Q%,「 ワ ー プ ロ 」 が35.0%と な っ て い る 。

●
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`

・

・

事務用情報機器の利用状況と導入予定表3-1

問2.3 事 業 所 数 比 率(%)

利用状況 有
効

現い
在る

現い計
在な画

不 ・現 い

在 る

'
現 い計

在 な 画

不

回 導 導 い し 導 導 い し

答 入 入がて 明 入 入がて 明

数 し し今い し し今 い

業種 機 種 て て後 る て て後 る

コ ン ピ ュ ー タ 23 7 2 14 30.4 8.7 60.9

建
工 フ ァク シ ミ リ 23 12 0 11 52.2 0.0 47.8

成

業
o

ワ ー プ ロ 23 8 0 15 34.8 0.0 65.2

そ の 他 23 0 0 23 0.0 0.0 100.0

o

コ ン ピ ュ ー タ 128 50 7 71 39.1 5.5' 55.5

製
注

フ ァク シ ミ リ 128 81 9 38 633 7.0 29.7

旭

業
.

ワ ー プ ロ 128 40 5 83 31.3 3⑨ 64.8

そ の 他 128 4 0 124 3.1 0.0 96.9

●

コ ン ピ ュ ー タ 57 32 4 21 56.1 7.0 36.8

口
、

缶

り フ ァ ク シ ミ リ 57 39 2 16 68.4 3.5 28.1

売 ・

ワ ー プ ロ 57 19 2 36 33.3 3.5 63.2

業
そ の 他 57 4 0 53 7.0 0.0 93.0

コ ン ピ ュ ー タ 30 23 0 7 76.7 α0 233

金不
融動 フ ァク シ ミ リ 30 17 0 13 56.7 0.0 433

保産 .

ワ ー プ ロ 30 11 1 18 36.7 33 60.0

険業
そ の 他 30 1 0 29 3.3 0.0 96.7

o

コ ン ピ ュ ー タ 100 43 6 51 43.0 6.0 51.0

そ1

の ビ フ ァ ク シ ミ リ 100 45 4 51 45.0 4.0 51.0

他 ス
o

ワ ー プ ロ 100 28 5 67 28.0 5.0 67.0

サ業
そ の 他 100 4 2 94 4.0 2.0 94.0

コ ン ピ ュ ー タ 5 1 0 4 20.0 0.0 80.0

不 フ ァク シ ミ リ 5 1 1 3 20.0 20.0 60.0

明

.

ワ ー プ ロ 5 1 0 4 20.0 qO 80.0

そ の 他 5 0 0 5 0.0 0.0 100.0

●

コ ン ピ ュ ー タ 343 156 19 168 45.5 5.5 49.0

合
フ ァ ク シ ミ リ 343 195 16 132 56.9 4.7 38.5

計
㊨

ワ ー プ ロ 343 107 13 223 31.2 3.8 65.0

そ の 他 343 13 2 328 3.8 0.6 95.6
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コ ン ピ ュ ・一 夕

フ ァク シ ミリ

ワープ ロ

その他

e 26 4θ 60 8elge

駕

現在導入し
ている

現在i5大し
ていないが

今時 価 し
ている

不明

図3-1事 務用情報機器利用の状況と導入予定

■

3.1.2現 在 の利 用情 報 と活用 分 野(設 問4)

現 在,企 業力1活動 を行 うに あ た って,入 手 して い る情 報 とそ の活 用 分野 に つい ては,「 入 手情

報 種 類別 活 用分野(資 料1>」 のと お りで あ る が,そ れ ぞれ の 回答数 の総計 で多 い順 に5位 まで

をみ ると表3-2の よ うに な っ てい る。

こ れを 入 手 してい る情報 に つ い て み る と,「 所 属業 界 ・産 業 界の動 き 山 「国 内 の経 済 ・景 気

動 向 」,「 県 内の経 済 ・景 気 動 向 」,「 事 務 の 合理 化 ・機 械 化 」,「 消費者 ニ ーズ 」 の順 に な っ

てい る。 また,活 用 分 野 に つい て は,「 企 業 経 営 の ため 」,「 製 品販 売 活動 のた め 」,「 予 算計

画 の ため 」,「 雇 用 及 び人 材 育成 の ため 」,「 製 品の生 産 活動 のた め 」の順 にな って い る。

入 手 して い る情 報 を 活用 分 野別 にみ る と,「 企業 経営 の た め 」に 活用 され る情 報は 「所属 業 界

・産 業 界 の動 き」 と答 え た企 業 が161事 業 所で47 .8%,次 いで 「国内 の経 済 ・景気動 向」が156

事 業 所 で463%,「 県 内の 経 済 ・景 気 動 向 」が154事 業所 で45.7%,「 事 務の 合 理 化 ・機械 化 」

が113事 業所 で39.5%,「 消 費者 ニー ズ」 が76事 業 所 で:22.6%と な…づそ い る。■"J・,

「製 品の販 売活 動 の ため 」 に 活用 され る情 報 は 「消 費者 ニ ーズ 」 と答 え た企業 が91事 業 所 で

27.0%,次 い で 「所 属 業 界 ・産 業 界の動 き」 が89事 業 所 で26 .4%,「 県内 の経 済 ・景 気動 向 」

が78事 業所 で23.1'%,「 国 内 の経 済 ・景 気動 向 」 が75事 業 所 で22.3%,「 事 務 の 合 理化 ・機

械 化 」が25事 業所 で7.4%と な ってい る。 ・ 〉
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表3-2現 在の利用情報と活用分野

問4 活用分野別利用情報(事 業所数) 比 率(%)

活用分野

情報の種類

1

企
業
経
営
の
た
め

4

製
品
の
販
売
活
動
の
た
め

6

予
算
計
画
の
た
め

7

雇
用
及
び
人
材
育
成
の

た
め

3

製
品
の

生
産
活
動
の
た
め

上
位
5
位
の
合
計

総

計

1

企
業
経
営
の
た
め

4

製
品
の
販
売
活
動
の
た
め

6

予
算
計
画
の
た
め

7

雇
用
及
び
人
材
育
成
の
た
め

3

製
品
の
生
産
活
動
の
た

め

所属業界 ・産業界の動き

国内の経済 ・景気動向

県内の経済 ・景気動向

事務の合理化 ・機械化

消費者ニーズ

161

156

154

133

76

89

75

78

25

91

35

46

37

20

17

17

15

18

25

5

32

20

18

24

21

334

312

305

233

210

339

349

342

290

258

47.8

46.2

45.7

39.5

22.6

26.4

22.3

23.1

74

27.0

10.4

13.6

11.0

7.7

5.0

5.0

4.5

53

7.4

1.5

9.5

5.9

5.3

7.1

62

上位5位 の合計 680 358 161 80 115

総 計 2,416 1,245 687 542 449

.囲 比率は活用分野別の回答数を有効回答数(337事 業所)で 割った値であ り,情 報を利用している事業所の割合を示す。
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自 国円の経済 ・景気動向
㏄ 県内の経済 ・景気動向
⑩ 平氏の合理化 ・磯1産化
鴎 涌貴著ニーズ

図3-2現 在の利用情報と活用分野

3.1.3今 後 の利用 情 報 と活用 分 野(設 問5)

、今後,企 業が 活動 を行 うに あ た って,,入 手 した い情 報 とそ の 活用 分野 につ い て総計 で み る と,

現 在 の 利 用状 況 と同 様 の 傾 向 とな って い る。 ζれ を それ ぞ れ の回答 数 の総 計 で多 い順 に5位 ま で

をみ る と・ 設問4と 同
.じに な つ てお り・ 利用情 報 と活用 分 野 の現 在 と今 後 を比 較す る ため に設 問

4に 合 わせ て並 べ た結 果 を表3-3に 示す 。

入手 して い る情 報 を活 用 分 野別 に み る と,「 企 業 経営 の ため 」 に活 用 され る情 報 は 「国 内の経

済 ・景 気 動 向」 と答え た企 業 が128事 業所 で38.0%,次 い で 「県 内の経 済 ・景 気 動向 」が124

事 業所 で36.8%,「 所 属 業 界 ・産 業 界の動 き」 が120事 業 所 で35.6%,「 事務 の合理 化 ・機 械

化 」が105事 業所 で31.2%,「 消費 者 ニ ーズ 」が73事 務所 で2L7%と な ってい る。

8

一32一



「製 品 の販 売 活動 の ため 」 に活 用 され る情報 は 「所属 業 界 ・産業 界 の動 き」と答 えた企業 が68

事 業所 で20.2%,次 い で 「県 内 の経 済 ・景 気動 向 」が6 .O事 業 所 で17、8%,「 国 内 の経済 ・景

気動 向 」 が57事 業 所 で169%,「 消費 者 ニ ーズ」 が81事 業 所 で24.0%,「 事 務 の合 理化 ・機

械化 」 が17事 業 所 で5.0%と な ってい る。

表3-3今 後の利用情報と活用分野

問5 活用分野別利用情報(事 業所数) ・ 比 率(%)

活用分野

情報の種類

1

企
業
経
営
の
た
め

4

製
品
の
販
売
活
動
の
た
め

6

予
算
計
画
の
た
め

7

雇
用
及
び
人
材
育
成
の
た
め

3

製
品
の
生
産
活
動
の
た
め

上
位
5

位
の
合
計

総

計

1

企
業
経
営
の
た
め

4

製
品
の
販
売
活
動
の
た
め

6

予
算
計
画
の
た
め

7

雇
用
及
び
人
材
育
成
の
た
め

3

製
品
の
生
産
活
動
の
た 、
め

所属業界 ・産業界の動 き

国内の経済 ・景気動向

県内の経済 ・景気動向

事務の合理化 ・機械化

消費者ニーズ

120

128

124

105
●

73

68

57

60

17

81

31

31

29

22

14

16

12

16

27

5

23

18

13

12

19

258

246

242

183

192

295

272

268

226

238

35.6

38.0

36.8

31.2

2L7

20.2

16.9

17.8

5.0

24.0

9.2

9.2

8.6

6.5

4.2

4.7

3.6

4.7

8.O

L5

6.8

53

3.9

3.6

5.6

上位5位 の合計 477 202 113 71 66

総 計 2,130 1,112 602 462 386

(旬 ・比率は活用分野別の回答数を有効回答数(336事 業所)で 割った値であり,情 報を今後利用 したい事業所の割合を示す。

la[1

IN

le6

θ⑤

田

痴

田

9

事業所

一

ー

一

再

.

:…劃

i藷…1{ .

曇　 懸螂 ㌶・

め予
算
計
画
の
た

動
の
た
め

製
品
の
販
売
活

め企
業
経
営
の
た

育
成
の
た
め

雇
用
及
び
人
材

動
の
た
め

製
品
の
生
産
活

日 酪5藁 界 ・産業界の董九手
∈ ∋ 国内の経済 ・景気勤向
江口】噴門の経済 ・景気動向
m事 務の合理化 ・機械化、
函 酒賭 ニーズ

図3-3今 後の利用情報と活用分野
1
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回答数

0

(情 報の種類)

所属業界・産業界の動き

国内の経済 ・景気動向

県内の経済 ・景気動向

事務の合理化 ・機械化

消費者ニーズ

取引先の動向

自社商品のシェア・動向

新製品・新素材・新技術

国県等の経済施策

原材料価格の動向

資金体系 ・福祉規定

受 ・発注情報

研修 ・訓練の方法

取扱い商品の価格動向

関連製品のシェア・動向

販売の管理技法

税制(法人税,相 続税)

企業間の関連

仕入商品の需要 ・相場

企業向け融資制度・機関

流行 ・売れ筋商品

財務の管理技法

賃上げの決め方

生産の管理技法't・

経営計画の技法 ㌧.

設備投資動向

予算制度総合管理の技法

人材情報

特許 ・技術動向

通行量 ・立地条件

情報提供機関の所在

共同化事業の進め方

その他①

その他1-6

その他11-19

その他20-28

その他②

その他7-10

その他③

〈 現 在>

200 400

<今 後>

200 400

図3-4現 在 と今後 の利 用情 報
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〈 現 在 〉 層'〈 今 後 〉回 答 総 数

・ .2…3・ ・q・2・ ・03・ ・q

企業経営のため

製品の販売活動のため

予算計画のため
よ

一 一
雇用及び人材育成のため 一 一

製品の生産活動のため 一 ■
,資 材 購 入 の ため ■ ■

研究開発のため ■ ■
資材工程労務在庫管理
のため ■ ■

そ の 他 ① 1 1

そ の 他 ② 1 1ザ

,

図3-5現 在と今後の情報の活用分野

、

3.1.4現 在の利用情報 と入手先及び入手形態(設 問6)

現在,企 業が利用してい る設問4の 情報の入手先については,「 情報種類別人手先(資 料2)」

の とお りであ るが,そ れ ぞれ の回答数 の 総 計 で多 い順 に5位 までを み る と,「 業 界団 体 」,「 本

社 ・親会 社 」,「 取引 先」,「 経済 団体 」,「 情 報 サ ー ビス業 ・DB業 」 とな?て い る。

入 手 先 に つい て情 報別 に み る と,「 業 界団 体 」か ら入 手 してい る情 報は 「所属 業 界 ・産業 界の

動 き」 と答 え た 企業 が135事 業所 で40.1%,次 い で 「県 内 の経 済 ・景気 動 向 」 が81事 業 所 で

24.0%,「 国 内の経 済 ・景 気 動 向 」が80事 業 所 で23.7%,「 消費 者 ニ ーズ 」が76事 業 所 で

22.6%,「 事 務 の合 理 化 ・機 械 化 」が67事 業 所 で19.9%と な って い る。

「本社 ・親会社」から入手 している情報は 「所属業界 ・産業界の動き」と答えた企業が60事

業所 で17.8%,次 い で 「国 内 の 経済 ・景 気動 向 」が51事 業 所 で15・1%・ 「事 務 の合 理 化 ・機

・ 械 化 」が51事 業所 で151%,「 消費 者 ニ ーズ 」 が42事 業所 で12.5%,「 県 内 の経 済.・景 気動

向 」 が38事 業 所 で11.3%と な っ て い る 。,,、 、

「取引先」から入手 している情報は 「所属業界 ・産業界の動き」と答えた企業が β5事 業所で
る 」'

193%,次 い で 「県 内の経 済 ・景 気動 向」 が51事 業所 で15・1%・ 「国 内 の経 済 ・景 気動 向」が49

事 業 所 で14.5%,「 消 費者 ニー ズ」が48事 業所 で142%,「 事務 の合 理 化 ・・機 械 化 」が27事 業

所 で&0%と な っ て い る。 ・ い,

現在,企 業が利用している設問4の 情報の入手形態については,「 情報種類別入手形態(資 料

3)」 の と お り であ るが,そ れ ぞれ の 回答 数 の総 計 で多 い順 に5位 ま でをみ る と,「 新 聞 ・雑誌

等 印 刷 物 」,「 電 話 ・面 談 等 人 的 つ な が り」,「 テ レ ビ ・ ラ ジオ 」,「 フ ァ ク シ ミ リ」,「 そ の
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他」 どな つて い る。 「そ の他 」 の項 目 と して は 「研 修 会 」 等 とな つて い る。

表3-4利 用情報別人手先

問6 利用情報別人手先(事 業所数) 比 率(%)

入手先

情報の種類

12

業
界
団
体

16

本

÷
親
会
社

17

取
'

引

先

11'

経

済
団

体

15

情D
報B

サ 業
|

:
●

上
位
5

位
の
合
計

総

計

12

業
界
団
体

16

本

㌣
親
会
社

17

取

引

先

11

経
済
団
体

15

情D

報B
サ業

1

夏
■

所属業界 ・産業界の動き

国内の経済 ・景気動向

県内の経済 ・景気動向

事務の合理化 ・機械化

消費者ニーズ

135

80

81

67

76

60

51

38

51

42

・65

49

51

27

48

30

49

57

23

31

31

36

37

36

39

321

265

264

204

236

431

364

402

304

348

40.1

23.7

24.0 」

19.9

22.0

17.8

15.1
炉

113

154

・12 .9

19.3

14.5

15.1

8.O

I4.2

8.9

14.5

16.9

6.8

92

9.2

10.7

11.0

10.7

11.6

上位5位 の合計 439 242 240 190 179

総 計 L756 1,057 965 751 652

旬 比率は入手先別の回答数を有効回答数(330事 業所)で 割った値であり,情 報別人手先の割合いを示す。

14e'

晒

硯

90

田

咀

頒

取
引
先

会
社

本
社
・
親

業
界
団
体

図3-6

経 情 ビ
済 報ス団

サ業
体[

利用情報別人手先

'入 手 形 態 に
つい て情 報別 に み る と,「 新 聞 ・雑 誌等 印刷 物 」 で入 手 してい る情 報 は 「国 内の 経

済'・景 気 動 向 」 と答 え た企 業 が195事 業所 で57.9%,』 次 い で 「県 内の経 済 ・景 気 動向 」が182

事業 所 で54.0%,「 所 属 業 界 ・産業 界 の 動 き」が168事 業 所 で49.9%,「 事務 の合理 化 ・機 械

化 」 が117事 業 所 で34.7%,「 消費 者 ニ ーズ 」が110事 業所 で32.6%と な ってい る。

㍉'「電話 」面談 等人 的 つ な が り」 で入 手 してい る情 報 は 「所 属 業 界 ・産 業 界 の動 き」 と答え た企

業 が き8事 業所 で26.1%,次 いで 「県 内の経 済 ・景気 動 向」 が60事 業所 で17.8%,「 消 費者 ニー

ズ」 が53事 業 所 で15.7%,「 国 内 の経済 ・景気 動 向 」 が51事 業 所 で15.1%,「 事務 の合 理化 ・

機械 化 」 が48事 業所 で14.2%と な って い る。

「テ レ ビ ・ラジオ 」 で入 手 してい る情 報 は 「国 内 の経 済 ・景 気動 向 」 と答 え た企 業が124事

業 所 で36.8%,次 い で 「県 内の経 済 ・景 気動 向 」 が115事 業 所 で34.1%,「 消 費者 ニ ーズ 」が

74事 業 所 で22.0%,「 所属 業 界 ・産 業 界 の動 き」が72事 業 所 で21.4%,「 事 務 の合理 化 ・

機械 化 」が33事 業 所 で9.8%と な って い る。
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表3-5利 用情報別入手形態

問6 利用情報別入手形態(事 業所数) 比 率(%)

入手形態

情報の種類

5

新刷
聞物

罐
詰
等
印

6

電的
話つ
・な

面が
談 り
等
人

4

テ

レ

ξ
ラ
ジ

オ

3

《
ク
シ

ミ

リ

7

そ

の

他

上
位
5
位
の
合
計

総

.計 ・

5

新刷
聞物

轟
諸
等
印

6

電的
話つ
・な

面が
絞り
等
人

4

テ
レ

亨
ラ

ジ

オ

3

フ

;
シ

ミ

リ

7`

そ

の

他

所属業界 ・産業界の動き

国内の経済 ・景気動向

県内の経済 ・景気動向

事務の合理化 ・機械化

消費者ニーズ

168

195

182

117

110

88

51

60

48

53

72

124

115

33

74

19

20

17

18

16

8

7

7

8

6

355

397

381

224

259

357

・399

'381

245

266

49.9

57.9

54.0

34.7

32.6

26.1

15.1

17.8

14.2

15.7

21.4

36.8

34.1

9.8

22.0

5.6

5.9

5.0

53

4.7

24

2.1

2.1

2.4

L8

上位5位 の合計 604 212 346 71 28

総 計 2,914 1,334 1,027 285 207

鶴 比率は入手形態別の回答数を有効回答数(330事 業所)で 割 った値であり,事 業所の情報の入手形態の割合を示す。

事業所数
栖

}8c)

1旬

tn9'

126

1De

ee－

斑

岨

抽

e

・

1

'

、.

s 「

A

:

、

…
－il

… :』:i

… i… ▼ :

◆
:.

・ こ

電 テ ラ フ ミ そ'
・話 レ ジ ア リ の

面 ビオ ク 他

話 談'シ

駆 】所属業界 ・産業貝の動き
∈≡1国内の経済・景気懸烏

口 自内の経済・景気肋肉
㎜ 輪 台耽'提 靴
函 消費者ニーズ

∫'三

図3-7利 用情報別入手形態

・●

新聞雑誌等印刷物

回答総数

電話面談等人的つながり

テ レ ビ ・ ラ ジ オ

フ ァ ク シ ミ リ

その 他① .

コ ン ピ ュ 一 夕 オ ン ラ イ ン ー

そ の 他 ②

磁 気 テ ー プ ・ フ ロ ッ ピ ー

そ の 他 ③

3000

図3-8情 報 の入手 形 態
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業界団体

本社 ・親会社

取引先

経済団体

情報サービスDB業'

国の機関・地方自治体

金融機関

調査相談業

その他①

その他②

その他③

図3-9情 報 の 入手 先

3.1.5オ ン ライ ンネ ッ トワー クの意 義(設 問7)

オ ン ライ ンネ ッ トワー クを形 成 す る意 義 につ い てみ る と全体 では,「 デ ータ入 手 の迅 速性 」 と

答え た企 業 が154事 業 所(44.9%)と な って お り,次 いで 「情 報 の 高度 か つ 多様 な 加工利 用 が

可能 」が102事 業所(29.7・%),「 よ くわか らない 」 が91事 業 所(26、5%),「 デ ー タ入 手

の正 確 性 」 が86事 業所(25.1%),「 大 量 デ ー タの利 用 」が77事 業 所(22.4%),「 費用 労

力 の負 担 軽 減」 が72事 業 所(21.0%)と な・ってい る。

業種 別 で は 「デー タ入手 の 迅 速性 」 と答 え た企 業 は 「金 融1・保険 ・不動 産 業 」 が61.5%,次 い

で 「建 設 業 」 が56.5%,「 そ の他 サ ー ビス業 」 が51.6%と な って い る。 「情 報 の高 度 か つ多 様

な加工 利 用 が可 能 」 は全 体 で29.7%と な ってお り,「 金 融 ・保険 ・不動 産 業 」 が38.5%,次 い

で 「建 設 業 」 が34.8%,「 その他 サ ー ビス業 」が31.9%と な ってい る。

表3-6,業 種 別 に み た オ ン ライ ンネ ッ トワー クの 意義

動(率比

そ

の

他

oo

脇

"

oo

oo

oo

口

よ
く
わ
か
ら
な
い

"

"

"

躯

20

003231'26

"2
F

大

量
デ
ー
タ
の

利
用

口

σ3

怒

Ω

"

oo222314.

脳2

減費
用
・

労
力
の

負
担
軽

7

2

3

6

9

0L765αα212222

ω2

な
加
工

利
用
が
可

能情報の高度かつ多
様

姻

刀

"

肪

四

〇〇322332

田2

デ
ー
タ

入
手
の

正
確
性

M

Ω

"

品

品

oo1223ウ一9一

臼2

デ
ー
タ
入
手
の
迅
速
性

5

2

4・

5

6

065αLLα534654

ω4

)散所業事(義意
↑「

有
効
回
答
数

3

8

7・

9
コ

r

5225391

433

そ

の

他

0

3

2

0

0

0

5

よ
く
わ

かぢ

な
い

べ

7

8

8

5

0

3312

91

大

量
デ
ー
タ
の

利
用

5

6

3

3

8

22111

77

減費
用
・

労
力
の

負
担
軽

5

ウ》

5

0

9

12111

72
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旬 比率は業種別のオンラインネ ットワークの意義を業種別有効回答数で割 った値である。
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3.1.6オ ン ライ ンネ ッ トワー クへ の参加 意識(設 問8)

オ ンライ ンネ ッ トワークへ の参 加 意識 を み ると,全 体 で 「参加 す る」 と答 え た企 業 は'140事

業所(40.8%),う ち 「有 料 で も参 加 す る」が44事 業 所(12.8%),「 無 料 な ら参 加 する」が

73事 業所(21.3%)と な って い る。 また,オ ンライ ンネ ッ トワークの イ メ ージが 明 確 でな い こ

と等 か ら,「 参加 しない 」 が140事 業 所(40.8%)と な ってい る。 業 種 別 で は,「 参加 す る」

と答え た企 業 は 「建 設業 」 が56.5%,「 卸 ・小 売」 が52.6%,「 金 融 ・保 険 ・不 動 産 業」が41.0

%と な ってお り,そ の 中で 「有 料 で も参 加す る」が最 も多か ったの は 「金 融 ・保 険 ・不動 産 業 」

の20.5%で,リ ス クの 大 きい 業 種 で あ り,情 報 に敏 感で あ る ため と思 われ る。

表3-7業 種 別 に見 た オ ンライ ンネ ッ トワ ークへ の参 加 意 識

●

問8 参加意義(事 業所数) 比 率(%)

参加意義

業 種

参 加 す る
参加 し

な い
無回答

有効回

答 数

参 加 す る
参加 し

な い
無回答

計 有料で
も

無料な
ら

不 明 計 有料 で
も

無料 な
ら 不 明

建 設

製 造

卸 ・小売

金融 ・保険 ・不動産

その他サービス

不 明

13

40

30

16

31

1

3

17

6

8

10

0

8

29

17

4

15

0

2

3

7

4

6

1

7

63

17

11

40

2

3

16

10

12

20

2

23

128

57

39

91

5

56.5

383

52.6

4LO

34.1

20.0

13.0

133

10.5

20.5

11.0

0.0

34.8

22.7

29.8

10.3

16.5

0.0

8.7

2.3

12.3

10.3

6.6

20.0

3α4

'

492

29.8

28.2

44.0

40.0

13.0

12.5

17.5

30.8

22.0

40.0

合 計 140 44 73 23 140 63 343 40.8 12.8 21.3 6.7 40.8 18.4

鶴 比率は業種別の参加意識を業種別有効回答数で割 った値である。
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3.1.7,オ ンラ イ ンネ ッ トワ ーク の注 意 点(設 問9)

オ ン ライ ンネ ッ トワ ーク に参 加 す る場 合 の注 意 点 につ い て全 体 を み る と,「 企 業 秘密 保護 」及

び 「使 い 易 さ」 と答 え た 企業 は 同数 で108事 業所(31.5%),次 い で 「使 用料 金 」 が72事 業

所(21.0%),災 害対 策 が14事 業 所(4.1%)と な って い る。 業 種別 でみ る と 「企業 秘密 保護」

は 「建 設業 」 が52.2%,「 使 用料 金 」 は 「卸 ・小 売業 」が29.8%と な ってお り,「 使 い 易 さ」

は業 種毎 の 差 が あ ま りみ られ なか った。,

表3-8業 種 別 に 見 た オ ン ライ ンネ ッ トワー クの 注意 点

間9 注 意点(事 業 所 数) 比.率(%)

注意点
業 種

企業秘
密保護

災害対
策

使用料
金

使い易
さ その他 有効回

答数
企業秘
.密保護

災害対
策

使用料
金

使い易
さ

その他

建 設

製 造

卸 ・小売

金融 ・保険 ・不動産

その他サービス

不 明

12

36

22

11

26

1

2

2

3

3

14

0

2

27

17

7

18

1

5

43

19

12

28

1

0

2

0

1

2

0

23

128

57

39

.91

5

.152.2

28.1

38.6

282

28.6

20.0

8.7

1.6

5.3

7.7

.4.4

0.0

8.7

21.1

29.8

17.0

19.8

20.0

21..7

33.6

333

30.8

30.8

20.0

0.0

1.6

0.0

2.6

2.2

0.0

合 計 108 14 72 108 5 343 31.5 4.1 21.0 3L5 1.5

旬 比率は業種別注意点を業種別の有効回答数で割 った値である。
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3.1.8そ の他 の意 見(設 問10)

その他 オ ンライ ンネ ッ トワーク に 関す る意見 が27事 業 所 か らあ り,こ れ を 内容 別 にみ ると 「オ

ンライ ンに対 す る デメ リ ッ ト,疑 問 につ い て 」が11件 と最 も多 く,「 その他 」が8件,「 情報

の 交 流 につ い て」 が6件,「VAN等 オ ン ライ ンネ ッ トワーク事 業 に関 す る もの 」 が2件,「 行

政機 関 に対 す る要 望 」が2件 とな ってい る。(3.3.1「 企 業経 営 に 関 す る情報 ニ ーズ調 査 」の意

見 を参 照)

3.2情 報 提 供 に 関 す る 調 査

3.2.1情 報処 理 機 器利 用状 況(問1-1,1-2)

情 報処 理機 器 の利 用 につ い て は,39機 関 の うちす で に機 器 を利 用 してい る ものが33機 関(8

4.6%),導 入 を計 画 してい る もの(61年 か ら62年 にか け て機 器 の導 入 を予 定)が5機 関(12.8

%)あ り,こ こ1～2年 以 内 に38機 関(97.4%)と,ほ とん どの機 関 で情 報 処理 機 器 が 導入 さ

れ るこ とに な る。

また,「 導 入 してい ない 」 と回 答 した1機 関(2.6%)は,独 自に情 報 処 理機 器 を 導 入 して い な

い も のの,外 部 へ の委 託 によ り処 理 を 行 ってお り,総 ての 提供 側機 関 が コ ン ピュ ー タの 機能 を利

用 又 は利 用 を計 画 して い る。
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表3-9情 報機 器 の利 用 状 況(単 位
:機 関)

機 関 名 回収機関
利 用 して
い る

導 入 の
計画あり

導 入 して
い な い

国の機関 3 3

自 治 体 25 20 4 1

経済団体 4 4

大学 ・研究機関 4 3 1

金融機関 2 2

そ の 他 1 1

合 計 39 33 5 1

これを 利 用 してい る情 報機 器 別 に み る と,コ ン ピュー タ関 係で は 「ホス トコ ン ピ ュータ」が6

機 関 で8台(導 入 予定1機 関1台),「 端末 機 」が14機 関 で497台(導 入 予定3機 関3台),

「パ ソ コ ン ・オ フ コン等 」が15機 関で123台 導入 され てい る。

「端末 機 」 は 窓 口業 務 用に 利用 してい る金融 機 関 が449台 で平均 で も225台 と特 に 多 くな っ

てい るが,金 融機 関以 外 で は平均4台 と な って い る。

コン ピ ュー タ以 外 の情 報機 器 と して は,「 ワ ープ ロ」 が28機 関で118台(導 入 予定6機 関10

台)導 入 され てお り,平 均4台,「 フ ァク シ ミ リ」が30機 関 で149台(導 入予 定4機 関16台)

とな って お り,自 治体 の窓 口業務 用 に利用 され てい る もの が 多 く,自 治体 平 均 で7台 と な ってい

るが,自 治 体以 外 では平 均2台 とな って い る。

そ の他,3機 関 で 「マイ ク ロ写 真 」,「 防 災無 線広 報 装 置 」,「 テ レ ックス 」が そ れ ぞれ1台

ず つ 導入 され てい る。

コ ン ピ ュー タ関 連 の 機器 が 最初 に導入 され た時 期 を み る と,「 ホス トコン ピ ュー タ」 が54年

(大 学 ・研 究 機 関),「 端末 機 」が49年(国 の機 関),「 パ ソコ ン ・オ フ コ ン等 」が48年(自

治 体)と な ってお り,導 入機 関数 が50%を 越 え る時期 で み ると,「 端 末機 」 が57年 と最 も普 及

が早 く,「 ホ ス トコン ピ ュー タ」,「 パ ソ コン,オ フ コ ン等 」 が59年 とな って い る。

また,コ ン ピ ュータ以 外 の機 器 が最 初 に導 入 され た時 期 をみ る と,「 ワー プ ロ」 が56年(経

済 団体),「 フ ァク シ ミリ」が50年(自 治 体)に 導入 され て お り,導 入機 関数 が50%を 越 え

る時 期 は,「 ワー プ ロ」が59年,「 ファク シ ミ リ」 が60年 とな ってお り,仙 台 圏 に お け る情 報

機器 の利 用 は こ こ数年 急速 に 進ん でい る こ とが うか が われ る。
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表3-10情 報機器 導入状 況

(カ ッコ内 は導 入 予定数)

機関名

回
収
機
関

ホ ス ト

コ ン ピュータ 端末機
パ ソ コ ン

オ フ コ ン等
ワ ー プ ロ ファクシ ミ リ その他

機 関 数
台 数

機 関 数
台 数

機 関 数
台 数

機 関 数
台 数

機 関 数
台 数

機 関 数
台 数

国の機関 3
3

15

2

11

3

28

3

7

1

1

自 治 体 25
2

2

5(1)
19(1)

6

31

16(6)
71(10)

19(1)
125(13)

1

1

経済団体 4
1(1)
1(1)

1(1)
1(1)

2

2

3

3

3(1)
3(1)

大 学
研究機関

4
1

2

3(1)
13(1)

3

76

3

10

2(2)
2(2)

1

1

金融機関 2
2

3

2

449

1

2

2

6

2

11

そ の 他 1
1

1

1

1

合 計 39
6(1)
8(1)

14(3)
497(3)

15

123

28(6)
118(10)

30(4)
149(16) ;

表3-11情 報 機 器導 入年

(単 位:機 関)

～54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 ～

ホ ス ト 1 1 1 *1 2 1

端 末 機 4 1 2
*3

2 2 3

パ ソ コ ン 等 2 2 1 3 *5 2

ワ ー プ'ロ 1 4 9 *7 8(1) 4

フ ァ ク シ ミ リ 6 2
-

4 1 2 *17(1) 13

囲1.カ ッコ内 は導入 予 定 の 内 数

2・*印 は 導入 機 関 数が50%を 越 え る時点

3.2.2コ ン ピュ ー タ媒 体 に よ る情 報 交流 業務(問1-3,1-4)エ,":1

コ ン ピ ュータ媒 体 に よ る情報 の交 流を 伴 う業 務処 理 を行 ってい るの は,39機 閑 中11機 関(28、2

%)で38業 務 とな ってい る。 また,計 画 中が6機 関(15.4%)で4業 務 とな うて い る。

業 務 の 内 容別 に み る と,「 業 務 処理 」が27件(実 施 中が25件,予 定 が2件),「 デ ータベ ー

ス の利 用 」が7件(実 施 中 が5件,予 定 が2件),「 研 究 開発 」 が3件,「 ソフ トウェアの 流通」

が1件 とな ってい る。

情 報 交 流の 形 態 毎 にみ る と,「 オ ン ライ ン」 が28件(実 施 中 が25件,予 定 が3件),、 「オ フ

ライ ン」が10件(実 施 中が9件,予 定 が1件)と な ってお り,「 オ フ ライ ン」 の媒 体 と して は
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「フ ロ'ッピーデ ィス ク」(5件),「 磁 気 テ ープ」(3件),両 者 を 併用 す る ものが2件 とな っ

てい る。

「オ ン ライ ン」 の対 象 機 関 と して は,本 支庁 間等 の機 関 内部 で の利 用 が 多 く,商 用 デ ータベ ー

スの 利用 が2件 とな ってい る。

表3-12コ ン ピ ュー タ媒 体 に よ る情 報 交流 業務

(単 位:機 関)

機 関 名 回収機関
行 ってい

る

計画があ
る

計画 して
い ない

不 明

国 の 機 関 3 3

自 治 体 25 3 3 18 1

経 済 団 体 4 1 1 2

大学 ・研究機関 4 2 1 1

金 融 機 関 2 2

そ の 他 1 1

合 計 39 11 6 21 1

表3-13業 務 内容 及 び利 用形 態

(単 位:業 務)

機 関 名

業 務 内 容 利用形態

業務処理
_"

ア ー タ

ベ ー ス 研究開発
ソフ ト

流 通
合 計 オンライン オ フライン

国 の ・機 関

自 治 体

経 済 団 体

大学 ・研究機関

金 融 機 関

そ の 他

4

9

1

1

、13

l

l

3

1

1

3

1 6

10

4

'4

13

1

4

5

4

4
.

10

1

2

5

3

合 計 27 7 3 、1 38 28 10

3.2.3情 報 提 供活 動状 況(問2-1,2-2(1),(2))

現在,情 報 提 供 活動 を行 ってい るの は,39機 閑 中30機 関(76.9%)で76種 類 の 情報 が あ

る。情 報 分野 別 に は,「 そ の他(広 報 紙 等 を使 って 複数 分 野の 情報 を提 供 してい る もの 等)」 が

29種 類(38.2%)と 最 も多 く,次 い で 「経 済情 報 」 の21種 類(27.6%)と な ってい る。

提 供媒 体別 では,「 印刷物 」 に よ る提 供 が39件(513%)と 最 も多 く,次 い で 「電 話 ・面談」

に よ るもの が23件(30.3%)と な って お り,テ レホ ンサ ー ビスで情 報 の 提供 を行 って い る機 関

も あ る。.「その他 」 の媒 体 と しては 「新 聞 発表 」,「 郵 送 」,「 無 線広 報 」,「 マ イク ロフ ィル

ム」が あ る。
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また,提 供媒 体の うち電 子 計 算機 媒体 では,「 オ ン ライ ン」 に よる もの が3件(3.9%),磁

気 テ ープ ・フロ ッピーデ ィス ク等 「オ フ ラ イ ン」 によ る もの が3件(3.9%)と な ってい る。

一 方
,現 状 で は最 も普 及 してい る情 報 交 流媒 体 と考 え られ る 「フ ァク シ ミ リ」 に よ る提供 活動

は3件(3.9%)と な って お り,機 器 の普 及状 況(39機 関 中31機 関79.5%)か ら見 て提供 活動

へ の利 用 が 少な いよ うに思 わ れ る。

各機 関 に おけ る情 報活 動 の 特 徴及 び問 題点 ・課題 につ い ては3.3、2の 意 見 の とお りであ るが,

「金融 機 関 」で は,『 本 支 店 間 の 営業 活 動 を除 き,対 外 的 な情 報提 供 は未 だ進 展 してい ない 』 と

回 答 して い る ものの,『 開 発 コス ト及 び 内 部体制 に問題 が あ るた め今 後 は共 同開 発 を 中心 に展 開

す る こと も検 討 しな けれ ば な らな い』 とオ ン ライ ンに対 す る経験 を持 つ こ とか ら,ネ ッ トワーク

につ いて具 体 的 に検 討 で き る状 況 に あ る と思 われ る。

一 方 「自治体 」で は
,『 現在 当市 で使 用 してい る コ ンピ ュー タ等 の 設備 につ い ては,庁 舎 内,

各担 当 課 で各 種文 書 作成 及 び 資 料等 作成 に使 用 してい るため 企業 等 に 対 しての 情 報提 供 に は使用

され てい ません』 との回 答 もあ り,機 器 の普 及 が ここ数年 で急速 に進 ん でい る状 況 か らみ る と,

情報 の流通 ・利用 とい った組織 の情 報 力 を強 化 す るため に情 報処 理 機器 を利 用 す る段階 には 至 っ

て お らず,大 量の数 値情 報 の集 計等,業 務 処 理 の効 率化 を進 め てい る段階 で あ る と思 わ れ る。

表3-14情 報提供活動状況(情 報分野)
(単 位 件)

回 実' ・ 提 供 情 報 の 分 野

答 施 経 技 市 経 そ 合

機 関 名 機 機
済
情

術
情

況
情

常
情

の

関 関 報 報 報 報 他 計

国 の 機 関 3 3 11 3 2 3 19

自 治 体 25 16 1 5 19 25

経 済 団 体 4 4 6 1 5 4 16

大学 ・研究機関 4 4 6 6

金 融 機 関 2 2 2 1 3 3 9

そ の 他 1 1 1 1

合 計 39 30 21 . 9 9 8 29 76

"
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表3-15情 報提供活動状況(提 供媒体)
(単 位:件)

回 実 情 報 提 供 媒 体

機 関 名

答

機

施

機

う
ラ

イ

磁 フ

気 ロ

テ ツ

1ピ

膓

ξ
ジ

号

多
ミ

新印
聞
雑刷
誌

電

話

面

そ

の

関 関 ン プ1 オ リ 等物 談 他

国 の 機 関 3 3 3 2 1 1 13 6 5

自 治 体 25 16 1 7 7 2

経 済 団 体 4 4 1 11 4 3

大学 ・研究機関 4 4 1 2 4 3 4

金 融 機 関 2 2 1 1 3 3 1

そ の 他 1 1 1 1

合 計 39 30 3 3 6 3 39 23 15

そ の 他:マ イ ク ロ フ ィル ム,無 線 広 報,テ レ ホ ンサ ー ビ ス,閲 覧 等

3.2.4オ ンラ イ ンネ ッ トワー クに っい て(問3-1,3-2)

オ ン ライ ンネ ッ トワー ク につ い て は,39機 閑 中3機 関(7.7%)が 「実 施 中 」 と回答 してお り,

内容 は,① 青果 物,食 肉等 の市 況 情報 提 供,② 本 支店 間 等 で の情 報 交換(2機 関)と な って いる。

また, .6機 関(15、4%)が オ ン ライ ンネ ットワークの 計 画 を持 って い る。

一 方 ,2機 関(5.1%)が 「導 入 しない 」 と答 え てお り,理 由 と して 『町 の 規 模等 を考 え ると,

オ ン ライ ンネ ッ トワー クは 必要 ない 』 と回 答 して い る。

また,オ ン ライ ンネ ッ トワ ークの イ メー ジが 明確 でな い こ とか ら,24機 関(61.5%)が 「考

えて いな い 」 と答 え てお り,理 由 と して 『時期 に 達 して い ない 』 との 回答 が1件 あ った。

今 後オ ンラ イ ンネ ッ ドワーク}ごよ る情 報 提供 活 動を どの よ うに 進 め て行 く予 定 です か との設 問

に対 しては,検 討 中2件 の他,3、3.2「 情 報提 供 に 関す る調 査 」の 意 見の よ うな 回答 が あ った。

1表3 -16オ ン ライ ンネ ッ トワーク につ い て

(単 位:機 関)

`

機 関 名 実施中 計画が
ある

導入 し
ない

考 え て
い ない

不 明 回収
機関

国 の 機 関 2 1 3

自 治 体 2 2 19 2 25

経 済 団 体 1 3 4

大学 ・研究機関 3 1 4

金 融 機 関 1 1 2

そ の 他 1 1

合 計 3 6 2 24 4 39

一46一



3.2.5オ ン ライ ンネ ッ トワー クの 問題 点 に つい て(問3-3)

オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よ る情 報提 供 活動 を 進 め る上で の問 題 と しては,「 内部 情 報 の整 備」

が20機 関(51.3%)と 最 も多 く,次 い で 「情 報提 供 活 動 に係 る経 費 」が15機 関(38.5%)「 プ

ライバ シー の保i護」が14機 関(35.9%)と な ってい る。

これ らの 問 題 に対 す る各 設問 毎 の 意見 は3.3.2「 情 報 提供 に関 す る調査 」 の 意見 の とお りで あ

るが,全 体 的 には情 報 の整 備 や提 供 体制 の 維持 等 に かか る経 費 や労 力 の 問題 を上 げて い る機 関が

多い。 また,住 民情 報 を扱 う 「自治 体 」で は特 に プ ライバ シーに対 す る関心 が高 くな ってい る。

表3-17オ ン ライン ネ ッ トワ ークの 問題 点

(単 位:機 関)

機 関 名

回
答
機
関

内
部情
の報
提の
供整

備

外
部人
情手
報 ・
の整

備

ブ

ラ

イ
パ の

シ保

1護

情
報に
提係
供る
活経
動費

通
信
方
法標
の準

化

情
報に
提係
供る
活設
動備

そ

の

'

他

国 の 機 関

自 治 体

経 済 団 体

大学 ・研究機関

金 融 機 関

そ の 他

3

25

4

4

2

1

2

12

2

3

1

1

3

2

2

1

11

1

1
↓

1

1

8

2

3

1

2

2

1

8

1

1

2

1

1

1

合 計 39 20 9 14 15・ 5 10 5

3.2.6オ ン ライ ンネ ッ トワ ー クに関 す る要望 ・意 見 、,.一

オ ン ライ ン ネ ッ トワークに 関 す る要望 ・意 見が39機 関 か らあ り,こ れ を 内容別 に大 き く分 類

す る と,「 情 報 提 供 活動 の特 徴 及 び問題 点 」 が39件,「 オ ン ライ ンネ ッ トワ.一ク の問題 点 」 が

34件,「 オ ン ライ ンネ ッ トワーク に 関す る要 望 ,・意 見 」 が14件,「 オ ン ライ ンネ ッ トワーク の

今 後 の 進め 方 」 が9件 とな って い る。 ・'t

(3.3.2「 情 報提 供 に 関す る調 査 」の意見 を参 照)

▼ 3.3オ ン ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク に 関 す る 意 見 ・'

3.3.1r企 業経 営 に関 す る情報 ニ ーズ調 査 」 にみ る利用 側 の意 見

(1)情 報 の 交 流 につ い て

・現在 オ ン ライ ンに て情 報 交換 を行 ってい るが オ ンラ イ ンには全 く問題 が な い。 情報 交 換 に

つい て は ゆ っ くりと時 間 をか け て進 む ことを望 む 。(卸 売)

・中央 の各 種DBの 活 用 に よ り地 域格差 が無 くな り地 方 企業 に と って期 待 は 大 き くハ ー ド ・

ソ フ トの重 複投 資 も少 な くな り社 会的 効 用 も大 きい。(電 気機 械)
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・情 報 交換 は必要 と思 い ます。 当社 の場合 は同 業 者 と 口頭 で交換 す る程 度 で す。(他 製 造)

・視野 の 狭 い業 態 です の で 関連事 業 間 の 連係 ぐ らい に しか広 が らない と思 う。 お得 意様 の 印

刷会 社 とその お得 意 様 との 情 報交 換 とか。(他 サ ー ビス)

・皆 さん が提 供 して 下 さる情 報 を活 用 させ て い ただ く傍 ら発 展 の道 を た ど りた い と思 って い

ます。(住 宅 建 材)

・よ くわか り ませ ん。 開 業 医の 立場 では 大 学 病院 な ど との オ ンライ ン シス テ ムが考 え られ ま

す。(他 サ ー ビス)

(2)VAN等 オ ン ライ ンネ ッ トワーク 事業 につ い て
ら

・当 社 は小規 模 であ るが オ ン ライ ンネ ッ トワ ークの シス テ ム設 計,プ ログ ラム作成 を行 って

い るの で,ネ ッ トワー クに参 加 す るよ りVAN等 オ ン ライ ンネ ッ トワー ク の設 計 ・建 築 に

参 加。(建 設)

・東 北 六県 を 担 当す る販 売 会社 であ り各 県別 の デ ー タが要 求 され る。JANPOSを 初 めPOS

関連 商 品を 扱 ってお りVANの 動 向に は強 い 関心 。(卸 売)

`(3)
オ ンライ ンに対 す るデ メ リ ッ ト,疑 問 に つい て

・オ ン ライ ンの利 用 必要 性 に つ い て は よ く分か り ます が,当 社 の業 務 内容規 模上 か ら必 要 に

迫 られ な い。 また,経 費 に見 合 う メ リ ッ トも見 いだ せ ない 。 て他 サ ー ビス)

r・ 当業 界 は業 種 柄各 企 業 だ けで仕 事 を進 め て い くことが 無理 なの で協 同組 合 を 中心 に すべ て

や ってい るので 各企 業 に オ ンライ ンは無 駄だ と思 う。(窯 業土 石)

,零 細 個 嫡 店 等 で の メ リ ・ トは い か カ・鈍 のか.(他 製造):'

∵コ ン ピ ュー タを 設 置 しオ ン ライ ン情報 利 用 の ため の投 資,コ ス トと これ ら情 報収 集 の経 営

上 の効 果(成 果)と は 果 た して バ ラ ンスが とれ るで し ょうか 。(卸 売)

・本 当 に必 要 な情 報 が も られ てい るか疑 問 であ る。、(化学)

・良質 の デ ∵ タの集 積が 課題 で あ る と思 い ます。(保 険) 、"

・情 報 手段 を 売 り込 む の では な くニ ーズ(必 要 な情 報)を 的 確 につか み 市 民 の為 に な る(本

当 の意味)シ メテ ムで なけ れば な らない。(化 学)'

・金融 機 関の オ ン ライ ン シス テ ムを 悪 用 した 犯罪 の例 を 見 るに つけ悪 利 用 に 対す る不安 を 感

じる。 また,秘 密 保 護 に関 して も対 策 の決 め手 は あ るか。(建 設)

・回線 応 答速度 と品 質 向上 及 び高 速 デ ジタル 回線網 の 急速 な整備 。(他 サ ー ビス)

・通 信 回 線使 用 料 金低 減。(他 サ ー ビス)

・異業 種 間VANネ ッ ト7
.一ク拡 大 と利 用 料 金無 償化 。(他 サ ー ビス)

(4)行 政 機 関 に対 す る要 望 につ い て

・情 報機 器 の互 換性 につ い て指 導 力 を 発揮 して も らい たい。(建 設)

・情 報交 換及 び 利 用 は大手 企 業 を 中心 に管 理 運営 され てお り,そ れぞ れ 異 な った システ ムを

統 一化 して い くた めの 整備 を促 進 す べ く行 政 の指 導 援助 。.(小 売)
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⑤ そ の 他

・各 種情 報機 構 につ い ては まだ よ く理 解 して い ませ ん 。機 構が ご く一 般 化 され た ら積極 的 に

取 り入 れ るつ も りです 。(不 動 産)

・コン ピ ュー タに関 す る知 識 が 現時 点 に おい て ゼ ロに等 しい ので ,暗 中模 索 して い る現状 で

あ る。(卸 売)

・各 営業 部 と支社 ・本 社 で は それ ぞ れ か な りの 格差 が あ る。(63年 に は支 部 ・営業 部 まで本

社 オ ンラ イ ンが 完成 の 予 定)従 って 回答 が中 途半 端 で あ る。(保 険)

・情 報 入手 の 先端 企業 だ け に保 存 す る情報 は外 部 に流 出 させ ない。(小 売)

・企 業 と して オ ンライ ンに 参 加 してい ない の で特記 事 項 はない 。(小 売)

・今 勉強 中で す。(他 サ ー ビス) .

・今 の とこ ろ まだ 考慮 してい な い。(他 サ ー ビス)

・参 加 して見 ない と何 と もい え ませ ん。(運 輸)

3.3.2r情 報 提 供 に 関す る調 査 」にみ る提 供側 の意 見,.,

(1)情 報提 供 活動 の特 徴 及 び 問題 点(問2-2)',,

① 国 の機 関.・

a.提 供 状 況

・報道 機 関 への 経済 動 向 等 の発 表 が主 であ る。

・各 調 査 ご とに 速報(地 方 発表)が あ り,そ の数 も多い,ま た印 刷 し刊 行 す る 資料 も多い 。

・デ ー タベ ー ス的 な 資料 の 提供 が 少 な く トピ ック的 な事 象 で,、プ レス発 表 で 提供 す るとい

う場 合 が 多い。.、

・情 報 処理 のス ピー ド化 に よ り,各 県 へ の フ ィー ドバ ックが早 め られ る,こと か ら資料 の分

析,方 針 の樹 立等 に 役 立 つ。tt∴1

・全 国市 町村 を 同 じ様 式 で基本 的 デ ー タを整 理 してい る
ρ ・ ・

b.問 題 点 ・課 題

・資料 の恵 贈 依 頼の 要 望 が 多 く,そ の対 応に 苦慮 して い る。

・印刷,刊 行 物 が予 算 の 関 係 で,印 刷部 数 に限 りが あ るの で在 庫 が少 ない ♂、

c.そ の 他

'・ ナ ウ トプ ッ トされ る量 が膨 大 なの で完 全 にオ ン ライ ン化 し,必 要 な 市町 村 の み をア ウ ト

プ ッ トで き るよ うに なれ ば,利 用 が便利 に なる。

② 自 治 体

a.提 供 状 況

・市 政 に 関連 す る様 々 な情 報。

・町 政PRと しての 町 民 へ の広 報 誌 の提 供。

・数 少 な い限 られ た情 報 の 提供 に とど め てい る。
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"
・毎 戸 に設 置 してい る無線 受信 機 を通 じて,住 民 に速 や か に情 報 が提 供 で き る。

・住 民 の声 が反 映 され るよ うな 幅広 い 情報 提供 活動 を心 が け てい る。

b.問 題 点 ・課 題

・町 広 報紙 は 月1回 の発行 であ るの で,新 しい情 報 の伝 達 と しては 時間 が 遅 くな る。

・全 市民 を対 象 と して,様 々 な情 報 を提供 してい るが,定 期 的 な広 報活 動 が 中心 なの で キ

メ細 か い提 供 活 動が で きない。 、

・町 とい う ことか ら人的 不足 が あ り十 分 な情 報 の提 供 が で きて い ない。

・高度 情 報 化社 会 に あ って,多 くの 住民 の ニ ーズ に答 え るこ とは経 費 等 の問 題 もあ り十 分

で あ る とは言 え ない。 ・

・系 統的 な 情報 提 供 を 行 ってお らず 今後 の 課題 とされ る(例 え ば年 間 回 数,時 系列 の把 握

時 点,提 供 の 内容 等)情 報 公 開制 度 と同時 に検討 の要 あ り。

・公共 団体 の場 合,個 人 の プ ラ イバ シ ーと密接 な 関係 が あ り,ど の程 度 の 情報 まで公 開で

き るかが 大 き な 問題 で あ る。

・本 町 に お け る情 報提 供 は主 に 企業 誘 致情 報 で あ るが 「受 け 」の 情 報 提供体 制 で あ り今後

情 報 化等 に よ る地 域 間格 差 が な くな るので 地域 イ メー ジを 高 め る意 味 で も積 極 的 な情 報

シス テ ム体 制 を 整備 す る ことが急 務 とな ってい る → デ ー タベ ース づ くり。

・(無 線 に よ る情 報 の 提供 は)マ ンネ リ化 の傾 向 に あ り住 民 の 聴取 率 が 低下 して きてい る。

c.そ の 他

・現在,当 市で 使 用 してい る コ ン ピ ュー タ等の 設備 につ い て は,庁 舎 内,各 担 当課 で各 種

・ 文書 作成 及 び 資料 等作 成 に 使 用 して い るため 企業 等 に 対 しての 情 報提 供 に は使用 され て

い ませ ん。

③ 経 済 団体

a.提 供 状況

・東 北 地域 の 開 発整 備 に 関 す る調査,研 究,情 報 の収 集 を行 い これ ら情 報に つい て,機 関

誌等 の発 行,資 料 の閲 覧 サ ー ビス 等 によ り提供 して い る。

・手段 と しては,刊 行物,面 談 等 に よ る情報 提供 が 主体 。 政 府系 金融 機 関 と して 中央 の政

策 情 報 と地 域 の経 済 社 会 の情 報 の 統合 が大 きな役 割 で あ る。

・県下 の 組合 向 け機 関誌 「宮城 中小 企業 」(月 刊)を 発行 し,中 小 企 業 者 に よ り組織 され

た 組合 に と り必 要 な情 報 を 提 供 してい る。 また,年2回 定 期 的 に官 公 需 の 発注情 報及 び

落 札状 況 に 関す る ニ ュース を 関係 組合 に提供 して い る。 な お,発 注 情 報 に つい ては,入

手 の都 度,随 時 関係 組合 に提 供 してい る。

・各 種経 営 資 料 の収 集 の ほか 宮 城県 内中小企 業 の 景 況等 につ い て調 査 し,報 告 書 と して無

料 で 提供 して い る。 また,中 小企 業 事業 団 の デ ー タベ ース 「SMIRS」 等 とのオ ンライ

ン化 を図 り個別 情 報相 談へ の即 応 体制 整備 に努 め て い る。
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b.問 題点 ・課 題

・情 報提 供 依 頼 に対 す る 「即応 体制 」の よ り一 層 の 充 実,情 報 提供 と表 裏一 体 の 関係 に あ

る情 報収 集 機能 の強 化,商 工 会,商 工 会議 所 等 関 係機 関 との 連 携強 化。

・収 集 資料 の体 系的 整備,管 理 お よ び適 時的 確 な情 報 提 供。

・通 常 の 組合 指 導業 務 の合 間 に,取 材,原 稿執 筆,編 集,校 正 とい った事 務 を こな さな け

れ ば な らない ことに 加 えそ の ため の専 門 家 で も ない た め,様 々な点 で試行 錯 誤 しな が ら

事 業 を 進 め てい る。

・在 来 手段 では ない 新 しい メデ ィアに よ る情 報の 提 供 。

④ 大 学 ・研 究機 関

a.提 供状 況

・音 声 及 び音 響 信号 デ ータは,デ ー タ量が 極 め て 多い。(最 大200KB/S,標 準48KB/S)

・文 書 に よる デ ータの 交換 一 ワー ドプ ロセ ッサの フ ロ ッピー デ ィス クを使 ってい る。

・広 報紙(東 北 工試 ニ ュース),研 究 報告(東 北 工 業 技術 試験 所 報告)等 印刷 物 に よ る情

報 提 供 が主 で あ る。 オ ン ライ ンによ るもの は,提 供 よ りも我 々が情 報 を受 け るケ ース が

多い。

・県 単 事 業 に よ る東 北 大学 を 中心 と した研究 者 を総 括 相 談員 とす る 「先 端技 術 相談 コ ーナ

ー 」の 開設(産 と学 との橋 渡 し)及 び
,大 学教 授陣 を主 な執 筆 者 とす る 「先 端技 術 情 報

誌 」 の 発行 。 も'・ 一.

b.問 題点 ・課 題'`

・デ ー タ量 が 極 め て多 い ため ,デ ー タ交 換 を通 信 回 線 に よ って行 う乙 とが で きな い。 磁 気

テ ー プを使 ってい る。:.・ ∴ 一

・オ ンラ イ ン化 は可 能 な情 報 量 で あ るが,機 種 ご との 規格 が統一 され てい違 い 。

・県 内中 小企 業(主 に 製 造業)の 全業 種 を 対 象 と した 総合 的情 報 提供 め 他 に各 企 業 それ ぞ

れ の 要 求 に応 じた個 別応 答 サ ー ビス の実 施。各 種 刊 行物(各 関 係機 関発 行)を 利 用 させ

る閲 覧 室 の開 設。'、 一;

⑤ 金融 機 関 ▽ ㌔

a.提 供 状 況'1・ ・t・ ・

・本 支店 間 の営 業 活動 を除 き,対 外 的 な情 報 提供 は未 だ 進展 して い ない6-L

b.問 題点 ・課 題tt't:L」,.

・開発 コス ト及 び 内部 体 制 に問題 が あ るため 今後 は共 同 開発 を 中心 に展 開 す る こ とも検 討

しなけ れば な らない。'

(2)オ ン ライ ンネ ッ トワー クの今 後 の進 め 方(問3-2)"

・本 支店 間 につ い て は経 営 情報 を重 点 に高度 化 を進 め る。 対外 接続 に つ い ては 前 向 きに検 討

を進 め る。(金 融機 関)

・ネ ッ トワ ークの 範 囲が 問題 で あ るが,各 種情 報提 供 機 関 と当セ ンター のオ ン ライ ンのみ で
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は な く,県 内各 機 関及 び 県 内主 要 企 業 との ネ ッ トワー ク化 も進 め なけ れ ば な らない。(大

学 ・研究 機 関)

・東 北 大学 ネ ッ トワ ーク シス テ ム(検 討 中)を 通 して,学 内学 外 に 情報 提 供が で き ると思 わ

れ る。(大 学 ・研 究機 関),

・昭和62年 度 以降 汎 用 コ ンピ ュ・一 夕を 導入 1し,県 内特 有の 情 報を 主体 と した デ ー タベ ース

を構 築 し,各 商工 会 議所 等 中小 企 業 指 導機 関に 端末 機 を設 置 オ ンラ イ ン化 を 図 る。

(経 済 団 体)"

・文 書 ・画 像 ・波 形情 報等,多 種類 の情 報 を 必要 とす る先 と交 換 す る方 向 に進 め る。 そ の一

環 と して東北 大 学大 型 計 算機 セ ン タ ーと協 力 す る。(大 学 ・研究 機 関)

・ロー カル ビデ オテ ックス 等 で市 政 情 報 を提 供 す る。(自 治 体)

・局 全 体 と しで オ ン ライ ン化 を進 め る。(.国 の機 関)

・現在,
、「O・A化 推 進 プ ロジ ェク トチ ー ム」 にて検 討 中。(自 治 体)、.

.?専 門家 に よ る コ ンサル テ ィング及 び 内 部研 究 グル ー プ検 討 。(自 治体)、.

③ オ ン ライ ンネ ッ トワ ー クの 問題 点(問3-3)一 、.・-4t:

① 内 部の 提供 情 報の 整備

・ パ ・業 務量 の増 加 が予 想 され,人 的 パ 資 金的 な面 で 問題 が あ る。(国 の機 関)
,、

.÷穐 膨 大 な書類 を整 備 す るの に多,くの入 手 と時 間 が かか るのが 予 想 され る。(自 治体)

・提供,非 提 供 の 分類 に 困難 。(自 治 体) ..・・い ∵

・提供 で き る情 報 とで きな い情 報 の 整備 が 必要 。(自 治 体)一't.tt.11

・一提供 で き る情 報 の範 囲 と整 理。・.(大学 ・.研究 機 関)、.. ,…

・資料 の系 統 的分 類 の確 立,担 当者 の 設置 。(自 治 体) ,・ く;.、

・既 存 資料 の体 系 的整 備 一 実 施 中。( 、経 済 団体)一 ・:一 ・ 、

、?人 手 が かか:る。(大 学 ・研 究機 関)・} .・、 ・,.・.・,∵,

・ ∵ ・提供 で .ぎる情 報が 不 足だ と思 われ る。べ 自治 体)'一

・前提 条 件 と して 法令 の整 備 が 必 要で あ り,議 会 を含 め た コ ン セ 叱茸 スを 得 るの に困難 が

予想 され る。(自 治 体),1,:

・機器 の整備 を進 めね ば な らな い。(大 学 ・研 究機 関)一 一 、

② 外 部情 報 の入 手 及 び整 備'1・ ・'ttt-,1・

・外 部 情報 源 お よび そ の 資料 の体 系 化 一 実 旅 中。(経 済 団体) .

・人 手 がか かる 。(大 学,・研究機 関)'
,

・整 理 業務 の システ ム化。(大 学 ・研 究機 関)

③ プ ライバ シ ーの保 護 ・,

、・個別 診 断 指導 に おい ては,企 業 に おけ る財 務 分析 も行 って改善 勧 告,指 導 して お りそ の

結果 につい て は,対 外的 に秘 密保 持す る必要 が あ る。(自 治 体)
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・個 人の プ ライ バ シ ーに 直 接結 び つ く項 目が 多い の で項 目の選 択 がむ ず か しい。(自 治 体)

・自治 体の 情 報革 命 の 進 展 は,新 しい プ ライバ シー問題 を発生 させ住 民 の プ ライバ シー を

ど う保 護 す るかが 今 後 の 問題 とな って くる。(自 治体)

・外 部 情報 を 他へ 提 供 す る際の 加工 。(大 学 ・研 究 機 関)

④ 情報 提供 活 動 に係 る経 費

・当初 に 関 して い えば,情 報提 供 活動 の 為 の予 算措 置 は 不十 分 で あ る。(大 学 ・研究 機 関)

・初期 の コス トは も ち ろん,ラ ンニ ング コス トの面 で 不安 が あ・る。(国 の機 関)

・情 報提 供 で き る体制 に も って い くため の 予算 が 必要。 .(大 学 ・研 究機 関)

・質量 と も安 定 した情 報 の提 供 を継 続 す るに は情報 提 供 機 関の 財政 基 盤 確立 が急 務 で あ る。

(経 済 団 体).一

・町 の単 独事 業 では 設 備 も含 め経 費 が かか りす ぎる。(自 治体) ...

・予算 化 申請 を行 う。(大 学 ・研 究 機 関) 、、 ・ 、 、、 、.い.

・一 般 市 民 も対 象 と した 場 合,維 持 管 理 等 の 諸 経 費 の 負 担 。パ 自
、治 体.)..

・
.財 源 難 の た め 。C自 治 体)・ ・ 、 ......:

4tt⑤ .通 信 方 法 の 標 準 化Ot t、,.、 、:,＼ パ 、,.,

㍉ 、_ブ 一 夕 の 種 類 に よ つて 群 イヒで き る か ど うか 鯛 が 蛎 。 掴 順 関)、.

・全 国 的(全 世 界 的)統 一 が 必 要 。(大 学 ・研 究 機 関)
、i.、,1

⑥ 情 報 提 供 活 動 に 係 る 設 備1.1 d、.).、

・一般市民も対象とした場合授 ける卿 ・桝 る錨 旬 酬 ・
ゼ'(自治体し).

・今後の検討によるが,
、設備費も含め技術的な人的配慮が必要。(自 治体)

⑦ .そc)他'・..・,r・,J..:1.一 一1

・当 局の 情 報提 供 活動 に つい て は,極 力面談 の うえ 口頭 説明 を行 うこ と と してい る。

(国 の機 関)

・保 守 の体 制(経 費 も含 め て)。(国 の機 関)

・中 央会 と組合 との 間 の ネ ッ トワー クづ くりがい ず れ必 要 と な る と思 わ れ るが,組 合 側 の

受 け入 れ 体制 の整 備 が大 きな 課題 で あ る。(経 済 団体)

・ニ ュー メデ ィア時 代 の 到来 とい うこ とで各 種 メデ ィアが あ るが どれ を 選択 して計 画 す る

か に 苦慮 して い る。(金 融 機 関)

(4)オ ン ライ ンネ ッ トワ ーク に 関す る要 望 ・意見(問4・5)

① オ ン ライ ン ネ ッ トワー クの形 成方 法 ・体制 に関 す る もの

・中小 企 業へ の端 末の 普 及 と単 な る情報 を 受 け る側 では な い相 互 の情 報交 換。(大 学 ・研究

機 関)

・中小 企 業 指 導団 体だ けの ネ ッ トワークに とど ま らず 中央会 と組合 との ネ ッ トワ ークを 推進

す る よ うな 施策 を お願 い したい。(経 済 団体)

・通信 シス テ ムや 各 種情 報 の分 類,整 理,保 管検 索 方法,利 用 料 金 な ど共通 す る問 題の 標 準
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花。(大 学 ・研 究 機 関)

・情 報 提供機 関は,少 な くと も分 野別,地 域 別書 に よ って一 元化 す べ き と考 え られ る。

(経 済 団体)

・提 供 で き る情報 は 多 くあ るが,整 備 統 合す るための 機 関 が 必 要 で あ る。(大 学 ・研 究機 関)

・提供 され る情 報 の 内 容 が キ ー ポ イ ン トとなろ う。 情 報 の 中味 を 良 く検 討 すべ きであ る。 ユ

ー ザ ーに と って本 当に 有用 と され る情 報 であれ ば,コ ス ト面 そ の他 の 障害 は 克服 され る筈

で あ る。 独 自性,多 面 性 が進 展 す る今 後 の社会 にお い て,汎 用情 報 に ど の程度 ニ ーズ が集

まるか が問 題 で あ る。(経 済 団 体)

・NTT等 公 衆 回 線 の価 格 引 き下 げ。(大 学 ・研 究機 関)'

② オ ン ライ ンネ ッ トワー クの技術 に関 す る もの

・利 用方 法 が簡 易 な こ と。(国 の機 関)

・異機 種 間 の通信 プ ロ トコル の統 一。(自 治体)

・異 機種 間 の言 語 を 変換 す る ソ フ ト。(自 治体)♪

・情 報 流通 が さか ん に なれ ば,コ ン ピュー タに 「問 い か け 」 を してか ら必 要 とす る情報 が 出

て くる迄 の 時間 が 長 くな る と思 われ る。 これ を解 決 す るに は(ぜ ひ と も解決 せ ねば な らな

い),容 量 演 算 速度 とも大 きい コン ピ ュータを 多数 備 え る必 要 が あ る。(大 学 ・研 究 機

関)

③ そ の 他

・オ ン ライ ンの情 報 の 活 か し方 が課 題 で あ る。(自 治 体)

・自治体(大 中 小 区 分)に 応 じた研修 を希 望。(自 治 体)

・オ ンライ ンネ ッ トワーク に関 す る 資料等 が あ りま した ら,送 付 くだ さる よ う希望 します。

(自 治体)
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4.ま と め

今 回 の仙 台地 域 情 報流 通調 査 結果 は,「 ニ ュー メデ ィア時 代 の到 来 とい うこ とで各種 メ デ ィアが

あ るが ど れを 選 択 して計 画す るか に 苦慮 して い る」 との 意見 に見 られ るとお り,情 報 化 または情 報

流通 に 対 す る見 方が 各企 業 ・機 関 に よ りか な りの 隔 りが あ る と考 え られ,こ の まとめ が将 来を 予 測

す る上 で正 鵠 を え ない面 もあ るが,当 面 情 報 流通 を 促進 してい く上 で 次 の様 な ことを 留意 す る必 要

が あ る と考 え られ る。

4.1情 報 交 流 の 媒 体 か ら 見 た 情 報 の 特 性

仙 台 地 域 に お け る情 報交 流 の状 況 は,新 聞 ・雑 誌 等 の 印刷 物 や電話 ・面談 及 び テ レ ビ ・ラジオ等

に よ るもの が 多 く,コ ン ピ ュータオ ン ライ ンに よ る情 報入 手 の割 合 は1.3%,提 供 の割 合 は7.6%と,

まだ 少 ない こ とが わか った。 これ は,二 次的 な情 報 或 い は三 次的 な情 報 を幅 広 く利用 してい るた め

で あ る と考 え られ る。

情 報 を特性 に よ って大 き く分 け る と以 下の 様 に 分類 され る と思 われ る。

一 次 的 な情 報:統 計資 料 の様 に内 容 が専 門的 でそ の見 方 や特 性等 は作成 者 や経 験 者 に しか わ か

らな い もの

二 次的 な情 報:報 告書 或 い は雑 誌 記 事 の様 に 内容 は一 般 的 で,あ る程 度 その 情報 に関 す る知 識

を持 った人 な ら理 解 で きる様 に加 工 され た もの

三 次的 な 情報:あ る行動 を行 う場 合 に必 要 とな る もので,経 験 や ノ ウハ ウ等 の 形 で蓄 積 され て

い る もの

各 種 の情 報 は それ ぞれ の媒 体 の特 性 を 生 か して 伝達 して い る と考え られ,現 在 情 報交 流 に利 用 さ

れ てい る媒 体 を この特 性 別 に整 理 してみ る と,表4-1の 様 にな ると思 われ る。

テ レ ビや ラジオか ら入 手 す る情 報 は迅 速 性 があ るが,保 存 性 及 び加 工性 は あ ま りな く,主 に一 次

的 な情 報 を伝達 し,新 聞 や雑 誌 等 の 印刷 物 は,迅 速性 よ りも細 部 に わ た る内容(二 次 的 な情報)の

伝達 を 行い,保 存 性 に優 れ てい る。 電話 や 面 談等 は 人的,組 織 的 なつ な が りが あ り,主 に二 次的 な

情 報 や三 次 的 な情 報,或 い は オ ー プ ンに 出来 ない 情 報が 伝達 され ると思 われ る。 また,テ レビ ・ラ

ジオ ・新 聞 ・雑誌 等 は,一 方向 に 情 報が 流 れ るため,あ る程 度 形 式的 に な るが,電 話 や面 談 は,双

方向 に 情報 が 流れ るた め,情 報 の入手幅に弾力性 があり,不 定 型 な情報 が 交換 され てい ると考 え られ

る。

この様 に,そ れ ぞ れ の媒 体毎 に 情 報 伝達 の 役割 が 分担 され て お り,今 後新 しい 媒体 へ の代 替 や,

新 しい 媒体 に よる新 しい 役割 が確 立 され てい くことが考 え られ る。
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4.2情 報 機 器 の 導 入 状 況 か ら み た 今 後 の オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー ク の 形 態

現 在,情 報 交 流 の媒 体 と して利用 され てい る機 器 の 導入 状 況 をみ る と,「 フ ァク シ ミ リ」は 利用

側56.9%,提 供 側71、8'%,'「 コ ン'ピュ一 夕」 は利 用 側45.5%,提 供 側38.5%の 企業 が 導入 して

お り,情 報交 流 の 媒体 と して'も利 用 され て い くと思 わ れ る 「ワープロ」は利用 側31.2%,提 供側79.5

%が 導 入 して お り,こ れ らの機 器 は今 後 も増 加 してい くもの と思 われ る。

1しか し
,「 フ ァ'クシ ミ リ」 に よ る情 報交 流は,利 用 側'4.7%,提 供 側7.6%と 通 信 手段 と しての機

能 を担 って い る割 には,低 い 値 に な ってい るが,電 話 で 交 流 で きな い部 分 を補 う機 能 と.して今 後一

層 活 用 され る と思 われ る。 ただ し,迅 速 で あ るが,加 工 に は 不 向 きで あ る。

また,「 コ ン ピ ュー タ」 にお い ては,ホ ス トtoホ ■ ト、や ボス!to/17コ.)/,ハ ソコ ンtoハ ソコ

痔 の ・ン ピーヲ ガ ライ ンネ ・ ト7rク の耀 が実 現 して お り・ ホ かtgホ ス トや ホス トto

パ ソコ ジの形 態 で交 流 す る情 報 と しては,統 計 資料 等 の数 値 情 報 や,報 告 書等 の文書 イ メー ジ情報

等が考 えられ,迅 速 性 の他,情 報 の カロ工 利 用が 容 易 であ り,パ ソコ ンtoパ ソ コ ン,ワ ープ ロtoワ ー
'

プ ピあ 形 態 では,電 子 メ」 ル機 能 や 不特定 多数 に対 す る問 い合 わせ 等,新 しい情 報 交 流の 実現 に つ

な が る可 能 性が あ る と考 え られ る。
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表4-1 情 報 交 流 の 媒 体 別 の 特 性
渉.「

媒 体 情報の内容 方向性 性 質 情報種別 保存性. 加工性 迅速性 入手情報(調 査結果より)及 び役割 備 考

雑 誌 一般的 一方向 定 型 2次 的 有.り 数週間 経済 ・景気動向,産 業界,各 施策,消 費者ニーズ,事 務合理化,機 械
専門的

マ 数 ヵ月 化等広範な情報で内容が分かる。 、

新 聞 一般的 一方向 定 型 1次 的 有 り

・

数 日 、 経済 ・景気動 向,産 業 界,各 施策,消 費者ニーズ,事 務合理化,機 械
化等広範な情報で内容が分か る。 テレビ ・ラジオを補 う。

テ レ ビ

、

一 般 的' 一方向 定 型 1次 的 かけ る
'有 り ・ 雑誌,新 聞 と同 じであるが,'主 に経済 ・景気動向となってい る。

ラ ジ オ 迅速性を重視 し,保 存性がかけるため,細 部にわたる情報は,入 手 し

、
L」 .

に くい。

電 話. 必要な情報
「

双方向 不定型 3次 的 がけ る 有 り[ 産業界.取 引先,経 済景気,取 扱商品の価格の動向等。
　 人 と人 との話合いの中か ら自らも情報を提供 しなが ら,情 報を引き出
、 す等具体的,あ るいは雰囲気的な情報の入手を行 う。

面 談 必要な情報 双方向 不定型 3次 的 無 し 産業界,取 引先,経 済景気,取 扱商品の価格の動 向等。
"'

人と人 との話合いの中か ら自らも情報を提供 しなが ら,情 報を引き出
一 す等具体的,あ るいは雰囲気的 な情報の入手を行 う。場所 ・距離の制

宇 約があ る。電話よりも具体的雰囲気な情報。

フ ァ プク ス 必要な情報 一方向 定 型 2次 的 有 り 有り 経済,景 気産業の動 き,事 務合理化,機 械化等。
電話で入手 しきれない情報(イ メージ,大 量データ等)入 手を行 って
い る。受発注情報等,業 務的な情報の入手を行 っている。

・
フ ロ ッ ピ ー 一般的 一方向 定 型

T

2次 的 有り 有 り 事務の合理化 ・機械 化,受 ・発注情報。

専門的
π

1次 的 . 情報の互換性の問題が ある。場所 ・距離の制約がある。

磁気テープ 専門的 一方向 定 型 1次 的 有り 有 り 事務の合理化 ・機械化,受 ・発注情報。
- 情報の互換性の問題があ る。場所 ・距離の制約がある。

コ ホ ス トー ホ ス.ト ・ 一般的 双方向 定 型 1次 的 有り 有 り、 有り 銀行のオ ンラ.インシステムに見るよ う「に業務的な情報の交流を行 うこ
ン ホス トー パ ソ コ ン 専門的 とによ り,業 務の効率化,新 しいサ ービスの実現がなされ ている。最

ビ ホ ス トー ワ ー プ ロ. 近の流通業においてもオンラインシステムによる流通 コス トの低減及
ユ び,新 しい サ ー ビスが 実 現 して い る。

1 そのよ うな状況をふまえ て,情 報交流の現状を見ると,事 務的にファ

タ 、 ククスや印刷物で,大 量 データあるいは流通を行 っている処理,コ ン
●

A

ピュ一 夕 オ ン ライ ンが考 え られ るの で は ない だ ろ うか。

ネ
ッ パ ソ コンー パ ソ コ ン 一般的 1

双 方向 不定型
吟

1次 的 有 り 有 り 有 り=ド 現在,電 話や面談で行 われ る情報交流は相談するためにはよりよい相
ト

ワ

● ⑳

ワ ー フ ロ ー ワ ー プ .ロ 専門的
必要な情報

2次 的
3次 的 '

手をみつけるζとが大切である。その様 なニーズに対 して,不 特定多
数の人に自分の問題意識を伝え,い くつかの回答を受けて,そ の中か

1
.、 二

ら自分にあった相談相手を選択することを 可能1ζするものが,パ ソコ
ク

' ,

ソ ネ ッ トあ るい は ワ ープ ロネ ッ トで は ない だ ろ うか。

情 報の内容

÷

一般的 広範な情報

専門的 ある特定の情報
必要な情報一その都度必要 とする情報

-「

情報の種別 1次 的 一 原資料∴'r
2次 的 一1次 的 なもめ を報告書等に加工 された情報
3:次的一 経験やノウハウ ー

㎡

性質 定 型一 情報の内容が形式的に伝達され るもの「

不定型一 情報の内容に弾力性があ るもの



4.3オ ン ラ イ ン ネ ッ ワ ー ク 構 築 上 の 課 題 と 今 後 の 方 向 性

これ まで,コ ン ピュー タは主 と して業 務 処 理の 中 に単 体 で利 用 され て きたが,今 後 通 信網 が 全国
よ

に広 が ると と もに,コ ン ピ ュータ,ワ ープ ロ等 の普 及 に よ って,情 報 交 流 の媒 体 と して コ ン ピュー

タネ ッ トワー クが拡 大 してい くと思 わ れ る。

現在,銀 行 の様 にオ ン ライ ン シス テ ムが実 現 してい る所 もあ るが,今 後 オ ン ライ ンネ ッ トワーク

を情 報交 流 の媒 体 と して広 範 に活 用 してい くため に は,情 報 の利 用 機 関,情 報 提供 機 関,オ ン ライ

ンネ ッ トワークの 提供機 関 が,そ れ ぞ れの 立場 か ら,次 の様 な 問題 を 解決 してい く必 要 が あ ると考

え られ る。

(1)情 報 の利 用側

情 報 の利 用 側 の調査 結果 は、 オ ン ライ ンネ,ッ トワー クの意 義 に対 し て 「デ ー タ入手 の迅 速性 」

44.0%,「 情 報 の高 度 かっ 多様 な加工 利 用 が可 能」29.7%,注 意点 に対 して 「使 い 易 さ」31.5%,

「企 業秘 密保 護 」31.5%,「 使 用 料金 」21.0%の 事 業 所 が回 答 してい る こと か ら・ 情 報 の利 用側

の立 場 として は,現 状 の 入手 して い る情 報 や,オ ン ライ ンネ ッ トワー クに つい て操 作性 ・ 迅 速性 ・

加工性 等 を含ん だ利点,欠 点 を明 確 に し,ま た,そ の導 入 に掛 かる経 費 等 を慎重 に検 討 して い く

必要 が あ ると考 え られ る。

(2)情 報 提供 側

情 報の提 供 側 の調 査 結果 は,オ ン ライ ン ネ ッ トワー クの問 題点 と して 「内部 の提 供情 報 の整 備」

51.3%tt「 プ ライ バ シ ー 保 護 」35.9%,「 提 供 経 費 」38.5%の 機 関 が 回 答 して い る こと か ら ・情

1'報(∂ 提 供 側 め立 場 と して は,利 用 者 の ニ ー ズ を十 分把 握 す る とと もに,デ ー タ整備 や シ ステAを

:F維 持 す る ため の経 費等,利 用者 と情 報提 供 者 の費 用 負担 を どの よ うに す るか を十 分検 討 して い く

こ とが重 要 で あ る。 ま た,自 治 体 では 特 に プ ライバ シニ 保護 の観 点 か ら,提 供 す る情 報 の種 類 や

範 囲等 た っい て住 民 の コン セ ンサ ス を形 成 し,制 度 を見 直 す 等体 制 を整 える ことが 重要 であ る。

(3)・オ ン ライ ンネ ッ トウー ク提 供 側 、

現 在,'電 電公 社 の民 営 化 等 か ら約一 年 が経 過 し,電 気 通信 事 業 法 に定 め る第 一 種電 気 通信事 業

者の 参 入 もあ り,全 国的 な通 信網 の整 備 が着 実 に進 め られ て い るが,ネ ッ トワー クの基 礎 とな る

これ らあ通信 網 につ い て は,利 用 価格 の 低 減を 推 し進 め てい くこ と,災 害 発生 の可 能性 等 を十 分

考慮 した 強靱 な 設備 で あ るこ と等 が 必要 で あ る。

'VAN事 業 等 は
,今 後 情 報交 流 の 中心 的 な役 割 を果 た す と考 え られ るが,情 報交 流 の 中で プ ラ

イベ ー トトな情 報 或 い は企 業秘 密 に 関す る情 報 め流 通 も考 え られ,コ ン ピ ュータ犯 罪 や情 報の もれ

等 を防止 す る ため の制 度 的 な 体制 の整 備等 が 必要 とな って くる と考 え られ る。 ・

ま た,今 後,情 報交 流 が よ り広 範 に拡 大 して い くこ とが 想定 され るた め,各 種 の ネ ッ トワーク

に 自由に参 加 で き るよ う,異 な った オ ンラ イ ンネ ッ トワー ク間 の情 報 交流 をす る場 合 の互換 性 を

持 たせ るため に国 等 が よ り レベル の 高 い通信 手 順(プ ロ.トコル)の 標 準化 を早 急 に推 し進 め る こ

とが重 要 であ ると考 え られ る。'㍉

この様 に情 報 流通 の 新 しい手 段 であ るオ ンライ ンネ ッ トワー クを実 現 す る上 で様 々 な問題 ・課
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題 が あ るが,そ れ らの事 項 に つ い て今 後,深 く掘 り下げ た形 で調 査 ・研 究 活 動 を 行 ってい くと と

もに,情 報 の価 値 に対 す る 意識 を高 め る こと や,情 報 の利 用側,提 供 側 がそ れ ぞれ の課 題 を検 討

す るに あ た って専門 的 な知 識 を必 要 とす るため,機 関 の規模 に よ つて はそ れ らに対応 しき れ な い

面 もあ ると思 わ れ る の で,オ ジライ ンネ ッ トワー ク構築 或 い は参 加 の段 階 で相 談 を行 う機 関 の設

立等 の国 及 び 自治 体 の施 策 や制 度 を推 進,確 立 して い くこ とが 重要 で あ る と考 え られ る。

オ ンライ ンネ ッ トワー クにっ い て は今 回 の調 査結果 の とお り,「 参加 す る」 と す る企 業 が40.8

%に も達 して い る こと等 か ら,今 後,そ の構 築 過程 を次 の様 に推 測 す る ことが で き る と思 わ れ る。

① 企業 ・業種 また は,市 ・町 ・村 とい う単位 で のバ ブル 的 萌芽 の集 積 を オ ン ラ イ ンネ ッ トワー

ク化 し面 へ と拡 大 す る方 向。

② 国 ・地 方 自治体,情 報 関連 業者 等 が先 行的 にオ ンライ ンネ ッ トワ ークを 構 築 す る ことに よ り 、

① の単 位 が情 報 ニ ーズ を選 別 しつ つ参 加 す る方 向。

③ ① と② の並 行的 進 行 に よ る オ ンライ ンネ ッ トワーク構 築 の方 向 。

以上 の様 な過程 が 考 え られ るが,よ り効 率的 なオ ン ライ ンネ ッ トワ ーク構 築 に 向け て,行 政 と

企 業 又 は情 報提 供側 と情 報利 用 側 等 で,①,②,③ の過 程 を考 慮 し,可 能な 限 り現 実 に即 した地'

域 を想 定 し,よ り具 体 的 な 方向 へ と可能 性 を探 る必 要が あ る。
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資 料1' 入 手 情 報 種 類 別 活 用 分 野

活用分野

情報の種類

企
業
経
営
の
た
め

製の
品た
のめ
販
売
活
動

予
算
計
画
の
た
め

雇成
用の
及た
びめ
人
材
育

製の
品た
のめ
生
産
活
動

資
材
購
入
の
た
め

研
究
開
発
の
た
め

賢答
材理
ピの

工た
程め
労
務

そ

の

他

①

そ ,

の

他

②

横(

回

絵笛

数

計)

所属産業 ・産業 界の動 き 47.8 26.4 10.4 5.0 9.5 7.1 7.1 3.3 1.8 0.0 399

国内 の経済 ・景 気動向 463 22.3 13.6 4.5 5.9 5.9 1.2 2.7 1.2 0.0 349

県内の経済 ・景気動向 45.7 23.1 1LO 5.3 5.3 5.9 α9 3.0 1.2 0.0 342

事務 の合理 化 ・機械化 39.5 7.4 7.7 7.4 7.1 3.3 1.8 11.3 0.6 0.0 290

消 費 者 ニ ー ズ ～ 22.6 27.0 5.0 L5 6.2 1.8 9.8 2.1 0.6 0.0 ,258

取引先の動向 28.5 24.0 4.7 1.2 5.0 5.0 L8 4.2 03 0.3 253

自社商品の シ ェア ・動 向 20.2 25.5 6.2 1.2 7.1 2.7 3.6 L8 0.9 0.0 233

新製品 ・新素材 ・新技術 16.6 11.3 2.4 2.4 10.4 4.7 15.4 1.8 0.9 α0 222

国県警の経済施策 32.9 13.1 6.8 2.1 3.9 1.2 3.0 L2 0.9 0.3 220

原材料価格動向 15.4 5.6 83 0.9 4.7 2U 0.9 5.9 1.5 0.3 218

賃金体系 ・福祉規定 21.7 1.2 8.3 25.8 0.9 03 03 4.2 0.9 α0 214

受 ・発注情 報 18.1 14.5 5.3 1.2 7.7 7.4 1.5 45 0.9 0.3 207

研修 ・訓練 の方法, 13.9 3.6 0.9 32.3 2.7 0.0 2.4 3.0 0.9 0.3 204

取扱い商品の価格動向 16.0 22.6 5.0 0.9 3.0 5.9 L5 4.5 0.0 03 203

関連製品の シ ェア ・動 向 19.0 23.1 4.2 0.9 5.0 2.1 2.7 1.5 0.6 0.0 202

販売の管理技法 17.2 26.4 4.2 33 L8 0.9 L5 2.7 0.6 0.0 197

税制(法 人税,相 続税) 37.7 2.1 11.3 2.1 0.9 1.5 03 0.6 L5 03 196

企業間の関連 30.3 1L6 2.1 2.4 3.6 3.0 2.7 1.8 0.6 0.3 196

仕入商品の需要 ・相場 12.5 9.5 7.7 1.2 2.4 15.1 0.9 5.6 0.9 0.3 189

企業向け融 資制度'・機関 29.7 4.2 1L9 1.2 2.7 3.0 L5 0.3 0.9 0.6 188

流行 ・売れ筋 商品 134 17.5 45 0.9 3.6 1.8 5.6 2.7 α6 0.0 170

財務の管理技法 26.7 2.1 13.6 2.1 0.3 1.5 0.6 1.8 L2 0.3 169

賃上げの決め方 17.2 0.9 7.7 17.8 0.6 0.3 0.3 3.0 1.2 0.0 165

生産の管理技法 10.4 4.7 2.4 3.6 15.7 2.7 2.7 5.6 0.6 0.3 164

経営計画の技法 29.7 3.3 6.8 3.3 0.9 0.6 0.9 L2 0.6 0.0 159

設備投資動向 17.5 10.4 7.1 0.6 4.5 1.8 2.4 0.9 0.6 0.3 155

予算制度総合管理の技法 14.8 2.1 17.5 1.8 0.0 0.6 0.6 0.9 0.9 0.3 135

人材情報 8.0 2.4 1.8 22.8 0.0 0.3 0.6 L2 0.6 0.3 130

特許 ・技術動 向 8.0 4.7 1.2 1.5 4.7 0.9 12.8 0.6 0.9 0.0 119

通行量 ・立地 条件 12.8 7.1 2.1 工2 2.4 0.9 L5 0.6 0.9 03 100

情報提供機関の所在 13.4 5.6 L2 2.1 0.3 0.6 2.1 0.9 0.6 0.3 91

共同化事業の進め方 11.3 3.6 0.9 0.6 2.1 1.8 3.0 0.6 0.9 0.3 84

その他 ① 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.6 0.0 7

その他11-19 0.9 0.0 α0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 α0 5

その他1-19 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0 4

その他20-28 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 2

その他 ② 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 1

その他7-10 0.0 0.0 α0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 00 0

その他 ③ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0

縦総計(回 答数) 2,416 L245 687 542 449 378 316 289 99 19 6,380

囲 比率 は,各 項の回答数 を有効 回答数337事 業所 で割 った値 であ る
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●

資 料.2 情 報 種 類 別 入 手 先

入 手 先

情報の種類

業
界
団
体

本

亨
親
会
社

取
引
先

経
済
団
体

情D

報B

サ業

1'

ビ

ス

業'

国地

の方
自

機治

関体

金
融
機
関

調
査
相
談
業

そ

の

他

①

そ

の

他

②

そ

の

他

③

横(

回

総答

数

計)

所属産業 ・産業界の動 き 40.9 18.2 19.7 9.1 9.4 17.9 11.5 2.1 L2 0.3 0.3 431

県内の経済 ・景気動向 24.5 11.5 15.5 17.3 1L2 18.5 18.5 2.7 1.5 0.3 0.3 402

国内の経済 ・景気動向 24.2 15.5 14.8 14.8 10.9 7.3 17.9 2.1
A

2.1 0.3 0.3 364

消費 者 ニー ズ 23.0 12.7 14.5 9.4 11.8 22.1 6.1 3.0 2.1 03 0.3 348

取引先の動向 15.5 10.6 20.6 3.6 5.8 4.5 8.8 6.7 2.4 0.0 0.0 259

事務の合理化 ・機械化 20.3 15.5 8.2 7.0 10.9 19.7 5.5 1.5 2.7 0.6 03 304

関連製品の シェア ・動向 20.9 13.3 12.7 5.8 7.6 24 3.3 0.6 1.2 0.3 0.0 225

新製品 ・新素材 ・新技術 20.6 10.9 13.9 3.9 8.8 15.5 3.0 L5 1.8 0.6 0.3 267

原材料価格動向 2L8 10.3 14.5 52 7.6 2.7 2.1 1.5 0.9 0.0 0.0 220

取扱い商品の価格動向 22.4 10.0 16.4 48 4.8 12.7 L5 L2 1.2 0.0 0.0 248

販売の管理技法 17.9 13.3 8.5 7.6 7.3 α9 3.0 1.2 L2 0.3 0.0 206

研修 ・訓練の方法 18.5 13.6 7.0 7.0 7.0 7.6 2.7 2.4 2.7 0.3 0.0 227、

P

、

¶

企業向け融資制度 ・機関 13.6 64 3.0 8.5 2.4 2.4 25.2 ・1.8 0.3 0.0 .0.0 210

経営計画の技法 13.0 8.8 一5.8 10.9 6.7 0.9 6.7 4.2 1.8 03 0.0 195

企業間の関連 20.6 10.3 9.4 4.5 3.9 2.4 3.6
'L5

L8' 03 0.0 193

自社商 品め シ ェア ・動 向 16.1 14.8 11.5 3.3 3.6 0.6 2.1 1.8 1.8 吟0
.3' 0.3 185:

国県警の経済施策 15.8 8.2 4.5 1L8 5.5 3.3 7.3 1.2 0.9' 0.0 03 ig4、

仕入商品の需要 ・相場 18.8・ 7.0 15.8 ・4.2 5.5 4.5 L8 0.6
I

l.5 0.0
P

O.0 197

設備投資動向 133 8.2 7.3 ・7 .3 6.4 4.2' 9.4 0.9 L8 03 0.3 196

賃金体系 ・福祉規定
弓

16.4 10.9 3.3 1L8 45
・

L5・ 4.5 1.2 ・1.8 0.0
、

㍉0.0 185,

税制(法 人税,相 続税) IL5 7.6 2.4 10.6 6.4 L2 9.7㌦ 4.2 1.8 0.0
'0

.0・ 183

受 ・発注情 報 13.6 9.4 148 4.2 6.7 .1.2} L8.
'0

.9 1.2 0.0 0.0
'

178

流行 ・売れ筋 商品 17.0 ,9.4 12.4
'

4.5 3.6 3.6 L5 1.5 1.5
.

03 0.3 184.

財務の管理技法 10.9 9.1 3.0 8.8 52 4.5 10.3 2.7 1.5
プ

0.3 0.3・ 187'

賃上げの決め方 142・ 9.7 2.7 10.6 3.6 2.1 42 0.6 1.8 0.0 0.0 164

生産の管理技法 1L5 10.0 3.3 5.5 39 4.8 0.6 L2 1.8 .0.9 0.3 145・

特許 ・技術動向 124 8.5 6.1 2.1 5.2 .7.0 L2. 1.2 1.5 0.0. 0.3 150

予算制度総合管理の技法 7.9 8.2 2.1 .6.4 3.9 0.9 48 2.1 1.5 0.3 0.0
'・126

「

情報提供機関の所在 10.3 5.2 4.5
、

4.5 5.5 45 24 α9 0.9 0.0
.

0.0 128
,

人材情報
,

7.0 4.8 3.9 ・3.9 6.7 .1.8 1.5 1.2 2.4 0.3 0.0 111

共同化事業の進め方 10.0 3.0 4.2 4.2 1.2 5.2 1.5 0.3 0.9 0.0 0.0 101

通行量 ・立地条件 5.2・ 3.6 42 33 3.6 L2 2.7 0.9 1.2 0.0 0:0 .86

その他1-6 0.9 似3 0.3 03 0.0 0.6 03 0.0 0.0 0.0 0.0 9
'

その他 ① 0.3 0.6 0.3 α0 0.6 0.6 0.0 0.0
『

o.3 0:0 0.0 9
L

その他20-28 0.3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 0.6 0.0 0.0 5

その 他11-1g 0.6 0.0 0.0 0.0 '0.0 0.0 0.0 0.0 013 0.0 0.0 3

その 他7-10 0.3 0.0 一 〇
.0 0.0

.

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3

その他 ② 0.0 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 03 0.0 00 3

その他 ③ oρ 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 09 3・

縦総計(回 答数) 1,756 1,057 965 751 652 631 621 191 175 22 13
`

6β34

囲 比率は各項の回答数を有効回答数330事 業所で割 った値である。
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資 料3 情 報 種 類 別 入 手 形 態

入手形態

情報の種類

新刷
聞物
.

・

雑
誌
等
印

電的

話つ
・な

面が

譲 り

等
人

z

!
ラ

ジ
オ

ζ
ク

ζ
リ

そ

の

他

①

コ オ

ン ン

ピ ラ

ユイ

1ン

《

そ

の

他

②

磁 ロ

気 ツ

テ ピ

ll

z
フ

そ

の

他

③

横(

回

総答
「

数

計)

国内の経済 ・景気動向 59.1 15.5 37.6 6.1 2.1 0.6 0.0 0.0 α0 399

県内の経済 ・景気動向 55.2 18.2 34.8 5.2 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 381

所属業界 ・産業界の動 き 50.9 26.7 21.8 5.8 2.4 0.3 0.0 0.0 0.3 357

国県等の経済施策 44.2 9.1 24.5 2.1 L5 0.3 0.0 0.0 0.0 270

消費 者ニ ーズ 33.3 16.1 22.4 4.8 1.8 0.3 0.9 0.6 0.3 266

税制(法 人税,相 続税) 35.8 10.9 12.4 1.2 2.4 α0 0.0 0.0 0.0 207

事務の合理化 ・機械化 35.5 14.5 10.0 5.5 2.4 33 1.2 1.5 0.3 245

企業向け融資制度 ・機関 30.9 12.4 8.8 1.8 L8 0.0 03 0.0 0.0 185

新製 品 ・新 素材 ・新技 術 35.8 133 12.4 3.9 L5 α6 0.3 0.0 03 225

賃金体系 ・福祉規定 30.9 10.9 8.2 0.9 2.1 0.6 0.6 0.0 0.0 179

取引先の動向 22.4 25.5 6.4 2.7 1.5 σ6 0.6 0.0 0.0 197

設備投資動向 27.0 1L5 8.2 2.4 L8 0.3 0.3 0.0 0.0 170

関連 製品 の シ ェア ・動 向 27.9 13.3 9.1 2.7 1.8 0.3 0.6 0.0 0.0 184

販売の管理技法 26.1 13.0 6.4 2.7 3.0 2.4 L2 0.6 0.3 184

原材料価格動向 27.6 15.2 4.8 3.6 α9 0.0 0.3 03 0.0 174

流行 ・売れ筋商品 23.3 12.4 12.7 3.6 1.8 0.3 0.3 0.6 0.0 180

経営計画の技法 26.1 12.1 5.5 1.5 2.7 0.0 1.2 0.3 0.3 164

研修 ・訓練の方法 25.8 9.7 4.8 L8 3.6 0.0 1.8 0.3 0.3 159

受 ・発注情報 18.5 14.8 2.7 4.8 1.5 3.3 0.3 1.2一 0.0 156

取扱い商品の価格動向 23.0 17.6 33 3.0 L5 、0
.0 03 0.0 0.0 161

自社 商品の シ ェア ・動 向 19.1 15.2 5.2 3.3 2.7 2.1 0.6 0.0 0.0 159

仕入商品の需要 ・相場 23.9 142 5.2 2.7 L5 0.0 0.3 0.0 0.0 158

財務の管理技法 22.7 9.7 4.8 L8 2.1 2.1 0.9 0.6 0.3 149

賃上げの決め方 23.9 9.7 6.1 0.3 2.1 0.3 0.6 α3 . 0.0 143

企業間の関連 17.6 14.8 4.2 3.5 2.4 0.3 L2 0.0 0.3 148

特許 ・技術動 向 23.3 6.1 7.0 L2 1.2 0.6 0.6 03 0.0 133

人材情報 16.1 94 4.5 0.9 1.2 0.0 0.3 α0 0.0 107

生産の管理技法 18.8 7.0 3.0 L8 2.4 L2 0.9 0.6 0.3 119

情報提供機関の所在 13.6 7.9 5.2 L5 1.5 0.0
'0

.6 0.3 0.0 101

予算制度総合管理の技法 18.8 48 2.4 0.9 L8 2ユ 0.6 0.6 0.0 106

通行量 ・立地条件 12.1 4.5 4.2 1.2 1.5 0.0 0.3 0.0 0.0 79

共同化事業の進め方 11.8 7.3 2.1 0.6 0.9 0.3 0.3 α0 0.0 77

その他1-6 L2 03 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 7

その他7-10 0.6 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 0.0 0.0 0.0 2

その他 ① 0.3 03 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 4

その他20-28 0.0 03 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2

その他11-19 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 α0 0.0 0.0 0.0 1

その他 ② 0.0 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 α0 0.0 0.0 0

その他 ③ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 0.0 0.0 0

縦総計(回 答数) 2,914 1,334 1,027 285 207 70 58 27 10 5,938

囲 比率は各項の回答数を有効回答数330事 業所で割 った値である。
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資料4企 業経営に関する情報ニーズ調査票

記 入上 のお願 い

*整 理 番 号欄 に は記 入 しな い で下 さい
。

*ア ンケ ー トの設 問 の なか で○ を 付 け る場 合 に はい くつで も該 当 す る番 号 に付 け て 下 さい
。

*ア ンケ ー トの 設問 の なか で 該 当項 目が 「その他 」 に な る場合 は具 体 的 に 記入 して 下 さい
。

設問1あ なたの企業の概要について記入および該当する番号を○で囲んで下さい。

整理番号

企 業 名

所 在 地 〒 一

記入者及び連絡先 所属

氏名 皿()一

業 種 1,建 設2.鉄 鋼3.非 鉄 金 属4.化 学5.パ ル プ ・紙

6.繊 維7、 金 属 製 品8.窯 業 ・土 石 製 品9.住 宅 建 材

10.一 般 機 械11.電 気 機 械12.輸 送 機 械13.精 密 機 械

14.食 料 品15.電 気 ・ガ ス16.そ の 他 製 造 業()

17.卸 売18.小 売19、 金 融20.保 険21.不 動 産

22.運 輸23.通 信24、 そ の 他 サ ー ビス()

従 業員(家 族 ・役員

パー トを含む)

1.20人 以 下2.21～50人3.51～100人

4.100～300人5.301人 以 上

資 本 金 1.1千 万 円以 下2.3千 万 円以 下3.1億 円以 下

4.1億 円を 超 え る

設問2-1あ な た の企業 で は現 在 ど の様 な事 務 用 情 報機器 を使 って ますか。 該 当す る番 号 を○ で囲

ん で 下 さい。 ま た,コ ンピ ュー タに○ を した方 は あ なた の事業 所 内 に設 置 して あ る機 器 名

と台 数の 欄 に記 入 して下 さい。

Lコ ン ピュー タ2.フ ァク シ ミ リ3.ワ ー ドプ ロセ ッサ ー

4.利 用 してい ない

5.そ の他(機 器 名)

設 問2-2コ ン ピ ュータに○ を した 方へ

メ ー ・力 名 機 器 名 台 数
A
口

A
口

ム
口

A
口

ム
口

A
口
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設 問3あ な たの 企業 では,今 後 事務 用 情報 機 器 を 導入 す る計 画 は あ りますか。 該 当 す る番 号 を○ で

囲 ん で 下 さい。

1.コ ン ピ ュー タ(年 頃)

2.フ ァク シ ミ リ(年 頃)

3.ウ ー ドプ ロセ ッサ ー(年 頃)

4.利 用 してい ない

5.そ の他(機 器 名)(年 頃)
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設問4あ なたの企業では現在どの様な情報を入手 してどの様に活用されていますか。情報の種類と

活用分野について該当する番号を○で囲んで下さい。

活用分野

情報の種類

企
業
経
営
の
た
め

ト研

究
開

発
の

た

め

製の
品た
のめ
生
産
活
動

製の
品た
のめ
販
売
活
動

資
材
購
入
の
た
め

予
算
計
画
の
た
め

雇成
用の
及た
びめ
人
材
育

資庫
材管
工理
程の
労た
務め
在

そ の 他

1

2

3

4

5

方0

経

垣
技
術
動
向

県内の経済 ・景 気動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

国内の経済 ・景 気動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

所属業界 ・産業界の動 き 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

設備投資動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

特許 ・技術動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

新製品 ・新 素材 ・新技術 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

その他 1・ 2 3 4 5 6 7 8 9 10

7

8

9

01

施
策
制
度

国 ・県等の経済 施策 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

企業向け融 資制度 ・機 関 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

税制(法 人税,相 続税) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

賃金体系 ・福祉規定, 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11

12
,'

13

14

15
1

16

17

18

19

事
例
紹
介
等
活
動
方
法

経営計画の技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10・

共同化事業の進め方 1 2 3 4 5 6 7・ 8 9 10

事務の合理化 ・機械 化 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

生産の管理技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

販 売 〃 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

財務 〃 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

予算制度総合管理の技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

賃上げの決め方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

研修 ・訓練 の方法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

その他 1 2 ・3 4 5 6 7 8 9 10

20

21

22

'23

24

25

26

27

28

製
品
に
関
す
る
情
報

消費者 ニーズ 1 2 3' 4 5 6' 7 8 9 10

関連製 品の シェア ・動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

自社商品の シ ェア ・動 向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

流行 ・売れ 筋商品 1 2・ 3 4 5 6 7 8 9 10

原材料価格動向 1・ 2 3 4 5 6 7 8 9 10

仕入商 品の需 要 ・相場 i 2 3 4 5 6 7 8 9 10

取引先の動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

取扱い商品の価格動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

受 ・発注情 報 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

・そ の他
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

9

0

1

2

3

4

52333333

そ
の
他
の
情
報

企業間の関連 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

情報提供機関の所在 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

通行量 ・立地条件 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人材情報 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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設問5あ なたの企業では今後どの様な情報を入手 してどの様に活用されますか。情報の種類と活用

分野について該当する番号を○で囲んで下さい。

活用分野

情報の種類

企
業
経
営
の
た
め

研
究
開
発
の
た
め

製の
品た
のめ
生
産
活
動

製の
品た
のめ

販
売
活
動

資
材
購
入
の
た
め

予
算
計
画
の
た
め

雇歳
用の
及た
びめ
人
材
育

資庫
材管
工理
程の
労た
務め
在

そ の 他

1

2

3

4・

5

6

経
済
・

技
術
動
向

県内の経済 ・景気動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

国内の経 済 ・景 気動 向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

所属業 界 ・産業 界の動 き 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

設備投資動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

特許 ・技 術動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

新製品 ・新 素材 ・新技術 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

7

8

Q∨

01

施
策
制
度

国 ・県等 の経済 施策 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

企業向け融資制度 ・機関 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

税制(法 人税,相 続税) 1 2 3 4 5 6 7 8 9' 10

賃金体系 ・福祉規定 1 ・2 3 4 5 6 7 8 9 10

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1

2

3

4

5

6

7

8

9111111111

事
例
紹
介
等
活
動
方
法

経営計画の技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

共同化事業の進め方 1 2 3 4 5・ 6 7 8 9 10

事務の合理化 ・機 械化 1 2 3 4 5 6 7
'8

9 10

生産の管理技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

販売 〃 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

財務 〃 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

予算制度総合管理の技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

賃上げの決め方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

研修 ・訓練の方法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

20

21

22

23

、24

25

26、

27

28

製
品
に
関
す
る
情
報

消費者ニーズ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

関連製品の シェア ・動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 .10

自社商品の シェア ・動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

流行 ・売れ筋商品 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

原材料価格動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

仕入商品の需要 ・相場 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

取引先の動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

取扱い商品の価格動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

受 ・発注情報 1 2 3
'
4 5 6 7 8 9 10

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Q】

0

ー

ウ・

3

4.

52333333

そ
の

他
の

情
報

企業間の関連 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

情報提供機関の所在 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

通行量 ・立地条件 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人材情報 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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A

設問6あ なたの企業では現在情報をどの様な機関からどの様に入手されそいますか6情 報の種類と

入手形態 ・入手先について該当する番号を○で囲んで下さい。

入手形態

入手先

情報の種類

;

三
1

タ

う
ラ

イ

ン

磁

気
テ
1

で

ζ

ご
イ

《
ク

ζ
リ

言

亨
ラ
ジ
オ

新

口
雑
誌
等
印
刷
物

電

苧
面
談
等人

的

8
が
り

そ の 他 国
の
機

口
地
方
自
治
体

経
済
団
体

業
界
団
体

金
融
機
関

調
査
相
談
業

情
報
サ

1
ビ

㌘
D

B

業

本

芒
親
会
社

取

引

先

そ の 他

ー

ウ●

3

4

5

6

経
済
・

技
術
動
向

県内の経済 ・景気動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

国内の経済 ・景気動向 1
、

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 . .17 18 」9: 、20

所属業界 ・産業界の動 き 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

設備投資動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

特許 ・技術動 向 1 2 3 4 5 ・6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 ・16 17 18 19 20

新製品 ・新 素材 ・新技術 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 171 18 19 20

7

8

9

01

施
策
制
度

国 ・県等の経済 施策 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
企業向け融 資制度 ・機 関 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

'
17. 18 19'

420

税制(法 人 税,相 続税) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 ,12 13 14 115 16 二17: 日 19 20

賃金体 系.・福祉規定 1 2 3 4 5 6 7 、8 9 10 11 12 13 14 15 ,16 17 18 19 20

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1

2

3

4

5
・

6

7

8

9111111

.

-
,

-
.

-

事
例
紹
介
等
活
動
方
法

経営計画の技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 .16 17 18 19 20

共同化事業の進め方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

事務 の合理化 ・機械 化 1 2 3 4 5 6 7 8・
'9

. 10 .11 12 13 14 15 16' 17: 18》 {191 .20

生産の管理技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1β 19 20

販 売 〃 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 .16.,烈. 18
"●

19 20

財務 〃 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 i18 19 20

予算制度総合管理の技法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 i18 19 20

賃上げの決め方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 i18 19 20

研修 ・訓練 の方法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
{18

19 20

そ の他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

0

1

2

3

4

5

6

7

82

「

2

2

2
:

2
」

2
.

2

2

2

製
品
に
関
す
る
情
報

消費者 ニーズ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
プ

19 20

関連製品の シ ェア ・動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 118 19 20

自社商品の シ ェア ・動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 118 19 20

流行 ・売れ筋商品 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 i18 19 20

原材料価格動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 }18 19 20

仕入商品の需要 ・.相場 、 1 2 ,3,.4 5 6 7.8 9 .10. 11 12. .13 14. _15、 一16 _17, 力8 19 20

取引先の動向 1 2 .3 4 5 6 7 .8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

取扱い商品の価格動向 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

受 ・発注情報 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

その他 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

9

0

1

2

3

4

52333333

そ
の

他
の

情
報

企業間の関連 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

情報提供機関の所在 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

通行量 ・立地条件 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

人材情報 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 2 3 4 5 6 7 8
'
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
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設 問7vAN等 オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よ る情報 流通 が 話 題 に な ってい ます が,ど の よ うな意義

が あ る と思 い ますか。 該 当 す る番 号 を○ で囲ん で 下 さい。

1.デ ー タ入 手 の迅 速性

2.デ ー タ入 手 の正 確性

3.情 報 の 高度 か つ 多様 な加工 利 用 が可 能

4.費 用 ・労 力の 負担 軽 減

5.大 量 デ ー タの 利 用 , .'

6.よ くわ か らない

7.そ の 他'(具 体 的 に':',.)

設問8今 後 あ なた の企 業 は ネ ッ トワ ークに参 加 す る意 思 があ りますか 。 該 当す る番号 を○ で 囲ん で

下 さい。

1、 参加 す る(① 有 料 で も ② 無 料 な ら)

2、 参加 しな い

調9今 後あなたの企業がネ ・ト㌃ クec参加す場 合・どのような点に注意は すか・剖 する

番号 を○ で 囲ん で 下 さい。'
ト コ 　 吟 唱 コ

1.企 業 秘 密 保 護'2.災 害 対 策3.使 用 料 金t4.'使 い 易 さ

一.'5.そ の 他(" 、 ・ ,ttt)

設 問10そ の 他,オ ン ライ ンに よ る 情 報 交 換 及 び 利 用 に つ い て ご 意 見 が あ り ま した ら,'記 入 して 下 さ

い 。

ご 協 力 あ りが と うご ざい ま した6

一68一



資料5情 報提供に関する調査票

(記 入上 の お願 い)

(1)整 理番 号 欄 に は記 入 しない で下 さい。

(2)各 設 問 の うち該 当項 目が 「その 他 」 に な る場 合 は具 体 的 に 記入 して下 さい 。

(3)貴 機 関 の情 報 提供 活 動 に関 す るパ ンフ レ ッ ト等 の 資料 が ござい ま した ら添 付 して下 さ るよ

うお願 い します。

整理番号
illil
i ll

機 関 名

所 在 地 〒 一

記入者及
び連絡先

所属 役職

氏名 電話()一

1.情 報 機器 の利 用 状 況 につ い て

問1-1貴 機 関 で は情 報 機 器 を導 入 してい ますか,該 当 す る番 号 に○ 印を 付 け て下 さい 。

(1)

(2)

(3)

::1;隠 が近い癖 人の計画=コ ー
導入 してい な い。

問1-2以 降 へ

問2-1以 降へ

問1-2導 入済又は導入計画のある機器について記入 して下さい

問1-2 整理番号 ili
`ll

機 器 メー カ及 び機 種 台数 導入又は計画時期

(1}
コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ホ ス トコ ン

ピ ュー タ 年 月

端 末 機 年 月

そ の 他 年 月

(2} ワ ー プ ロ 年 月

(3) フ ァク シ ミ リ 年 月

(4) そ の 他 年 月
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問1-3bン ピ ュー タに よ るオ1ンライ ン文1ま1コi]ジピ}ニー タ媒 体(フ ロ ッピー ・デ ィス ク,磁 気 テ ーーー

プ等)で の 情報 交 流 に よ る業 務 を行 ってい ます か,該 当 す る番 号 に○ 印 を付 けて 下 さい。

謬 二:隠 が魎 来実施す。計画があコ 問1三・岬
(3)計 画 し て い な い 。'『'『 ・',[''"t・L'一";問2'-1以 降 へ

問・一・'・ ンピ三魂 よるオシ・杉 又は・ンピーご撒 での繍 梛 ・る主な業務及び対

象機 関 につい て記 入 して下 さい。

"

P

・ 輪 ・・ 〉 レ ベ診F、 」 う

・ ㎏:
問1-4 整理番号

ii:

iii

…

番
号

対象業務名及び概要
「A,'

対象機関及び媒体 実施又は計画時期
ミ

.,

「

ξ'

i.

,

`

」 i・

年 月
→

i
'AL 、 へ ← .層 ・'.

2
、,・

、年 月

…,

〉

,÷ ・べ
,～.一 一 ・-i

－A 【

」,三`、.!・ 、 ・"'

3

一

.'
〆

年 月

… … こ 　 .』♪:

{ 1

,
▼,9

}・ ㎏ 、.・.

い ∴
肯.i,〉 」 ←w.' ・.¥.◆.

…
ト

∴'噛"1
》L、-

↓

↓.■',L7■9馳 一 一_川 姪・_叫.,一,_噌 一,▼ ン.、,^.$ 、 、 ' ,

●.
'

エニ

7

二

4 い
ポ1

年:月_
.》

.∵ 『._.一.

;
】

! '

pI,

プ
、

λ'
"

一マ.

;
,・ ㎡ ■ 、 噛ト ー-

…
慨 巨 ∫,,

膓 5 .

年 月
`『'埠 ÷ …

‥,.,、,一 甲 一..,.},…'、 ∨
、

1

.∠

∨-}一 ・ ]AL
」 '「 奄

: よ 畠

1>
:

i .... A"-一 ヤ}"『一'"

{
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2.情 報 提供 活動 につ い て

問2-1貴 機 関 で提 供 して い る主 な 情報 に つ い て 記入 して下 さい。 また その 提 供 方法 ・媒体 の該 当

す る欄 に○ 印を付 け て下 さい。

η

、 問2-1(D 整理番号 1"ii…
:

ξ コ 磁 テ フ 新 面 そ の 他,
」

提供情報名` ン 気 レ 聞情 ピ テ ア

提供状況(件 数 ・回数等) ユ 1 ビ

■ 談

報 対 象機 関 ・' ▲
・

ぞ ●

ク 雑
誌 ●

分 オ フ シ 等
1 ラ一 ン 口
' 印 電
野

ー

タ

番
号

:・'

`

元
イ

ご
イ

ジ

オ

ミ

リ

刷
物 話 A

経

1
.

1

1

`

・9i

'

r:

済 2

・

.∴

i:

情
ξ

、.

報 3.

|

`1

t } :1
7 1

4

1

'

`「 イ

1

・1

ト

卜 《

,`■

…
r'

L1
、

・

}

,
i. P ・,

技
「P

」
「
φ
、
",

. 2 :

`

術
'
、

ー

■

]
.

、

, 1

`

「

i情 .

・

.

1報 「

: 3
FL '

F

1 }
7'

F
「

.

、

:
、 … 甫

…
F

～ 吉 」 ■'
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「
,、,

,「'

問2-1∫2) 整理番号 iii
コ 磁 テ フ 新 面 そ の 他

提供情報名 ン 気 レ 聞
情 タ、

提供状況(件 数,回 数等), ご T ビ

ア

羅
談

報
'.

.

対象機関
. よ z ■'

.

ク ・ ∋ 士 ・

口 む、

}●

分 ト

}
`

'オ
フ

ラ
シ 等

ン 口 印 電
野

一
: 7

ψ ご
ジ ミ

刷 .

番 ン イ オ リ 物 話
: 号 生

1
,

1

!

市 L ψ

,
A

.

況 2
.

:

、 1
:

1 :

情
.

1 －w

報 3

:
7

.

;
シ

`

=`

s

;、, へ.層 、^■ びz

}

1

ぐ

' '

{
`

経 L i
、 1

、
一,r が

「 哀

.営 2
1 ・

1
■ と

弓

,

号
セ

.「
1 「

;情
: `: :

:報 3i
s

I

τ,

F

}
; ' 一 一$

;
、

…
↓

t

1
l

l

:そ
」 、

`

|

: `

…
`

…■7, 啄 吟r、 ・、

,の
.

2

r

他
`

:
1

η
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問2-2 貴 機 関 で 行 ってい る情 報 提 供 活動 の特 徴及 び問題 点 ・課 題 につ い て記 入 して下 さいb

(1)特 徴

問2-2(1)整 理 番号

② 問題点 ・課題

整理番号

1'

3、 今 後 の情 報 提 供活 動 につ い て
　 ヴ ほ コ シ さ ぐ

問3-1今 後 の オ ン ライ ンネ ッ トワーク に よ る情 報 活動 に つい て該 当す る㎞ に ○ 印 を付 け て下 さい 。

(D実 施 中 間3
、72以 降へ ・ 川1佃

② オ ン ライ ン化の 計 画が あ る 一 パ^'

(3)オ ン ライ ン化 しな い 問
3-3以 降へ ∵ttぷ

(4)考 え てい な い
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問3-2今 後,オ ン ライ ンネ ッ トワーク に よ る情報 提 供 活動 をど の よ うに進 め て行 く予 定 です か,

具 体 的に 記入 して 下 さい。

整理番号

問3i-3今 後,オ ソ ライ ンネ ッ:トワーク に よ る情 報提 供 活動 を進 め てい く上 で問 題 と な る事項 は何

・ だ と思 われ ます か,ま た オ ン ライ ン化 しな い理 由は何 で す か,該 当す る欄 に○ 印を 付 け て下

さい。 また,問 題 とな る事 項 に つ い て具 体的 に記入 して下 さい 。

…i(1)内 部 の提 供 情 報の 整備
,

}(
:)

i

;(2)外 部 情 報 の 入 手 及 鰹 備
:(1)

1...(3)プ ラ イ バ シ唖 保 護 、 ...,・

()

(4)情 報 提 供 活 動 に 係 る経 費

(・)、

・ ㈲ .通 信 方 法 の 標 準 化 ・ ・ ,,、

(,.)

㈲ 情 報 提 供 活 動 に 係 る設 備

()

(7}そ の 他

()

問3-3整 理 番 号iii
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問4オ ンライ ンネ ットワーク を 形成 す る ため の要 望が あ りま した ら記 入 して 下 さい。

整理番号

問5以 上の ほ か,オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よ る情 報の 流通 に関 して ご意 見が あ りま した ら記入 し

て下 さい。

問5整 理 番 号

ご 協 力 あ りが と うご ざい ま した。
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地域内情報流通調査(各 論 皿)

近畿地域行政情報流通調査

(近畿地域)





1.調 査 研 究 の概 要
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1.調 査研究 の概要

1.1目 的

行 政 部 門か ら発 生 す る情 報 は膨 大 な量 に のぼ ってお り,他 の行 政 機 関 や民 間 企業 におい て も利用

価値 の 高 い情 報が 多い と思わ れ る。 ・ ・',

己 れ らの行 政情 報 の デ ー タ ベー ス化 とオ ン ライ ンに よる流通 の 促 進 は,行 政 サ ー ビス の効率 化 ・

高度 化 と地 域 内情 報 流 通 の活 性 化 を も た らす もの と考 え られ る。

・本 調 査 で は,行 政 機 関及 び 地 域 の調 査機 関が 産 業振 興 を 目的 と して提供 で き る情 報 と行 政機 関及

び民 間 企業 等 利用 者 の知 りたい 情 報を 明 確 にす る ことに よ って,行 政 情報 デ ー7タペ ーズ の構築 及び

行政 情 報 流通 の オ ンラ イ ン化 の 可能 性 と問 題 点 を探 る こと と した。

1.2内'容 一一 ・,∵ ・1.

ω 行 政情 報 の 明確 化'"'㌧'・i⑱ ・'い't'・t

レ① 行政 機 関,金 融機 関,情 報 サ ー ビス機 関,経 済 団体 等地 域 に お け る情 報 の提 供 者が 現在 行 っ

1・1.てい る情 報流 通 の実 態 及 び問 題 点 を 把握 す る。rt－ ら'、tt・ ・

,『② 民 間 企 業 や行 政機 関等,利 用者 が知 りたい行 政 情報 を 明確 化 す る。 パ ・

③ 情 報 流 通 の拡 大 の 可能 性 に つい て検 討す る。

(2)行 政 情 報 デ ー タベ ー スの 構 築及 び オ ン ライ ン化 に よる 流通 の 可 能 性の 検 討 ・・1

1.3推 進 体 制 ・ ・,・'"

次の諸 機 関 で構 成 す る 「近 畿地 域 行 政 情 報流 通調 査委 員 会 」を 設 置 し,調 査研 究 を 行 った6

京 都 府 ・1

1大 阪 府:・ ・

兵 庫 県 …,一 、 一』・lt・t

大 阪 ガス株 式 会 社 … 一,

関西 電 力株 式 会 社 …

財 団法 人 関西 情 報 セ ンタ ー

大 阪通 商 産 業局
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2.近 畿地域 行政 情報流通調査

,

2.1ア ン ケ ー ト 調 査 の 概 要 ・t'」:、 ・一't,.・ ∵

ら:.・'・ ・'・ ∴
(1)調 査 の 趣 旨

..・ パ ∵

行政機関や地域の調査機関苛 酷 輌 剖 手ならび・r鯛 蟻 行政鯛 舗 報の受け手が

現在行政情報に関して抱えひ ・問牢 明磁 1・・今後 櫛 報データベースの構築及びオ

ンラインによる流通の可能性を検討するだめの基礎資料どする。

(2醐 査 の 方 法1㍑1
ピ ・1'"航 。

郵 送 に よ る ア ン ケ ー ト方 式

(3)調 査 対 象 機 関 ㌦' .い"、 .

近 畿 地 域 の 行 政 機 関(国 出 先 機 関,地 方 自治 体),金 融 機 関,情 報 サ ー ビス 機 関,商 工 会 議 所

等 経 済 団 体,一 般 企 業 等,約350機 関

(4)調 査 内 容:'"tt ,i、 三 ☆ ζ

① 情 報 機 器 の 利 用 状 況,tt:・ ジ:・"::ぽ1二1:▽IL:、 三1

② 情 報 の 利 用 お よ び 入 手 状 況

③ 情 報 の 提 供 の 現 状"・"・ ド ・ ‥

④ 情 報 の 整 備 状 況ttI.t't'、"i;.,i

⑤ そ ・の 他 丁 パ ・ 、

⑤ 調 査 時 期 一 ∵ 一..∵'

調 査 票 の 発 送 ・60年10月 下 旬

〃 回 収60年11月 下 旬r',

⑥ 回 収 結 果

ア ン ケ ー ト発 送 数 と 回 収 結 果 は 表2-1,図 ・2-1の 通 り で あ る。

表2-1回 答機 関

発送数 回答数 回収率

府 県 7 ・3
'
43.3

市 町 村 96 73 76.5

商工団体 51 35 69.1

情報企業 55 31 56.8

一般企業 85 46、 54.6

銀 行 16 6 38.0

公的機関 15 14 93.8

政府機関 21 13 62.4

そ の 他 7 3 433

合 計 353 224 63.9

商工 団体 二商 工会 議所,同 連合 会,経 済 団体 等

情 報企 業:情 報 サ ー ビス企 業,情 報 機器 メー カ ー

銀 行=市 中銀 行,保 険 会 社

公的 機 関1中 小 企 業情 報 セ ンタ ー,府 県 研 究所 等

政 府 機 関:国 出先機 関,政 府 系 金 融機 関 等
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一般企業

情報企業31

銀行6 回答数224件

体

図2「1回 答機関

2.2調 査 結 果

2.2.1情 報 機器 の利用 状 況

調 査 対 象機 関 が情 報機 器 を どの 程 度利 用 してい るの か を,機 器 の 導入 状 況,.オ ン ライ ン化,民

間 デ ー タベ ー スサ ー ビス の利 用 の3点 か ら調 査 した。

(1)情 報機 器 の利 用 状況(Q1)・ ・:、

パ ソコ ン,ワ ー プ ロ,フ ァク シ ミ リの利 用 状 況は いず れ も利 用 予定 を 含 め る と,約200機

関 にの ぼ り(回 答 数224)全 体的 に高 い 普及 率 とな って い る。 また,比 較的 新 しい光 デ ィス

ク は,現 在 利 用 してい る の は28機 関 と少 ない が,多 くの機 関 が利 用 を予定 してお り,今 後

高 い伸 びが 予想 され る。 ふ ・

機 関別 に み る と,地 方 自治 体 に比 べ政 府機 関 ・公 的機 関 での 汎用 コ ン ピ ュータ ・オ フ コ ン

の 利 用 の遅れ が 目立 ち,さ らに商工 団体 にお い て も汎用 コ ン ピ ュー タは あ ま り利 用 され てい

ない 。一 方,民 間企 業(一 般 企 業 及 び情 報 企 業,以 下 同 じ)は い ずれ も情 報 機器 がか な り普

及 して お り,光 デ ィスク 等 の 導入 など に も,積 極 的 な姿 勢 が うか が われ る。

。5。1。 。回答㌣,。2'242。。 、,。 翻 ㌫ 認
ている

汎 用 コ ン ピュ
ー タ

オ フコ ン

パ ソ コ ン 『

ワー プ ロ

フ ァク シ ミリ

光デ ィス ク

その地

図2-2情 報 機器 の利 用状 況
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表2-2情 報機器の利用状況(Q1)

回 答
汎 用
コンピュータ オ フ コ ン パ ソ コン

ワ ー プ ロ フ ァクシミリ 光 デ ィス ク そ の 他

機関数 利用 予定 利用 予定 利用 予定 利用 予定 利用 予定 利用 予定 利用 予定

府 県 3 1 2 1 3 3 3 2

市 町 村 73 45 9 31 15 56 10 7σ 2 41 19 6 16

商工団体 35 6 1 13 9 18 6 31 2 23 '9 5 1

情報企業 31 23 1 19 1 31 31 31 8 12 6

一般企業 46 41 1 35 5 44 45 44 1 11 17 5

銀 行 6 6 3 5 6 6 1 2

公的機関 14 2 4 3 1 13 1 12 8 4 5・ 1

政府機関 13 6 5 i 9・ 1 10 1 10 3 (2 2 `

そ の 他 3 1 1 2 3 3

合 計 224 131 18 111 32 181 18 211 5 169 36 28 61 13 0

表2-3情 報 機器利 用 率(全 機 関)'

(%)

情 報 機 器
(a)

利 用 率

(b)利用

予定 率
(a)十(b)

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 58.4 8.0 66.5

オ フ コ ン 49.5 14.2 63.8

パ ・ ソ コ ン 80.8 8.0 88.8

ワ ー'プ ロ'

'

94.1 2.2 96.4'

フ ァ ク シ ミ リ 75.4・ ・ 16.0 91.4

光 デ ィ ス ク 12.5 27.2 39.7

そ の 他 5.8 0 , 5.8
で

●

一//' ・『1;∵ .

② オ ン ライ ンに よ る業 務処 理 につ い て(Q・2)'tt.』 ・,

現在 オ ン ライ ンに よ る業 務 処 理を 行 ってい る と答 え た の は11-9機 関 で,・回 答機 関(224

機 関)の 半 数以 上 とな って い る。 そ して その約4割 にあ た る:4'2機 関が,す でに他 社,他 機

関 との オ ン ライ ンによ る業 務 処 理 を行 ってお り,予 想 以上 に外 部 との オ ンライ ンに よる業 務

処 理が 普 及 して い る こ とが 判 明 した。 ・ ・:・

なお,当 然 の こ とな が ら,ハ ー ドウ ェア(と りわけ 汎 用 コン ピ ュータ)の 導 入率 が業 務 の

オ ンライ ン化 を左 右 し,汎 用 コン ピ ュータの利 用 が少 な い商 工 団 体 や公 的機 関は,オ ン ライ

ン化 に よ る業務 処 理 もあ ま り普 及 してい ない。

一方
,同 様 に他 社,他 機 関 とオ ン ライ ン化 して い て も 自治 体 と民 間企 業 で はか な り様 子 が

違 い,ほ とん どの 民 間 企 業 は外 部 と オ ン ライ ン化 してい る場 合,本 社 内 ・支店 間 と もオ ン ライ

ン化 してい るの に対 して,自 治 体 で外 部 との オ ンライ ンが行 わ れ て い る機 関 で も本 庁 内 ・出
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先機 関 間 とは オ ン ライ ン化 し てい な い場合 が 多 い。

σ

行らで、己,

本社本庁内
'支 店出先間

他社間
1

:

検討中:

本社本庁内

支店出先間

他 社 間 、 、

行 って い な い

0

2σ ・ 』40'60'80100.

1∴巨 口㍗三…理

パOll20301405060・709090'iOO
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府県・市町村

商工団体醗 亡二二=二=二===コ
情報企業
'一般企業

銀行 麗轟轟羅 轟轟懸 盤 璽羅 蓬轟轟翼蓑轟轟懸麺

公的機関

政府機関

その他 醸 醸懸魏鍾騒懸盤 羅==========コ

合計羅 羅 羅 羅轟轟〉====コ
、

図2-4オ ン ライ ンによ る業務 処 理(機 関別)

}

%醸 行。ている
1吻 検討申

[コ 行 っていない
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亀

表2-'4オ ン ライ ンに よ る業務 処理(Q2>

回答数 行 ってい る 検討中 行 って

本 社 ・ 支 店 ・ 他 社 ・ 本 社 ・ 支 店 ・、 他 社 ・
い ない

本庁内 出先間 他機関 本庁内 出先間 他機関

府 県 3 2・ 1 2 2 1 Ol 1「0
0 0

市 町 村 73 42' 29 17、 、6 13

`

9
'}

・2
"3

19

商工団体 35 2 1 0' 1 3 0
∴0

2 3!
'

情報企業 31 23 16 11 15 5 1
)3

2 5

一般企業 46 35 23 27 41 5 0 1 2 9

銀 行 6 6 3 5 ・6
〆

0
'0 ㌦0

0 0

公的機関 14
:0旬

0 0 0 5 2: 1'3 3 9
` ヨ

A

政府機関 13 8 5 6 1 3 、1
92

1 3
Ll■

1

そ の 他 3 1・4 ,0 1
'0

0
「

・ 、σ ・ 旦 0 1

合 計 224 119 78 69 42 35 13 11 13 77

(3)民 間 デ ータ ベー スサ ー ビスの利 用 につ い て(Q3)1～ ㌧'・ぐ∵Cξ ぼ

'全体 的 に ここで も民 間機 関に比 べ 行 政 機 関の 遅 れが 目立 づ∴ なか で も情報 機 器 の 充実 ぷ り

に 比べ,'市 町 村め 民 間 デ 」 タペ ースの 利用 は著 し く低い ご ま だ民 間企 業 は いず れ も多 く利 用

してい るが,必 ず しも情 報 関 連企 業 の方が 利 用 率が 高 い と は言 乞 ない6:1(一 ～パ1パ 時

な お,中 小 企業 情 報 セ ンタ ー等 の公 的機 関 で は汎 用 コ ンビ三 一 夕;'牙 プ ゴ ンはあ まり導 入

され てい なか った(Q1)も の の,民 間 デ ー タベ ース の利 用 に関 じて はか な り積 極 的に 利 用

ら ン ご タ ト' .して い る。 ・'"∵ 』 『`"』 ▽ ‥

、・,利 用 して い る民 間 デ ー タ ベ ニ ス は 以 下 の と お り多 種 に わ た る。 ○ ㍉ ㌧ 【け

〔 日経NEEDS-IR,日 経 テ レ コ ム,帝 国 デ ー タ 六 ジ ク,QUICKI,℃APITAL,JICST,'JCIF・;PATOLIS,TSR'⊥`BIGS,TSR-FINESt't・'〕

%τ 、.'・ ㌧ 【'… 麗麗 利 用 じで い る

00

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

1 吻 利用を予定

[コ 利用 して いな
い ,

利用 していな い

1用を予定

利用 している

府県 商工 情報 一般 銀行 公的 政府 その 合計
・市 団体 企業 企業 機関 機関 地

図2-5デ ー タベ ースサ ー ビス の利 用
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表2-5民 間 デ ータベ ース の利 用(Q3)

回答数
利 用 して

い る

予定 して
い る

利 用 して
い な い

府 県 3 2 2 0

市 町 村 73 3 2 67

商工団体 35 4 2
'27

情報企業 31 8 2 20

一般企業 46 23 3 21

銀 行 6 3 0 3

公的機関 14 5 3 7

政府機関 13 2 1 11
1

そ の 他 3 0 0 2
1

合 計 224 50 15 158

`・L
,・1

2.2.2情 報 の利 用 及び 入 手状 況 ・.、 、

各 利 用機 関が ど の よ うな行 政 情 報 を利 用 し,ど の よ うな 形 で入 手 したい か,ま た そ の オ ン ライ

ンで の流通 に は どの よ うな問題 が あ るの か とい った点 につ い て,行 政 情 報 を利 用す る立 場 か らそ

れ ぞれ の 機 関 に回 答 を得 た。.._、

(1>情 報 の利 用 状 況及 び情 報 につ い ての 満足 度(Q4)

① 情 報 の種 類 別利 用 状 況

情 報 の利 用 状 況 を情 報の 種 類別 に み る と,統 計情 報 の なか で も土 地人 口,国 内 ・地 域の

経 済 な ど の統 計,ま たは 法律 税 制,景 気見 通 し,業 界 動向,及 び行 政施 策,公 的 融資 な ど

の 情 報 が 多 く利 用 され て お り,行 政 情 報の ウ ェイ トが 高 い とい え る。.

.こ れ を利 用 機 関別 に見 ると,行 政 機 関 で は土 地人 口,国 内 ・地域 の経 済 な どの 統計,法

、 律 税 制,行 政 施 策 及び 公 的 融資 な ど の情 報 ニ ーズ が高 い。 それ に比 べ て民 間企 業 等 では,

ほぼ どの 情報 も均一 に利 用 してい るが,業 界動 向 な どの経 営 に 密着 した情 報 の利 用 が行政

機 関 よ り多 く,ニ ーズの 違 いが わ か る。
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表2-6情 報の種類別利用状況(Q4)

現 在 の 利 用
利用機関

情報の種類 府 県 市 町
商工団

体,

情報関
連企業

一般企

業
銀 行

,

公的機
関

国 ・政

府機 関
その他 計

① 土 地 人 口 統 計 3 58 31 12 31' 6 9 11 1'3 164

② 国 内 経 済 統 計 3 48 32 18
'34

6 9 10 3 163

③ 地 域 経 済 統 計 3 51
'

、33
15 30

,L

6 11 10 3 162

④ 海 外 経 済 統 計 3 22` 22 1 .3 28 6 8 8
'2

112

⑤ 貿 易 統 計 3
ス23

26 11 29 5 11 8 2 118

⑥ そ の 他 統 計 2: :2 2 1
¶

7

⑦ 法 律 税 制 情 報 3 54. 29, 18 33 5 8 8 3 161

⑧ 景 気 見 通 し 3
.

31 28 18. 331

'
6 10 10 3, 142

1

⑨ 業 界 動 向 情 報 3 29 32 25 40 6
』

12' 10《 2 159
.

⑩ 企 業 収 益・情 報 3 ・18・ 24 16 29 6'
'9

9'
'3

116

⑪ 金 融 為 替 情 報 3
'

19 23 1'6 32 6 9 7 3
118

⑫ 商 品 情 報 2 L17 .18 2ρ 27
P

4
シ

9'
-6

3 106

⑬ 技 術 特 許 情 報 3
1

、116・ ・ 20 2:0
㌔

'32
4 11 ,2,

、
2」,

110

⑭ 商 品 市 況・情 報 1 15 15 12 28 4 8 6 2 91

⑮ マーケ ッティング情 報 2 15 21 18 27 3 9 3 2 100
1

⑯ 企 業 立 地 情 報 3 26
'2

0 9 19・ 4 9 7 1 98

⑰ 行 政 施 策 情 報 3 54 26 17 29 5 11 8 3 156

1

⑱ ㌧公 的 融 資 情 報 3 40 28 13 25 3 11 8 3 134

:『 ご'・ バ 彰1"タ

利用機関
今 後 の 利 用i

情報の種類 府1県 市 町
商工団
体

情報関
連企業

一般企

業
銀 行

公的機
関

国 ・政
府機関

その他
1

,

計

マ
` 1

① 土 地 人 口 統 計 8 3 1 1 1 13

② 国 内 経 済 統 計 、1 9 8 1 2, 2
φ; 123

◆
,

t
一

③ 地 域 経 済 統 計: .1 16 8 '3' 一4 、

,↓2
3

.■)
. 37

④ 海 外 経 済 統 計 、1 3 5

「

1 .5
';

17 1

∴1 ..

`●

`

`16

⑤ 貿 易 統 計 3 6 1 3 1・
`

.
14

1

⑥ そ の 他 統 計 1

ス
,

田 2

⑦ 法 律 税 制 情 報 9 4 2エ 3 1 2
「

21

③ 景 気 見 通 し 1 16 11'〃 2 7 3 1 41

⑨ 業 界 動 向 情 報 1 7 11 7 7 1 5 2 41

⑩ 企 業 収 益 情 報 1 5 7 6 1 r 21

・

⑪ 金 融 為 替 情 報 1 5 5 1 3 1 16

⑫ 商 品 情 報 1 3 6 6 3 4 2 25

⑬ 技 術 特 許 情 報 5 5 9 6 5 1 31

⑭ 商 品 市 況 情 報 4 6 3 2 1 1 17

⑮ マーケ ッテ ィング情 報 8 6 9 6 2 5 1 37

⑯ 企 業 立 地 情 報 17 6 3 2 3 2 33

⑰ 行 政 施 策 情 報 1 19 6 6 3 2 1 38

⑱ 公 的 融 資 情 報 1 12 5 4 3 1 3 29
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■

② お もな情 報 源

各 利 用機 関が どの よ うな所 か ら情 報 を入 手 してい るか を ま とめ てみ る と,自 治 体は 国 や

府 県 か らの 情 報 入手 が50～60%以 上 に も達 し,市 町 村 か らの入 手 も含 め ると70%近 く

とな る。 当然 の こと なが ら府 県 は 国か ら,市 町 村 は府 県 か らの情 報 が 多い。 それ に比 べ て

情 報 関 連企 業 等 の民 間 企 業 は情 報 の50%以 上 を企 業 や 団体 に頼 って お り,特 に府 県 か ら

の情 報入 手 が 少 ない 。 しか し,商 工 団体 や 公的 機 関 な ど では 逆 に府 県 か らの情 報 が高 い ウ

ェイ トを しめ て い る。

懸1利 用 数

1200

1000

800

600

400

200

0

利 用 機 関 府 県 市 町村 商 工 団 情 報企 〒般 企 銀 行 公 的 機 政 府機 そ の他
,体 ・業 業 関 ・, 関 関

、,図2-8機 関別 情 報利 用 状 況 、.

ノ
,,∵'、 お もな情 報源
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20
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0
利用機関府県 市町 商工 情報 一般 銀行 公的 政府 その 全体村 団体 企業 企業 機関 機関 他

図2-9情 報源別情報利用状況
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情 報 の満 足度

情 報 に つい て ど の程度 満 足 してい るか との質 問 に 「満足 してい る」 と答 えた のは 全体 の

10%に 過 ぎ なか ったが,「 普 通 であ る」を 含 め る と全体 の86%に も達 し,あ る程度 情 報

に満 足 してい る ことが わ か る。

情 報の種 類 別 に み て もあ ま り大 きな変 化 は 見 られ ない が地 域 経済 統 計,マ ーケ ッテ ィン

グ,企 業立 地 など の情 報 に 「不満 で あ る」 または 「不 明」 と答 え た 回答 が20%以 上 と な

った。 逆 に土 地 人 口統 計,法 律税 制,金 融 為 替,商 品,商 品市 況,公 的 融 資 など の情 報の

不 満度 は10%前 後 で あ ま り不 満 を 持 たれ て い ない こ とが わか る。

さ らに 主 な情 報 源別 に比 べ る と,市 町 村 の 情報 に 「不満 で あ る」 または 「不明 」 と答 え

た回 答は22%に 達 し,次 い で府 県 の16%,国 の13%と 紡 ぎ,団 体,企 業 の情 報 に比 べ

行政 機 関へ の 不満 度 が 高い と言 え る6

:・'Eヨ .不満度
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表2-7情 報源別情報満足度(総 計)(Q4)

A:満 足 している

B;普 通である
C:不 満である

.
{

`

Z

「"

・

■

8
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.一



(2)磁 気 媒 体 に よ る情 報 の入 手 に つ い て(Q5)

磁 気媒 体 で情 報 を入 手 してい る と答え たの は27機 関 で,全 回 答機 関 中の1割 強だ け であ

りあ ま り多 い とは言 えな い。 また そ の入 手 先 は半 数 以上 が企 業 か らで あ り,次 い で 団体,国

の順 とな る。情 報 の種 類別 で は 「土地 ・人 口統計 」 が非 常 に 多 くあ とは 横並 びで あ る。

表2-8磁 気媒体による情報入手(Q5)

利 用 情 報 の 入 手 先
`

情報の種類 機関数 国 府 県 市 町 団 体 企 業 その他 計

① 土 地 人 口 統 計 11 4 2 3 3 12

② 国 内 経 済 統 計 4 1 3 4

③ 地 域 経 済 統 計 3 1 2 1 4

④ 海 外 経 済 統 計 1 1 11

⑤ 貿 易 統 計 2 1 1 2

⑥ そ の 他 統 計 1 1 1

⑦ 法 律 税 制 情 報 1 1 1

⑨ 業 界 動 向 情 報 2 1 1 2

⑩ 企 業 収 益 情 報 4 4 4

⑪ 金 融 為 替 情 報,, 1
.

「

1 1

⑫ 商 品 情 報 .1 1 1

⑬ 技 術 特 許情 報 4 2 2 4

⑮ マニケ汚 ・ング情報 、

P

2 1
'1

2

⑲ ⑳ その他, ,3
1

1 3 4
.■

計 40 8 4 0 9 21 1 43

1

府 県 2 ぺ

■1、

市 町 村 8
r.

実
商工団体 0

利 情報企業 6

用 一般企業 9

機 銀 行 1

関
公的機関 0 実利用機関:何 らかの情報を磁気媒体で

政府機関 1 入手している機関

そ の 他 0

合 計 27
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●

(3)行 政 情報 の問題 点 に つ い て(Q6)

行政 情 報 につ い て は,

イ 情 報 が古 い(86機 関)

ロ どの よ うな 情 報が 提 供 され てい るの か わか らない(84機 関)

ハ 詳 細 な情 報 が 少 ない(81機 関)

などを 多 くの機 関 が問 題 と して お り,と くに 「情 報 が古 い」,「 詳 細 な情 報 が少 ない 」 は民

間 企業,政 府 ・公 的機 関 で は 回 答機 関の半 数 近 くを 占め てい る。

なか で も興 味 深 い のは,民 間企 業 だ けで な く多 くの行 政 機 関 も 「ど の よ うな情 報 が提 供 さ

れ てい るのか わ か らない 」 と回 答 して お り,行 政情 報 の存 在 に つい てのPRが まだ まだ 不十

分 で あ る とい うこ とが い え る。

膠 回答数
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あ
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接
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情
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が
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い

が
あ
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の
か
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か

ど
の
よ
う
な
情
報

点題問のていつに報情政行12一2図

デ
ー
タ
が
古

い

表2-9行 政情報の問題点(Q6)

そ

の

他

1デ ー 2デ ー 3詳 細 4 5磁 気 6出 向 7窓 口 8情 報 9

回答数 タ量が タが古 な情報 情報が 媒体で く必要 がわか の内容 その他
少ない い 少ない 曖昧 ない あ る らな い 不明

府 県 3 0 2 0 0 0 0 2 1 0

市 町 村 73 14 18 27 3 3 7 9
'
19 1

商工団体 35 8 16 14 1 1 8 5 ;11 1

情報企業 31 3 15 10 1 4 8 11・ ・17
!

、.1

一般企業 46 8 20 14 6 5 13 13 21 ∴1

銀 行 6 1 1 3 0 1, 4 1 3 0.

公的機関 14 3 7 8 1 1 6 3. 6 1
1

政府機関 13 4 6 4 0 0 4 3 6
1

1

そ の 他 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0

合 計 224 41 86 81 12 15 50 47 84 6
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(4)最 新 の 行政 情 報 の入 手 手 段(Q7)

行政 情 報 の入 手 手段 と して 各機 関 と も,一 般 紙 ・誌(148'機 関),専 門紙 ・誌(128機

関),業 界紙 ・誌(104機 関)な ど,ペ ーパ ーに よ る入 手 が ペ ーパ ー以 外 の 手段(講 演(101

機 関),会 議(89機 関),テ レビ(67機 関),問 合 わ せ(61機 関))な どより多 い。 これ

はペ ーパ ーに よ る情 報入 手 が 比 較的 容 易で あ り,時 間 に左 右 され る こ とが な い など の理 由に

よ る もの と思 われ る。

また,デ ータ ベ ース等 の ニ ュー メデ ィアを 用い た行 政 情 報 の 入手 は まだ まだ 僅か であ るが,

メデ ィア の普及 率 の 低 さの他,情 報 自体 の提供 が 不足 してい る こ とも大 きな要 因 と考え られ

る。
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図2-13最 新 情 報 の入手 手 段

表2-10最 新情報の入手手段(Q7)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

回答数 テレビ・

ラジオ

一般紙

・誌
業界紙
・誌

専門紙
・誌

広報紙
・誌

報告書
レポート

デ ー タ
ベ ー ス

キャプテ ン

システム

講 演
説明会

会議 セ
ミナー

問合せ
面 談

その他

府 県 3 0 39 2 3 1 3 0 0 1 1 2 0
'

市 町 村 73' 251 43 15 37 17 31 0 0 32 34 18 1

商工団体 35 12 27 12 16 22 16 1 1 14 14 11 1

情報企業 31 9 16 22 19 9 15 3 0' 17 13 3 0

一般企業 46 12 34 35 30 16 22 5 1 23 16 12 0

銀 行 6 0 6 3 5 1 6 2 0 2 1, 4 0

公的機関 14 3 7 4 8 5 r9 2 0 6 4 5 0

政府機関 13' 5 10 9 9 3 6 0 0 5 5 6 0

そ の 他 3 1 2 2 1 1 1 0 0 1 1 0 0

合 計 224 67 148 104 128 75 109 13 2 101 89 61 2
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⑤ ニ ュー メデ ィアに よ る情 報 流通 に対 す る意識(Q8)

今後 普 及 してい くと思 わ れ る ニ ュー メデ ィアに よ る情 報 流通 に対 して,26%に あた る59

機 関が,「 利 用 したい 」 と してお り,比 較的 多 くの機 関が 利用 を希望 してい る。 また,「 検

討 したい 」 とす る回答 は120機 関 と一 番 多 く54%に 達 し,Q7で あ ま り利 用 され てい な か

った ニ ューメデ ィア も条 件 さえ整 えば 導 入 して もよい とい う潜 在 的 な希 望 は か な りあ る とい

え る。

また,「 時 期 尚早 であ る」,「 わか らな い」 な どの 意見 は,そ れ ぞれ25機 関,17機 関

と少 なか った。

検 討 した い120

利用したい59

図2-14

224件

ニ ュー メデ ィア に よ る情 報 流通

期尚早25

わか らない
7.6%そ

の他

1.8%

7

4

1

表2-11ニ ュ ー メデ ィア に よ る情 報 流通(Q8)

、

`

1 2 3 4 5

回答数 利用 し 検討 し 時期尚 わから その他
たい たい 早 ない

府 県 3 1 2 0 0 0.

市 町 村 73 14 43 9 6 2

商工団体 35 7 24 1 1 1

情報企業 31 9 13 8 0 1

一般企業 46 20 20. 3 3 0

銀 行 6 1 5 1 0 0

公的機関 14 3 8 1 2 0

政府機関 13 4 3 1 5 0

そ の 他 3 0 2 1 0 0

合 計 224 59 120 25 17 4
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⑥ 行政 情 報 流通 に適 した ニ ュー メ デ ィア機器 につい て(Q9)

調査 結 果 は,高 速 フ ァク シ ミ リ(54%)が い ちば ん 多 くづ 次い で コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワ

ー ク(51%)と な った
.。

また パ ソコ ン通 信,ビ デ オテ ック スは,37%,33%に とど ま り,こ の傾 向 は特 に 自治 体

に強 く見 られ た。 これ は,操 作 が 簡単 で ビデオ テ ック ス よ り馴染 深 い 高 速 ファクシ ミリを,パ

ソコ ンに よ る通信 よ り信 頼性 が 高 く大 量 かつ 高度 な分析 の可 能 な コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー

クに選 択 した もの と考 え られ る。 ・

回
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数

140

120

100

80

60

40

20

0
コンヒ'=一夕・パ ソ コ ン 高 速 フ ァ ビ デ オ テ ポ イ ス メCATV多 機 能 電 そ の 他'

ネットワーク 通 信 ・・ ク シ ミ リ ッ ク ス ー ル 話

図2-15情 報 流 通 の た め の ニ ュ ー メ デ ィ ア 機 器

表2-12i行 政 情 報 流 通 に 適 したニ ュー・メ デ ィア 機 器(・Q9)…

1,!
1. し

1コ ンビ 2 、3 4 ,5, 6 :7 8i

回答数
'

ユ=タ ネ

ットワ 「ク

パ ソ コ

ン通 信
高速 ファ

クシ ミリ

ビデ オ

テックス

ボ イ ス

メ ー ル

CATV
l

、

多機能
電話

その他

…
」

府 県 3 i』3

.

↓

2 3 1 0: 0:

i

膓

0 o

市 町 村 73 43 乞3 :37 23 2 ・16 8: '♀

: | 1

レ

商工団体 35 江9、 、9 26・ 7 1 3 9 0

'

情報企業 31
'
13 14 13 15 1 5・ 1 , 0

.
一般企業 46 ユ9 21・ 18 ・18 3 6 4 1

,

,

銀 行 6
1.

4' 3 5 1 0 0 0 0

公的機関 14 iro 6 7 5 0 1 ・2 1
v 1

政府機関 13 i4 3 8 4 1'
( 1 0 0

E

1

そ の 他 3 0 1 3 0 0 1 0
、

0

合 計 224 115 82 120 74 8 33 24 4
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(7)行 政情 報 の ニ ュー メデ ィア に よ る流 通 の 問題 点(Q10).《 、.,

「コス ト」 を問 題 とす る機 関が 全体 の70%を 占め トップで あ るが,こ れ は ハ ー ドの初 期

投 資 や ラ ンニ ング コス ト等 が大 変 で あ る とい うだ け で な く,行 政 情 報が 本 当 に コス トに見 合

った 情 報 と な り うるのか,と い う疑 問 も多 く含 まれ て い るよ うに思 わ れ る。

また,プ ライバ シ ーに 関 す る デ ータ流 通 を 懸念 す る機 関 も132機 関 ・58%に 達 す る。 と

くに よ り住 民 と密着 した 市 町村 で は8.0%以 上 が コス トよ りプ ライバ シァ保 護が 問 題 で あ る

と回 答 してい る。・また,オ ン ライ ン シス テ ムの デ ータ保 護(39%),通 信 シス テ ムの信 頼 性

・責 任体 制(34%)な ど も問題 と してお り,全 体 的 に シス テ ムや デー タの 管 理面 に対 す る不

安 が 浮 き彫 りに され てい る。,

,回 答数

0204060'80100120"t40160180

コ ス ト

プ ラ イバ シー

デ ータ保護

信頼性、責任
体制

専門家の配置
へ に ピ パ

民間 の営業圧'`迫

その他

132

図2-16行 政情報の流通を行 った場合の問題点

表2-13行 政 情 報 流通 上 の問 題 点(Q10) ,.

コ ス ト 専門家 デ ー タ プ ライ システム 民間の ・

回答数 ',

・バ シ ー; の信頼 営業圧 その他 .

が問題 が必要 保 護 保 護 性責任 迫
,、 卜.

府 県 3 2 11 2 2) 3 0 0.
i) 〉 .

,～

市 町 村 73 47 15 45 60 23 1 1

商工団体 35 24
'

8 7 17
'
r1 ゴ 1'・

情報企業 31 24
膓2

11 18 8 3 0』

一般企業 46 32 6 14 22 '21 '4
・

!

・2・ 、

銀 行 6 5 1 0 1 O
l

1 2'

公的機関 14 10 7 5 7 5 1 1

政府機関 13 10 3 4 5 3 0 1

そ の 他 3 3 .1 0 0 1. 0 0

合 計 224 157 44 88 132 75 11 8

'
ピ

`

'X

-

.
`
、
、
.

・
)

泉

門パ
‥
{〈
}
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2.2.3情 報 の提 供 にっ い て

次 に,将 来 の行政 情 報 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クに 向 け て,各 機 関 の情 報 の提 供 状 況や体 制,

また情 報 を 提供 す る際 の 問題 点 等 につ い て 質問 した。

(1)外 部 へ の情報 提 供 に つい て(Q11)

情 報 を 提供 してい る と答 え た のは144機 関 ・34%と か な りの数 に のぼ ってい る。 また,

一 般 企 業 は20機 関 ・44% ,情 報 関 連企 業 は8機 関 ・26%と 少 なか ったが,行 政 情報 の発

生 源 で あ る行 政機 関は いず れ もほ とん ど の機 関 が外 部 に情 報 を 提供 してい る といえ る。

提供 の方法 と しては や は り月報,文 書 に よ る ものが ほ とん どを 占め,次 い で フ ァク シ ミ リ

とな り,コ ンピ ュー タ,磁 気 媒 体 に よ るも のは まだ まだ 少 ない 。 と くに行 政 機 関 で コ ン ピュ

ー タに よ る情 報提 供 を行 ってい ると答 え た の は,わ ず か2カ 所 の政 府機 関だ け で あ った。

また,検 討 中で あ る との 回答 は コ ン ピ ュータ,フ ァク シ ミ リが 多 く,今 後 の 普及 が期 待 さ

れ る。 検 討 して い る6

提 供 して し る

して いない70

無回答4
1.8%

図2-17外 部へ の 情報 提 供

表2-14外 部 へ の情 報提 供(Q11)

回答数 提供中 検討中 しない

府 県 3 .3 0 0

市 町 村 73 50 3 18

商工団体 35 32 0 2

情報企業 31 8 1 21

一般企業 46 20 1 24

銀 行 6 5 0 1

公的機関 14 14 1 0

政府機関 13 10 0 3

そ の 他 3 2 0 1

合 計 224 144 6 70
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表2-15情 報 提供 方 法(Q11)

回答数 月 報 文 書
コ ン ピ

ュ ー タ
磁 気
媒 体

フ ァ ク

シ ミ リ
その他

提供中 3 1 1

府 県 3

検討中 1

市 町 村 52
提供中 40 36 5 4 3

検討中 1 1 4

商工団体 32
提供中 27 22 1 7 5

検討中 1 2

提供中 4 4 2 3 1 1
情報企業 9

検討中 1

提供中 12 13 1 1 1一般企業 21

検討中 1 1 2 1

提供中 5 3 1 1
銀 行 5

検討中 1 1

提供中 14 10 5 2
公的機関 14

検討中 6 1 2

提供中 9 4 2 1 2 2
政府機関 10

検討中

提供中 1
そ の 他 2

検討中 1

提供中 115 93 5 11 22 14

計 148

検討中 1 2 12 2 10 1

柱)回 答数は情報提供中または情報提供を検討中と答えた機関数

(2)情 報提 供 に 関 す る規 定 等 の 作成(Q12)'

「規定 を作成 してい る」 と回答 した の は19機 関 ・9%で あ る。一 方 「担 当 部 門 の判 断 に よ

る」 とす るの が127機 関 ・57%で あ り,明 確 に規定 を 作成 して情 報 提供 して い る機 蘭 は 少

ない よ うであ る。 これは 現在 の情 報 提供 の 現状 では規 定 を 作 る必要 が ない,あ るい は情 報 提

供 に は さ ま ざ まなケ ー スが 考 え られ規 定 が 作 りに くい な どが考 え られ るが,オ ン ライ ン ・ネ

ッ トワー クの進 展 に つれ 次 第 に検 討 しな けれ ば な らな い問 題 とな って い る。

また 「定 例情 報 以外 は 提 供せ ず 」 と答え た機 関 は約2割 の47機 関 であ った。
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47

16
19

27

麗翻 規定を作成
醸§担当の判断
Z乙 定例情報のみ
函 その袖
口 無回答

.図2-18情 報 提供 す る場 合 の規 定 等 の 作成 状 況

表2-16情 報 提 供 に関 す る規 定(Q12)
(.

1

1 2 3 4

回 答 数 作成 している 担当部門の判 定例情報以外 そ ・の 他

断 に よ る は提供せず

府 県 3 0 3 0 0

市 町 村 73 5 43 17 8

商工団体 3'5 3 25 6 1

情報企業 31 1 13 6 2

一般企業 46 5 22 9 3

銀 行 6 1 5 0 0

公的機関 14 0 12 3 0
;1

政府機関 13 4 2 5 1
`

そ の 他 3 0 2 1 0

合 計 224 19 127 47 15

(3)外 部へ 情 報 提供 す る時 の 問題 点(Q13)

イ 専任 ス タ ッフが 必 要75機 関

ロ 財政 負担 が大 きい70機 関

ハ 詳細 情報 を求 め られ る55機 関

な ど を各 機 関 が問 題 と して い る。

33.5%

31.3%

24.6%

なか で も公的 機 関 ・政 府機 関は 「ハ.詳 細 情報 を 求 め られ る」 に関 しては比 較 的 回答 が少

なか ったが,市 町 村 で は逆 に多 くな ってい るの は興 味 深 い。

また 民間 企 業 で は 「イ.専 任 ス タ ッフが必 要 」 との 回 答 が 多か った。
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回
答
数

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

財政負担 専任スタッ 詳細情報を 情報加工を 提供先の増 その他
フ 求められる 求められる 加

図2-19情 報提供 している場合の問題点

表2-17外 部へ の情 報 提供 の 問題 点(Q13)

1 2 3 4
,

5 6

回 答 数 財政負担 専任のス 詳細情報 加工を求 提供先が そ の 他
が大きい タ ッ フが を求めら め られ る 増加する

必要 れ る

府 県 3 2 2 0 0 1

'

0

市 町 村 73 20 22 25 11 5 ・14

商工団体 35 17 12 1「1 7 1
'
2

情報企業 31 3 9 5 8 2 3

一般企業 46 7 16 9 4 8 4
..

銀 行 6 4 2 0 0 2
"

1

公的機関 14 11 8 2 1 4 0

政府機関 13 5 4 2 0 4 2

そ の 他 3 1 0
'1

1
「

0

.
0

合 計 224 70 75 55 32 27 ・26

1

●

(4)今 後 提供 して い く必 要 の あ る情報 とそ の可能 性(Q14)、

ま ず,行 政 機 関 で億 「有 用 な情報 」,「 公 開 で き る全 情 報 」 な ど という 漠 然 と した も の も

多か ったが,主 な もの を列挙 す る と,

〔企 業 ・業 界情 報,広 報(イ ベ ン ト,観 光,施 設 等),技 術 情 報,産 業 ・経 済 情 報,行 政施 策,文 献 情報,法 律 ・税制,金 融 ・為 替情 報 〕

など広 範 囲に 及 び,そ の提供 の 可能 性 に つい て もほ とん どの機 関 が 「可能 性 あ り」 と して

い る。

また 情報 公 開 制 度 を検 討 してい る機 関 が 多 く,そ の確 立 のた め に も提 供 すべ き情報 を 各機
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関 ど も検討 してい る と思 われ る。

一 方
,民 間 団体 は,

〔驚 ㌶ ㈱ 企業Pぽ 紹⊇ 界◆市酬 経嶋 文化雌 〕
などが 多 く,他 に も各機 関独 自の さ まざ まな回 答 を得 た。

しか し,そ の提 供 の 可能 性 に つ い ては,銀 行 や商 工 団体 で は ほ とん ど が 「提 供 で き る」 と

してい る ものの,民 間 企業 では 「提 供 で き る可 能 性 はほ とん ど考 え られ な い 」 とす る企業 が

多か った。

(5)ニ ュー メデ ィア に よ る情 報 提 供 に つ い ての 検討事 項(Q15)

と くに 自治体 で は コス トよ り 「内 部 で の情 報整 備 」を 検討 しな けれ ば な らない とす る所 が

多 く,情 報 提供 の基 盤 が 整 ってお らず 今後 の 情報 整備 が 期待 され る。

また 「利 用者 ニ ー ズ」 へ の 回 答が 比 較 的 多 く,ど の よ うな情 報 が利 用 者 ニー ズ に合 うの か

まだ 各機 関 とも手探 りで あ る といえ る。

「他機 関 とのバ ラ ンス」 に 関 しては 比 較的 回 答が 少 な く,あ る程度 他 の 提 供機 関 と横 並 び

の情 報 が提 供 で き るとの 判 断 に よ る もの と思 わ れ る。
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◆

図2-20ニ ュー メデ ィアを利 用 して情 報提 供 を行 う場合 の 問 題
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表2-18ニ ェー メデ ィァ によ る情 報 提供 に つい ての検 討事 項(Q15)

1 2 3 4 5 6 7

回答数 提供に 専任要 内部で 利用者 利用者 他機関 その他
係る経 員の配 の情報 ニ ー ズ の費用 との バ
費 置 整備 負担 ラ ン ス

府 県 3 3 2 3 1 1 1 0

市 町 村 73 46 22 60 34 20 10: 3

商工団体 35 25 11 、24 18 9 9 0

情報企業 31 16 5 18 13 10 3: 0

一般企業 46 24 13 24「 19 12 9 4

銀 行 6 4 3 3' 4 1 2 0

公的機関
1
14 11 13 10 10 6 3 0

政府機関 13 10 3 7 7 3 3 1

そ の 他 3 1 2 1 1 2 0
'0

合 計 224 140 74 150 107 64 40 8

⑨

2.2.4情 報 の整備 につ いて'

こ こで は 内部 の情 報 を各 機 関が ど の程 度 整 備 してい るか を調 査 す る こ とに よ り,オ ン ライ ン ・

ネ ッ トワー ク実現 の 可能 性 を探 って み た。

(1)デ ーiベ ース な ど コ シ ピ ュ三 夕に よ る情 報 の整 備 状況(Q16)

「コ ン ピュー タによ る情 報整 備 を 行 って い る」 と答え たの は全 体の 半分 近 ら1d2ue関 であ

り,「 行 う予定 」の45機 関 を合 わせ る とか な りの数 にの ぼ る。t-Lt

しか しそ の内訳 を み ると,入 事 や 財 務 ・会 計情 報,ま た市町 村 の 「そ の他 」 と して住 民 情

報 など,プ ライベ ー ト情 報,経 営 上 の デ ー タな どが主 で あ る と思 われ,一 概 に オ ンライ ン ・

ネ ッ トワー クの ため の情 報 が整 備 され て い る とは言 い難 い」 今 後 は プ ライバ シー保 護の 観 点

か らも さ らに,ど の よ うな情報 が ネ ッ トワーク され るべ き情報 なのか を検 討 して い く必 要 が

あ る と考え られ る。

、回答数'
02040」6080100120

行 っている人事

灘1計
ξ難 燃

行違 定

騰 計
ξ端端

行 って い ない

図2-21デ ー タベ ース等 に よ る情 報整 備
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表2-19デ ータベ ース等 に よ る情 報 整備(Q16)

1行 って い る 2行 う予定 3行
って回答

数
人事

財政
会計

販売
在庫

統計
指標

技術
文献

他の
文献

その

他
人事

財政
会計

販売
在庫

統計
指標

技術
文献

他の
文献

その
他

いな
い

府 県 3 3 2 1 1 1 1 2 2 1 0

市 町 村 73 27 9 10 1 3 2 17 16 1 5 2 8 36

商工団体 35 6 2 2 1 1 1 1 4 5 1 2 23

情報企業 31 14 6 10 6 4 6 2 2 7 2 2 2 2 1 1 11

一般企業 46 34 28 28 25 17 9 7 3 7 2 3 4 1 1 1 1 7

.

銀 行 6 5 3 3 3 1 1 1 1

公的機関 14 3 1 3 2 1 7 2 3 5

政府機関 13 9 6 6 3 7 2 1 0 4

そ の 他 3 1 1 1 1 1 0 2

合 計 224 102 58 64 37 37 20 15 29 45 5 13 6 6 3 4 13 89

2.2.5そ の 他

最 後 に本 調査 に つい て ま った く自由に記 入 して も ら った。

(1)オ ン ライ ン ・ネ ジ トワー クに よ る情 報流 通 に対 して等 の 自 由な意 見(Q17)

非 常 に様 々 な意見 を 記入 して い ただ き,各 機 関の 関心 の強 さが うかが われ る。

全 体 的 に 見 る と,様 々な条 件 が整 え ば オ ン ライ ン ・ネ ッ トワークの 可能 性 は高 く,多 くの

機 関が 遅 か れ早 か れ その 実現 を 予期 して い る もの と思 わ れ た。

主 な 意見 を 列挙 す ると,

イ プ ライバ シー保 護,デ ー タ保 護 へ の 留 意が 必 要で あ る。

ロ 情 報 の コス トパ フ ォー マ ンスや ハ ー ドの初 期 投 資が 心配 。

ハ 情 報 の選 定 や 整備 が 大変 であ る。

の3点 に と くに 意見 が 集 中 した。

特 に 市 町 で は プ ライバ シー保 護,デ ー タ保 護 に 関 して 関心 が 高 く,オ ン ライ ンが 禁止 され

て い る機 関 や,通 信 など の信 頼 性や 情 報 の 流通 範 囲 に不 安 を抱 く機 関 もあ った。

また,そ の他 の 意 見 と して は,

・中 央 と地 域,大 企業 と中小 企 業 との 間 で 情報 格 差が で き るので は ないか 。(市)

・操 作や 設備 が簡 易 で なけ れば な らない 。(商 工 団 体,民 間企 業他)

・標 準化 され た シス テ ムの 開 発が 必 要 で あ る。(市)

・機 関 自体 の情 報 処 理 に対 す る意識 が 浅 く,回 答 に困 る。(商 工 団 体,政 府 機 関)

・行 政 情報 自体 が リアル タ イ ムな情 報 で は ない の で,オ ン ライ ンは 不要 で あ る。(一 般 企

業)

な ど が挙 げ られ た。

以 上色 々な 不安 点 が 出 され,ま だ まだ検 討 す べ き問題 も残 され てい るの で はな い か と思 わ

れ る。

●
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3.近 畿 にお け る情報化 の方 向 と行政情報 の流 通促進

本調査の目的は,行 政情報の流通の現状を把握 し,今 後のあり方を提示することである帖 これ

を検討するに当たって,本 章では各分野での情報化の現状と展望を行い,あ わせて域内市町村にお

ける情報化の現状と課題を例示して参考に供 したい。

●

3.1情 報 化 の 現 状 と 展 望

3.1.1産 業 分 野 に お け る情報 化

産業 分 野 にお い て は,当 初,大 量定 型 事 務の 効率 的 な処 理 を 目的 と して,汎 用 コン ピ ュー タの

導 入 とい う形で の情 報 化 が 進展 した が,現 在 では事 務部 門 の 総合 的 な効 率 化 を 目指 してOA化 の

進展,流 通 販 売 部 門 で のPOS導 入,さ らに は生産 部 門に お け るFA化 な ど企業 内 の あ らゆ る部

門 で の情 報 化が 進 め られ つ つ あ り,フ ァク シ ミ リ,オ フ コン,ワ ー プ ロな どのOA機 器 もか な り

の 普及 を み てい る。

さ らに,将 来 的 に は構 内 でのOAネ ッ トワー クを作 る動 きが 多 く,ま たOAネ ッ トワ ーク 相互

間 を接 続 した広 域 ネ ッ トワ ークが 指 向 され てい る。

また,製 造 部 門 の情 報 化 はFAと い う形 で行 われ,そ の 中 核 と な るNC工 作機 械,産 業用 ロボ

ッ トの 導入 に始 ま り,現 在 で は コ ン ピ ュータを 中核 と したFMS(フ レキ シ ブル ・マ ニ ュフ ァク

チ ュア リング ・シス テ ム)が 稼 働 してい る企 業 も数 多 く見 られ る。

一 方 ,流 通 販 売 部 門の 情 報化 は,レ ジの効 率 化,伝 票 処 理 の効 率 化 を 目指 して進 展 し,現 在P

O'S(販 売時 点情 報管 理)の 普 及 が緒 に つ いた とこ ろで あ る。

この よ うな情 報 化は,ま だ部 門毎 の効 率化 に重 点がお が れ て い るが,次 第 に部 門 間を 結ん だ社

内全 体 の システ ム(い わ ゆ るLANな ど)へ と進展 しつ つ あ る。

次に 重要 な こ とは,新 しい ビジネ ス チ ャンスを も とめ て,情 報通 信 分野 へ の新規 参入 の動 向が

見 られ るこ とで あ る。 社 内 システ ムを越 え て製 造業,特 約店,問 屋,小 売 店 等関 連企 業 のネ ッ ト

ワー ク化へ と進展 しつつ あ り,す で に問屋 群 と小 売店 群 を 結 ぶVAN業 な どの新 しい情 報通信 業

が 出現 してい る。

これ らは,昭 和60年4月 の 電 気通 信事 業 法改 正以 降,中 小 企 業 の み な らず大 企業 も含め て の

様 々な 企業 間 で の情 報 通信 が 行 わ れ る本格 的 なVANへ と発展 してお り,こ れ らを通 じて,企 業

系 列 を越 え て企 業 の再 編成 へ と進 む こ と も考 え られ る。

この他 に も,一 般 企 業 と金融 機 関 を ネ ッ トワ ーク した フ ァームバ ン キ ング も徐 々にで はあ るが,

現 実 の もの とな りつつ あ る。 ま た,新 た な ビジネス チ ャンス と して情 報 関連 分野 へ の参入 を検 討

してい る企 業 もみ られ,私 鉄,商 社等 のCATV事 業 へ の進 出,運 輸 業,流 通 業のVAN事 業 の展

開等 が あげ られ る。
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3.1.2生 活 分野 にお け る情報 化

生 活 の面 で の情 報 化 は,産 業,行 政 の 情報 化 の進 展 の結 果,意 識 が高 ま って きた 。 例え ば,銀

行 のオ ン ライ ン化,役 所 の窓 口業務 の コ ン ピ ュー タ化 な ど によ って,一 般 市民 が コ ン ピ ュータ と

接 し,情 報 化 へ の意 識 が高 ま って きた といえ る。

ニ ュー メデ ィア の利 用 に対 す る ア ンケ ー ト調査 結 果(図3-1)を 見 る と,若 者 の 間 では ニ ュ

ー メデ ィアを 利 用 したホ ーム予約
,在 宅 検 診,ホ ームナ ー ス等 に つい ては,「 利 用 してみ たい と

思 う人 」 が7割 ほ どあ り,全 体的 に は ニ ーズ は高 い とい え る。

即 ち,生 活 分 野 での 情報 化 は,情 報 を 外 部 に対 して取 りに行 ぐ,あ るい は利 用す る,と い うか

た ちで進 む とい うこ とに な るで あ ろ う。

も っと も生 活 の合 理 化 の追 求 とい う面 で も情 報 化 は進 む。 例 えば,マ イ コンを組 み 込 んだ 家電

製 品(例,ル ーム エ ア コ ン,電 子 レ ン ジ,VTRな ど)の 普 及(表3-1)に よ り,生 活の利 便

性 が 太い た 向上 してい る。

利 用 してみ たい と思 う 利 用 してみたいと思 わ ない わか らない

1

(1)ホLム 予約'(全 体)'46%43%11%

(2・ ～25才)1

② ホ ーム シ ョッピング(全 体)

ホ'ニ ム バ ン キ ン グ 「

(20～25,才)

ll(3)在 宅 検 診 ・'、(全 体)

ホ ー ム ナ ー ス

(20～25才)

・ぺ(4 ・)'デレ 三 ン ドロー ル(全 体):

セ キ ュ リテ ィ

(20～25才)

69 賎 26: :溺51

63 一:■:・:・:・:・:・:28・:・:・:・:・:9

囲 ゴ ホ ーム予 約 とは,家 にい な が ら映 画 ・演 劇 な どの 切符 の予 約 や 乗物 の切符 の 予 約 など が

で ぎ るもの。'『

2ホ ーム シ ョ ッピング,ホ ー ムバ ンキ ング とは,家 にい な が ら商 品知 識 や 商品 販 売 価格 リ

ス・トに よ って 注文 し,そ の代 金 を 自動 振込 み した り,預 貯 金 や残 高 照会 な ど が で き るもの。

3在 宅検 診,ホ ー ムナ ー ス(看 護)と は,家 に い なが ら健康 状 態 を 伝 え,医 者 の診 察指 示

を受 け た り,急 患 の 場合 の 応 急処 置 の 仕方 や介 護 など の指 導 を受 け た りす る こ とが で き る

もの。

4テ レ コ ン トロール,セ キ ュ リテ ィー とは,外 出先 か ら電 話 を通 じて,電 気 や ガ ス などの

ス イ'ッチを 入 れ た り,切 った りの コ ン ト'ロール,あ るい は戸締 り確 認 な どが で き,さ らに

火 災や事 件 などを 自動 的 に 消 防署 や警 察 な ど に知 らせ る ことが で き る もの○

〈資 料 〉 内 閣総 理大 臣 官 房広 報 室 「家 庭 にお け る情 報通 信 サ ー ビス に関 す る世論 調査(昭 和

58年8月 調査)」

図3-1家 庭 に おけ るニ ュー メデ ィアの利 用 意向
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表3-1家 電 機 器 の マ イ コ ン化 と機 能へ の期 待

機 器 名 マイコン化(%) 機 能 ぺ の 期 待

電子 レン ジ

ル ー ムエ ア コン

冷 凍 冷蔵 庫

洗 濯 機

60～70

50～60

5～10

10～20

新機能,使 い勝手向上

省エネと快適性の向上

従来機能の置換

従来機能の置換,メ カの縮小,プ ログラムの機能の強化

3.1.3社 会 分野 に おけ る情 報化

社会 分 野 に おい ては様 々な課 題 が 存 在 してお り,こ れ らを効 率的 に解決 す るた め に,各 種 の 社

会 シス テ ムの情 報化 が進 展 して い る。 これ は 情 報系 社会 シス テ ムとい われ てい る もの であ る。

情 報 系社 会 シス テ ムとは,情 報 関 連技 術 が そ の シス テ ムに 利 用 され る技 術 の核 に な る社会 シス

テ ム の こと で,適 用 すべ き分野 は,大 き く2つ に分 け られ る。

第1は システムの中核技術 と して情 報 関連技 術を 活 用 することによって,個 々 の社 会問 題 を 解決 してい

こうとい う分野 であり,医 療 情 報 システム,教 育情 報 システム,防 災情 報 システム(火災救 急 指令 システム,

地 下 街 防 災 シス テ ム)な どが あ げ られ る(情 報 技術 利 用型 シス テ ム)。"

第2は,個 人 の 生活 に 必要 な種 々の情 報 を提 供 す ることに よ り,生 活 の質 的 向上 を はか ってい

こ う とい う分野 で あ り,双 方 向CATV(有 線 テ レビ)シ ステ ム,画 像 情 報 シス テ ムな どが あ傍 ら

れ る(情 報 提供 型 シス テ ム)。 この二 つ は互 い に 独立 な もの で な く,双 方 向CATVを 利 用 した教

育情 報 シス テ ムの よ うに,両 方 の性 格 を有 す る もの も考え られ る。 しか し,前 者 は 多方 面 の ニ ー

ズ を情 報 関 連技術 によ って解決 してい くシス テ ムで あるの に対 し,後 者 は情 報 そ の も のが 二,一ズ

で あ る とい う性格 の もの であ る。(通 商産 業 省 産業 構造 審 議会 答 申 によ る)。 これ ら情 報系 社 会

シス テ ムの対 象 分野 の 中 で も特 に教 育分野 にお い ては,教 育の 効率 化 や 教 育機 会 の増 大 に対 す る

ニ ー ズ及 び教 育の質 の 高度 化,個 性 に 応 じた きめ細 か な教 育へ の ニ ーズが 高 ま って い る6(1,,1・

学 校 教 育 にお い ては,個 人 の学 習 進 捗状 況,能 力に あわ せた 個人 レベル の 教 育が で き るこ と,

くり返 しの 学 習 に よ り低 レベル の 学 習 者を 引 き上 げ るこ とが で きる こ乙 とい った利 点 を も って

い るCAIの 導入 に よ り定 型,く り返 し型 の教 育に 関す る教 師の 負担 が 軽 減 され る。

しか し,学 校教 育に つ い ては,あ くまで も フ ェイス ・ソー ・フ ェイ スの 人間 教育 が望 まれ ると

こ ろが大 き く,教 育分 野 での 情 報 化 は教 育の補 完手 段 的 な色彩 が濃 い。 ."i

小 ・中 ・高等 学 校に お け る マ イク ロコ ン ピ ュー タの設置 状況 と利 用分 野 は表3三2φ ど る りで

あり誠 観 理,保 健デー処 理を行い教師 に腰 なデータを得、ような,M、 猷U用 垣 在
ま ヒ ヒ ロ コ ト

のところ多い。』'"・ .,';
'　 ・層:

'
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表'3-2小 ・中 ・高 等学 校 に おけ るマ イク ロ コン ピ ュー タの設 置 状況 と利 用 分野

設 置

枚 数
設置率

設置校に

おける

平均台数

設置校における利用分野

CAI的

利 用

CMI的

利 用

コンピュー タ

利 用

クラブ
活動等

小 学 校

校

36

%

0.1

台

1.4

校

25

(69.4%)

校

14

(38.9%)

校

0

(0.0%)

校

17

(47.2%)

中 学 校 194 1.8 2.2
49

(253)

136

(70.1)

4

(2.1)

63

(32.5)

高等学校 2,370 45.6 4.1
819

(34.6)

1,503

(63.4)

377

(15.9)

877

(37.0)

囲 ・利 用 分野 の うち,コ ン ピュー タ教 育にお い て は,高 等学 校 職 業学 科 に お け る 「情 報処 理 」,

「情 報 技術 」等 の専 門教 育 を除 い てい る。

・CAI:COMPUTERAIDEDINSTRUCTION

・CMI:COMPUTER、MANAGEI)INSTRUCTION

〈資 料 〉 文 部 省調 査 資料(昭 和58年!月1日 現在)

3.1.4行 政 分 野 に おけ る情 報 化

行政 分 野の 情 報 化は,国 を始 め 各地 方 自治 体 が コ ンピ ュー タを 導入 す るこ とに よ り始 ま ったの

で あ るが,現 在は,各 部 署 単位 でワープ ロ,パ ソコン等 が 導 入 され 部署 ご との 業 務の 効率 化が 図 ら

れ てい る。

地 方 自治 体 の コ ン ピュー タ利 用 は,昭 和35年 か ら開 始 され,昭 和60年4月 現在,コ ン ピ ュ

ー タの 導入 ・利 用 団体 数 は,47都 道府 県 お よび1,160市 区 町 村 で 合計1,207団 体 あ り,委 託 団体

2,018を 加 え る と,コ ン ピュー タの利 用 団体 数 は,3,225団 体 に お よん でい る(表3-3)。

表3-3地 方公共団体における電子計算機利用団体数

調査現在日 昭和59年4月1日 現在 昭和60年4月1日 現在

利用形態
団体区分

導 入
団 体

委 託
団 体

計
導 入
団 体

委 託
団 体

計

都 道 府 県 47 一 47 47
一 47

市

町

村

単団
独
利
用体

特別区 20 3 23 21 2 23

市町村 750 1,942 2,692 874 1,899 2.77・3

小 計 770 1,945 2,715 895 1,901 2,796

共同利用団体 278 136 414 265 117 382

小 計 1,048 2,081 3,129 1,160 2,018 3,178

合 計 1,095 2,081 3,176 1,207 2,018 3,225

〈資料〉「地方自治コンピュータ総閣(自 治大臣官房情報管理室編 昭和60年 版)よ り作成
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コ ン ピ ュー タの 適 用業 務 は,税 務,給 与 な どの行 政 内 部 の管理 業 務,各 種 統計 デ ー タ等 の大 量

デ ー タの処 理 業務 か ら,最 近 で は住民 登 録,印 鑑 証 明等の 住 民 サ ー ビス業 務 へ と拡 大 しつつ あ る。

今 後 は,計 画 行政 の 意思 決定 プ ロセスへ の コ ン ピュー タの活 用 が考 え られ る。 一 方,処 理 形態 も

コ ン ピ ュー タの効 率 的運 用 と事 務 の 合理 化,能 率化 を め ざ した オ ン ライ ン化 が進 ん で い る。 オ ン

ライ ン シス テ ム と して は,昭 和60年4月 現 在 公害 関 係 で38団 体,税 務 関係 で29団 体,財 務 会

計 で15団 体,土 木 ・建 築 関係 で31団 体(都 道 府 県)の システ ムが稼 働 してい る。 処 理 内容 は,

公 害 関係 では 大気 汚染 測定 監視 等,税 務 関 係 では収 納 状 況照 会 等,病 院 関係 で は診 療 報酬 業務 等

が あ る。

さ らに は,キ ャプテ ンを用 いた 行政 情 報 デ ー タベ ース サ ー ビス,住 民 票 の遠 隔地 転 送等 の対 住

民 サ ー ビスが 一 部 自治体 にお い て実 施 され て い る。 これ は,新 しい情 報 化 の形態 で あ り,住 民 情

報 サ ー ビス と して今 後進 展 す るで あろ う。

..1

3.2近 畿 地 域 に お け る行政 の情 報 化 の 現状

3.2.1行 政の情報化の取 り組み状況

以下,昭 和59年 度に財団法人 日本機械工業連合会が実施 した 「地域情報化推進事業(近 畿地

域)」 におけるアンケー ト調査の結果により,近 畿各市町村の情報化への取り組み状況を見てみ

る。.

まず,情 報化への対応状況(表3-4)を みると,既 に何 らかの形で情報化に対応 している市

町 村 は,「 既 に官 民 一 体 の組織 で検 討 を行 っている 」市町 村 が2.2%(5件),「 自治 体 内で職 員

を中 心 に検 討 を 行 ってい る」 市町 村 が10.5%(24件),「 民 間主 体 で検討 を 行 ってい る」 市町

村 が0.4%(1件)と な って お り,こ れ らを合 わ せ る と13.1%(30件)と な って い る。 また,

将来 検 討 を行 って い きた い と情報 化 対 応の 意 向 を示 した市町 村 は,7L7%(162件)と な ってお

り,こ れ らを 合 計 す る と84.2%と な り,近 畿 地 域 の各 自治 体の 情 報化 に対 す る積極 的 な姿勢 が う

かが え る。 な お,特 に検 討を 行 う予定 は ない と回答 した市 町村 は,123%(28件)と な って い

る。

一 方 ,回 答 市 町村 の 中で情 報 化 ニ ーズ調 査 あ るいは情 報 化 ビジ ・ン策 定 等 を行 った市 町村(表

3-5)は12市 町 村(53%),現 在 調査 中の 市町 村 は12市 町村(5.3%)と 回 答 市町 村 の1割

が,情 報 化 ニ ーズ 調査 ある い'は情 報化 ビジ ・ン策定 を 行 って い る。
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表3-4近 畿各市町村における情報化への取 り組み状況

近畿7府 県別

情報化への取 り組み

福

井

県

滋

賀

県

京

都

府

大

阪

府

兵

庫

県

奈

良

県

和
歌
山
県

合

計

既に官民一体の組織で検
討を行 っている

1

3.8

1

2.8

1

3.7 =
1

1.8

一

;1
5

2.2

自治体内で職員を中心に
検討を行っている

4

5.4

3

83

2

7.4

2

6.9

6

10.9

2

8.7

5

15.6

24

10.5

民間主体で検討を行って
いる

1

3.8 = = = = = 二
1

0.4

近い将来検討を行ってい
きたい

17

65.4

26

72.2

20

74.1

21

72.4

41

74.5

17

73.9

20

62.5

162

71.1

今後,特 に検討を行う予
定はない

2

7.7

5

139

2

7.4

5

17.2

5

9.1

4

17.4

5

15.6

28

12.3

そ の 他
1

3.8

1

2.8

2

7.4

'1

3.4

2

3.6 =
1

3.1

8

3.5

合 計
26

100.0

36

100.0

27

100.0

29

100.0

55

100.0

23

100.0

32

100.0

228

100.0

囲 上段:事 業所数,下 段 回答率(%)

表3-5近 畿 各 市町 村 の 情報 化 ニ ーズ調 査,ビ ジ ョン策定 状 況

情 報化 ニーズ 調査,ビ ジ ・ン策定 状況 回答数 回答率

情 報化 ニ ーズ調 査,ビ ジ ・ン策定 を行 った ことが あ る 12 5.3

情 報化 ニ ーズ調査,.ビ ジ ョン策定 を現 在調 査 中 あ るい は策 定 中
ぺ

12 5.3

情 報化 ニ ーズ調 査,ビ ジ ョン策定 を行 った こ とが な い 201 89.4

合 計 225 100.0

3.2.2情 報化 の取 り組 み 分野

近 畿市 町村 の情報 化 シス テ ムの実 施 状 況(表3-6)を み る と現 在 実施 中 の シス テ ム数 は121

件,1・'現在 検 討 中の シス テ ム数 は106件 とな ってい る。「これ を分 野別 に み る と,実 施 中の 中で上 位

'を 占め る分野 は 行政 分 野38%(46件)
,防 災 分野223%(27件)と な って お り,実 施 中 の情

報 シス テ ムの6割 以 上 を 占め てい る。 この ほか教 育分 野5.8%(7件),農 林 業 分 野5.8%(7件),

福 祉 支 援分 野3.3%(4件),医 療 ・保 険 分野3.3%(4件),交 通 分野33%(4件)等 が それ

らに 続 い てい る。

一 方
,現 在 検討 中 の情 報 シス テ ムを 分野 別 に み ると,現 在 実施 中の分 野 と同 様 に行 政 分野 と回

答す る市町 村 が,27.4%(29件)と 最 も 多 くな って い るが,実 施 中 の情 報 シ ステ ムの分野 の 中

で行 政 分 野に 次い で 多 か った 防 災分 野 の 回 答 は,医 療 ・保 険 分野9.4%(10件),教 育分 野8.5

%(9件)に 次 ぎ7.5%(8件)と 後 退 してい る。 しか しなが ら,将 来 考 え たい 情 報 システ ムの

分野 では,防 災 分野9.0%(124件)が 最 も多 くな ってい る。 な お,行 政 分野 とす る回答 は教 育
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表3-6近 畿 各 市町 村 の 情報 シス テ ムの実 施 状況

情 報 シ ス テム

分 野

既に実施中 現在検討中 将 来
考えたい

研 究 ・学 術 分 野 =

'

2

1.9

28

2.0

教 育 分 野
7

5.8

9
-8

.5

114

8.3

文 化 活 動 分 野
2

1.7

2・ ・

L9

86

6.3

ス ポ ー ソ ・ レ ク リエ ー シ ョン 分 野
2

1㌦7

2

1.9

86

63

福 祉 支 援 分 野
4

3.3

7

6.6

93

6.8

医 療 ・保 健 分 野'
4

3.3

10

9.4

109

8.0

都 市 再 開発 分 野

「

=
`

、=
t

43

3ユ

`

生 活 基 盤 分 野
3

2.5

,2

1～9

41

3.0

防 災 分'野
27
223

8

_7.5

124

9.0

交 通 分:野
4

3.3

.i _

「 ■寸_

33

2.4

農 林 業 分 野
×7

5.8

"7

6.6

74

5.4

漁 業 分 野
'

=
1

0.9.
、

Y

23

1・7
'

技術先端産業分野 =
べ

4
3.8

L

58

4.2

既 存 産 業 分 野'
「

1

0.8'

6
.5:7

65

r4.7

中 小 企 業 分 野
3.

2.5

.4'
f'

3.8

t66

4.8
1

卸 売 業 分 野
、11,

0.8

1

α9

31

2.3

商店街小売業分野
1

1　

.0・8

2
L9

.

ン

60

4.4

広 域 流 通 分 野 、.
1

0.8

1

0.9
4呈1

観 光 分 野
3.

2.5

6
5.7

79

5.8
'

行 政 分 野

、

46

38.0

29

27.4・

107

7.8.

そ の 他 5

4.1

3

2.8

2

0.1

合 計
121

100.0

:106

100.0

1,371

100.0

上 段:自 治体 数

下 段:回 答率(%)
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分 野8J3%(114件),医 療 ・保 険 分 野8.0%(109件)に 次 ぐ7.8%(107件)と な っ て い

る 。

3.2.3情 報 シ ステ ムの 運 営

① 情報 シス テ ムの 運 営主 体

実 施中,検 討 中 の 情報 シス テ ムの運 営主 体 を示 した もの が表3-7で あ る。 この 中で,自

治 体 と回 答 した市 町 村 が,も っと も多 く75.6%(124件)を 占め てい'る。 これ は実施 ・検

討 中 の情 報 シス テ ムの 分 野の 中で行 政 分野 が最 も多い こ とか ら当然 の帰 結 で あ る。 以 下,第

3セ ク タ ー7.9%(13件),民 間7.3%(12件),そ の 他6.1%(10件),公 益法 人3.1

%(5件)と な ってい る。,

表3-7情 報 シス テ ムの運 営主 体

運営主体 回答数 回答率(%)

自 治 体

.公 益 法 人

第3セ ク タ ー

民 間

そ の 他

124

5

13

12

10

75.6

3.1

7.9

73

6ユ

合 計 164 100.0

② 情報システムのシステム投資額及び年間経費

表3二8は,実 施中及び検討中の情報システムの投資額及び年間経費を示 したものである。

表3-8情 報 シス テ ムの システ ム投 資額 及 び 年 間経 費

`

平均金額 回 答 数

システム投資額

年 経 費

150百 万 円

3r1百 万 円

77

102

③ 情報システムの運営上の問題点
き

情 報 シス テ ムを 運 営 してい くた めに は,前 項 でみ た よ うに 多額 の 資金,運 営 経 費が必 要 と

され た ため,情 報 シス テ ムが 円 滑 に稼 働 しなけれ ば 行政 の 効 率化,合 理 化 目的 を 達成 で きな

い。 情 報 シス テ ムの 運 営 に つい て は,多 くの 問題 点 が 指摘 され てい る。 表3-9は この よ う

な情 報 システ ムの 運 営 上 の問 題 点 を示 した もの であ る。 回 答 の 中 で も っと も多い の は技 術 者

不 足30.0%(45件)で あ り,次 に資 金 不足25.3%(38件)と な ってい る。 この 双方だ け

で6割 を 占め て お り,情 報 シス テ ムの運 営 に人材 と資 金 の必 要 性が 改 め て強 調 され る。 この

ほか,推 進 体 制 不備,性 能 不足,利 用 者不 足,情 報 内 容不 足 が 問題 点 と して み られ る。
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表3-9情 報 シス テ ムの 問題 点

問題点 回答数 回答率(%)

利 用 者 不足 10 6.7

情報内容不足 9 6.0・

技 術 者 不 足 45 30.0

性 能 不 足 12 8.0

資 金 不 足 38 253

推進体制不足 24 16.0

そ の 他 12 8.0

合 計 '150
100.0
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4.行 政情報流通促 進の必要 性(今 後 の課題)

前述2.の ア ンケ ー ト調査 結 果 を見 る と,外 部 か ら入 手 す る情 報の50%強 は,国,府 県,市 町村

など行 政 部 門か ら発生 す る情 報 で あ り;こ れ に,調 査 機 関等 公 的団 体 か らの入 手 を 合 わせ ると,70

%を 超 え る率 と な る。 特 に,府 県 や市 町村 で は,全 入 手情 報 の60～70%が 行政 部 門 か らの情 報 で

あ るな ど,行 政 情 報 は現状 にお い て も,極 あ て大量 に利 用 され てり る。 また,前 述 の 情 報化 の現状

と展望 で明 らか に した よ うに,今 後 ます ます各 分 野 で情 報 化が 進展 す るのは 間違 い の な い方 向で あ

り,そ の中 で行 政 情報 の利 用 度 は一 層 高 ま.って い くも の と思 われ る。

一 方
,そ れ らの情 報 に対 す る満 足度 を情 報源 別 に 見 る と,'全 体 で は 「不満 で あ る」 また は 「不明」

と答 え た利 用機 関 は14%で あ ったが,市 町 村 の情 報 につ い ては22%,府 県 の情 報 につ い ては16

%の 利 用機 関 が 「不 満 であ る」 また は'「不 明 」 と答 え る なと,'行 政 情 報 に対 す る満足度 は団 体,企

業 の情 報 に比 べ低 い といえ る。

また,そ れ らの不 満 の 内容 につ い て は 「デ ータが 古 い 」 「詳細 な 情報 が少 ない 」 な ど とい った情

報 の 内容 に関 す る不満 や 「ど の よ うな 情報 が あ るのか わか らな い」 「直接 出向 く必要 が あ る」 「窓

口が分 か らない 」 とい った情報 へ の アク セ スに 関 す る不満 が 高 率を 占め てい る。

さ らに,ニ ューメ デ ィアに よ る行 政 情報 の流 通 に つい て その 問題 点 を尋 ね ると,デ ータベース化 等

初 期投 資 や ラン ニ ング コス ト等 「コス トが 問題 」 と回答 した機 関が 最 も多 く,ま た 行政 情 報 の流通

に よ って住 民の プ ライバ シーの侵 害 の 危険 が あ る と回答 した機 関が それ に次 いで 多か った。

これ らの結 果 を 総合 的 に検討 した結 果,行 政 情 報 の流 通促 進 に関 す る今 後 の課 題 と しては 次の よ

うな もの が あ る と考 え られ る。

① 行政 情 報 の体 系 的 な整備 とデ ー タ更 新 の必 要 性

行政 情 報 へ の不 満 と して,先 に述 べ た よ うに 「情報 が 古 い」 「詳 細 な情 報 が少 な い 」 「デ ー タ

量 が 少 ない 」 など とい った項 目が 挙 げ られ,ま た情報 の 種類 別 で は,地 域 経 済 統計 など に対 す る

不 満度 が 高 く,情 報 源別 では,市 町 村 情 報,府 県 情報,国 情報 の順 に 不満 度 が 高い こ とか ら,自

治 体 と りわけ市 町 村 にお け る地 域経 済 関 係 の 情報 の よ り体 系的 な整 備 と,よ りス ピーデ ィーな デ

ー タ更新 が利 用機 関 に よ って求 め られ てい る こ とが わか る。

これ らは,デ ー タベ ースの 構 築 や オ ン ラ イ ン化 に よ る行政 情 報 の流通 に と って も,そ の前提 と

な る基礎 的 作 業で あ り,行 政 情 報 の質 的 向 上 の観 点 か らも,早 急 に実 施す べ き事 柄 で あ る とい え

よ う。

また,明 確 に規 定 を作 成 して情 報 提供 してい ると ころ は,府 県 市町 村 の わず か7%に す ぎ ない

が,今 後 の利 用促 進 に 備 えて,何 らか の ガ イ ドライ ンの作 成 が必 要 で あ る とい え る。

② 行 政 情 報へ の ア ク セ シ ビ リテ ィの 向上 対 策 の必 要 性

また,「 ど のよ うな情 報が あ る のか わ か らない 」 とい った不 満 も高 い こ とか ら,個 々の行政 機

関 に おい て も,ど こに どの よ うな 情報 が あ るか とい った行 政情 報 の所 在情 報 の 整備 を 図 る必 要 が

あ る とと もに,例 えば 近 畿地 域 全 体 の行 政 情報 につ い て その よ うな ク リア リングサ ー ビスを 行 う
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機 関 を設 置 す るな ど の方 策 も検 討 す る必要 が あ る。

また,情 報 を入 手 す るた め に行政 機 関 等へ 「直接 出 向 く必 要 が ある 」等 の 不満 も高 く,行 政 情

報 の オ ン ライ ンに よ る入 手 の要 望 も強 い ことか ら,行 政 資料 室 な どの整 備 ・公 開 だ け でな く,行

政情 報 の デ ー タベ ース化 やパ ソコ ン通信 など オ ン ライ ンに よ る情 報 流通 の 方策 につ い て も検 討 を

す す め るな ど,行 政 情報 へ の アク セ シ ビ リテ ィの向 上 を図 って い く必要 が あ る。

③ 慎 重 な 費用 対 効 果 分析 と安 価 な シス テ ム構 築 の必 要性 ・'

以 上 見 て き た よ うに,行 政 情 報 に対 す る需 要 は大 き く,ま た行 政情 報 の デ ー タベ ース化 や オ ン

ライ ン化 に よ る流 通 に対 す る要望 も強 い が,前 章 に お い て 検 討 した よ うに,情 報 シス テ ムの構

築 ・運 営 に おい て は,多 額 の 賃 金 と多数 の人 材を 必 要 とす る。

この た め,各 自治 体や公 共 的 団体 に お い て,現 実 に情 報 提 供 シス テ ムを構 築 す る際 に は,慎 重

な費 用対 効 果 分析 を 行 う一 方,例 えば フ ァク シ ミ リに よ る情 報 の伝送 サ ー ビスや パ ソ コ ン通信 の

電 子 掲示 板 機 能 や 電子 メ ール 機能 の活 用 など,'安 価 で簡 易 な シス テムの構 築方 法 につ い て検討 を

進 め る こ とが 必 要 で あ る と考 え
.ら,tzる 。 一 、「i.'^'▲
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資 料1行 政 情 報 の オ ン ライ ンに よ る流 通 に 関 す るア ンケ ー ト調査 票

昭和60年10月31日

本 調 査 は,産 業 振興 を 目的 と して,行 政 機 関及 び 調査 機 関 が提 供 で き る情 報 と,行 政 機 関や民 間 企

業 な ど情 報 の各 利 用者 が 知 りたい情 報 を 明 確 に把 握 し,デ ー タベ ースの構 築 とオ ン ライ ンに よる情 報

流通 の可 能 性 と問 題点 を探 るこ とを 目的 と して行 う もの です。 なお,本 調査 票 は 昭和60年11月22

日(金)ま で にご返 送 くだ さい。 ・

以 下 の質 問 につ い て該 当事 項 を○ で選 択,ま たは 必要 事 項 を記 入 して くだ さい。

(情 報 機 器 の利 用状 況)-

QL貴 社(貴 機 関)で 既 に利 用 または 利 用 を予 定 され てい る情 報機 器 に つい て お 答え くだ さい。

利 用 してい る 利用を検討中 利 用 しな い'

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

オ フ コ ン

パ ソ コ ン

ワ ー プ ロ

フ ァク シ ミ リ

光 デ ィス ク

その他()

Q2、 貴 社(貴 機 関)で は コ ン ピュー タ ・オ ン ライ ンに よ る業務 処理 を行 われ て い ます か。

1.行 ってい る

a.本 社(本 庁)内 で の オ ン ライ ン処理

b.支 店(出 先 機 関)等 と の間 の オ ン ライ ン処 理

c.他 社(他 機 関)と の間 の オ ン ライ ン処理

2、 検 討 中

1.のa,b,cの 内()

3.行 ってい な い

Q3.貴 社(貴 機 関)で は 民間 デ ー タベ ー スサ ー ビスを利 用 され てい ます か。

1.利 用 してい る デ ー タ ベ ース名(

2.利 用 を予定 してい る デ ー タベ ース 名(

3.利 用 してい ない

)

)
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(情 報の利用および入手について)

Q4か らg11ま で は 情報 を利 用 す る際 の問 題 点等 に つい てお 尋 ね して い ます。 情報 を 利用 す る

立 場か らご回 答 くだ さい。

Q4以 下に分類した各情報の情報源等についてその情報の満足度を次のランクによりご記入 くださ

い 。 ま た,今 後 入手 した い情 報 の種 類 に○ を付 して くだ さい。
.

A:満 足B:普 通C:不 満 空 白:当 該機 関 を 特 に情報 源 とは しない

・(例)

4

「⑤貿易に関する統計」を 「国」及び 「団体」から入手しており,満 足度は両方とも 「普通」の
シ

場 合 「国 」及 び 「団 体」 欄 に 「B」 と記入 す る。

情報の種類 主 な 情 報 源 今後入
、

'手 した

国 府 県 市町村 団 体 企 業 その他
'

い情報

①土地 ・入口に関する統計

②国内経済に関する統計

③地域経済に関する統計
,

冶

④海外経済に関する統計
」

⑤貿易に関する統計
唱

c `

⑥その他()の 統計
1

⑦法律 ・税制に関する情報
' 1 }

⑧景気見通 しに関する情報
↓

⑨業界の動向に関する情報
、

裳

⑩企業収益に関する情報

⑭金融 ・為替に関する情報
`

⑫商品に関する情報 、

ザ
δ

⑬技術 ・特許に関する情報
、

`
シ ふ

'

、

⑭商品市況に関する情報

⑮ マー ケ ッテ ィン グに関 す る情 報

⑯企業立地に関する動向
」

● ⑰行政施策に関する情報

⑱公的融資 ・補助金に関する情報

⑲その他1()

⑳その他2()

注 情 報 に よ って は,「 情 報 の 種類 」が何 種 類か の もの に重 複す る場 合 が あ ります が,該 当す

る種類 の す べ てに 記入 して くだ さい。
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Q5.前 記ti)情報 の うち磁 気 テ ー プ,フ ロ ッピ ィデ ィス ク等 の磁 気 媒 体 で入 手 してい るもの はあ りま

すか 。Q4の 情報 の種 類 ① ～⑳ に よ り区分 の上,記 入 して くだ さい。

情報の種類

(番 号)

主 な 入 手 先 入手頻度

月 ・年等

有料
/
無料国 府 県 市町村 団 体 企 業 その他

`

Q6.行 政 情 報(行 政 機 関 だ け で な ≦調 査 機 関 か ら提供 され る情報 も含 む もの とす る,以 下同 じ)に

つい てど の よ うな問 題 点 を感 じ られ てい ますか。

1.'デ ー タ量が 少 ない6.直 接 出向 か ない と提供 され ない .、

2.デ ー タが古 い .7、 提 供 され る窓 口が わ か らない 、

3.詳 細 な情報 が少 な い ..8.1ど の よ うな 情報 が 提供 され てい るのカ・わか ら
1

4.:デ ータが あい まら な場 合 が あ るiな い
～

5.磁 気媒体で提供されない ・9.1そ の他( ..)

Q7.最 新情報に関する行政情報の入手手段として貴社(貴 機関)で は次のどの方法をよく利用され

て い ま す か 。";・"・{

ト コ

1、 テ レ ビ ・ラ ジオi"7.'デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス ー'

::;鷺,i{1::墓:三 ステム …1・tt'・1

4・
、専 門 紙 ・誌`.;10・ 会 議 ・セ ミナ ー

5・・IZI報 紙 ・誌 ・
..・1澗 い 合 わ せ ・面 談..i

6.報 告 書 ・レ ポ ー ト ・12.1そ の 他( .).t.tt

Q8.情 報 流 通 の 手 段 と し て 今 後 二=一 メ デ ィア に よ る流 通 が 普 及 し て い く と思 わ れ ま す が,こ れ に

つ い て ど う考 え ら れ ま す か 。

L利 用 し た い2・ 検 討 した い3・ 時 期 尚 早 で あ る

4.わ か ら な い'5.そ の 他(

Q9.行 政 情 報 の 流 通 に つ い て ど の よ う な ニ ュ ー メ デ ィア 機 器 が 有 効 と考 え られ ます か 。

1. 、コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク6.CATV

2..パ ソ コ ン通 信 、.7、 多 機 能 電 話

3.高 速 フ ァク シ ミ リ8.そ の 他(

4.ビ デ オ テ ック ス(キ ャプ テ ン等)

5.ボ イ ス メ ー ル

)

)
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Q10.行 政 情 報 の ニ ュー メデ ィア に よ る流通 を行 った場 合どの よ うな問 題 点が あ る と考 え られ ます か 。

1.コ ス トが 問題

2.専 門 家を 配置 す る必 要 が あ る

3.特 に オ ン ライ ンシス テ ムでは デ ー タ保 護 が問題

、4.プ ライバ シ ーに関 す る デ ー タ流通 に歯 止 めが 必要

5.通 信 シス テ ムの信頼 性,責 任体 制 が問 題

6.民 間 の情 報 サ ー ビス機 関の 営業 活動 を 圧 迫す る恐 れが あ る`
7.そ の他(')一

(情 報の提供について)'

…

Qllか らQ15ま では 情 報 を外 部 へ提 供 す る際 の 問題点 等 をお 尋 ね してい ます。 情 報を 提供 す る

立場 か らご回 答 くだ さい。
`

QIL貴 社(貴 機関)で は次の方法による外部への情報提供(統 計データや景況資料等一般的な情報

φ提供で営業活動 畔 うものを除 く,以 下同 じ)を 行われています加

1.情 報 提供 して い る。

2.'情 報 提供 にう い て検 討 してい る。 ・

3.提 供 してい ない 。

1ま たは2の 場 合,次 の ど の 方法 で情 報 提供(検 討)さ れ て い ます か。

提供中 検討中 提供情報の内容 提供先
1

月報等の定期刊行物
τ

文書による提供
`ド.・

コ ン ピ ュ ー タ に よ る オ ン ラ イ ン

磁気媒体による提供
'P

フ ァ ク シ ミ リ 、
` ∫・;、

.

その他() '

;

提 供 先 は国,府 県,市 町村,団 体,企 業,個 人 等 と記入 して くだ さいg

・Q12.貴 社(貴 機 関)で は 外部 の 機 関 へ情 報 提供 す る場合 の規 定 等 を 作成 され て い ます か。

L規 定 を 作成 し外 部へ 提 供 で きる情 報を 明 確に してい る。1

2.情 報 の 提供 を行 う担 当部 門 の判 断 に よ る。'

3.定 例 的 な情 報 以 外 は外 部 へ提 供 しない。'

4.そ の 他( )

一117一



Q13貴 社(貴 機 関)で は 外部 へ 情 報 提 供 され るにつ い てど の よ うな問 題 を 抱 え てお られ ますか。

1.提 供 す るた めの財 政 負 担 が 大 きい 。

2.専 任 のス タ ッフが必 要 で あ る。

3.提 供 して い る情 報 よ りも詳 細 な情 報 に つい て 提供 を求 め られ る。

4.提 供情 報 の加 工 を求 め られ る。

5.提 供先 が 増 加 しつ つ あ る。

6.そ の他()

Q14今 後 どの よ うな 情報 を 提 供 してい く必要 が あ る と考 え られ ます か。 また,提 供 で き る可能 性 は

あ り ますか。

Q15貴 社(貴 機 関)で 今 後 ニ ュー メデ ィアを利 用 して情 報 提供 を 行 うと した場 合 ど の よ うな点 を検

討 す る必 要 があ るとお 考 えで す か。

1.提 供 に係 る経 費6。

2.専 任 要員 の配 置7.

3.内 部 での 情 報整 備

4.利 用 者 ニ ーズ

5.利 用 者 の費 用負 担

情報内容の他機関'とのバランス

その他(,)

(情 報 の 整 備 に つ い て)

Q16.貴 社(貴 機 関)で は デ ー タ ベ ー ス 等 コ ン ビ=一 夕を 利 用 した 情 報 整 備 を 行 わ れ て い ます か 。

1・1.行 って い る .』.,

情 報 の 分 野

a.入 事 、.e.技 術 文 献 －t

b.財 務 ・会 計 ・f.そ の 他 の 文 献 、

c.販 売 ・在 庫 管 理g.,そ の 他(E)

d.統 計 指 標

2.行 う予 定

予 定 し て い る分 野()

3.行 っ て い な い
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(そ の 他)

Q15.オ 。,,。 に よ る鰍 流 通 に対 す 。意 見 等 ど のよ う臆 見 で も繍 で す の で ご記 λ くだ 、い。

(調 査票記入者)

会社(機 関)名
1 ム

業
種

所,在 地

シ

〒

記

入

者

所属部課名
↓

.,,

」1」

氏 名
.

竜「

肌
ド

ど協力あ1がと5ご已 した1

本調 査票 は11月22日(金)ま でに ご返 送 くだ さい。
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資料2情 報分野 ・情報源別満足度
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(3)商 工 団体
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(4)情 報処理関連企業
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＼㌧ …

.■
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⑤ 一般企業
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(7}公 的 機 関
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(8)国 ・政府 機 関

」

〉

、.㌔ll
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そ の 他

'・:1

'
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中国地域行政情報流通調査

(中 国地域)



や



目 次

1.調 査 研 究 の 概 要

1.1目 的

1.2計 画

1.3推 進 体 制

132

132

132

132

2.中 国地域行政情報流通調査の概要 134

3.調 査結果及び分析

・3
.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

現在利用 している調査統計情報

今後利用 したい調査統計情報

調査統計情報及びその流通に関する全般的な問題点

オンラインネットワークによる調査統計情報の流通

情報流通のための調査統計情報流通データベースの整備

コン ピ ュー タ導 入状 況 及 び オ ンライ ンの実 施 状況 並 びに計 画

オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる行 政情 報 流 通 シ ステ ムの構 築 に関 す る

意 見 ・要 望

139

139

工54

162

163

166

169

171

4.ま とめ 一 今後 の 方 向 と課題 一

4.1調 査 の ま とめ

4.2今 後 の 方 向 と課題

4.2.1今 後 の方 向

4.2.2今 後 の課 題

177

177.

179

180

181

資料 中国地域における行政情報流通に関するアンケー ト調査票 182

一131一



1.調 査研究 の概要

1.1目 的

コン ピュー タ技 術の 進 歩及 び価 格 の低廉 化 に より,各 地域 機 関 では コン ピ ュー タの導 入 及 びそ の

利 用 が着 実 に進 ん でtsり,ま た,INS等 デー タ通信 網 の整 備 も進 め られ てい る。 これ らに よ り,

今 後,ま す ます情 報 の発 生 及 び ス トックが 増大 し,情 報流 通 は オ ン ライ ンネ ッ トワー クを指 向 す る

もの と予 想 され る。

・一 方
,多 様 化 ・複 雑化 す る社会 情 勢 の変 化 に迅 速 に 対応 し,地 域 経済 の活性 化 及 び 自律 的発 展 を

図 る には,各 種統 計 情 報 や経 済情 報 な ど地 域 の共 通 的 行政 情 報 の有 効活 用 が必 要 となってい る。

と ころが,現 段 階 では,各 地域 機 関 で情 報 が収 集 され て い るに もか か わ らず,他 機 関 で持 って い

る情 報 を迅速 かつ簡 便 に利 用 で きない で い る。 また,情 報 の所 在源 情 報 の整備 ・流 通 の遅 れの た め,

当該 情 報 を必 要 と して い る機 関 が個 別 に情 報 を探 し,収 集,加 工,利 用 して い る のが実 情 で あ る。

,特 に,調 査統 計 情 報 につ い ては,簡 易 利用 ・高度 利 用 の層が 拡 大 しつ つ あ るが,現 状 では大 方 の

場 合,印 刷 物 の利 用 に頼 らざる を得 な い状 況 に あ る。

以 上 の ご とか ら今後,地 域 内 の共通 的 行 政情 報 の整 備 と迅速 な流 通及 び簡 便 な利用 体制 の 確保 が

重 要 で あ り,こ の た め,「 地域 の情 報 は地域 で 管理 す る」 とい う考 え の もとに,地 域 の 自己管理 機

能 を強化 し,オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる地域 内行政 情 報 流通 シ ステ ムを確 立 す る こ とが必要 で

あ る。

ま た,各 地 域機 関 の コン ピュー タ及 び デ ー タの相 互 運用 性 を確保 し,こ の よ うな社会 的 イ ンス ト

ラ クチ'vと じて の情 報 流通 シス テム を確立 す る こ とは 単 に情 報 流通 め 効率 化 ・迅 速化 を可 能 とす る
フ

ば か り で な く,デ ー タ,ソ フ トウェア,ハ ー ドウ ェア な ど コン ピュー タ資源 の共 通 利 用が 図 れる と

ど もに,コ ン ピュー タセ キ ュ リテ ィの面 か ら も危 険分 散 を促進 す る こ とにな る。
'

本事 業 では これ らの点 を踏 まえ,中 国 地域 の 自律 的 発 展 及 び活 性化 の だめ,行 政 情報 の 中で も,

特 に利 用の 増大 が考 え られ る調 査統 計 情 報 の流 通 シ ステ ムの あ り方 を検 討 す る ど と もに,そ め実 現

の ため の具 体 的 方策 を研 究 する を 目的 とす る。

1.2計 画

60年 度 一 調査統計情報の利用状況,利 用上の問題点等を調査し,オ ンラインネットワーク化

にあたって検討すべき課題の整理

61年 度 一 調査統計情報の効率的な流通 ・利用体制のあり方及び実現のための具体的方策の検

討

1.3推 進 体 制

次の9機 関の委員で構成する「中国地域行政情報流通調査委員会」で本調査を実施する。

① 広島大学
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② 岡山県

③ 広島県

④ 山口県

⑤ 広島県中小企業情報センター

⑥ 広島商工会議所

⑦ ・中国電力㈱経済研究所

⑧ 日本電信電話㈱中国総支社

⑨ 広島通商産業局
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2.中 国地域 行政情報流通 調査の概要

(1)調 査 の 主 旨

中 国地域 に おけ る行 政 情 報 流通 の オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク化 を図 る ため の基 礎 とな る調査研 究

を行 う もので,中 国地 域 内 の行 政機 関(国,県,市),商 工会 議所,業 界 団体,主 要 企 業等 に 齢

け る調 査統 計情 報 の 利用 状況,利 用 ニ ーズ等 の 現状把 握 及 び オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク化 に 関す る

意識 調査 を行 った。

(2)調 査 の 内容

行 政情 報 の うち調査 統 計情 報 につ い て,情 報流 通 の効 率化 ・迅速 化 を図 るため に,オ ンライ ン

ネ ッ トワー クの構 築 に 向け,以 下 の 内容 につ い て調 査 した。

イ.現 在利 用 して い る調 査統 計 情 報

ロ.今 後 利 用 した い調 査 統計 情 報

ハ.調 査 統 計情 報 及 びそ の 流通 に関 す る全 般 的 な問題 点

二.オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる調 査統 計 情報 の 流通 に 関す る意識

ホ.情 報 流通 の ため の調 査統 計 情 報 デー タベー スの整 備 に 関 す る意 識

ペ コン ピュー タの導 入 状況 及 び オ ン ライ ンの 実施状 況 並 び に計 画

(3)調 査 の対 象

中国地 域 に所 在 す る以 下 の地 域機 関

イ.行 政機 関

ロ.経 済 団体

ハ.情 報 セ ンター ・研 究機 関

二.金 融機 関

ホ.民 間 企業

(4)調 査 方法 と時期

調 査 の 方法 は,郵 送 に よる ア ンケ ー ト方式 で,昭 和60年10月 上 旬 に郵 送 し,未 回答 の調 査

対 象機 関 に対 して 同 月下 旬 に再 度 回 答 の 依頼 状 を郵 送。

ア ンケ ー トの機 関別 発 送件 数 と回 収 件数,回 収 率 は 表2-1に 示 す とtsり で あ り,発 送件 数

431件 に対 して回収 件 数303件 で 回 収率 は70.3%で あ った。
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表2-1調 査 票 回 収 状 況 一 覧 表

発 送 件 数 回 収 件 数 回 収 率(%

1.行 政 機 関 65 62 95.4

(1)国 の出先 機 関 12 12 100.0

(2)県 5 4 80.0

(3)市 48 46 95.8

2経 済団体 25 23
、

92.0

(1)商 工 会議 所 15 14 93.3

(2)商 工会連合会 5 5 100.0

(3)中 小企業団体中央会 5 4

'
8010

3情 報 セン ター ・研 究機 関 11 11 fOα0

(1)中 小 企業 情 報 セ ンタ ー 3 3 100.Ol

、
(2)JETRO 4 4 100.0、

(3)シ ン ク タ ン ク 4 4 100.0

4金 融機関 38 30 78.9`

(1)政 府 系 銀行 . 5 4
'8α

0、:

(2)中 小企業金融公庫 5 5
、

1、i

l10α0

(3)国 民金 融公 庫' 5 3
'
60.0

(4)商 工 組 合 中央 金庫 、 5 4 8(10

(5)地 方銀 行 5 4 80.0

(6)相 互銀 行 6 6 100.0

(7)都 市銀 行 7 4
φ

57.1

5.民 間 企業 292 177 60.6

(1)地 場企業(製 造業)

(資本金2億 以上)
79 51 ㍑64.6

(2)地 場企業(商 業)

(資本金1億 以上)
66 31' 47.0

(3)支 店等(製 造 業)
∀

(資本 金100億 以 上)

114 76 、66.7

④ 支店等(商 業)

(資 本金10億 以上)
33 19 ・57 .6

合 計 431 303

,

70.3
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(5)調 査 統計 情 報一 覧 表 と アン ケー ト

今 回 ア ンケー ト調 査 の 対 象 と した調 査 統計 情報 一 覧表 を表2-2に 示 す。 ア ンケ ー ト調査 票は

資料1に 示 す 。

表2-2調 査 統 計情 報 名一 覧 表

分野 番号 統 計 ・情 報 名 調 査 周 期 作成者又は公表者

人

口

101

102

103

104

105

国勢調査

住民基本台帳に基づく人口統計調査

人口動態調査

人口移動統計調査

全国推計人口

5年

年

月

月

総務庁

自治省

厚生省

各県

総務庁

労

働

・

賃

金

201

202

203

204

205

206

207

208

毎月勤労統計調査

就業構造基本調査

職業安定業務報告(職 業紹介統計)

労働力調査

雇用動向調査

労働生産性統計,指 数

賃金構造基本統計

民間給与実態統計

月

3年

月

月

半年

年

年

年

労働省

総務庁

各県(労 働省)

総務庁

労働省

労働省

労働省

国税庁

農

林

水

産

301

302

303

304

305

306

農林業センサス

農業動態調査

作物統計

漁業 センサス

海面漁業生産統計

水産物流通調査

5年

年

年

5年

月

月,年

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

農林水産省

鉱

工

業

401

402

403

404

405

406

407

鉱工業指数

工業統計調査(工 業センサス)

通商産業省生産動態統計

流通統計(鉄 鋼,機 械,繊 維,紙)

工場立地動向調査

機械受注統計調査

食料品生産動態調査

月

年

月

月

半 年

月

月,四 半期,年

通産省,各 通産局,各 県

通商産業省,各 県

通商産業省

通商産業省

通商産業省,各 県

経済企画庁

農林水産省

建

設

501

502

503

504

建築着工統計

住宅統計調査

建設工事統計

建設工事受注調査(A調 査)

月

5年

月,年

月

建設省

総務庁

建設省

建設省
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分類 番号 統 計 ・ 情 報 名 調 査 周 期 作成者又は公表者

601 商業統計(商 業センサス) 3年 通商産業省

商
業

602 商業動態統計調査(大 型店販売統計等) 月 通商産業省

● 603 特定サービス産業実態統計 年 通商産業省
サ

ー
604 輸出確認統計 月 通商産業省

ビ 605 輸入報告統計 月 通商産業省
ス

業
606 通関統計(外 国貿易統計) 月 大蔵省

■ 607 貿易価格指数 月,年 大蔵省
貿

易 608 貿易数量指数 月,年 大蔵省

609 貿易業態統計調査 年 通商産業省

701 自動車登録台数 月 運輸省
運

702 航空輸送統計調査 月 運輸省
輸

703 国鉄旅客貨物輸送実績 月 日本国有鉄道
■

通
704 自動車輸送統計 月,半 年 運輸省

信
705 全国貨物純流動調査 5年 運輸省

706 民鉄輸送統計調査 月,半 年 運輸省

資 801 石油製品需給動態統計 月 通商産業雀

口 802 商鉱工業石油等消費統計 月,年 通商産業省
エ

ネ
803 電燈電力需要月報 月 資源 エネ ル ギー庁

ル

ギ
804 発受電月報 月 資源 エ ネル ギ ー庁

| 805 ガス事業生産動態統計 月 資源 エ ネル ギー庁

901 事業所統計 3年 総務庁

企 902 法人企業統計 四半 期,半 年 大蔵省

業 903 商業実態基本調査 6年 通商産業省

● 904 工業実態基本調査 ほぼ5年 通商産業省

経 905 設備投資動向調査 半年 日本開発銀行,支 店

営 906 法人企業投資動向調査 四半期 経済企画庁

907 企業倒産状況 月
帝国 デー タバ ンク

東京 商工 リサ ーチ

1001 手形交換高,不 渡手形 月 各手形交換所
金

融
1002 日銀券発行高,貸 出 し残高,国 債残高 月 日本銀行

1003 郵便貯金預払い及び現在高報告 月 郵政省
●

財
1004 全国銀行主要勘定 月,半 年 日本銀行

1005 マ ネ ー サ プ ラ イ 月 日本銀行
政

1006 公定歩合,市 中金利 月 日本銀行
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分野 番号 統 計 ・情 報 名 調 査 周 期 作成者又は公表者

1101 家計調査 月 総務庁

1102 農家経済調査 月,年 農林水産君

家
1103 消費動向調査 四半期 経済企画庁

」

計 1104 全国消費実態調査 5年 総務庁

1105 消費水準指数 月,四 半 期,年 経済企画庁
●

1106 貯蓄動向調査 年 総務庁

物 1107 卸売物価指数(卸 売物価統計調査) 月(旬) 日本銀行,商 工会議所

1108 消費者物価指数(小 売物価統計) 月 総務庁,各 県
価

1109 輸出入物価指数 月 日本銀行

1110
1

全国物価統計 5年 総務庁

1201 国民(県 民)所 得統計 年 経済企画庁(各 県)

1202 全国産業連関表 5年 行政管理庁ほか各省庁共同

経 1203 地域産業連関表 5年 各通商産業局

1204 県産業連関表 随時 各県

済
1205 景気動向指数(DI,℃1) 月 経済企画庁 ∴

－P

全
1206 企業短期経済観測調査

.

四半 期' 日本銀行,支 店

1207 犬蔵省景気予測調査 四半期 大 蔵省 ¶

般 1208 中小企業景況調査 四半期 中小企業事業団

1209 地域経済動向調査 四半期 各通商産業局

1210 国際収支表 年 大蔵省

づ

一138一



3.調 査結 果 及 び分 析 ㌧ 二1:、

ヂ 　
　エ

3.1現 在 利用 し で い る調 査 統 計情 報

現在利用 している調査統計情報を,,情報名,情 報名ごと¢～入手の目的,入 手先,入 手媒体,利 用

地域区分,朋 形態(加 工の盤)',鮪 状況,入 手 ・棚 上の問駄 外搬 供の状江 ついて

調 査 した 。 』'㌧ ・ ・パ 、

(1)利 用 頻 度 の 高 い 情 報

利用頻度の高い情報を機関別に嘩 ・めたものを図3-・r図 ・一・に赫

国勢調査,.

纈 礁.
講難 　・懸 ご
.一:入 端 離 書初価興

'臨 二i

御 願 の高い繍(行 政機関)

統計

一'㌘ ゲ ゲ 滋 工業 統計調査 ・

.5'

彰彰 〃 乏・ 多 日!業所統計

巾小企業景況調査』3
,(j%

・:,・・〃 〃 〃: .ぶ ＼・3.2%家欄 査
'杉:z%ク"・

3.2%消 費字f‖勿f面}}i数
2.5%」りη讐統6卜

1.'8%'

人u統 計 調査

図3二2　 利用 頻度 の 高 い情 報(経 済 団 体)
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,1業統計

銭無:
酬 欝 ……1麟糠 一 椒

3.8駕 会勢調査
所得統計 中小企業景況調査

涙川調査
消 者物価指数

図3-3利 用頻度の高い情報(情 報センター等)

企業倒産状況

図3-4

/!/
ノン/ .

.2X/Z4・ ン//シつ

///、

鉱工業指数

企業短期経済観測調査

商萎饗 統計調査

…㌣ 澱 者棚 鰍

利用搬 の高嘩 報(金離 関)繰 倒産状況

ハ 歩合;市 中金利

護
難__.

賃金柵造基本調査

%・ 議 旨数彪i多i黍

§轡 轍 資動綱査
//!'、3 .7%Ml売 弓勿nIi}旨裟友

.惚 大蔵 省景気 予測 調査

利用 頻 度 の高 い情 報(地 場製 造 業)図3-5
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賀者4勿阯晒指数

形麗糖
磁 継 畿

人 口統計調査

消 費動 向調 査4.5%4.5%商 業統計

図3-6利 用頻 度 の高 い情 報(地 場 商 業)

〉
、、:一～4.2Z設 備 投 資 動1向調 査

～3 .8%消 費 者 物 価 指 数

図3-7利 用頻度の高い情報(出 先製造業)

zi『

〃

売物価指数

雨6.皇%…

景気勤向指数

企銚 期麟 酬 継 端3.4ZiL－ 人企業唖 輌 疏 轍 細

図3-8利 用頻度の高い情報(出 先商業)
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これ ちの 図で は,機 関別 に利 用 頻度 の 高 い上位10個 の情 報 名 とその 割合 を示 して い るが,機

関 ご とに特 徴 の ある こ とが わか る。 どの機 関 で も比 較 的利 用 頻 度 の 高い 情報 と して企 業倒 産 状況,

商 業統 計,消 費 者物 価 指数,工 業 統計 調査 等 が あげ られ る。 行 政機 関 では,国 勢調査,工 業 統計

調 査,商 業統 計,農 林 業 セ ンサ ス,事 業 所 統計 の上 位5個 で 約47%を 占め,こ れ らの情報 は ほ

とん どす べ て の行 政機 関で 利用 され て い る こ とが うかが われ る。 また上 位10個 で約71%を 占

め 行政 機 関 で は特 定 の情 報 の 利用 頻度 が 他 め機 関 に比 べ る と高 い。

経済 団 体 で は商 業 統計,工 業統 計 調査,事 業 所統 計 の 利 用頻 度 が 高 いが 上位10個 で 占め る割

合 が43.2%し か な く利 用 す る情報 が 多様 で ある こ とが うか が わ れ る。 情 報 セ ン ター ・研 究機 関

では 商 業統 計,工 業 統 計調 査,事 業 所 統計 の 利用 頻度 が 高 く,こ の機 関 では ほ とん ど全部 これ ら

の情 報 を利 用 してい る もの と思 わ れ る。 金 融機 関 では,機 関 の性 質 か ら企 業倒 産状況 が最 も利 用

頻度 が 高 く,次 い で鉱 工業 指数 となって い る。 上 位10位 まで で 占める割 合 が46.8%で あ り,

利 用す る情 報 が 多様 で あ る こ とが うかが われ る。

地場製造業では公茸 昼 市中金利の利用助 ⇒ 高崎 全般的に利用する情報は多様化し

てい・・地場商瓢 韻 渤 晒 酬 用曄 繊 高 次いで民間給与実態とな・ている・

出先製造業では利用する情報は企業ごとに異なり多様化している。
ニ ダ 　 こ ロ を

出鵠 耕 すべてQ企 業で卸売物価指数r櫟 を棚 ・てい・・蛯 ・人・統計漉 景気

動向指数の利用頻度 も高い。 』

以上の結果から,機 関別の利用頻度の高い情報は機関により特徴があり,機 関によって特定の

情報を必ず利用 しそいるが,機 関によっては利用する情報が多様化 していることがわかる。

(・)利 用 況'.・ ∴ .三 『.、 ∵,

① 入手 の 目的.…'ゾ

調査 統 計 情 報の 入 手 の 目的 を機 関 別,情 報分 野 別 に ま とめ た もの を表3-1,表3-2に 示

す。 』・:

表3「二1情 報 の入手 の 目的(機 関 別)

賀

問

項

目

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団体

情報センター

・研究 機 関
金 融 機 関-

民 間 企 業

地 場 企 業 出 先 企 業 合 計

製 造 業 商 業 製 造 菓 商 業

回答数 構成比 '回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答歓 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

L

入

手

の

目

的

① 諸計画立案のため 430 41.2 87 21.6 17 14.9 58 15.2 87 27.4 89 365 116 333 24 209 908 306

② 蠕 莞灘 査'分析 246 236 126 313 47 41.2
、

205 538 152 478 98 402 146 420 66 57.4 1ρ86 36.6

③ 三塁警 緩 ¶(仕入 104 99 53 132 11 97 29 7.6 43 13.5 44 180 33 95 6 5.2 323 109

④ 稚 藁;聾 するため 18 17 1 0.2 0 0 15 39 4 1.3 7 ag 6 17 6 52 57 1.9

⑤ 情報提供サービスのため 223 21.4 130 323 39 342 57 15.0 26 82 5 20

1

40 115 13 113 533 180

⑥ その他 .2込 22
s

6 14

「o
0 17 45 6

I

L8

1

1 04 7 20 0 0 60 20

合 計 LO44

1

1000 403 1000 114 1000 381 1000 318 100.0 244

1
'
1000 348 100.0 H5 100.0 2967 1000
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表3-2情 報 の入手 の 目的(情 報分野 別)

回 答 項 目

人 口 労働・賃金 良 林 水産 鉱 工 婁 冶 設 問婁・貿易鯵 運■:通 信
口 諏'

エ オル ギー

企婁・経営 金噂・財政 窟計 ・祐価 経済 全般 そ の 他 合 計

回答教 日賦比 口番最 = 回答敬 職 回答教 賃皮比 回答B 慶虞此 回答書 扇頃比 回答巨 国威比 口答敦 a虞比 回答霞 ,斑 ヒ回答敬 臼虞比 仰書負 ●皮比 田客畳 醜虜比 回答数 叫 回答取 ぼ成呈

① 鰭計画立案のため 175 449 62 316 77 4SO 105 300 48
.358103

320 27 346 9 220 93 251 18 176 98 259 93 215 0 0 908 306

②繰 綿 蓑ら 75 192 76 3&8 44 2ふ7 138 394 45 336108 335 25 321 16 390 148 3駄9 52 5ハ0 156 U2 203 469 o 0 1,085 366

Φ 星茎〔語 用(住人 44 `13 10 51 17 99 35 100 20 1`940 124 12 154 10 24` 48 ハ29 16 1s7 38 100 33 76 o o 323 109

④ ぞ装3講 ずるため 8 20 3 15 5 30 6 17 2 151 03 2 25 1 24 10 27 1 10 5 13 13 30 o 0 57 19

⑤ ζ脚 サービスのた 78 200 39 199 26 Is2 60 172 16 11967 208 11 141 3 73 69 186 12 1田 76 201 76 "5 0 o 533 180

⑥ その他 10 26 6 ユ1 2 12 6 17 3 233 10 1 13 2 4.9 3 08 3 29 6 15 15 34 o o 60 20

合 耐 3go

.

1000 196 1000 171 1000 350 1000 134

I

lOOO322 10血0 78 】ooo 41 1000 371 1000 102 Ioqo 379

I

lOOO 433 1000 o 0 臼67 1000

調査 対 象全 体 で の情 報 の利 用状 況 をみ る と,景 況把 握 等 調査 ・分 析 ・研 究 のため と回答 した

者 が一 番 多 く36.6%で あ り,次 いで諸 計 画 立案 のた めが30,6%と な ってい る。 この2つ で

全 体 の3分 の2以 上 を 占めて いる 。 この ことか ら,入 手 した 調査統 計 情報 は,何 らか の方 法 で

加 工 ・処 理 さ れて計 画 立案,研 究 に利用 され て い るこ とが うかが われ る。'各機 関別 に み る と,

行 政機 関 では諸 計 画立案 の ためが 一 番 多 く41.2%を しめ,次 い で景 況把 握等('23.6%),;

情 報提供 サー ビスの ため(2L4%)と な って い る。経 済 団 体,情 報 セ ン ター ・研 究機 関 で は.

諸調 課 の ため(そ れぞ れ2'1・6%・14:9%)よ り も繍 搬 サ ー ビ スのた め(そ れぞ れ
、

32.3%,34.2%)の ほ うが 高 くなって い る。

これ らの公 的機 関 では,情 報提 供 サー ビスの た めの 比率 が他 の機 関 に 比べ て 高 く,調 査 統計

情 報 の利用 に関 す る公 的機 関 の役 割 の一 端 を うか が うこ とが で きる。 金 融機 関 では,圧 倒 的 に

景況 把 握 の ため(53.8%)が 多 い。 民 間 企業 では,地 場 企業 と出先企 業,製 造 業 と商 業 で若

干 の違 いは あ るが,い ずれ も景況 把 握等 の ためが一 番 多 く次 いで 諸計 画立 案 の た め とな って お

り,こ の2つ で75%以 上 を 占め てい る。

この ことか ら,公 的機 関 と民 間企 業 の情 報 の利 用状 況 の違 い を うか が うことが で き る。 次に,

情 報分野 別 に利用 状 況 を み る と,利 用 頻 度 の 高 い情 報 分野 は,経 済 全 般(14.6%),人 口

(13.1%),家 計 ・物価(12.8%),企 業 ・経 営(12.5%),鉱 工 業(11.8%),商

業 貿 易等(10.8%)の 順 で,逆 に利 用 頻 度 の低 い情 報分 野 は,資 源 ・エ ネル ギー(1.4%),

運 輸 ・通信(2.6%),金 融 ・財 政(3.4%),建 設(4.5%),農 林 水産(5.8%),労 働

賃金(6.6%)の 順 とな って い る。

利 用頻 度 の 高 い情 報分 野 の 利用 目的 をみ る と,経 済全 般,家 計 ・物 価,企 業 ・経 営 で は,景

況把 握等 のためが約40%以 上 を占めて一 番 多 く,人 口分 野 では逆 に諸計 画 立案 の た めが44.9%

と一 番 多 くな ってい る。 鉱 工業,商 業 ・貿 易等 で は,景 況 把握 等 の た めが一 番 多 いが,諸 計 画

立案 の た め と共 に30%台 を 占めて い る。

以 上 の結 果 か ら,調 査 統 計情 報 の利用 状 況は,機 関 別,情 報分野 別 に若 干 の違 い は あ るが,

主 と して景 況把 握 等 調査 ・分析 ・研 究 のた め,諸 計 画立 案 の た め,情 報提 供 サ ー ビスの た め に
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利用されていることがわかる。

② 入手先

調査統計情報の入手先を機関別,

表3-3

情 報分 野 別 に ま とめ た ものを表3-3,表3-4に 示す 。

情 報 の 入手 先(機 関 別).

質

問

項

目

回 答 項 目

行 政 機 関

情報センター

・研 究機 関

民 間 企 桑

合 計
9済 団 体 金 融 機 関 地 槍 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 藁 商 策

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

2

入

手

先

① 新 聞 7 1.0 2 09 2 Z2 13 3.9 53 17.9 18 &0 34 120 8 7.9 137 6.1

② 魯 店 25 3L6 18 εL1 2.5 272 31 9.3 40 135 7 &1 23 息1 9 8.9 178 7.9

③ 図書館 20 29 1 0.4 0 0 0 0 0 0 1 0.4 6 21 4 3.9 32 L4

④ 国の機関 242 34.6 51 229 17 185 98 29.4 59 19.9 62 27.6 96 339 27 26.5 652 2&9

⑤ 県 253 3c1
.

97 435 22 239 65 19.5 21 7.1 30 13.3 27 息5 8 7.8 523 232

⑥ 市町村 94 134 22 99 0 o 8 24 3 LO
'4 1.8 2 0.8 2 20 135 6.0

⑦ 騨 団体(商工緬 5 0.7 6 27 1 1.1 2 0.6 14 4.7L
29

`
129 8 28 8 7.8 73 3.2

⑧繍 邑灘 辮 5 0.7 13 5.8 5 5.4 33 9.9 54 1&2 34 15,1・ 23 8.1 13 127 180 &0

F

⑨ 金融機関 1 0.1 6 27 8 87 29 8.7 26 &8 20 8.9 12 4.2 4 3.9 106 4.7

⑩ 業界団体・組合等 1 0.1 1 0.4 1 1.1.

.

8 24 ゴ7 5.7 17 7.6 5 1.8 5 4.9 55 24

⑪ 取引先・同業者 0 0 0 0 o 0 3 0.9 6 2.1 2 09 2 0.8 0 0 13 0.6

⑫ 騨 響警～轍 支店 47 6.8 5 23 11 11.9 39 11.7 o 0 1 0.4 38 13.4 14 13.7 155 6.9

⑬ その他 0 0 1 04 0 0 4 L3 3 L1 0 0 7 25 0 o 15 0.7

合 計 700 100.0 223 1000 92 100.0 333 100.0 296 10b.0 225 10●0 283 100.0 102 100.0 2254 100.0
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表3-4情 報の入手先(情 報分野別)

回 答 項 目
人 口 労働・賃金 良林 水産 鉱 工 業 也 設 商案 ・貿易等 運輸 ・通信

質 源 ・

エ ネ ルギ ー

企黄・経営 金融・財政 家8†・物価 経 済 全般 そ の 他 合 計

回答敬 構成比 回答敬 田鼠比 回答歌 霞成比 回番数 情虞比 回答敬 国旗比 酪 鼓 蹴 回答敬 寵虞比 回答散 轍 比 回答敦 萌成比 回答叡 蹴 回答数 禽成比 回答敬 蜘 回答口 8●衷比 回答融 轍

ふ 新 聞 14 51 7 38 0 o 20 7.2 10 92 8 a5 6 1u3 2 53 6 2 10 1α6 31 108 23 71 0 0 137 a1

② 書 店 35 129 11 59 3 27 20 72 13 10x 22 96 5 86 2 53 '5 56 5 53 32 11」 17 53 0 0 178 τ9

③ 図書館 5 18 4 22 o o 4 1.4 5 46 2 09 0 o 0 0 5 19 0 0 5 17 2 ●6 0 o 32 L4

④ 国の機関 63 232 76 409 44 389 81 291 22 202 77 336 17 293 8 211 66 24.8 14 149 71 24.7 113 350 0 0 652 289

⑤ 県 86 316 50 269 33 292 93 3ユ5 21 193 54 236 10 172 2 53 47 177 7 7.5 64 222 56 17」3 0 0 523 2a2

⑥ ■町村 44 162 1 05 17 150 14 50 4 36 17 74 0 0 1 26 15 56 1 11 14 4⑨ 7 22 0 0 135 60

経済団体(商 工会議所⑦
等)

1 04 11 59 0 o 7 26 b 0 4 L8 2 35 0 o 5 1.9 1 1.1 25 8.7 17 s3 0 0 73 32

開査機関・研究機関 ・⑧
情報サービス機関鱒 6 22 '9 】02 o 0 12 4」3 11 101 11 4.8 4 69 2 a3 66 248 9 α5 19 66 21 65 0 0 180 80

⑨ 金融機関 0 o 1 05 o 0 3 1.1 1 09 3 13 o 0 o 0 27 102 35 372 4 13 32 ⑨9 0 o 106 47

⑩ 業界団体・組合等 0 o ] 05 4 36 1 04 8 7.3 5 22 9 155 9 237 1 04 5 53 5 f7 7 22 0 o 55 24

⑪ 取引先・同葉者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 13 3 S2 3 78 1 04 0 0 0 0 3 09 0 0 13 06

⑫ 魏 器1本紘 支店 17 62 5 27 11 9.7 19 68 15 138 23 100 2 35 3 78 12 4.5 7 λ5 18 63 23 7』 0 0 155 69

⑬ その他 1 04 0 0 1 qg 4 1.4 1 09 0 0 o 0 6 158 o o 0 o 0 0 2 06 0 0 15 σ7

合 計 272 10σ0 186 1000 113 1000 278 1000 109 100.0 229 1000 58 1000 38 1000 266 1000 94 100σ 288 1000 323 1000 o 0 22S4 10{匝

調査 統計 情報Q入 手 先 を調査 対 象 機 関 の合計 で み る と,国 の機 関(2&9%),県(23.2

%)が 他 の 入手 先 よ りも格 段 に 多 く,『この2つ で約52%を 占あて い る。 この こ とか ら国及 び

県 等 の公 的機 関 の調査 統 計 情 報提 供 に 果 たす 役 割 の重要 性 が うか が われ る。 また,書 店(7.9

%),調 査 機 関 ・研 究 機関 ・情 報 サ ー ビス機 関等(&0%)か らも情 報 の 入手 に 心 が け てい る

こ とが わカ1る。・特徴 的 なのは,図 書 館(1.4%),取 引先 ・同業者(0.6%)か らの情 報 の入

手 が 少 ない こ とで,図 書館 か らの情 報 の入 手 が 少 ない のは 図 書館 の数 が 少 な いた めな のか,図

書 館が あっ て も入手 す べ き調査 統 計 情 報が 少 ない た め なのか,調 査 統計 情 報 は あ?て も利 用 し

に くい ため なの か気 に な る ところ で あ る。

各機 関 別 に入手 先 をみ ると,行 政 機関,経 済 団体 で は 国の 機関,県 か らの情 報 の 入手 が 多 い

が,情 報 セ ン久一 ・研 究機 関 で は書 店(27.2%)か らの入 手が一 番 多 くkっ て い る。 金 融機

関 では,書 店,国 の機 関,県,調 査 機 関等,内 部組 織 とい う ように情 報 の入 手 先 が 多 様 で あ る。

地場 製 造業 では,新 聞(17.9%)か らの情 報 の入 手が 他 の機関 に比 べて 多 くな って い る。 出

先企 業 で は,内 部 組 織 か らの入手 が 国の機 関 に次 いで 多 いの が特徴 的 で ある。

情 報 分野 別の情 報 の 入手 先 で は,全 分 野 と もだ い たい国 の機 関及 び県 が 多 くな って い るが,

資 源 エ ネル ギ ー分 野 で は業 界 団体 ・組 合 等(23.7%),企 業 ・経 営 分野 で は調 査機 関 ・研 究

機 関 ・情報 サ ー ビス機 関等(24.8%),金 融 ・財 政分 野 では金 融機 関(37.2%)が 一 番 多

くな って い る。

以 上 の結 果 か ら,調 査統 計情 報の 入 手先 と して機 関別,情 報分 野別 と もに,国 の機 関,県 等

の公 的 機 関の 役割 の 重 要性 が うか が われ,そ れ らの機 関の 情 報 サー ビス体制 の一 層 の 充実 が 望

まれ る。
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③ 』入手 媒 体

調査 統 計情 報 の入 手 媒体 を機 関別,情 報 分野 別 に ま とめた ものを表3-5,表3-6に 示 す 。

4

表.3-5情 報の入手媒体(機 関別)

質

問

項

目

回 答 項 目

.

行 政機 関 経 済 団体
.

金 融 機 関 』

民 間 企 業

情報センター

・研究 機 関

.地'場 企 業 出 先 企 業 合 計

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比
「

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

3

入

手

媒

体

① 電話 ・面談 31 5.7 11 5.8 0 0 25 9.2 4 1.8 8 4.7 6 2.6 1 1.2 86 4.8

② 印刷物(コ ピーを含む) 507 ga2 177 927 73 9&6 237 86.8 213 95.9 156 92.3 225 966 77 92.8 L665 93.1

③∵竺テ琴轡漂 5 0.9 0 o 0 0 0 0 1 0.5 0 0 1 0.4 1 1.2 8 0.4

④ ファクシミリ 0 0 0 0 1 L4 11 4.0 4 L8 5 30 1 0.4 1 1.2 23 1.3

⑤ オンライン 0 0 3 ,1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 O.2

⑥ その他 1 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3.6 4 0.2

合 計 544 100.0 191 100.0 74 100.0 273 10ao 222 10α0 169 100.0 233 100.0 83 100.0 1,789 100.0

表3-6情 報の入手媒体(情 報分野別り

、"■

回 客'ロ 目

一ち

人 口 労働 ・賃金 .良 林 木 直 鉱 工 皇 也 殴 南庭・貿易等 運輸・通信

費 標 ・

エ ネル ギ ー

企葉 ・経営 金融・財政 家計・物価 経 済 全般 そ の 他 台 命

回客歌 碗虞比 回答歌 8城地 回答置 蹴 回答殻 氏成比 回答8 口皮比 甲捌口 蹴 回答頂 ■成比 回答骸 口虞比 囹答霞 = 個吉敷 寵欧化 団害敦 ■成比 回答敏 購成比 回答巨 禽成比 偏答敬 窃成比

① 電話 ・田口 15 6.9 s 33 2 23 6 &7 4 4.9 9 4.6 9 口.3 o 0 11 4.9 2 27 12 54 9 工5 o 0 86 4.8

日晒物(コ ピーを含②
む) 195 ga3 143 9鼠3 84 97.7 198 94.3 76 938 173

「9

1.5 39 7&0 28 9&6 210 9■3 69 932 205 928 245 95.7 0 o 1ぷ65 93`

③∵竺鯵隅 鶴 警 3 L4 o 0 .o 0 2 LO 0 0 1 0.5 1 1.9 o 0 1 0.5 o 0 0 o 0 o o 0 8 0.4

④ フ ァク シ ミリ 0 0 2 M o O 2 1.0 1 1.3 5 27 3 58 1 a4 3 1.3 3 4.1 2 09 1 o.4 0 o 23 1.3

⑤ 才分 イン
、

0 0
・6

0 o o 0

ケ

0. 0 o 0
'0

0 o 0 0 0 0 o 0 2 0.9 1 04 0 o 3 0.2

⑥ その他. .3 L4 o 0 0
.

o 0 0 o 0 1 O.5 0 0,
P、

o 0 0 o 0 6 o 0 ; 0 o 4 02

、
合v計 別6 100.O i50 100.0

「

86 100.o 210 100.0 81L 1000 189 100.0 52 100.0 29 1000 225 100.0 74 100.0 221 100.0 256

」

100.0 0 0 1,789 1000

1・.t,調 査 統計 情 報の 入手 媒 体 は圧倒 的 に 印刷物 が 多 く,調 査 対 象機 関全 体 でみ る と93,1%を 占

・ 一'めて い る6あ とは,電 話 ・面談 に ・よる もの が4.8%で,電 算 機 可 読媒 体,オ ン ライ ンは,そ れ

ぞ れ 僅 か0.4%と0.2%で あ る。・各 機 関 別に入 手 媒体 をみ て も印刷物 に よる入手 が高 い比率 を

示 して い るが,金 融 機 関 で電 話 ・面 談 に よる入手 が9.2%と 比較 的高 い比 率 を示 して い る。 電

算機 可 読 媒体 に よ る入手 は,行 政 機 関 で 回答数5件(O.9%),地 場 製造 業,出 先製 造業,出

・先 商 業 で 回答 数 が 各1件 あ るだけ で ある。 また,オ ンライ ンは 経済 団体 で3件(1.6%)あ るだ

け で ある 。tt'

情 報分 野 別 に入手 媒体 をみ る と,全 分 野 と も印 刷物 に よる入 手 が高 い比率 を示 して い るが,

運 輸 ・通 信 分野 で 電話 ・面 談 に よる入手 が17.3%と 比 較 的高 い 比率 を示 して い る。 電算機 可

'読 媒 体 に
よる入手 は,人 口(3件),鉱 工業(2件),商 業 ・貿 易等(1件),運 輸 ・通信

(1件),企 業 ・経 営(1件)の 各 分 野で ご く僅 か み られ る。 ま た,オ ン ライ ンに よる入手 は,

◆
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、家計 ・物 価(2件),経 済全 般(1件)の2分 野 で み られ るだけ で あ る。

以 上 の こ と よ り,調 査統 計 情 報 の入 手 媒体 は,現 状 では圧 倒 的 に 印刷物 に依 存 して お り,電

算機 可 読 媒体 及 び オ ン ライ ンに よる情 報 の入 手 は,ま だ緒 につ い たば か りで あ る こ とが わか る。

オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク化 の 実 現が 望 まれ る と ころ で あ る。

④ 利 用 地 域 区分

調 査統 計 情 報の 利 用地域 の レベ ル を知 るため に,利 用 地域 区 分 を機 関別,情 報 分野 別 に ま と

め た もの を表3-7,表3-8に 示 す。

●

表3-7情 報の利用地域区分(機 関別)

質

問

項

目

回 答 項 ・目

行 政機 関 経 済 団 体
.

情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業 一

合 釘地 場 企、 業 出 先 企 業
、

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答敏 構成比

、

回答数
.

構成比 回答数 樽成比

4

利

用

地

域

区

分

① 全 国 120 14.4 64 17.7 30 23.1 103 25.1 177 67.8 72 302 118 37.9 '18
15.1 702 26.3

② プロ7ク(管 区) 78 9.3 47 1&0 24
.

185 68 16.5 16 6.1 44 185 87 28.0 51 42.9 415 15.5

③ 都道府県 212 25.3 127 35.1 61 46.9 182 44.3 48 18.4 80 3a6 94 30.2 30 25.2 834 31.3

④ 市町村 402 48.0 109 3〔ト1 15 11.5 57 13.9 15 5.8 38 16.0 12 3.9 17 14.3 665 24.9

⑤ メッシュデータ 15 1.8 15 4.1 0 0 1 0.2 5 1.9 4 1.7 0 0 0 0 .40 1.5

⑥ その他 10 1.2 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 3 25 13 0.5

合 計 837 100.0 362 100.0 130 10〔 ト0 411 100.0
.
261 100.0 238 100.0 311 100.0 119 10〔LO 2669 100.0

表3-8情 報の利用地域区分(情 報分野別)

回8項 目
人 口 労● ・賃金 員 林 水 産 舷 工 黄 ■ 穀 商貢 ・貿易等 遇槍・通信

費 恒 ・

エ ホ ル ギー

一貫・経営 金 ■'
、財政

京計・句臣 日 済全 般 そ の 飽 合 計

回答" w 回答願 w 回答歌 蹴 回答数 ●眠 口唇敬 繊 回書口 鋤 ■s敦 轍 回答憤 蹴 口答験 蚊 比 回答敬 蹴 目答欧 蹴 口答置 蹴 回答故 轍 口答霞 蹴

① 全 国 49 134 76 3壺5 24 17.0 ■0 245 32 2三4 了1 243 14 1馳7 15 455 81 24.0 `6 5M n5 34.7 99 2a5 o o 702 263

② ブ07ク(管 区) 41 n.2 18 87 9 G4 57 17.4 18 1&3 47 1&1 14 197 8 242 65 栖2 9 loo 38 11.5 91 2風2 0 o 415 1ふ6

③8道 府県 95 260 89 428 30 2L3 `08 3蕊0 49 389 86 2息4 26 3甑4 8 242 92 272 24 267 107 323 n8 34」0 0 0 834. 3L2

④ 市町村 16` 44.1 24 `L5 70 4α6 77 2ユ6 26 2仕6 82 2a` 14 197 2 61 93 27.5 10 1u 70 2`2 36 》《ト4 0 0 665 249

⑤',!ユ デ ー タ 10 28 1 O.5 6 ↓3 5 1.5 1 08 6 21 1 L5 o 0 5 1.5 ' L1 1 03 3 住9 0 0 40 15

⑥ その他 9 25 o 0 2 ユ.4 o o 0 0 0 0 0 o 0 o 2 a6 o 0 0

皐

、0 0 o 0 o `3 α5

合 計 365 100.0 208 10●0 141 10α0 327 1000 126 `ooo 292 10αO 7[ 100.0 33 10α0 338 1000 90 10色0 331 1000 .347 1000 o 0 2漫69 100.0

調 査 対 象機 関全体 でみ る と,都 道 府 県 レベル(31.2%),全 国 レベ ル(26.3%),市 町

村 レベル(24.9%)の 順 に 多 く,ブ ロッ ク(管 区)レ ベ ル(15.5%)ま で含 め るとほ とん

ど全 部 と な り,メ ッシ ュ デー タまで必 要 とす る こ とは あま りな い。

これ を機 関別 に み る と各 機 関 ご とに特徴 が あ り,行 政機 関 では,市 町村 レベル の情 報 を利 用

す る割合 が48.0%と 一 番高 く,次 い で都 道 府県 レベ ル の25.3%と なって い る。 経済 団体 で
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は都 道 府県 レベ ルが35.1%,市 町 村 レベルが30.1%と な って い る。 他 の機 関 で は市町 村 レ

ベ ル の情 報 を利 用す る割合 は低 く,都 道 府県 レベ ル(情 報 セ ン ター ・研究 機 関,金 融機 関,地

場 商 業)か,全 国 レベル(地 場 製 造 業,出 先 製造 業)が 一 番 高 い。 出先商 業 は,担 当地 域 の情

報利 用 が 多 いた めか ブ ロ ック(管 区)レ ベル の割 合 が42.9%と 一番 高 くな って い る。

情 報分 野別 にみ る と,市 町 村 レベ ル の情 報 を利用 す る割 合 の 高 い分野 は人 口(44.1%),

農 林 水産(49.6%),企 業 ・経 営(27.5%)で あ 九 都 道府 県 レベル の情 報 を利用 す る割

合 の高 い分野 は 労働 ・賃 金(42.8%),鉱 工業(33.0%),建 設(38.9%),商 業 ・貿

易 等(29.5%),運 輸 ・通 信(39.4%),経 済 全 般(34.0%)で あ る。 ま た,全 国 レベ

ル の情 報 を利 用 す る割 合 の高 い分 野 は 資 源 ・エ ネル ギ ー(45。5%),金 融 ・財 政(51.1%),

家 計 ・物価(34.7%)で あ る。

以上 の 結果 か ら,調 査 統 計 情 報の 利 用 に あた って ど こまで詳細 な デー タを必要 と して い るか

が,機 関 別,情 報分 野 別 に把 握 さ れる 。

⑤ 利 用形 態
1

調 査統 計情 報の利 用 形 態 を機 関 別,情 報 分 野 別に ま とめた もの を表3-9,表3-10に 示

す 。

表3-9情 報の利用形態(機 関別)

質

問

項

目

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団体

情報センター

・研 究機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

&

利

用

形

態

① 編 デ}タ をその臼 467 5α4 147 44.6 62 422 190 48.1 171 6L3 146 781 172 5L7 57 60.6 1,412 525

② 灘 ぱ 純紺'ク 209 226 85 258 44 2⑨9 961 24.3 43 154 13 69 41 123 11 IL7 542 20.1

③ グラフの作成 117 126 45 136 18 12.2 68 17.2 31 11.1 6 32 50 150 10 107 345 128

④ 統計分析処理 118 127 39 11.8 22

シ

150 35 89 26 94 19 10.2 54 16.2 16 170 329 122

⑤ モデル分析 16 1.7 12 36 1 0.7 6 1.5 4 1.4 3 1.6 12 3.6 0 0 54 20

⑥ その他 0 0 2 α6 0 0 0 0 4 14 0 0 4 12 0 0 10 04

合 計 927 100.0 330 100.0 147 10α0 395 100.0 279 100.0 187 10α0 333 100.0 94 1000 2692 1000
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表3-10情 報 の利 用形 態(情 報 分野 別)

回 答 項 目
人 ロ 労働・賃金 農 林 水産 鉱 工 粟 ■ 般 商藁・貿■等 遅●・通信

資 源 ・

エ ネ ル ギ ー

企莫 ・経営 金■・財政 疲針・物価 経 済 全 般 そ の 飽 合 計

回番殻 轍 回答置 蹴 回8数 口反比 回答般 碗成比 面答歌 ぼ虞比 回答敏 蹴 回答歌 蹴 回答数 餌虞比 固答歌 蜘 回答験 轍 問答歌 震成比 回答殻 轍 回答敬 轍 回答敬 =

① ㌶ デ　タをその封 159 416 224 623 76 51.7 157
'

459 53 3a1 137 451 35 473 21 396 180 5ふ4 61 663 192 625 217 662 0 o M12 525

② 灘 綿 綿集計'ク 89 233 35 176 37 2巳2 73 2L3 30 21β 83 27.3 14 189 14 264 64 197 13 14」1 50 1己3 40 122 0 0 542 2ρ1

③ クラスの作成 64 168 19 駄5 16 1血9 55 1丘R 22 1S8 40 132 11 149 9 170 38 1L7 9 9β 35 11.4 27 82 0 0 345 128

④ 統計分析処理 611遙o 17 a5 15 102 49 143 30 2M) 38 125 '0 135 7 132 34 1α5 8 息7 27 a8 33 101 ① 0 329 122

⑤ モデル分析 923 4 21 3 20 6 1.8 4 29 4' L3 3 41 38 6 1.8 , 11 3 1ρ 9 27 0 0 54 20

⑥ その他 00 0 0 0 0 2 06 0 o 2 06 1 L3

]・
3 09 o 0 0 0 2 α6 o 0 10 04

合 計 3821000 199 10α0 147 1000 342110ρ0 139 1000 304 1000 74 1000 1000 325 1000 92川 吐O 307 10α0 328 oαo 0 0 鵠92 000

調査統 計 情 報 の利 用形 態 を調査 対象 機 関全 体 でみ る と,入 手 デー タをそ の ま ま利用 す る割合

が高 く・52.5%と な って い る。 次 いで 表作 成 が2α1%,グ ラフ'の作 成 が128% ,統 計分 析

処理 が122%で あ り,
、モ デル 分析 まで行 う割 合 は2.0%し かない。.

機 関 別 には,各 機 関 と も入 手 デ ー'タをそ の ま ま利 用 す る形 態 が 多いが ,機 関 に よって その割

合 に違 いが あb,経 済 団 体(44.5%)tS
t情 報 セ ンター ・研 究機 関(422%),金 融機 関

(48.1%)で はそ の ま ま利 用 す る割合 が 比較的 低 ぐ,表 作成 まで加 工 す る割 合 が 他 の機 関 に

比 べて 比較 的 高 くな って い る。

情 報分野 別 にみ る と,労 働 ・賃 金(62.3%),金 融 ・財 政(66 .3%),家 計 ・物価(6

2.5%),経 済 全 般(66.2%)の 分 野 では 入手 デー タをそ の まま利 用 す る形 態 が 他 の分野 と

比較 して割 合 が高 くなっ て い る。 また,人 口,建 設,資 源 ・エ ネル ギー の分 野 で は,入 手 デー

タをそ の ま ま利 用 す るだ け で な く,表 作 成 グ ラフの作成 ,統 計 分 析 処 理 とデ ー タを加工 して

利用 す る形 態が 他 の分 野 と比較 して割合 が 高 くな って い る。 特 に,建 設 分 野 では デLタ の加工

の程 度が 他 の分 野 に比 較 して高 い。

以 上 の結果 よ り,調 査統 計 情 報 の 機 関別,情 報分 野 別 の加 工 の程度 を把握 す る こ とが で き る。

⑥ 保存 状況

調査 統計 情 報 の保 存 状況 を機 関 別,情 報分 野 別に ま とめた もの を表3-11,表3-12に

示 す。
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表3-11情 報 の保 存 状況(機 関 別)

質

問

項

目

回 答 項 目
行政 機 関

情報センター

、・研 究 機 関

金 融 機関

民 間 企 業

合 計
経 済 団 体 地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答散 構成比

軌

保

存

状

況

保
存
し
て
い

る

電子計

算機に,

保 存

データベース 2 0.4 1 0.5 0 0 20 8.1 1 0.5 0 0 11 4.6 5 59 40 2.3

一般ファイル
19 34 10 5.4 4 5.9 16 6.4 2 LO 34 19.3 19 7.9 4 4.7 108 6.1

印刷物 ・その他 487 87.7 164 88.7 64 94.1 202 81」 150 72.1 103 58.5 154 63.9 46 54.1 1,370 77.5

保存 していない 47 8.5 10 5.4 0 0 11 4.4 55 26.4 39 22.2 57 2&6 30 35.3 249 14ユ

合 計 555 100.0 185 100.0 68 100.0 249 100.0 208 100.0 176 100.0 241 100.0 85 100.0 1,767 100.0

表3-12情 報の保存状況(情 報分野別)

A
回 答 項 目

人 日 労● ・賃金 良 躰 水 産 舷 工 婁 ■ 般 画室・貿易尋 選の・通信
費 原 ・

エ ネル ギ ー

金貝・経営 金融・財政 家計・物価 経 済 全 般 そ の 飽

'

合 計

回答敏 伐虞比 回答敦 蹴 回答駐 微眞比 回答験 捕虜比 回答舷 鋤 回答歌 蹴 回答敏 蹴 回答散 敏 比 回答敬 蹴 時 数 蹴 回紐 轍 回答敵 府成比 回答債 蹴 回答敦 蹴

保存

し
て
い
る

電子計
算恨に
保 存

デー タベ ー ス 4 1.8 3 20 1 1.1 5 24 2 26 4 Z2 o 0 o o 5 23 3 4.' 7 32 6 24 0 0 40 23

一 般 フ7イ ル 8 乱7 12 a1 5 s4 10 4.8 2 26 9 50 8 157 4 14.3 11 51 4 55 16 7.4 19 7.5 0 0 108 6.1

印刷物 ・その他 186 84.5 113 7低4 79 85.9 170 81.3 62 8ρ5 153 845 34 667 19 67L9 166 765 51 69.9 164 75.2 173 684 0 0 1β70 7τ5

保存してい在い 22 100 20 135 7 7.6 24 1L5 11 143 15 臥3 9 17.6 5 17.8 35 161 15 20.5 31 14.2 55 2L7 0 o 249 14.1

合 針 220 100.0 148

1

100.0 92 100.0 ・209 1000 77 10α0 181 1000 51 1000 28 1000 217 100.0 73 1000 218 100.0 253 1000 0 0 L767 100.0

調査 統 計情 報 の保 存 状況 を調 査対 象機 関全体 でみ る と,85.9'%が 保 存 して お り,印 刷物 ・

そ の他 に よる保 存が77.5%,電 子 計 算機 に保 存 が8.4%と な って い る。 各 機関 別 に情 報の保

存状 況 をみ ると,印 刷物 ・そ の他 に よる保 存 の 割合 が行 政 機 関(.87.7%),経 済 団体(88.

6%),情 報 セ ン ター ・研 究機 関(94.1%),金 融機 関(81.1%)で 高 くなって 括 り,民

間 企業 では 利用 した調 査 統 計情 報を 保存 しな い割合 が 他 の機 関 と比較 して か な り高 い。 電子 計

算機 に よる保 存 の 割合 は金 融 機 関(14.4%),地 場 商業(19.3%),出 先 製造 業(12.5

%),出 先 商業(10.6%)が10%を 越 え て いて,電 子計 算 機 に よ る調査 統 計 情報 の処 理 が

進 め られて い る こ とが うか が われ る。

情 報 分野 別に み る と,全 分野 と も印刷物 ・そ の他 に よ る保 存 の割 合が 一 番 高 いが,電 子計 算

機 に よる保 存 の 割合 が10%を 越 え る分 野 と して労 働 ・賃金(10.1%),運 輸 ・通信(15.

7%),資 源 ・エ ネル ギ ー(14.3%.),家 計 ・物 価(10.5%)が 上 げ られ る。 ま た,金 融

・財政(9 .6%),経 済 全 般(9,9%)も10%近 い割 合 で電 子 計算 機 に保 存 さ れて い る。 デ

ー タベ ー ス と して保存 す る割 合 は まだ低 いが
,運 輸 ・通 信,資 源 ・エ ネル ギー を除 く他の 分 野

では デ ー タベ ー ス に よる保存 が行 われ て お り,家 計 ・物価(7件,3.2%),経 済全 般(6件,

'
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■

2.4%)の 分 野 で は件数 が 多 い。 ま た金 融 ・財政(3件,4.1%)分 野 は他 の分 野 に比較 して

デ ー タベー ス に よ る保 存の 割 合 が 高 い。

以 上 の 結 果 よ り,調 査 統 計情 報は 機 関 別,情 報分 野 別 と もに現 状 で は 印刷 物 ・その他 の形

で保 存 され て い る割 合 が高 いが,電 子 計 算 機 に よる保 存 もか な り行 われ て きて い る ことが わ か

る。

⑦ 入手 ・利 用⊥ の問 題点

調査 統 計情 報 の 入手 ・利 用 上 の 問題 点 を機 関 別,.情 報分 野別 に ま とめ た もの を表3-13,

表3-14に 示 す。

表3-13情 報 の 入手 ・利用 上 の問題 点(機 関 別)

質

問

項

目

回 答 項 目

「

行 政機 関 経 済 団 体
情報センター

・研 究 機 関
金 融機 関

.

民 、 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

τ

入

手

・

利

用

上

の

問

題

点

① 雛 祭 誇 旨・頒 53 13.7 29 17.5 9 16.4 24 1a6 21 17.8 24 19.2 20 122 4 6.9. 184 14.6

② 地域区分が大きす ぎる 49 12.7 23 13.9 6 10.9 29 15.3 10 8.5 16 12.8 15 92 6 10.4 154 12.2

③ 嘗系列区分猷 きすぎ 21 5.4 6 a6 2 36 10 5.3 1 0.8 1 0.8 4 24 0 0 45 3.5

④ 嬬 襟3た め比 10 2.6 7 4.2 1 1.8 4 21 1 0.8 11 8.8 1 0.6 1 1.7 36 2.9

⑤ 標本の選定が不適当 12 31 1 0.6 0 0 6 32
'0

0 3 2.4 3 1.8 0 0 25 20

秘匿(未 公開)デ ータ⑥
である 23 6.0 19 11.4 4 7.3 9 4.7 1 0.8 6 4.8 11 6.7 0 0 73 5.8

⑦'公 開時期が遅い 192 49.7 58

.

34.9 24 43.6 66 34.7 62 52.6 34 272 61 37」2 21 36.2 518 41.0

電子計算機可読媒体化⑧
されていない 5 1.3 0 0 0 0 0 0 1 .o.8 0 0 12 7.3 0 0 18 1.4

必要 とす る集計 ・加工⑨
がされてい左い 8 21 22 133 0 0 24 126 8 6.8 19 15.2 17 10.4 13 22.4

F
111 8.8

⑩ 入手費用が高い 2 α5 o 0 0 0 7 3.7 6 5.1 4 3.2 9 55 6 10.4 34 2.7

⑪ その他 11 2.9 1 0.6 9 16.4 11 5.8 7 60 7 5.6 11 6:7 7
.

120 64 5.1

合 計 386 100.0 166 100.0 .55 100.0 190 100.0 118 100.0 125 100.0 164 100.0.
「

、58

-

1.0〔ト0 1262 100.0

●

、
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表3-14情 報の入手 ・利用上の問題点(情 報分野別)

回 答 項 目
人 口 労働・貸金 良 林 水 産 鉱 主 薬 ■ 設 南桑・貿易移 遣捨・通信

資 源 ・

エ ネ ル ギ ー

企桑・経営 金融 ・財政 窟計・物価 経 済全 般 そ の 他 合 計

回答骸 構成比 圓答歌 筏皮比 回答敬 寵虞比 回s敏 禽虞比 回答殻 轍 個答歌
'取成

比 回答敬 o虞比 回答敬 境成比 回答敏 構成比 口唇数 簡成比 回答敬 轍 回答殻 瞬成比 回答敏 戦 回答数 構成比

①2菖票賠`・ 分類 16 109 24 224 7 112 24 1a3 7 117 31 17」1 3 U6 3 143 29 1&2 4 105 12 100 24 1艮1 o 0 184 14.6

② 地域区分が大きすぎる 17 1L6 n 1臥3 5 7.9 14 刀 11 1&3 23 127 6 231 2 9.5 17 1●7 2 s3 25 208 21 1a2 0 o 154 122

③ 璽系列区分が人け ぎ 6 40 0 o 6 95 5 28 2 33 12 67 o 0 0 0 10 63 1 26 1 0.8 2 1.3 o 0 45 a6

④6蹴 漂 た砒 2 M 4 37 5 7.9 8 生4 o 0 7 39 1 a8 0 0 2 13 0 0 3 25 4 25 0 0 36 29

⑤ 標本の選定が不適当 1 07 3 28 0 0 2 u 3 50 2 " 0 0 0 0 2 L3 0 0 10 83 2 輻3 o 0 25 1⑨

秘匿(未 公開)デ ータ⑥
である 1 0.7 8 7.5 o 0 23 127 1 17 20 1Lo 1 38 3 143 12 τ5 1 26 2 L8 1 06 0 0 73 5.8

⑦ 公開時期が遅い 81 551 28 262 36 57L1 71 392 32 533 60 331 8 308 10 47」6 59 371 16 421 49 4α8 68 428 0 0 518 410

電子計算機可読媒体化⑧
されていない

1 0.7 2 1.9 1 L6 4 22 0 0 2 1.1 0 0 0 0 5 a1 0 0 1 08 2 1.3 0 o 18 1.4

⑨鰻毘 ㌍'肛 11 7.5 18 168 2 32 16 88 2 ユ3 16 ag 5 193 0 0 8 50 7 1&4 11 92 15 駄4 o 0 U1 a8

⑩ 入手費用が高い 5 34 1 09 0 0 5 28 1 17 2 1』 1 ユ8 0 0 9 57 4 10.5 0 o 6 37 0 0 34 27

⑪ その他 6 4.0 8 τ5 1 1.6 9 50 1 1.7 6 33 1 a8 3 14.3 6 38 3 ao 6 50 14 88 0 o 64 i1

合 計 147 1000 107 1000 63 1000 181 10α0 60 1000 181 1000 26 1000 21 1000 159 1000 38 1000 120 100σ 159 1000 0 o 1262 1000

調査 統 計情 報 の 入手 ・利 用 上 の問題 点 を調査 対 象 機 関 全 体一(一み る と,公 開時期 が遅 いが41.

0%と 全 回答 数 の半 数 近 くの割 合 を 占 めて い るのが 目に つ く。 そ の他 に は調査 項 目が な い,分

類項 目が 大 きす ぎ(14.6%),地 域 区分 が大 きす ぎる(12.2%),必 要 とす る集計 ・加 工

が な され て い ない(8.8%)等 情 報 の内容 に関 す る利 用 上 の問 題 点 が あげ られ て い る。

機 関 別 に み る と,各 機 関 と も公 開 時期 が遅 い とい う問題 点 を一 番 に あげて い る。 特 に行政 機

関(49.7%),地 場 製 造 業 で はそ の割合 が 高 い。 電 子 計 算機 可読 媒体化 され て い ない とい う

問題 点 の 指摘 を して い るの は,出 先 製造 業(12件,7.3%)だ け で,調 査統 計 情 報 の入手 ・

利 用上 の 問題 点 と して は まだ あま り割合 は高 くない が,今 後,オ ンライ ン ネ ッ トワー ク化が す

す む につ れ て 問題 化 さ れ る もの と思 わ れ る。

情 報分 野 別 に み る と,労 働 ・賃 金,運 輸 ・通 信分 野 では 他 の分 野 に比 べて 公 開 時期 が遅 い と

い う問 題 点 の割 合 が 低 く,代 わ りに必 要 とす る集 計 ・加 エ が なされ て い ない とい う問題 点の割

合 が高 くな って い る。

以上 の結 果 よ り,調 査統 計情 報の 入 手 ・利用 上 の 当面 の 問題 点は 情報 の公 開時期 と内 容 に あ

る ことが うか が わ れ る。 情 報 の公開 時期 の問題 は③,⑥ の調査 結 果 で 明 らか に され た よ うに,

情 報の 入手 媒 体,保 存 方法 を主 と して 印刷 物 に依 存 して い る こ とに 関係 す る もの と思 われ る。

これ が 電子 計算 機可 読 媒体 で入 手 し,デ ー タベ ー ス化 して保 存 す る形 に移行 して ゆけ ば,よ り

早 く情 報 を入 手 し,利 用 す る ことが 可 能 に な る もの と思 われ る。

⑧ 外 部提 供 の 状況

調 査統 計 情 報 の 外部 提供 の状 況 を機 関 別,情 報分 野 別 に ま とめ た もの を表3-15,表3一
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16に 示 す。

表3-15情 報の外部提供の状況(機 関別)

■

■

質

問

項

目

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団 体

情報センター
.

・研 究 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 製 造 業
、^

商 業

回答散 構成比 回答数 構成比 回答敵 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

&

外

部

提

供

の

状

況

提

供
し

て

い

る

提

供

媒

体

オンライン 0 0 1 o 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電子計算機可読媒
体 1 0.2 0 0.6 0 0 0 0 0

'0
0 0 0 0 0 0 2 0.2

フ ァ ク シ ミ リ 0 0 10 6.1 12 17.1 0 0
「0

0 0 0 7 32 0 0 29 1.9

印刷物 ・その他 305 645 125 76.7 49 70.0 45 20.6 14 8.6 0 0 20 9.1 11 16.2 569 37.5

2・3年 後に提供
する予定がある 0 0 0 0 0 0 9 4.1

「5

3.1 0 0 0 0 0 0 14 α9提 供
し て

いない 予定なし 167 35.3 27 166 9 129 165 75.3 143 88.3 142

'
1000 192 87.7 57 83.8 902 595

合 計 473 100.0 163 !000 70 100.0 219 10〔 ト0 162 100.0 142 100.0 2r9 100.0 68 100.0 1516 100.0

表3-16情 報の外部提供の状況(情 報分野別)

回 答 項 目
人 口 労働 ・賃金 良 林 水 産 舷.工 兵 造 設 商貫・貿易等 違泊 ・通信

賢 源 ・

エ ネル ギ ー

企婁・経営 金融・財政 家計・物価 ほ 済 全 般 そ の 他 合 計

回答般 ■恢比 回答徹 扇成比 回答章 萌成比 回答敬 賊 比 回δ敏 搬 比 回答曽 禽成比 回答敬 禽成比 回答教 ぼ成比 回答敬 類 比 回答融 内皮比 回答歌 轍 比 回答敬 醜震比 回答敦 簡成比 回答数 口成此

提
供
し
て
い
る

提

供

媒

体

オ ン ラ イ ン 0 0 o 0 0 O 0 0 0 o o 0 0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o

電子計算機。∫統媒
体 0 o o o 1 1.3 0 o o 0 0 0 o 0 o o 1 06 0 0 0 0 0 o o 0 2 02

"ア クシ=り 2 1.1 2 L5 0 0 2 1.1 1 1.5 4 2.6 1 24 0 0 4 20 1 L8 6 a3 6 27 o 0 29 1.9

印刷物・その他 99 52.9 34 260 50 64.9 73 408 23 354 75 487 8 190 6 24.o 66 3ユ3 15 26.8 68 37.8 52 234 0 0 569 37∪

2・3年 後に提供
するト定がある 1 0.5 o 0 0 0 1 0.6 0 o 1 0.6 o 0 0 0 4 20 1 1.8 2 【.1 4 1.8 o 0 14 0.9

予定たし 85 4鼠5 95 725 26 33.8 !03 57.5 41 63.1 74 481 33 7息6 19 76.o 123 621 39 6皇6 104 57.8 160 721 0 0 902 59.5

合 計 187 1000 131 100.0 77 1000 179 100.0 65 1000 154 100.0 42 1000 25 10●0 198 1000 56 `OOO 180 100.0 222 100.⑰ o 0 L516 1000

句

機 関 別 で は,提 供 して い る割 合が 高 い のは 行政機 関(64.7%),経 済 団 体(83.4%),

情 報 セ ン ター ・研 究機 関(87.1%)の 公的 機 関,公 益 機 関 で あ るが,提 供 媒体 はほ とん ど 印

刷 物 ・そ の他 で あ る。 他 の機 関 は情 報 を提供 して い る割 合 は低 い。 オ ン ライ ンで情 報 を提供 し

て い る機 関 は 皆無 で あ り,行 政機 関,経 済 団体 が各1件 ず っ 電子 計算 機 可 読 媒体 で情 報 を提 供

して い る。

情 報分野 別 にみ る と,外 部提 供 してい る割合 の高 いのは 人 口(529%),農 林 水産(64.

9%),商 業 ・貿 易等(48.7%)の 分 野 で,他 の分野 は 提供 して い ない 割 合の 方 が 高い。

以 上 の結 果 よ り,調 査 統 計情 報 の外 部 提供 は主 と して 公 的機 関,公 益 機 関 の役 割 とされ るが,

提 供 の状況 は印 刷物 ・そ の 他 が 中心 で あ り,オ ン ライ ンシス テ ムを 含め た電 子計 算機 を利 用 し

た 提供 は今 後の 課題 とみ な され る。
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3.2今 後 利 用 し た い 調 査 統 計 情 報

現在 は利 用 して い ないが 今 後 利 用 した い情 報 を,機 関 別の 情 報名 と利 用 の 目的,希 望 す る入手 媒

体,利 用 したい地 域 区分 に つ いて 調 査 した。

(1)利 用希 望 情報

今後 利 用 した い情 報を 調査 対 象 機 関全 体 及 び機 関 別に み る と,以 下 の とお りで ある。

全 機 関 の今後 利 用 したい調 査 統 計 情 報 ニ ー ズの件数 は167件 で,そ の情 報 名 を ニ ー ズの高 い

順 に上位8値 あげ る と,地 域 経済 動 向(5.4%),工 業 立地 動 向(4.2%),設 備 投 資動 向(3.

0%),地 域 産業 連 関(3tO'%.1),.,'国 勢調 査(2.4%),機 械 受 注統 計(2.4%),特 定 サー ビ

ス産 業(2.4%),大 蔵景 気 予 測く2.4%)と なって い る。 しか し,こ れ ら以 外の情 報 ニ ー ズの

割 合 が,74.8%で あ る こ とか らわか るよ うに 情報 ニ ーズは 多様 で あ る。

機 関別 にみ ると,行 政 機 関(ニ ー ズ件 数32件)で は 国勢調 査,農 業動 態 調 査,工 業 立 地動 向,

地域 経済 動 向の情 報 ニ ー ズが 各2件(6.3%')あ る。 経済 団体(ニ ー ズ件 数20件)で は,商 業

統計,事 業 所統 計 の情 報!一 ズが 各2件(・0.・%)あ る.情 報 セ ン ター ・研 究機 関等(ニ ー ズ

件数13件)で は,工 業 立 地 動 向,地 域 産 業連 関,地 域 経済 動 向の 情報 ニ ー ズが 各2件(15.4

%)あ る。金 融機 関(二[ズ 件 数22件)で は,特 定 サ ー ビス産業,全 国銀 行主 要 勘定 の情 報 ニ

ー ズが 各2件(9 .1%)あ る。 地 場製 造業(ニ ーズ件 数14件)で は,職 業 紹 介統 計,機 械 受 注

統 計,通 関 統 計,設 備 投 資 動 向 な どの ニ ーズ があ る。 地 場 商 業(ニ ー ズ 件 数7件)で は ・

鹸 着 工 統 言+,家 計 調 査 な どの ニ ーズ が あ る.出 先 製 造 業(ニ ーズ 件 数51件)で1ま ・ 地.

域 経済 動 向(ニ ー ズ件 数5件,10.0%),工 業立 地動 向(ニ ー ズ件 数3件,6.0%),機 械受

注統計(ニ ーズ件数3件,6.0%)な どの ニー ズが ある。 出先 商業(ニ ー ズ件数10件)で は,

建築 着 工統計,電 燈電 力需 要 な どの情 報 ニ ーズが ある。
)

以上 の結 果 をみ る と,情 報ニ ー ズは多様 で あ る こ とが わか る。

(2)希 望 す る内容

今後 利 用 したい調 査 統計 情 報 ニ ー ズ167件 の 利用 の 目的,希 望 す る入手 媒体,利 用 したい地

域 区 分 の内 容は 表3-17に 示 す とk・りで あ る。

これ らの情報 ニ ーズ を利 用 の 目的,希 望 す る入 手 媒体,利 用 したい 地域 区分 に つ いて整 理す る。

① 利 用 の 目的

行 政機 関 で は,利 用 の 目的 は計 画 立 案 の ため と調査 ・分析 ・研 究 の た めに入 手 したい ケー ス

が 多 い。 経 済 団体 では,情 報 提 供 サ ー ビスのた め と調査 ・分析 のた めに 入 手 したい ケー スが 多

いが,指 導上 の 資料 と して 利 用 した い情 報 ニ ー ズ もい くつ か あ る。 情 報 セ ン ター ・研 究 機関 で

は,情 報提 供 サー ビ スのた め,調 査 ・分析 の ため お よび計 画 立案 の ため に入 手 した いケ ースが

多い。

金 融機 関 では,調 査 ・分 析 の た めに 入手 した い ケー スが 多 いが,業 務 推進 の た め の情 報 ニ ー

ズが い くつ か ある。 地場 製 造 業 で は,計 画 立案 のた めに 入手 したい ケニ スが 多い が・求 人の た

めに利 用 したというケ ースもある.地 場 鱗 では,調 立案 のために入手 した・・ケースが多い・跣 製 造
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・業 では,販 売等 の日常 業務 で使 用 するために入手 したい ケー スが 多 いが,諸 計画 立案 及 び景 況把

握 の た め に利用 した い ケー ス もか な りあ る。 出先 商 業 で は,販 売活 動 の ため に利 用 した い ケー

スが 多 い。

② 希 望 す る入手 媒 体

希 望 す る入手 媒 体 は,印 刷 物 に よる入手 を希 望す る ケー スが 多 いが,機 関 に よって違 いが あ

る。 行政 機 関 では,印 刷物 に よる入 手希 望 は約60%で ,フ ァ クシ ミ リ(約20%),電 子 計

算機 可読 媒体(約20%)に よる入 手 を希 望 す る ケ ー スが他 の機 関 に比 べて 多 い。 経済 団体 で

は,印 刷 物 に よる入手 を希 望 して い る。 情 報 セ ン ター ・研 究機 関 で は,印 刷 物 に よる入手 と あ

わ せ て オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よるデ ー タサ ー ビスを希 望 す るケ ー スが い くつ か あ る。金 融

機 関 では,印 刷 物 に よる入 手 を希 望 して い る。 地 場製 造 業 では,印 刷物 に よる入手 を希 望 す る

ケ ー スが 多 いが オ ン ライ ンに よる サ ー ビスを希 望 す るケ ー スが3件(約21%)あ る。 地場 商

業 で は,フ ァ クシ ミ リに よる入手 を希 望 す るケ ー スが1件(約14%)あ るの を除 いて 印刷 物

に よる入手 を希 望 して い るが,将 来 オ ン ライ ンに よ るサ ー ビス を希 望 す るケー スが1件 ある。

出先 製 造業 では ほ とんど が 印刷 物 に ょ り入手 した い と して い るが,オ ン ライ ンに よ るサ ー ビス

を希望 す るケ ー スが4件(約10%)あ る。 出 先商 業 では 印刷 物 によ る入手 を希 望 して い るが,

印刷 物 とオ ン ライン の併用 に よ る入 手 を希 望 す る ケ ースが1件(約10%)あ る。

オ ン ライ ンに よるサ ー ビスを希 望 す る 情 報 と し て は,通 産省 生産 動 態統 計 調査,工 業立 地

動 向調 査 特 定 サー ビス産 業 実態 調査,地 域産 業 連 関表, ,国 ・地 方公 共 団体 の 基 本方針 を示 す

もの,商 品市 場(分 野 別)の 予測 に関 す る もの,病 院 の施設(規 模)と 患 者 数 との関係 を示 す

情 報,地 域 別 ・商 品別 マー ケ ッ ト産 業 立地 調査,自 動車 登録 台 数,自 動 車輸 送 統計,景 気動 向

指 数,作 物 統 計,地 域情 報化 の指 標 等 に関 す る統 計 が あげ られ る。

③ 利 用 した い地域 区分

、利 用 した い地域 区分 は 情 報 ニ ー ズの内 容,利 用 の 目的 と も関 係 す るが,金 風 ブロ ッ ク,都

道 府 県,市 町 村 と多様 で あ る。 行 政機 関,経 済 団体 では全 国,市 町 村 の地 域 区分 が 多 いが 情報

セ ンター ・研 究機 関 では 中 国5県 の ケ ー スが 多 い。

金融 機 関 で は県,市 町村 を あげ た ケ ー スが多 い。

地場 製 造業,地 場 商 業 で は利 用 した い地域 区分 は情 報 ニ ー ズ ご とに多様 で ある。 出先 製造 業,

出 先商 業 で は 中国5県 の ケー スが 多 い。 これは 出先機 関 の ため担 当地域 が 指定 され てい るこ と

に よ る と思 われ る。

今後 利 用 したい調 査統 計 情 報 に 関す る以 上 の結 果 より,国 ・地 方公 共 団 体 とい う公 的機 関 の

情 報 サー ビスの あ り方 を知 る ことがで き る。
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表3-17 今 後 利 用 した い情 報 の 内 容(1)

ー

」
O
Φ

ー

機 関 名 調査 統計情報名又 はその内容 利 用 の 目 的 希 望 す る入 手 媒 体 利用 したい地域区分

行政機関 サー ビス産業 の実態 の わか る資料 景況把握等調査分析 ・研究のため 印刷物 ブロ ック県

国勢調査 高齢化の動向 報告書 全国 ・中国

各県の経済統計 業務参考資料 印刷物 中国地方(各 県)

民鉄輸送統計調査 計画立案 印刷物 全国

小売店 ・飲食店概況 計画立案 フ ロ ッ ピー 全国

サービス業関係事業所実態統計(商 業統計程度) 景況把握等調査 ・分析のため 国の機 関 ・県 プ ロ ブク(県 ・市 ・町 ・村)

消費動向調査 景況把握等調査分析研究 印刷物 中国5県

大蔵省景気予測調査 景況把握等調査分析研究 印刷物 中国5県

県別の総生産 販売 書籍 市町村

各種新技術の開発研究情報 と将来展望(見 通 し) 長期計画の進行管理等 印刷物 全国

企業の拡大計画 長期計画の進行管理等 印刷物 全国

サー ビス業 の実態 経済動向の把握
一 県

工業立地動向調査 本省及び他県への工業立地分析のため 磁気 テープ 県

交通利用実態 本県の総合交通体系の策定のため 磁 気 テー プ 県,広 域圏

産業連関表 産業連関分析のため
■

磁気 テー プ 県

各分野 ごとの長期的将来予測情報 総合計画,広 域計画の立案 印刷物 市町村

バ イオテ クノロジーの進展及 び導入 に関 す る情報 総合計画,広 域計画の立案 印刷物 市町村

農業動態調査 農業振興 電子計算機可読媒体 市町村

法人企業投資動向調査 地域経済の活性化 電子計算機可読媒体 市町村

地域経済動向調査 地域経済の活性化 電子計算機可読媒体 市町村

地域経済動向調査 地域経済動向の把握 印刷物 ブ ロフク(県 ・市)

地域活性化対策等の地域政策情報 各種施策の計画立案 フ ァ クシ ミ リ 市区町村圏域

市町村民所得推計 長期計画の策定 フ ァ ク シ ミ リ 市町村圏域

建築物の種類 ・数に関する統計 都市計画の立案 フ ァ ク シ ミ リ 市町村圏域

救急医療設備体制に関する情報. 救急医療対策 フ ァ ク シ ミリ 市町村圏域

企業の業種別立地動向 企業誘致のための基盤整備に利用 印刷物 ・フ ァクシ ミリ 全国

海洋開発 ・海洋利用関係状況調査情報 海洋情報文化都市作 りに向けての基礎資料 印刷物 全国

生鮮食料品流通量調査(野 菜,水 産物等) 流通団地整備計画立案' 印刷物 都道府県市町村

`・' 培
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今 後 利 用 したい情 報 の 内容(2)

機 関 名 調査統 計情報名 又はそ の内容' 利 用 の 目 的 希 望 す る入 手 媒 体 利用 したい地域区分

行政機関 農業動態調査 農業関係の諸計画立案策定の際の参考資料 印刷物 市町村

昭和60年 国勢調査 市行政の基礎 資料 印刷物 国勢調査区分

地域振興戦略情報 諸計画立案の参考' フ ァクシ ミリ ・印刷 物 市町村

経済団体 退職金 ・企業年金にっいての統計資料 一
一 印刷物 市町村 ・業種別

賃金情報(退 職金 を含む)w 情報提供サニ ビス 印刷物 全国～市町村

景気予測調査 諸計画立案 印刷物 全国～市町村

主要道路通行量 諸計画立案" 印刷物 市町村

全国貨物純流動 情報提供サー ビス景況把握 ・分析 一 市町村

商業実態基本調査 情報提供サービス景況把握 ・分析 一 市町村
.

工業実態基本調査 情報提 供サ ー ビス景況把 握 ・分析 一 市町村

設備投資動向 情報提 供 サー ビス景 況把握 ・分析 一 市町村

商業統計 調査 ・分析 印刷物 当管内

事業所統計 調査 ・分析 印刷物 当管内

国勢調査 調 査 ・分析 印刷物 当管内

労働生産性統計 地域の労働生産性向上のための比較資料 印刷物 ブ ロ ッ ク ・全 国

通関統計 県内企業の輸出入対策 印刷物 東南 アジア,中 国,欧 州,米 国

航空輸送統計調査 県内地場産業 ・先端産業への利用 印刷物 全国

地域産業連関表 効果的な産業育成のため 印刷物 県,ブoプ ク,全 国

観光客動態調査統計情報 地域観光対策 印刷物 県市町村

産業分類以下(各 項日別) 製造品目,販 売品目別の詳細な動向を探 るため 一 国,県

事業所統計 指導上の資料 印刷物 国,県'

工業統計調査 指導上の資料 印刷物 国,県

商業統計調査 指導上の資料 印刷物 国,県

商業動態統計調査 指導上の資料 印刷物 国,県

情 報 センタ

ー ・研究機

関

地域産業連関表 営業企画 一 中国

地域経済動向調査 営業企画 一 全国 ・中国

ウL■

貿易業態統計調査 情報 サ ー ビス' 印刷物 県内
L`一 「

中小企業景況調査 情 報 サ ーービス 寸 印刷物' 県内



一
〇
〇〇

今 後 利用 したい 情報 の 内容(3)

機 関 名 調査統計 情報名 又はそ の内容 利 用 の 目r的 希 望 す る入 手 媒体 利用 したい地域区分

情報 センタ

ー ・研究機

関

地域経済動向調査 情 報サー ビス 印刷物 県内

国際収支表 情報 サー ビス 印刷物 県内

通商産業省生産動態統計調査 調 査,計 画 印刷物 及 びデー タサー ビス 中国地方

工業立地動向調査 調 査,計 画 印刷物 及 びデー タサ ー ビス 中国地方

特定サービス産業実態統計 調 査,計 画 印刷物及 びデー タサ ー ビス 中国地方

地域産業連関表 調査,計 画 印刷物 及 びデー タサー ビス 中国地方

工業立地動向調査 統計分析 印刷物 中国地方県別工業地区別

人口動態調査 高齢化社会への対応策 印刷物 市町村

雇用動向調査 高齢化社会への対応策 印刷物 市町村

金融機関 中小企業景気動向 諸計画の立案及び景況把握 印刷物 市町村

設備投資動向 諸計画の立案及び景況把握 印刷物 市町村

地価公示価格 担保評価 ・不動産売買情報 印刷物 全国

地価実勢価格 担保評価 ・不動産売買情報 印刷物 全国

人口移動統計調査 景況把握等調査分析 印刷物 市町村

流通統計調査 景況把握等調査分析 印刷物 市町村

設備投資動向調査 景況把握等調査分析 印刷物 市町村

企業短期経済観測調査 景況把握等調査分析 印刷物 市町村

人口,労 働力,雇 用,就 職状況等に関する全国都道

府県別月次統計

地域 ・分 析 印刷物
闇

全国,都 道府県及び主要都市

企業金融関係の統計(法 人季報の地域版) 需資動向,金 融動向の把握 一 県単位

県民所得統計のQE及 び四半期分割計数 景気動向把握
一 県単位

サービス産業の景況を示す指標 景気動向把握 一 県単位

地域間の物流動向を示す統計 交通 ネ ッ トワー ク整 備の影響把握 一 県単位

、

地域別金融機関別主要勘定 統計資料 印刷物 県 ・市

地域開発計画 業務推進 印刷物 広島県内

都市再開発計画 業務推進 印刷物 広島県内

地域振興計画 業務推進 印刷物 広島県内

業種別生産出荷受注動向 企業調査 ・景況調査 印刷物 県別

商品市況及び市場占有率 企業調査 印刷物 県別

● '⑨
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今 後 利 用 した い 情報 の内 容(4)

機 関 名 調査統計情報名又 はそ の内容 利 用 の 目 的 希 望 す る入 手 媒 体 利用 したい地域区分

金融機関 諸金利情報 金利設定 印刷物 ブ ロ ック別

サー ビス産 業の実態が詳細 に分 る もの 調査分析研究のため 印刷物 全 国 ・ブ ロ ック

企業の資金運用調達内容が詳細迅速に分 るもの 調査分析研究のため 印刷物 全国

地場製造業 各県別公共投資予算 将来計画立案 印刷物 全国

産業別投資計画 将来計画立案 印刷物 全国

職業安定業務報告 統計分析処理 印刷物 県 ・市

業種別景気予測及び統計資料 事業計画立案 冊子 全国

開発関係 開発 フ ァ ク シ ミリ 全国

中国地方 の エネルギー統計 中国地方のエネルギー使用状況把握 印刷物 ブ ロ ック(管 内)

地域別輸出動向 中国地方の景況を把握する 印刷物 』 ブ ロッ ク(管 内)

国 ・地方公共団体の基本方針を示す もの 変化に対応 コ ン ピ ュ ー ター オ ン ラ イ ン 一

商品市場(分 野別)の 予測に関するもの 経営計画 コ ン ピ ュ ー ター オ ン ラ イ ン 一

病院の施設(規 模)と 愚老数との関係を示す情報 日常業務への利用 オ ンライ ン 都道府県又は市町村

機械統計月報
'物品 ご との生産 ■販 売台数

印刷物 メ ッ シ ュ

主要生活用品の保有状況
'

主要生活用品の保有状況' 印刷物 メ ッ シ ュ

新規学卒地域別就労統計 求人 印刷物 中国(広 島)

物価に関する情報(消 費者物価,卸 売物価,国 鉄 ・

私鉄運賃の予想 と実績,賃 金実績 ・予想等)

経営計画
一

印刷物 全国

地場商業 家計調査 計画立案分析 印刷物 県別

消費者物価 計画立案分析' 印刷物 管区

景気動向 計画立案分析 印刷物 県別

人口推移 計画立案分析 印刷物 市町村

建築着工統計 販売計画立案 7ァ ク シ ミ リ 西日本全域

大型店別月別売上集計 販売計画立案 印刷物 中国地方

地域 別 ・商品 別マー ケ ッ ト産業 立地 調査 産業立地調査 印刷物(将 来 オ ンライ ン) 市 町村 メッシ ュデー タ

出先製造業 地域産業連関表 営業企画 一 中国

'地域経済動向調査 営業企画' 一 全 国 ・中 国

通商産業省生産動態統計 景況把握 印刷物 中国地方,広 島県
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今後 利 用 したい情 報 の 内容(5)

機 関 名 調査統計情報 名又はそ の内容 利 用 の 目 的 希 望 す る入 手 媒 体 利用 したい地域区分

出先製造業 工業立地動向調査 景況把握 印刷物 中国地方,広 島県

機械受注統計調査 景況把握 印刷物 中国地方,広 島県

商業統計 景況把握 印刷物 中国地 方,広 島県

建築物県別階数別内訳(新 設 ・既設別) 景況需要分析等の把握 印刷物 県別

紙の品種別 ◆県別の卸売状況 販 売対策. 一 中国5県

OA機 器会 社別 シェア 計画立案 一 中国5県

中国地方管内概況 調査企画等の参考 印刷物 中国5県

中国地域通商産業統計年報 調査企画等の参考 印刷物
,

中国5県

鉄鋼商品需要家動向 新製品,新 分野開発 印刷物 全国

ハイテク産業 動向 新製品,新 分野 開発 、 印刷物 中国地域

ビールの販 売 ・消費情報 分析 ・把握 一 県

清涼飲料 の販 売 ・消費状 況 一 .分析 ・把握 一 県

工業統計調査 諸計画立案及び景況把握 印刷物 県別

機械受注統計調査 諸計画立案及び景況把握 一 印刷物 県別

建設工事統計 諸計画立案及び景況把握 一 印刷物 . 県別

地域経済動向調査 諸計画立案及び景況把握 印刷物 県別

建設工事統計 受注活動 印刷物 中国地区

主要国別経済指標 マ ー ケ テ ィ ン グ' 一 国別

住民基本台帳に基づく人口統計調査 販売資料 印刷物 中国5県

流通統計調査 販売 費科 料 印刷物 中国5県

工業立地動向調査 一 販売 資料 ソ 印刷物 中国5県

自動車登録台数 販売資料, オ ンライン 中国5県

自動車輸送統計

'

販売資料 オ ンライ ン 中国5県

石油製品需給動態統計 販売資料 印刷物 中国5県

商鉱工業石油等消費統計 一 販売資料 印刷物 中国5県

全国物価統計 販売 資料.一. 印刷物 中国5県

中国地区経済の諸指標(業 種別工業 出荷額等) 社 内研修... 印刷物 中国5県

中国地区公共事業の動向及び実績 社内研修, 印刷物 中国5県

、
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今後 利 用 したい 情 報 の 内容(6)

機 関 名 調査統計情報名 又はその内容 利 用 の 目 的 希 望 す る入手 媒 体 利用 したい地域区分

出先製造業 景気予測調査及び地域景況予測 販売予測 官報サ ー ビス 中国地区及び四国地区

賃金構造基本統計 賃金水準の対比
一 全国

新規企業進出及び設備投資状況 市場動向の調査 印刷物 広 島,山 口,島 根

鉱工業生産統計(市 町村 レベル) 市場動向の調査 印刷物 広 島,山 口,島 根

地域産業連関表 受注活動 印刷物 中国地方

景気動向指数 受注活動 印刷物 ・ 中国地方

地域産業動向調査 受注活動 印刷物 中国地方

バイオ産業動態調査 事業開発 印刷物 全国

機械受注統計調査 諸計画立案 印刷物 全国

景気動向指数 景況把握 オン ライ ン 全国

工業立地動向調査 製品販売拡大 印刷物 中四国九州北部

工業実態基本調査 ・ 製品販売拡大 印刷物 中四国九州北部

地域経済動向調査 製品販売拡大 印刷物 中四国九州北部

県内の各種情報 マ ー ケ テ ィ ン グ 印刷物 市町村別

作物統計 諸計画立案資料 オ ン ラ イ ン 全国

国勢調査 日常業務使用 印刷物 管区

流通統計 日常業務使用 印刷物 管区

消費動向調査 日常業務使用 印刷物 管区

地域経済動向調査 日常業務使用 印刷物 ・ 管区

出先商業 地元 中小企業 ベースア フプ賞与妥結 状況 子会社従業員向け支給額検討材料 印刷物 広 島,山 口,島 根県

地価図(公 示価格,路 線価格基準地価記入図) 取引上取得予定の担保土地評価 印刷物・ 広 島,山 ロ,島 根 県

住宅建設計画 販売拠点立地の検討,取 扱商品の販売PR 印刷物 広島県内各市町村

工業進出計画 取扱商品の販売PR 印刷物 広島県内各市町村

鉱工業生産指数 販売計画作成 印刷物 中国5県

商鉱工業石油等消費統計 販売計画作成 印刷物 中国5県

電灯電力需要月報 販売計画作成 印刷物 中国5県

電子部品及び電子機器の生産及び販売状況 販売活動
一 中国地区

主力工場の毎月製品生産状況 販売活動 一 中国地区

地域情報化の指標等に関する統計' 景気把握 ・電気設備の必要度等の調査研究 印刷物 及 びオ ン ライン 国及び地方公共団体



3.3調 査 統 計 情 報 及 び そ の 流 通 に 関 す る 全 般 的 な 問 題 点

調査 統 計情 報 及 びそ の 流通 に 関す る全 般 的 な問題 点 を機 関 別に と りま とめた もの を表3-18に

示 す。

問 題 点 と して指 摘 され た件 数 は 全 機 関 で,629件 で あ り,調 査 時 点 や公 表 時期が バ ラバ ラとい

う指摘 が131件(20.8%)で 最 も多 く,次 いで 統計 間 で デー タの 定義 が 異 な るが125件(1

9.9%),入 手 源 や 内 容 が よ くわか らないが95件(15.1%)と な ってい る。

これ を機 関 別 に み ると行 政機 関,経 済 団体 で は調査 時点 や 公表 時 期 が バ ラバ ラ と統 計 間 で デー タ

の定義 が異 な るを 問 題 点 の 上 位2つ に あ げ て お り,行 政 機 関 で は 次 に入手 源 や 内容 が よ くわか ら

ない(13.1%)を あ げ て い る の に対 し,経 済 団 体 で は欲 し↓・デ ー タが秘 匿(18、8%)を あ

げて い る。 情 報 セ ン ター ・研 究機 関 で は,統 計 間 デ ー タの定 義が 異 な る と入手 源 や内 容が よくわか

らない とい う指 摘が いず れ も18.8%で 一番 多 く,次 い で入 手 が 多機 関に わ た る(15.6%)こ と

を 問 題 点 と して 指 摘 して い る。 金 融 機 関 は,お お む ね 経済 団体 と同 じ指摘 を してい るが,入

手 費 用が 高 い(9.0%)と して い る 割 合 が 他 の 機 関 よ り も 高 い 。 民 間企 業 は 出先企 業 を除い て

類 似 した指摘 を して い る。 す なわ ち,第1の 問 題点 と して調 査 時 点 や公 表 時期 が バ ラバ ラを あげ,

次い で統 計 間 で デ ー タの 定 義 が異 な るを第2に,入 手 源 や 内容 が よ くわか らない を第3に あげて い

る。

出先企 業 では,入 手源 や内 容 が よ くわ か らな い(18.6%)を 第1の 問 題 点 と して あげ,調 査 時

点 や公 表 時期 が バ ラバ ラ,統 計 間 で デー タの定義 が異 な る,入 手 デ ー タをか な り加 工す る必 要 あ り

の3つ がそ れぞ れ15.3%の 割 合 で 次に 指摘 され て い る。

舟

表3-18調 査統計情報及びその流通に関する問題点

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団 体

情 報センター

・研 究 概 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答敵 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

① 鷺 鷲 や公踊 期が 40 2L9 17 21.3 4 125 16 205 15 27.8 10 21.7 18 153 11 289 131 208

統計間でデー タの定義②
が異 なる

43 23.5 16 200 6 188 13 167 13 24.1 9 19.6 18 153 7 18.4 125 19.9

③ 欲 しいデータが秘匿 19 10.4 15 18.8 4 125 12 154 5 9.3 4 a7 17 14.4 3 7.9 79 126

④全まζ議 ㌍励 21 11.5 9 11.3 3 94 10 128 7 130 6 131 18 153 4 10.5 78 124

⑤ 入手費用が高い 3 1.6 3 3.7 2 62 7 9.0 1 1.8 2 4.3 3 25 1 27 22 3.5

⑥ τ脇 再入力(時間 9 4.9 2 24 1 3.1 2 25 1 L8 0 0 5 4.2 0 0 20 3.2

⑦ 蕊 腰 容がよくわ 24 131 9 ll.3 6 18.8 9 1L5 10 18.5 9 196 22 186 6 15.8 95 15.1

⑧ ↑翻 饗1㌻ わたる 13 7ユ 6 7.5 5 15.6 8 103 0 0 4 8.7 8 6.8 4 105 48 7.6

⑨ その他 11 6.0 3 3.7 1 31 1 13 2 37 2 43 9 7.6 2 5.3 31 4.9

合 計 183 100.O 80 100.0 32 1000 78 100.0 54 100.0 46 100.0 ll8 1000 38 100.0 629 100.0
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●

3.4オ ン ラ イ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 調 査 統 計 情 報 の 流 通

オ ンライ ンネ ッ トワー クに関 す る意 識 を,関 心 の程 度,期 待 す る メ リッ ト,シ ス テ ム構 築 に際 し

留 意 す べ き点,参 加 意 識 につ い て調査 した 。

(1)関 心 の 程度

調査 統計 情 報 の 流 通の迅 速 化 を図 るた めに,関 係 機 関相 互が オ ン ライ ンで結 合 し,ネ ッ トワー

クを構 成 す る ことに つい て の関 心の 程 度 を ま とめ た もの を表3-19に 示 す。

"

表3-19オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク化 の 関心 の 程度

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団 体

情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答徴 構成比 回答数 構成比

① 関心がある 50 820 17 73L9 9 818 26 8⑨7 18 4LO 13 44.8 27 39.7 10 526 170 59.9

② 何ともいえない 11 18.0 6 26.1 1 9.1 2 69 13 2⑨5 12 41.4 25 36.8 6 3L6 76 2&8

③ 関心がない 0 0 0 0 0 0 1 34 13 295 4 138 16 235 3 15.8 37 130

④ その他 0 0 0 0 1 91 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 103

合 計 61 1000 23 1000 ll 100.0 29 10〔 ト0 44 100.0 29 100.0 68 1000 19 10α0 2841000

■

調 査 対象 機 関全体 でみ ると回答 数284件 で 関心 が ある と回答 した ものが170件(59 .9%)

と過 半数 を 占め てk・り,関 心 が 左 い と回答 した もの は37件(13.0%)で あ る。 この ことか ら,

調 査 統計 情 報 の 流通 の オ ン ライ ン ネ ッ ト,ワー ク化 に 関心 の高 い こ とが うかが え る。,

これ を機 関 別 に み る と,金 融 機関 が最 も関心 が 高 く回答数29件 中26件(89 .6%・)が 関心

が あ り,関 心 が な い とい う回答 は僅 かに1件(3.4%)で あ る。行 政機 関は 回答 数61件 中50

件(82.0%)が 関心 が あb,情 報 セ ン ター ・研 究機 関 の81.8%と と もに関心 が あ る割合 が過

半数 を 占め て い る。経 済 団 体 は 回答 数23件 中7割 以 上 の17件(73.9%)が 関心 が あ る と回

答 した。

これ に対 して 民 間企 業 で は,関 心 が あ る と回 答 した ものは40%台 で,地 場 製造 業 と出先製 造

業 では 関心 が ない と回答 した ものが20%台 あ り,他 の機 関 に比較 して オ ン ライ ンネ ッ トワー ク

化 に対 す る関 心 が低 い。 しか し,関 心 が ある と回答 した ものが50%以 上,何 ともいえ ない も含

め る と80%以 上 を 占め る ことか ら関 心 の高 さ が うかが え る。
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表3ご20オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー ク化 に期 待 す る メ リ ッ ト

回 答 項 目

1

行 政 機 関 経 済 団 体

情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 同額 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

① 難 入手の即時性'迅 47 331 18 295 11 407 28 48.3 28 50.0 !7 354 34 382 13 433 196 38.4

② 情報の正確性 15 10.6 6 9.8 5 18.5 3 5.2 2 3.6 9 188 10 112 5 16.7 55 1〔ト8

③ 辮 ㌶ 加工'離 21 14.8 7 lI.5 4 14.8 2 34 10 17.8 5 10.4 8 9.0 3 10.0 60 1[7

④ 大丑データの入手 1 0.7 1 1.6 0 0 3 52 1 1.8 0 0 1 L2 1 3.3 8 1.6

⑤ 多種データの入手 一 29 204 16 26.2 4 14.8 13 224 4 7.1 3 6.2 11 123 4 133 84 16.4

⑥ 継続的な情報入手 15 1α6 9 14.8 2 7.5
.
4 6.9 9 16.1 11 229 14 15.7 2 a7 66 129

⑦ 経費・労力の軽減 13 9.1 4 66 1 a7 5 86 2 3.6 3 63 10 lL2 2 6.7 ノ40

四

⑧ その他. 1 0.7 0 0 0 0 0 '0 0 0 0 0 1 12 0 0 2 0.4

合 計 142 100.0 61 1000 27 100.0 58 1000 56 1000 48 1000 89 100.0 ・30 100.0 511 1000

`(2)期 待 す るメ'リ
ッ ト'『'

オ ン ライ ンネ ッ トワー ク化 に期 待す る メ リッ トに つ いて ま とめ た もの を表3-20に 示 す。

回 答数 は511件 で あ る坑 これは 各 機 関 にfO・V'・て考 え られ る メ リッ トを2つ .L■内選 ぶ 方法 に
一一 より得 だ もの で あ

、る6調 査機 関 全 体 で み る と情 報 入手 の即 時性 ・迅 速 性 が196件(3&4%)

で 第1の メ リッ トどしてい る。 次い で 多種 デ ー タめ入手 が84件(16.4%),継 続 的 な情 報 の

入手(66.件,12,9%),情 報 の二 次加 工 ・高度 利 用が 可能(60件,11.7%),情 報の正

確 性(55件,10.8%)と 続 い てい る。.『 ・ ・ 、

・これ に対 して大 量 デ ー タの入手 は8件(1 .6%)と 少 な く・ また経 費 ・労 力 の軽 減 を期待 し

て い る件 数 は40件(7.8%)と 多 く左い こ とか ら,経 費 ・労 力の 軽減 につkが らな くと もオ ン

ライ ン ネッ トワ ー ク化 に よ り多種 類 の必 要 方 デ ー タだ けを継 続 的 に迅速 に入 手 して二 次加工 し,

高度 利 用 を図 る ことを期待 して い る よ うに思 わ れ る。

機 関 別に み る と,す べ て の機 関 で情 報 入 手 の即 時性 ・迅 速性 を期 待 す る メ リッ トの第1位 に あ

げ て い る。 特 に,地 場 製 造 業,金 融 機 関 は それぞ れ50.0%,48.3%と 高 い割合 で 第1位 に あ

げ て い る。 行 政機 関,経 済 団体,金 融機 関 では 多種 デー タの 入手 を 第2位 の期 待 するメ リッ トとし・

情 報 セ ン ター ・研 究機 関 では情 報 の正 確 性 を第2位 の期 待 す るメ リッ トと して い る。

民間 企業 では,地 場 企 業,出 先企 業,製 造業,商 業 の 違 い に よ り第2位 以 下 の 内容 が 異 な り,

オ ン ライ ン ネッ トワー ク化 に何 を期 待 して い るか が うか が われ るが,全 般的 には 製造 業 は継 続的

な情報 入手 を商 業 では 情 報 の正 確性 を期 待 す る メ リッ トとす る割合 が 比較 的 高 い。

(3)シ ステ ム構築 に際 し留意 すべ き点

オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる調査 統 計 情 報 の流 通 シ ステ ムを構 築 す る場 合 に留 意 す べ き点 を

●
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ま とめ た もの を表3-21に 示 す。

表3-21オ ン ライ ンネ ッ トワー クシ ステム構 築に 際 し留意 すべ き点

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団 体

情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答教 構成比 回答数 構成比 回答徴 構成比 回答数 構成比

① プライバシーの保護 41 3a1 7 13.5 1 4.5 11 229 24 436 17 395 27 3&7 7 36.8 135 305

② 経費・労力の分担方法 31 250 18 34.6 8 36.4 14 2⑨2 10 1&2 15 34.9 19 2a7 4 21.1
9119

268

安全性 ・信頼性の確保③
(障害発生)

36 .290 14 269 5 227 18 37.5 16 291 5

'

ll.6 23 2&8 6 31.6 123 278

既存の情報提供機関と④
の兼ねあい

14 11.3 13 25.0 7 31.8 5 10.4 4 τ3 6 14.0 10 125 2 lo.5 61 1a8

⑤ その他 2 輻6 0 0 1 4.6 0 0 1 L8 0 0 1 1.3 0 0 5 L1

合 計 124 10σ0 52 100.0 22 1000 48 100.0 55 1000 43 1000 80 100.0 19 1000 443 1000

亀

回 答数 は443件 で あ るが,こ れ は各 機 関 に おい て考 え られ る留 意 す べ き点 を2つ 以 内選 ぶ方

法 に よ り得 た もの で ある。 回答 項 目はそ の他 を除 いて4っ で あったが,調 査 対 象 機 関 全体 では プ

ライバ シーの保 護,・経 費 ダ労 力の 分担 方 法,安 全性 ・信 頼 性 の確保 の3っ の項 目が そ れぞ れ135

・件(・30 .5%),・119件(26.9%),123件C27.8%)と ほ ぼ近 い割 合 で 上 位 を,占めて

い る。,tt'-≠"

これ を機 関別 にみ る と,機 関 ご とに 多少 の違 い カミあ り,行 政機 関 では プ ラ イバ シ ーの保 護(33.,

1%),安 全性 ・信 頼性 の確 保(291b%),経 費 ・'労力 の分担 方法(25.0'%)の 順 で あるの

』 に対 し経 済 団体 では
,経 費 ・労 力 の分 担 方法(34.6%),安 全性 ・信 頼性 の確 保(26.9%)〆

既 存 の情 報提 供機 関 との兼 ね合 い(25.0%)の 順 に なって い る。 また情 報 セ ン ター ・研 究機 関

では経 費 ・労 力 の分 担 方法C36.4%)を,金 融機 関 で は安 全性 ・信 頼性 の 確保(37.5%)を ・

留 意 点 とす る割 合が 高 い。

一 方民 間企 業 で は地場 出先
,製 造 業,商 業 を問 わず,プ ライバ シーの保 護 を シ ス テム構 築 に

際 し,留 意 す べ き点 に して い る割合 が 一 番高 く,民 間企 業 に おけ る情 報 管理 の 重 要 性 が うかが わ

れ る6

この点,今 回 の調 査 は す でに 公表 され て い る調査 統計 情 報 を対象 と して い る ため,プ ライバ シ

ーの問 題 は 直接 生 じないが
,情 報提 供 側 に とって は,常 に留意 しなけ れ ば な らない 問題 で ある。

(4)参 加意 識

調 査 統計 情 報 の オ ンラ イ ンネ ッ トワー クが 実 現 した場合 の各 機 関の 参 加意 識 を ま とめた もの を

表3-22に 示 す。

全 機 関 の 回答数296件 の うち参 加 しない と回答 した もの は僅 か2件(0.7%)し か な く,参

加意 識 は高 い もの と思 われ るが,積 極 的 に参 加 す る と回答 した ものは27件(9.1%)で あり,
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残 りの267件 に つ いて は,条 件 に よ っては参 加 す る(121件,49.3%)と わ か らな い

(146件,49.3%)と な ってい る。

この こ とか ら,オ ン ラ イ ンネ ッ トワ ー クシ ステ ムが実 現 した場 合,参 加 した い と思 うが どん な

シス テ ムに な るか を確 か めて か ら したい と思 う気 持 ちが汲 み取 れ る。 従 って オ ンラ イ ンネ ッ トワ

ー クを構 築 す るに あ た ってそ の プ ロ トタイ プ をいか に構 築 す るかが 重要 な意味 を もつ。

も しオ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる調 査統計 情 報 の 流通 の プ ロ トタ イプが成 功 し,そ の有効 性

が認 め られれ ば,条 件 に よっ ては参 加 す る と回答 した機 関 の 多 くと,わ か らな い と回答 した機 関

のか な りが 参 加 し,全 体 と して より充 実 した シ ステ ムに な って い くで あろ う。 しか し,も しプ ロ

トタイ プで失敗 す る と条件 に よっては参 加 す る あ るい は わか らな い と回答 した機 関 の 多 くは参 加

を見合 わせ,シ ステ ムの 構 築 に要 す る労 力 に見合 うだけ の成 果 を得 る こ とが で きな くな る恐れが

あ る。 一度 期 待 を裏 切 る と なか なか信 用 の 回復 が で きな い ことか ら,プ ロ トタイプの 構想 には十

分 な検 討 をす る必 要 が あ る。

機 関 別 に参 加 意 識 をみ る と,積 極的 に参 加 す る と回 答 した割 合 の高 い のは情 報 セ ン ター ・研究

機 関(22.2%),行 政 機 関(12.6%),金 融機 関(9.4%)経 済 団体(8.8%)の 順 で,公

的機 関,公 益 機 関 の 方が 民 間企 業 より もど ち らか とい うと積 極 的 で ある。

●

●

表3-22オ ン ライ ンネ ッ トワー クへ の参 加 意識

回 答 項 目

行 政 機 関 経 済 団 体
情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 粟

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 粟 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

① 積極的に参加する ll 1&0 3 la1 4 364 3 1ρ8 2 6.4 1 4.0 3 56 0 0 27 1α8

② 条絹εよっでは参加する 29 47.6 15 652 3 272 9 321 14 452 9 36LO 17 321 8 47.1 104 41.8

③ 参加 しない. 0 0' o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 38 0 0 2 0.8

④ わから在い 」 21 34.4 5 2L7 一4 364 16 57■ 15 4&4 15 60.0 31 585 9 529 116 46.6

合 計 61 100.0 23 10α0 11 10(LO 28 10α0 31 1000 25 1000 53 1000 17 1000 249 10〔 ト0

3.5情 報 流 通 の た め の 調 査 統 計 情 報 流 通 デ ー タ ベ ー ス の 整 備

情 報 流通 の ため に整 備 す べ き調 査統 計情 報 を,デ ー タベ ー スの 整 備 の観 点 か ら,デ ータベ ー ス化

してほ しい調査 統 計情 報,デ ー タベ ー スの作 成機 関,デ ー タベ ー ス作 成 に際 し留 意す べ き点 につ い

て調 査 した。

(1)デ ー タベ ー ス化 して ほ しい調査 統 計情 報

デ ー タベ ー ス化 して ほ しい調 査統計 情 報 を情報 分 野 別,主 な情 報 別に取 りま とめた ものを表3

-23
,表3-24に 示 す。
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表3-23デ ー タベ ー ス化 して ほ しい調 査 統 計情 報(情 報 分 野 別)

回 答 項 目
人 口 労働 ・賃金 良 林 水 産 鉱 工 兵 違 股 商業・貿易等 運輸・通信

資 源 ・

エ ネ ル ギ ー

企業・経営 金融・財政 家8f・飽価 経 済 全 般 そ の 他 合 計

回答敏 飼成比 回答敷 購成比 回答敢 構成比 回答数 構成比 回答数 轍 回答骸 簡成比 回答敬 禽成比 回答敬 国旗比 回答骸 蹴 回答殻 檎皮比 回答敏 願 比 回答徴 口底比 回答叡 鰍 比 回答歌 間度比

① 全 国 5 4.0 9 132 1 23 19■ 134 o o 13 10.1 2 5.7 4 222 11 97 5 227 5 a5 11 ag 0 o 85 88

② ブ。・ク(管区) 0 0 4 59 0 0
P

6 4.3 5 86 4 31 3 a6 0 0 9 7.9 1 4.5 7 7.6 12 97 o 0 51 5.3

③ 都通府県 9 7.1 21 309 2 4.5 49 34.5 20 34.5 27 20.9 9 25.7 10 55.6 29 254 】0 4証6 33 363 59 47.6 0 0 278 2a6

④ 市町村 79 62? 31 456 32 727 58 40.8 27 466 67 51.9 17 486 4 222 47 41.2 5 227 43 47.3 37 29.8 0 o 447 46.o

⑤ メ ッシ ュ デ ー タ 31 24.6 2 z9 9 20.5 8 56 5 86 17 132 3 a6 0 o 16 1±0 , 4.5 3 3.3 5 4.o o 0 100 10.3

⑥ 国 別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 σ 1 0.8 0 0 0 o 0 o o 0 0 0 0 0 0 0 x 0.1

地域区分回答なし 2 1.6 1 1.5 0 o 2 1.4 1 1.7 0 01 28 0 0 2 1.8 o 0 0 0 0 0 0 9 o.9

合 計 126 100.④ 68 100.0 44 10α0 142 100.0 58 100.0 129 100,03S 10α0 18 100.O 114 100.0 22 100.0 91 100.0 124 10血0 0 o 971 ,000

表3-24デ ー タベ ー ス化 してほ しい 調査統 計情 報(主 な情 報別)

回 答 項 目
商 業統 計 工 秦 統 計 事業所統計 国 勢 調査

住民基本台領

に基づく

蔵2f現 査

建築着工統計 鉱工業指数

国民(県 民)

所 得 ぼ 計

自動車登録

台 徴

良 林 葉

センサス

商 藁動 態

統 計 口 蓋

酒P者

物 価 指 数

・

合 計

回答敷 構成比 回答敢 債成比 回答敵 御虞比 ③答数 蹴 回答数 蹴 回答散 構成比 回答敦 魔成比 回答敬 白鼠比 回答敬 轍 回答数 寵皮比 噸 構成比 回答数 ●成比 回答該 蜘 回答殻 殻 比
① 全 国 2 a7 4 6.4 2 37 2 38 1 26 ・0 0 5 156 0 0 2 &9 0 0 o 0 1 38 1 a8 20 3.8

② プ町 ク(管区) 0 o 1 L6 0 0 0 o o 0 3 ⑨4 2 62 工 31 3
「10

、4 5 17.3
.0 0

L
3 11.6 3 11.6 21 4.1

③ 榔道府県 5 6.8 7 1L1 7 127 1 L9 3 7.7 11 34.4 22 6息8 13 40.6 5 17.2 15 51.7 1 35 10 3a5 8
号o・8

108 20.9

④ 市町村 51 6&9 44 69.8 3258.2 38 7a, 20 5L3 17 531 3 9,416 50.0 16 ,5乱2 8 27.6 22 78.6 11 423 14 538 292 56.5

⑤ メ。 シ ュ'一 夕 16 21.6 7 U.1 13236 11 21.2 13 333 1 a1 0 02 巳3 2 ag 1 34 5 17.9 1 3.8 0 0 72 139

⑤ 国 別 o 0 o 0 00 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 o 0 o o 0 0■ 0 o

地域区分回答在し 0 0 0 0 11.8 o 0 2 5.1 0 o 0 00 9 1 34 o o O 0

'

0 0 0 0 '4 O.8

合 計 74 100.0 53 100.0 5510ao 52 100.0 39 1000 ・32 100.0 32 100032 100.O 29 100.0 29 100.0 28 100.0 26 100.0 26 XOα0 517 100.0

■

情 報分 野 別 に み る と,回 答 数971件 中鉱工 業分 野 くZ5調査 統計情 報 の デ ー タベ ー ス化 を希 望 す

る件 数 が一 番 多 く142件('14 .6%)で あ る。 以 下,商 業 ・貿 易等(f29件 ,^1'3:'3"・%),

人 口(126件 ・13・0%),経 済 全 般(124件,12.8%),企 業 ・経 営(r14件11,:・11.
'7%)と 続 き

,ζ の 上位5分 野 で合 計635件(65.4%)を 占め てい る。

また,地 域区 分 は市町 村 レベル を希 望 す る ケ ース が 多 く447件(46.0%')と 半数 に近 い。

次 いで都 道 府 県 レベ ル を希 望 す るケ ー スが278件(28 .6%)と な って いる。 上 位5分 野 で希

望 す る地 域 区 分 をみ ると・ 鉱 工 業 ではiEi町村 レベ ・レが40.8%,'者 随 府 県 レベ ・レが34.5%と ほ

ぼ 近 い割 合 で あ る。 商 業 ・貿易等 では 市町 村 レベル が51 .9%と 過半 数 を 占め て い る。 人 口分 野

で は市 町 村 レベ ル が62.7%と 過 半数 を 占め て い るが,メ ッシ ュデ ー タを希 望 す る割合 力s"24 .6

%で 第2位 と な って お り,他 の分 野 の それ に比 較 して割 合 が 高 い。 経済 全 般 で は,都 道 府 県47..6

%,市 町村29.8%で あ り,企 業 ・経営 では 市町 村41.2%,都 道府県 では25.4%と な って い

る。

一167一



次 に主 な情 報 別 にみ る と,商 業 統計 の デ ー タベ ー ス化 を希 望 す る件 数が 一番 多 く74件 あ り,

そ の地域 区分 は68.,9%が 市 町村 レベル を希 望 してい る。 次い で工 業 統計63件,事 業 所 統計

55件,国 勢 調 査52件 と続 き,こ れ らの調 査 統計 情 報 の デ ー タベ ー ス化 を希望 す る件数 は50

件 を越 え てtsり,調 査 対 象機 関(303件)の 約20%が デー タベ ー ス化 を希 望 して い る ことに

な る。 地 域 区分 はいず れ も市町 村 レベル を希 望 す る割合 が 過半 数 を越 え て い る。

以 上 の結 果 は,オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よ,る調 査統 計 情 報 の流 通の プ ロ トタ イ プを構 築 し,

成 功 させ る うえ で参 考 にす べ き内 容 を含ん でい る。

(2)デ ー タベ ー ス作 成 機 関

(1)で希 望 したデ ー タ ベー ス化 レてほ しい 調査 統 計 情 報 の デ ー タベ ー スを 作 成 す る と した ら・'

どの よ うな機 関 が作 成 し,提 供 す べ きか を調 査 した結 果 を表3-25に 示 す。

●

■

,表3-25デ 一 夕ベ ー ろ の 作 成 機 関

回 答 項 目

1,

行政 機 関 経 済団 体

情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

地 場 企 業 出 先 企'業 合 計

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

① 国6出 先機関' 24
.421

2 95 3 333 .6 2al 6 273 5 2α8 ・13 3LO 4 2&6 63 293

② 県 ll ,193 6 28.6 1 lu 8 3α8 4 182 4 16.7 7 1&7 2 14.3 43 20.0

③ 市町村
ぺ

2 35 1 48 o 0 1 a8 0 0 3 125 0 0 1 7.1 8 3.7

`

④ 情報提供サービス機関
`

3 ～3 7 3a3 0 0 7 26.9 7 31.8 6 25.0 9 214 2 14.3 41 191

⑤ 爾れぞ噸 計噸 17 29.8 4 1⑨0, 4 44.5 4 15.4 5 227 6 250 12 286 4 2&6 56 26.0

⑥ 利用者
0 0' 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 23 0 0 1 05

⑦ 『栖 他 一'` 吟_` 0 .1 4.8 1 1L1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7.1 3 14

合 計 57 100.0 21 10α0 9 100.0 26 1000 22 10α0 24 100.0 42 1000 14 1000 215 100.0

・回答 数24 ・4件中,62件(25.4%)が 国 の 出先機 関,61件(25.0%)が そ れ ぞ れ の統

計 作 成 機 関 と回 答 して い る。 次 いで情 報 提 供 サー ビス機 関(53件,・21、7%),県(50件,
も 　

20.5%)と な って い る。 調査 統 計情 報 の オ ンラ イ ン ネッ トワー ク化 の た めの デ ー タベ ー ス作成

に あた って の 国 ・県等 公 的機 関 の果 たす 役 割 が 重 大 で あ る こ とを示 して い る。

(3)デ ー タづ 一 ス作 成 に際 し留意 す べ き点

デ ー タベ ー スの作成 に際 し留 意 す べ き点 を ま とめ た もの を表3-26に 示 す。
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表3-26デ ー タベー ス作成 の 留 意点

.e

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団 体

情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

塑 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答散 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

① 夢馨編 店晒 なデー 8 14.3 2 95 1 11.1 1 39 2 8.4 1 4.6 5 ll.9 0 0 20 93

② 傷編 つ正確なデータ 33 5&9 10 47.6 6 6a7 18 6臥2 9 3τ5 9 40.9 21 5ρ0 7 50.0 ll3 528

③ 雀羅 講 一スとの 3 s4 1 4.8 1 11.1 1 39 2 &4 0 0 3 7.1 2 14.3 13 61

④ 利用の簡易性 6 10.7 2 95 0 ① 2 7」6 5 2σ8 5 227 7 16.7 3 21.5 30 14.0

⑤ 検索時間の短縮 2 3L6 1 4.8 0 0 0 0 1 4.1 3 136 2 4.8 1 71 10 47

⑥ 利用の安価性 4 7.1 5 238 1 U,1 4 15.4 5 20.8 3 136 3 7.1 1 71 26 1al

⑦ その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4.6 1 24 0 0 2 LO

合 計 56 100.0 21 1000 9 10α0 26 100.0 24 100.0 22 10〔LO 42 10《10 14 10〔LO 214 1000

回 答数254件 中過 半 数 の130件(51.2%)が 最新 か つ 正確 なデ ー タの利 用 を留意 点 に あ

げ て い る。 この ことは,オ ン ライ ンネ ッ トワー ク化 に よ り最 新 の デ ー タを利用 す る ことが で きる

よ うに な る こ とを期 待 して い る もの で,デ ー タベ ー ス を作 成 す る機 関 の デ ー タ更 新 とデー タの正

確 性 を保 証 す るこ との重 要性 を示 して い る。 これ らの こ とが 保証 され なけ れば デ ー タベ ー ス化 の

意 義 が薄 れ て しま うで あろ う。

機 関別 にみ る と,全 機 関 と も最 新 か つ正 確 なデ ー タの利 用 を 留意 す る割 合 が一 番 多 いがジ 特 に

金 融機 関(65.5%),行 政 機 関(54.5%)で は 過半 数 を越 えて い る。 留意 点 とす べ き項 目 で

次 に 割合 の 高か った のは 民 間企 業 では利 用 の簡 易性 で 約20%で あ る。、行政 機 関 も利用 の簡 易 性

を留意 点 と した ものが15.6%で2番 目に 多か ったが,経 済 団 体,金 融 機 関 で は利 用 の安 易性 を

留 意 点 と して い る割 合 が2番 目に 多 くな って い るbま.た,情 報 セ ンター ・研 究機 関 で は他 の デ ー

タベ ー ス との互 換性 の確 保が 第2の 留意 点 に な ってい る。

3.6コ ン ピ ュ ー タ 導 入 状 況 及 び オ ン ラ イ ン の 実 施 状 況 並 び に 計 画

調査 対 象機 関 の コン ピ ュー タの導 入状 況 及 び オ ン ライ ンの 実 施 状況 とオ ン ライ ン化 の計 画 につ い

て調査 した。

(1)コ ン ピュー タ導 入 の有 無

コン ピュー タの導 入 状 況 を ま とめ た もの を表3-27に 示 す。,'
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表3-27コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 状 況

行 政 機 関 経 済 団 体
情報センター

・研 究 機 関

1

金 融 機 関

民 間 企 業

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 莱 製 造 業 商 業

回答教 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答徴 構成比

① 導入している 44 71.0 14 637 5 45.4 28 96.6 47 95.9 27 93.2 66 930 18 94.7 249 85.3

② 討 てい綱 鞭 10 16.1 5 227 4 36.4 1 a4 0 0 1 34 4 5.6 o 0 25 8.5

③ 計画もなし 8 129 3 13.6 2 182 0 0 2 4.1 1 34 1 1.4 1 53 18 62

合 計 62 1000 22 100.0 11 100.0 29 10α0 49 100.0 29 100.0 71 1000 19 1000 292 100.0

■

,

コン ピュー タ導 入 の 有無 に 関す る回答 を した292件 の うち,249件(85.3%)が 導入 し

て い る と回答 しコ ン ピュー タの普及 率 が 極 めて 高 い ことを示 してい る。 これ に導 入 して い ないが

計 画 あ りを加 え ると98.3%と な り,も は や コン ピ ュー タ な しでは公 的機 関,公 益 機関,民 間企

業 を問 わず 業務 の遂 行 は考 え られ な い時代 とな って い る ことが うか が え る。

これ を機 関 別 にみ る と,普 及率 の最 も高 いの は金 融機 関 で,計 画 中 も含 め る と普 及率100%

とな って い る。 民間 企業 も90%以 上 が導 入 してtsb,計 画 中 も含 め る と168件 中158件 と

・な り普及 率 は94 .0%と な る。

これに対 して公 的 機関,公 益機 関 では導 入 して い る割合 が行 政 機 関71.0%,経 済 団 体63.7

'%
,情 報 セ ンター ・研 究 機 関45.4%と 民 間企業 に比 べて低 く,計 画 中 を含 め て も普及 率 は80

%台 で あ る。'

'・(2)オ ンラ イ ンの実 施 状況 及 び計 画

オ ンライ ンの実 施 状況 及 び計 画 につ いて 機 関 別 に ま とめた もの を表3-28に 示 す 。・・

ビ れ は,調 査 対 象機 関 に 調査 統 計 情 報 に限 らず 業務 情 報 まで オ ン ライ ンに よる情 報交 換 を行 っ

て い るか ど うか につ いて の 回 答 で あ り,実 施 して い る機 関 で複 数 回答 を可 と して い る。

全 機 関 でみ る と,実 施 して い な い機 関 は103件 で調 査票 提 出機 関数303件 の約1/3で あ

り,残 りの約2/3(200件)の う ち コ ゾ ピュー タを導 入す る計 画 の ない20件 を除 いて180

件が 何 らかの形 で オ ン ライ ン に よ る情 報交 換 を行 って い る もの と思 われ る。

これ は調 査対 象機 関の 約57.1%で あ り,通 信 制 御技 術 の進 歩 に よ リオ ン ラィ ン処 理 が すすん

で い る ことを うか が わせ る。 オ ン ライ ン処 理 が普 及 して い る ことば,'今 後 調査 統計 情 報 の 流通 を

オ ン ライ ン化 す る うえで 好 都合 で は あ るが,一 方,ま た利用 者 の 要求 レベ ル も高 く在 る こ とを オ

ン ライ ン ネ ッ トワー クを 構 築 す る うえで 留意 しな ければ な らな い。 オ ン ライ ンで情 報交換 を行 っ

て い る機 関 で の実施 状況 は本 店 と支店 間 で行 って い るケ ースが 一 番 多 く,次 いで支 店 と支店 間 で

行 って い る とな って い る。

機 関 別 にみ ると,金 融 機 関 が最 もオ ン ライ ン化 が 進ん で お り,次 いで 出 先企 業,地 場企 業 と民

間企 業で オ ン ライ ン化 が 進 ん で お り,公 的 機 関 は まだ これ か らの段 階 と言 え る。
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■

●

表3-28オ ン ライ ンの 実施 状 況及 び計 画

.

・

回 答 項 目
行 政 機 関 経 済 団 体

情報セジター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業 .

-

合 計地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 製 造 業 商 業
P

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

行 っている 14 226 3 13.0 6 54.5 26 86.7 31 60.8 17 54.8 60 78.9 16 84.2 173 57.1

行 っていない 39 629 17 74.0 4 364 3 1ρ0 17 333 ll 355 10 13.2 2 105 103 34.0

.

回答女し 9 14.5 3 lao 1 ⑨1
.

1 a3 3 5.9 3 9.7 6 7.9 1 5.3 27 89

合 計 62 100.0 23 100.0 ll 10α0 30 100.0 51 100.0 31 100.0 76 100.0 19 100.0 303 100.0

,

コ

回、 答 項 目

,

行 政 機 関 経 済 団 体
情報センター

・研 究 機 関
金 融 機 関

民 間 企 業

合 計

'

地 場 企 業 出 先 企 業

製 造 業 商 業 製 造 業 商 業

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

① 鵠 と支醐 で行って 10 1&2 0 0 2 200 26 531 19 30.2 13 37.1 56 51.8 15 57.7 141 3&5

② 鷺 と支店間で行って 1 L8 0 o 0 0 3 6.1 6 9.5 2 5.7 22 20.4 5 19.3 39 10.7

③ ㌍ 酬 社と行ってい 0 0 0 0 0 0 4 &2 0 0 2 5.7 3 28 2
F

7.7 11 aO

σ 警 馳 社と行ってい 0 o 0 0 o 0 5 1●2 8 12.7 3 86 5 4.6 2 7.7 23 6.3

⑤ 騨 芸三ビス機関と行 1 L8 1 5.0 4 40.0 8 163 8 127 0 0 6 5.6 0 0 28 :7,6

⑥ その他
. 6 10.9 2 100 0 0 0 0 6 9.5 3 8.6 7 6.5 0 0 田

`&6

:

① 現在構築中である 3 5.5 0 0 0 0 2 4.1 2 3.2 1 29 0 0 0 0.

. .8
22.

② 近い将来実施する予定 2 a6 2 100 2 20.0 0 o 4 6.3 4 11.4 4 3.7 1
よ1

38 19
・

5.2

③ 現在予定たし 32 5a2 15 7.5.0 2 200 1 20. 10 r5,9 7 2α0 5 4.6 1 38: 73
.

ig.9
}

合 計
.

55 10ρ0
L

20 100.0 10 100.0 49 1000 63 100.0 35 100.0 108 100.0 26 100.0 366 10α0
'.

{

…

,1.'1 《

,

3.7オ ンラ イ ンネ ッ トワー クによ る行政 情 報 流 通 シス テ ムの 構 築 に 関す る意 見
コ

'
・ 要 望 チ ・ ・.i

,

オ ン ライ ン ネ.ッ トワー クに よる行政 情 報 流通 シ ステ ムの構 築 に ついて 調 査 対象 機 関 か ら出 され た

意 見 ・要 望 をみ ると,オ ンラ イ ンネ ッ トワー クに よる調査 統計 情 報 の 流通 に よせ る各機 関 の期待 カミ
.

感 じ られ る。

一171一

'
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中 国地 域 に おけ 為 オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる行 政 情 報 流通 シ ステ ムの構 築 に関す る意 見 ・要 望

・行政 電話 と同 様 に各 行 政機 関 が 共用 し得 るデ ー タ通 信 回線 網 の 整備 を図 るべ きで ある。

・各統計 デ ー タは,原 デー タの利 用 よ り も専 ら加 工 デ ー タを解 析 に用 い る場合 が 多 く,従 って加 工 統計 の 汎 用性 或 いは他 の デー タベ

ー ス との互 換 性 を確保 す る こ どが要 求 され る。 また ,利 用 の平 易 さ簡 易 性 を疎 外 して い る膨 大 な数 の各 統計 情 報の 系統 整 理,啓 蒙

も必要 で ある。

・きめ細 か い情 報,二 次加 工が 可 能 左情 報,タ イム リーな情 報 の提供 を拾願 い したい。

・小 型 オ フ コ ンで 情 報検 索 が で き るよ うな システ ム の構 築 を'希望す る。

・ほ とん どの情 報 は 県 の行政 資料 室で 入手 して い るが,県 単 位 で必 要 と'するものの うち,時期 ・資 料 内容 について 統一 され てい ない場合

が ある。統 計 資料 につ いては,少 な くとも県 単位 での 調査 時期 及 び内 容 の統 一化 が 必要 で ある。

・調 査統計 情 報 の互 換 性の 確保 等 の ため三 関 係 者 に よる連 絡 会 議等 を設 け,実 務的 に 十 分話 レ合 うこ とが大 切 で ある。

・県段 階 に おけ る行 政情 報 の 利用 は,管 内各 市 町 村に 関 す る ものが 中心 を占め て い る。 ま た,市 町村 に あっ て は,大 字 単位 ・字単位

の もの が 必要 とな る。 従 って,中 国 地域 での 行 政情 報 シ ステ ム構 築 に当 た って は,こ の点 を十 分 踏 まえ て検 討 され るべ きで あ る。

・行 政 情報 流通 シ ス テ ムは,中 国地 域 のみ で な く全 国的 に ネ"ットワー ク化 され なけ れば効 果 が薄 い と思 われ る。

・今 や
,行 政 情 報は,従 来 の統計 的 デ ー タを含 めた行 政 施策 の面 に まで 広 げ た もの と しなけ れば,他 地 域 の 行政 情 報 を 当該 地方 公共

団 体 が利 用 す る こ とは 非常 に少 ない 。 「

・中 国地 方 の県 対比 をす る場 合 も迅速 に情 報が得 られ る ため,^中 国 地域 に おけ る オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる行 政 情報 流通 シ ステ

ムの構 築 には賛 成 で あ る。

・分 析 を進 めて い くと ど うして も小 さ い単 位 に まで 入 らざ る を得 な くな って くるが,ど の レベル ま で の ものが 入 力 され るか に より利

用 価値 が 大 き く左右 され る。

・経 費 もどの程 度 か か るかが は っ き り しない と参 加 不 参加 の判 断が つ きか ね る。

・まず,行 政情 報 流通 システ ムの 構 築 に関 す る情 報(各 県,各 希 町村 の現 況 と構 築 の 見通 レ等)が 欲 しい。

・近 年,市 町 村 に おい ては 地域 振興 を 目的 に し,'特 色 の ある行事,事 業 を行 うこ とが 多 くな って きた ので,行 政 を主 体 と して オ ンラ

イ ン ネ ッ トワー クシ ステ ムを確 立 し,市 民 に情 報 提供 を円滑 に 出来 る よ うに して い だだ きたい。

・現 在 ,市 が 利用 して い る調 査統 計情 報 は入 手 先,入 手期 間が ま ちま ちで,数 値 の拾 い出 し程 度 しか され て い ない。 今後,こ れ らの

情 報 を諸計 画立 案 に おけ る判 断材 料,行 政 運 営上 の資料 と して 十分 活 用 してい くた めに は,各 省庁,県 か らの 統 計 デ ー タを一 元化

し,そ れ に市独 自に 収集 した情 報 を加 え,総 合 的 な情 報 シ ステ ムに しなけ れば な らない。 現在検 討 され て い るオ ン ライ ンネ ッ トワ

●
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中 国地域 に お け る オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる行政 情 報 流通 シ ス テムの構 築 に関 す る意 見 ・要 望

一クによる行 政情 報流 通 シ ステ ムは市 が この よ うな総 合 的 な情 報 シ ステ ムを構 築 す る上 でそ の ベ ー ス とな る もの と して大 いに期 待 で

きると思 う。将来 的 には 地 図情 報 と一 体化 し出来 る限 り細 か い メ ッシ ュ単位 での情 報 を入手 した い。

・各地 方 自治 体 の地 域 政 策の 最 新 情報 を部 門別 にデ 一 夕 ベLス 化 して い た だ きたい
。

・公共 性 を帯 び るもので,地 方自治 体の 経 費 負担 を軽減 して い ただ きたい。

・検 索 に要 す る時間 を短 縮 す る.とと もに検 索可 能 な時間帯 を長 く して いた だ きた い。,

・高度 情 報化 時代 に対応 すべ き都 市機 能 φ 整備 につ.いて,行 政 ・民 間が協 力 して研 究 しているととろです。 地 域間 に情 報格 差 が生 じな

い よ う国家 機 関 に よる情 報 流 通 シス テ ムリ構 築 を期 待'します。

・将 来
,行 政 情 報 は複 雑 かつ 多様化 す る た め オ ンライ ンネ ッ トワー クに よ る流 通 シ ステ ムは,必 然 不可 欠の もの とな って い ます。 そ

れ故,国,県 の段 階 で の デ ー タベ ー スの作 成
1提供 を一機 関 で ま とめて欲 しい と思 い ます 。

・い わ ゆ る行 政 情 報の範 膨 「おける調査 統計 情 報三ーズは・ 公私を問わず多 岐 多様 広範 に渡 り・ 一 方 そ う した需 要 を満 たす 供給 の手 段た

る情 報提 供 の シ ステ ム化 は著 し ぐ立 ち遅 れ て い、る。 近年,広 島県(情 報統計 課)が 研 究推 進 せ ん とす る統計情 報 シス テム構 想 に見

られ る地方 自治 体 レベ ル の将来 展 望 と実状 を よく把 握 さ れ,協 議 提携 さ れて,速 やか なる効 率 的実 現 に努 め られ た い。

・行政 の効率化 ,総 合 化を進め るとともに個 別 ヒ,多 様 化 した 国民 の行 政情 報 ニ ーズ に対 応 で きる行 政 情 報 の総 合 的,中 核 的機 能 を持

つ 行政 情報 セ ン ター を 各県 に殺 置す る と と もに,.地 域 に お いて は,地 域 行 政 情報 コー ナ ニ を設 置 す る必要 が あ る。 また,高 度 情報

化 の現 状把 握,ニ ュー メデ ィアの導 入 及 び利 活用 の検 討,二 三ー メデ ィアめ将 来 展 望 等 につ いて,各 県,各 地域 が,研 究会 等 を設

置 して検 討 して い るが,今 後一 層 ¢!内容 充 実 が 必要 で あ る6

・良 質 かつ安 価 に情 報提 供 苛 能 な行政 デ三夕ベ「スセンタニの設 置(中 国 管 内で は 広 島 に設 置)

・各 種統計 にっ いて は,市 行 政 各般 の 科学 的 根 拠 と して 多 く取 り入れ が 進み,こ の面 で の需 要 が増 加 している。また,市 行政 の一 つ の

側面である情報提供サ丁ビスが増加 しそρ提供 を求める市民から多様化 しており♪その中身も小地域化 しているのが実態である。

当市 は,テ レ トピアの 認可 を受 け,キ ャ プテ ンシ ステ ムCATVとVANな どの情 報網 の 整 備 が進 み つ っ あ る現状 に あ り,ゆ くゆ

く.は・各硫 計のだ:ト ブ 批 が図られパ 疵 思われる力鴻 時点での噸 は;そ の・ス トにあり・よ り一層低価 でもうて

行 政情 報 シス テ ムサ ー ビスを行 う こ とが求 め られ る と思 う。

・成 長性 の高 い産業 構 造 の定 着 を図 るたあ に工 業 の後 進県 ・市 で ある当地 方 は,ぜ ひ情 報流 通 シ ステ ムが 必要であるので,国 と して も,
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機 関

中国 地域 に おけ るオ ン ライ'ンネ ヅ トワー クに よる 行 政情 報 流 通 システ ムの 構 築 に 関す る意 見 ・要 望 ・

ぜ ひ 山陰地 方 に も 目を向 け てほ しい。

.中 小企業事業団をはじめ,各 地情搬 ンダ(岡 山県に鋤 ては(財)岡 山県中・j・企業研修情報センター)等 との緊舷 連携のも

とに擁 した繍 髄 システ構 築の縫 を卵 と÷もに二・一・方 アコミ・ニテ・鯨 難 路 う繊 麟 繍 センター緬

の早 期実 現 を期 した い。

・必 要 だ と思 う。 しか し,情 報 の 内容,検 索 時間,利 用 の簡 易性,利 用 テ ス ト,機 種 の互 換 性 など解 決 しな けれ ば な らな い点 もあ る。

ま た,利 用度 を高 め る た めに は,利 用 者 ニ ー ズ を と らえ た豊富 な加工 情 報 の蓄 積 が 大切 だ と思 う。

・本県 の場 合 は,情 報過 疎 県 で も あ るの で,オ ンライ ン化 に よる情 報収 集 が 可 能 となれ ば大 変参 考 に な る と思 われ.る。

・本県 経済 は 全 国 の1%経 済 と言 わ れ る よ うに,全 国 ベ ース のデ ータ に お いて は,小 さ左数 値 で しか 表 わ されず,本 当 に必要 なデー

タが 入手 しに くい の が現 状 で あ る。 地 域 の実 情 を十 分 考慮 され,地 域 の ため に な る シ ステ ムの 構築 を図 られ たい。 ま た,経 費 にっ

いて も,地 域 性 等 を考慮 され たい。

・民 間企 業(た とえばNEED-TS) ,では,す で に統 計 デ ータベースのサービスを行 う一方,国 関係 では各省庁関 係機 関でデータベー1(た

とえば,JOIS,pATOLIS,SMIRS)の オ ン ライ ンサ ー ビスが実 施 され る一 方 新 しい計 画 も多 い。 ま た,各 県 の 中

小企 業 情 報 セ ンター では ホ ス トコン ピ ュー タを導 入 して の全 国 ・地域 の情 報 ネ ッ トワー クづ く りが 進行 中で あ る。 これ らとの整合

性,有 機 的連 携 の もと に進 め る ことが 必要 であ る。

・当面,統 計 デ ー タや行 政 情報 につ い ての ク リア リン グサ ー ビ スが 求 め ら'れる。

●県 内 の景 況把 握 に統 計 資 料を 利 用 して お り,県 内経済 指 標 は県 発 表分 を使 って い るの で当 面 支障 は な いが,他 県 指標 と比 較 す るこ

とに よ って さらに 明確 とな るため 期待 して い る。

・各 県独 自の デ ー タベ ー スを構 築 し,相 互 に デー タ検 索 で き る よ うな 各県 の体 制 づ く り とそ の ネ ッ トワ ー ク化 が急 が れ る。

・当 セ ン ターで は研 究事 業,相 談 事 業 の ウ ェイ トが 高 ぐ調 査 事業 も行 って い るが,規 模 の面 か ら統 計 情 報 を活 用 し分 析 して い くとこ

ろ まで行 って い ない。

・基 本 的 な考 え方 と して は,情 報 ネ ッ トワー ク構 築の 意義 は 大 きい もの と考 え て お ります 。 .

●
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中 国地 域 に おけ る オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よ る行 政 情報 流 通 シ ステ ムの構 築 に 関す る意 見 ・要 望

・多様 な情 報 が迅 速 ・正 確 ・低 廉 に入手 で きる よ うに なれ ば これほ ど結構 な こ とは ない
。 利 用 者側 の 費用 負 担 ・情 報提 供 者 の労 働負

担 ・シ ステ ムにの せ る情 報 の範 囲 ・セキ ュ リテ ィ対 策等 難 しい面 も多 いが真 剣 に検 討 す る価 値 が あ る。

・た だ
,さ らに全 国に おけ る行政 情 報 流通 シ ステ ム を整 備 して,中 国地 方 の もの と併 用 で き る よ うに すれ ば,地 域 の 特質 を浮 き彫 り

にす る ことが で きる よ うに な り,さ らに利 便性 が 高 ま る のでは ない か。

・国の機 関及 び県 等 の情 報が 情 報 サ ー ビス機 関 に一体 化 され
,迅 速 かつ 密 着 した 各種 の情 報 を得 られ るこ とを要 望 します。 ま た,中

小企 業 の 動 向 に対 す る情 報 が や や不足 して い ると思 われ,こ の面 の充実 をお願 い します。

・システ ムの構 築 に当 っ ては
,そ の活 用 の糸 口 と して,ど こか らどの よう なデー タが 得 られ る のか,ユ ーザ ーが 具 体的 に知 り得 る工

夫 をお願 い した い 。(情 報 名の み で は,そ の情 報深 度,区 分 等 が わ か りに くい)

・ネッ トワー クの参 加者 や
,参 加 者が 検 索 で き るデー タについ て極 力,民 間企 業や 一 般 市民 に も開放 し,』情 報公 開 の実 を あげ る こと。

そ のた めに は適 宜 の場 所 に デ モ用 の端 末 機 を設 置 す るな ど,一 般 の利用 促 進 を図 って い ただ きた い。

・調 査統 計情 報 を利 用す る場 合
,利 用者 と して一 番 困 るのは関 連 す る統計 間で デー タの定義 が 異 な る ことです 。 そ の ため,統 計 情 報

が あって も地 域 別 ・時 系列 に比較 しに くい面が あ ります 。そ の あた りを何 らか の方 法 で統 一 して い ただ け れば と思 い ます。

・地域 図書 館 な ど他 の情 報 ネ ッ トワー ク との 接続 並 びに利 用 デ ー タの最 小地 域 区分 が
,市 町村 まで な けれ ば利 用 価 値が 半 減 す る。 で

きるだけ メ ッ シ ュデ ー タ化 が必 要 で あ る。

・現 在 ,多 くの統計 調査 資料 が地域 区分 に よって 分 類項 目等 で不一 致 な点が 多 く,比 較利 用 の しに くい感 を持 って お ります。企 画調

査 担 当部 門 では,こ う した デ ー タの ス トック面 で も検 索 に時間 が か か る など悩 み を持 って お り,'行 政 情報 流通 シ ステ ムの構 築 に期

待 をい た します。

・当社 は縮小 方 向に 向 か って お り
,統 計 情 報 もほ とん ど使 用 して拾 らない状 況 に あ り,今 後 も必要 は ない が と思 っ て い ま す 。 従 っ

て 現 在使 用 中の コン ピュ ー タにつ い て のみ の記載 に とどめ ま した の で ご了承 願 い ます 。

・中国地 域 に おけ るオ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる行政 情 報流 通 シ ステ ムの構 築 に関 して
,窓 口の一 本 化(複 数 の省 庁 が総 合 シ ステ

ム と して 構 築 して ほ しい。)及 び経 費負 担 の 少 ない ものに して ほ しい。

・既 存 の情 報提 供機 関 を含 め た総 合 的情 報 流 通 シス テ ムの構築 が 望 ま しい。

・情 報 の二 次加 工 ・高度 利用 が送 られ て くる端 末 機 で 直 にそ きる よ うな シ ステ ムで あれ ば メ リッ トは大 きい と考 え る。

・調 査統 計 情 報一 覧 中種 々の数 値 を利 用 して い ます が
,い ずれ も関連 月刊 紙 掲 載 分 を利 用 して お り,さ ほ ど当社 は 迅速 性 は要 求 され



」
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てい ない の が現 状 です 。

・税 務上 の 本社 は,徳 山ですが,ブ レーン上は東 京 が行 って お り,徳 山で は社 内 デー タを取 り扱 う ことが ほ とん どです。

・当社 の統計 デ ー タは全 国 単位 が 多い の で,ロ ー カル デ ー タを含 んだ全 国 デ ー タネ ッ トワー ク を希 望 します。

・調 査統 計 が種 々の調 査 機 関 で行 われ る こ とは 当然 です が,現 実 に これ らの情 報 の利 用 は,業 種 ・企 業 規模 で 異 な る と思 い ます。従

って,県 または これ に変 わ る提 供 機 関が 各 種 情報 を利 用 分野,地 域 別 に収集 し,パ ッケ ー ジ方 式で 選択 利用 で き る よ うにす れば比

較 的安 値 と考 え ます。

・情 報 の入手 か ら分析 まで 確 か に時 間 的 ロス を きた して い ます。 オ ンライ ンネ ッ トワ ー クシ ス テ ムが 確 立 す れ ば(現 在 十 分理 解 して

い るわ けで は あ りません が)内 容 的 に も数 段 質 の 良 い もの で か つ迅 速 に な ります。 現 在 で は入 手 デ ー タを加 工 した り,ア レン ジす

る ことに相 当 な時 間 を費 や して い ます。 い ろい ろ な不利 不 便 が解 消 され る よ う期 待 して い ます。

・中国 地域 活 性化 の た め,シ ス テムの 早 期 実 現 を推 進 して 下 さい。

・原則 的 に は賛 成 で あ るが,知 りた い情 報 の範 囲 が総 論 的 で あ り,実 際 に使 え る シ ステ ム を構築 す る労 力,費 用が 大 き くな りが ちで

あ り,中 国地域 で ペ イす る シ ステ ムに す る のは 難 しい ので は ない か。

・オ ン ライ ンネ ッ トワー ク シス テムが 構築 され れ ば,情 報量 の飛 躍 的 な伸 び と と もに利 用 の安 易化 等 利点 は計 りしれ ない。 しか し,

この際一 番 気 に か か るのは プ ライ バ シ ーの保 護 の 問題 で ある。 この点 に万 全 の 配慮 が な され る よ うと くに要 望 します。

・中国地域 に限 らず ,海 外 ・国 内 も含 め た 業種 別(出 来 るだ け細 か い方 が よい)実 績 と今 後 の趨 勢 が ほ しい。

・統計 を作 成 す るデ ー タの定 義 を た とえばJIS等 の定 義 に あっkも の と した方 が世 間一 般 の共 通 の もの とな り,よ り使 い易 い し,

各企 業 もJISコ ー ド等 を有 効 に 活用 で き る。

・産官 学 の協 調,地 域 社会 の特 性 に あっ た情 報 サ ー ビス,正 確 で早 い 情報,利 用者 の 立場 に な って,一 番 使 い易 い デ ー タベ ー スの構

築 を お願 い した い。

・現在 各種 デ ー タは東 京 に て集 中収集 され て お り,ま す ます 東京 集 中の感 が 強 い。 中国 地域 の 独 自性 を持 たす のか,全 国規模 の デー

タの内 の一 部(中 国地域 分)を 抽 出 させることとす るのかで 利用 方 法 も異 な る こ と とな る。 各 種 デ ー タが 交錯 しない よ う目的 を明確

に した範 囲 内 で(限 定 され た範 囲 内 で)の デ ー タシ ス テム をつ くって ほ しい と思 い ます。

・情報 の ア ウ トプ ッ トに あた って,利 用者 が簡 易 な端末 操作 に より加 工処 理,即 時処 理が 行 え る シス テ ムを 要 望 します。

`



4.ま と め 一 今 後 の 方 向 と課 題 一

今 回 の 「中 国地域 に おけ る行政 情 報 流通 調査 」 で は,情 報流 通 の効率 化 ・迅速 化,地 域 機 関 に お

け る コ ン ピュー タの効 率 利 用及 び地域 に おけ る情 報化 の促 進 を図 るための 情 報 流通 シ ス テムの ビジ

ョン を作 成 す る基礎 資料 を得 るため に,

(1)調 査 統 計情 報 の利 用状 況

(2)調 査 統 計情 報 の利 用上 の問題 点

(3)今 後 利用 した い調 査 統 計 情 報

(4)オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる調査 統計 情報 の流 通

(5)オ ンラ イ ンネ ッ トワー クの メ リ ッ ト

(6)オ ンラ イ ンネ ッ トワー クの問 題点

(7)オ ンラ イ ンネ ッ トワー クへ の参加 意識

等 を ア ンケ ー ト方 式 で 調査 した。 そ の結果 は 前章 で示 した とお りであ るが,こ れ らか ら以下 の知 見

を得 る こ とが で きる。

4.1調 査 の ま と め

(1)現 在 利用 して い る調 査統 計 情 報 の特 徴

調査 表 を提 出 した303の 機 関が 利 用 頻度 の高 い 調査 統計 情報 と して 回答 した件数 は 合計

2,967件 で あった。 回 答数 を一 機 関最大10件 に制限 して い るので,こ れ は一 機 関平 均9.8件 の

利 用 頻 度 の高 い調 査 統 計情 報 で あ る こ とを意 味 し,中 国地域 の行 政機 関,経 済 団 体,情 報 セ ン タ

ー ・研 究機 関
,金 融 機 関,民 間 企業 が 日常 の業 務 に調査 統計 情 報 を利 用 して い る こ とを表 わ して

い る(表3-1)。 しか し,そ れ らの調査 統 計情 報 は ほ とん ど印 刷物(93 .1%)の 形 で 入手 さ

れ て お り,オ ン ライ ン シ ステ ムで入 手 さ れて い る ものは0.2%と 皆無 に近 い(表3-5)。 この

ことか ら情報 流 通 の 迅 速化 ・効 率化 を図 るため の オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク シ ステ ムの構 築 は重 要

な役 割 を果 たす もの と予想 され る。

利 用頻 度 の高 い 調査 統 計 情 報 は機 関 ご とに特 徴 を もって い て,全 体 と して は極 めて 多 様 で あ る

(図3-1～ 図3-8)。 また,利 用地域 区分 も全 国 レベ ル,都 道府 県 レベル,市 町 村 レベル と

多様 で あ る(表3-7,表3-8)。 従 って,ど の情 報分 野 の どの利 用 区域 区分 か らデー タベ ー

スを整 備 して いけ ば よいか を慎 重 に検 討 す る必 要が あろ う。

(2)調 査 統計 情 報入 手 ・利 用上 の問 題 点

(1)で述べ た よ うに,中 国 地域 のす べて の機 関が調査 統計 情 報 を利 用 して い るが,そ の 入手 ・利

用上 の問題 点 の第1に 公 開 時期 が 遅 い こ とを挙 げ て い る(表3-13)。 これ は,印 刷物 に よ り,

調査 統計 情 報 を入手 して い る こ とに起 因 す る もの と思 わ れ る。 必要 な情報 が 印 刷物 と して利用 者

の手 に渡 る まで には 相 当 な期 間 を要 す る。 そ のた め利用 者 が 必 要 な情報 を入 手 して もす でに陳 腐

化 して情 報 と して の価 値が 少 な くな る ことが考 え られ る。 この問題 を解 決 す るた めに は,オ ン ラ
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イ ン ネ'ットワー ク シス テム に よ り情 報 流通 を迅 速化 ・効率 化 す るこ とが 必 要 で あ る。

問題 点 の第2,第3に,「 調査 項 目がkい,分 類項 目が大 きす ぎる」 と 「地域 区 分 が大 きす ぎ

る」が 挙 げ られ て い る こ とに も留意 しなけれ ば な らな い。 せ っか くオ ンライ ン化 して も,欲 しい

情 報が 手 に入 らな けれ ば利 用 さ れ な い恐れ が あ る。

(3)今 後 利用 したい調 査統 計 情 報

今 回の ア ンケー ト調 査 で は,利 用頻 度 が高 い と思 われ る調査 統計 情 報 と して 代表 的 な ものを12

分 野,83種 類示 した(表2-2)と ころ,今 後利 用 したい調査 統 計 情 報 と して 回答 され たのは,

167件 で あった(図2-9,表3-17)。 そ れ らの調 査統 計 情 報 は極 め て 多様 で あb,当 面

オ ン ライ ンネ ッ トワー クシ ステ ムに よ る情 報 流通 の対 象 とす る必 要 は な い よ うに思 われ る。

(4)オ ン ライ ンネ ヅ トワー クに よる調査 統計 情報 の流通 、

オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よ る調査 統 計情 報の 流通 に 関心 が ある と回答 した機 関 が 過半数(59.

9%)を 占め た(表3-19)の は,す べて の機 関が何 らかの調 査 統計 情 報 を利 用 して い る こと,

そ の入 手 を印 刷物 に依 存 して い るため,必 要 な情 報 を迅 速 に入手 す るこ とが で きず,公 開 時期が

遅 い とい う不満 を持 って い る こ と,コ ン ピュー タ と通 信 技術 の進歩 に よ り各 機 関 と もオ ンライ ン

ネ ッ トワー クに よる情報 流 通 の実績 を持 ってい る ことに起 因 す る もの と考 え られ る。 しか し,一

方 で26.8%の 機 関は何 と も言 え ない と回答 して いて,オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに よる情 報流 通

に一抹 の疑 問 を もって い る こ と も うかが え る。 関心 が ない と回 答 した機 関は13.0%に す ぎない

か ら,全 体 と しては オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる情報 流 通 に強 い 関心 を持 って い るが,一 方 で

一 抹 の疑 問 を持 って い る よ うに思 わ れ る。

そ の疑 問 を取 り除 くには,利 用 者 の ニ ーズ に合 った情 報 を満 足 の い く形 で提 供 し うる オ ンライ

ンネ ッ トワー クシ ステ・ムを構 築 し,実 績 を あげ て い くほか ない。

(5)オ ン ライ ンネ ッ トワー クの メ リッ ト

オ ン ライ ンネ ッ トワー クのメ リッ トの第1に 情報 入手 の即時 性 ・迅速 性 を挙 げ てい る(表3-

20)の は,上 述 の よ うに情報 の入 手 を 印刷物 に依存 してい るた め、「公 開時 期 が遅 い」 とい う不

満 を持 って い る ことに よる もの と考 え られ る。 オ ン ライ ンネ ッ トワー ク化 に より,情 報 入 手 の即

時性 ・迅 速 性 が期 待 さ れ るが,そ の ため に は デー タベ ー スの整 備 と更 新 及 び デー タ検 索 の容易 さ

が 重要 な意 味 を持 ち,今 後 の検 討 課 題 の1つ と言 え る。

メ リッ トの第2に 多 種 デ ー タの 入手 が あげ られ て い る。 これ は,各 機 関 と も利 用頻 度 の高 い調

査 統計 情報 が 多数 あ る こ とか らそ れ らの情 報 をオ ンライ ン化 す る こ とを期待 して い る もの と思 わ

れ る。

しか し,利 用頻 度 の 高 い情 報 は 多様 で あ る ことか ら,こ の期 待 を 十分 満 足 させ る よ うな デー タ

ベ ー スの整 備 が で きる まで には か な りの時 間 を要 す る もの と思 わ れ る。 こ の期 待 を満 足 させ るた

めには 相 当 の労 力 を要 す る と考 え られ るので,不 十 分 な体制 で進 め て逆 に オ ン ライ ンシ ステ ムの

信 用 を失 う ことの ない よ う留意 しkけ れば な らな い。 メ リッ トの 第3に,継 続 的 な情 報 入手 が挙

げ られて い る。
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これ は,一 度 デー タベ ー ス化 して オ ン ライ ンに よる情 報 流 通 を始 め た ら,継 続 的 に最新 の情 報

が 提 供 さ れ るこ とを期待 した もの で あ り,当 然の期待でもあ り,情 報 提 供機 関 は十 分 留意 しなけ れ

ば な ら ない。 情 報 の二 次加工 ・高 度利 用 が可 能 とな る こ とを,期 待 す る メ リ ッ トと した 回答 は 約

12%で メ リッ トの第4位 で あ るが,こ れ も重 要 な 問題 と考 え られ る。 オ ン ライ ンに よ る情 報 流

通 が 普及 し一 般化 す る と,利 用者 は情 報 の よ り高 度 な利 用 を考 える もの と予 想 され'るの で,情 報

提 供 に あた って二 次 加工 の 可能 性 も考 慮 して お く必 要 が あ ろ う。

(6)オ ン ライ ン ネ ッ トワー クの 問題 点

オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる流通 シ ステ ムの構 築 に あた って,留 意 す べ き問題 点 の第1に プ

ラ イバ シ ーの保 護 が 挙げ られ て い る(表3-21)。 今 回 調査 対象 と した調 査 統計 情 報 につ いて

は,す で に公表 済 み の もの を対 象 と して い るた め,プ ライバ シー に関 す る問題 は 直接 生 じないが,

提供 す る個 人 又 は団体 に と って不 利益 が生 じな い よ う機密 保 護 に も留意 しな けれ ば な らない。

特 に法 的 に保 護 されて い る情 報 の流 通 に は細心 の注 意 をす る必要 が あ る。 問題 点 の第2に 安 全

性 ・信 頼 性 の確 保 が挙 げ られ てい る。 ひ とた びオ ン ライ ン化 が実 現 して 利用 が 普及 す る と利用 者

は オ ン ライ ン を前提 に 日常 の業務 を進 め る。 従 って,ト ラブ ルが発生 す る と,業 務 に支 障 を きた

す こ とに な る。 また,た び た び トラブルが 発 生 す る と利 用者 の信 頼 を失 い,せ っか ぐオ ン ライ ン

化 して も利用 され な ぐな る。 シ ステ ムの安 全性 ・信 頼 性 をいか に保証 す るか も重要 な課題 の1つ

とい え る。.'・ 一'

問題 点 の第3に 挙 げ られた 経費 ・労 力 の分 担 方 法 もオ ン ライ ン化 を進 め る うえで 検 討 す べ き重

要 な課題 の1つ で ある。 情 報 提供 機 関 に多大 の経 費 ・労力 の負 担 を か け るよ うでは 実 現が む ず か

し くな る。 また,利 用者 に あ まり経費 の負 担 を か け る と,利 用 され な くな る恐 れ が あ る。 どの 程

度 の 経費 ・労 力で あ れば負 担 が 可 能 かを ネ ッ トワー ク'化を進 め る前 に十 分調 査 ・検 討 して お く必

要 が あ ろ う。

⑦ オ ン ラ イ ンネ ッ トワー クへ の参 加意 識'・

オ ン ライ ンネ ッ トワー クへ の参 加意 識 は,オ ンラ イ ンネ ッ トワー ク化 へ の 関心 と類 似 した傾 向

を示 して い る。 オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク化 が 実 現 して も参 加 しない と回答 した もの は,0。7%と

僅 か で あ るが,積 極 的 に参加 す る と回 答 した ものは10.8%と さほ ど多 くない(表3-22)。

残 りは条 件 に よって参 加 す る,わ か らな い と回答 し,構 築 され た シ ステ ムの内 容 に よって 参加 す

る意 向 を示 してい る。'"

これ は,オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる調 査 統計 情 報の 流 通 に関心 は持 って い るが,本 当 に有

効 な シス テムが で きるか ど うか に まだ 確信 を もって い ない ことに よ る もの と思 われ る。 従 って,

最 初 に構 築 され る システ ムは 重要 な意味 を持 ち,そ の結 果 が よければ ほ とん どの機 関が参 加す る

こ とが期 待 され るが,結 果 が 悪 けれ ば逆 の現象 も生 じる恐 れ が ある。

4.2今 後 の 方 向 と 課 題

以 上 の知 見 を もとに,オ ン ラ イ ンネ ッ トワー クシ ステ ムに よる調査 統 計情 報 流通 の実 現 に 向け て

の今後 の方 向 と課 題 を検 討 す る。
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4.2.1'今 後 の方 向 ・t/

(1)提 供 す べ き情 報

中 国地域 における各 機 関 とも,利 用 して い る調査 統計 情報 は多 く,オ ン ライ ン ネ ッ トワー クに

よる情 報 流通 へ の 関心 も高 く,か つ 参 加 意識 も持 ってい る。 しか し,半 面 オ ン ライ ン ネ ッ トワ

ー クに よる情 報 流通 が 本 当 に利用 価 値 の あ る もの と して実 現す るか ど うか に若干 の 疑 問 を持 っ

て い る よ うに思 え る。

従 って,オ ン ライ ン ネ ッ トワ ー クに よる情 報 流 通 が真 に実 りあ る もの と して す べ て の機 関 に

積極 的 に受 入 れ られ る もの とす る ため に,そ の プ ロ トタイ プ とな るモ デル シ ステ ムの構 築に は

十 分 の 配慮 をす る必 要 が あ る。 特 に提 供 す べ き情 報 に何 を選 ぶ かは モ デ ル シス テ ム構 築 の重要

な問 題 で あ り,

イ.な るべ く多 くの機 関 で利 用 され て お り,か つ 利用 頻 度 の高 い もの

ロ.な るべ く多 くの機 関 が デ ー タベー ス化 を希 望 して い る もの

ハ.デ ー タベー ス の整 備 が 容 易 な もの

二.デ ー タベ ニ スの保 守が 容 易 な もの

ホ.機 密性 の ない もの

を選 ば なけれ ば な らない。

(2)提 供 すべ き機 関

モ デ ル シ ステ ムの構 築 に 当た って 参 加 す る機 関 の具備 すべ き事項 と しては,次 の こ とが 考 え

・ち れ る日・・

㌧ い イ.㌦オ ン ライ ン ネ ッ トワー クシ スデ ムの参 加意 識 が 高 い こと

1』 ・tt.『オン ライ ンに よる 情 報交 換 の実 績 又は 予 定が あ る こ と

ハ.現 在利 用 して い る コ ン ピュー タの処理 能 力が 十 分 あ る こ と

二.提 供 す る情 報 の磁 気媒 体化 又は デ ー タベ ー ス化 が行 われて い ること

ホ.提 供 す る情 報 の外 部提 供 の 実績 が あ るか ・

'
へ 情'報提 供 に要 す る要 員 を確 保 で きる こ ど

一～:ト1'情報 提供 に要 す『る費 用 を負 担 で き'ること

・=・③'『オ1ンデイジ ジス テ ムの形 態

オ ン ライ ン シス テ ムに より提 供 す る情 報 と機 関 が選 定 され る と,次 に オ ン ライ ンネ ッ トワー

ク の形 態 をど の ように す るか を検討 す る必 要 が ある。

中 国地 域 に所 在 す る各機 関 の コン ピ ュー タの導 入 状 況 は85.3%(表3-27)で あ り,計

画 中 も含 め る と約94.0%が 導 入す る こ とどな る。 そ の うち約57.1%は す で に オ ン ライ ンシ

ステ ムを構 築 し情 報 の流 通 を行 って い る(表3-28)。 オ ンライ ン シス テ ムを現在 構 築 中又

は計 画 中 も含 め る と大 部分 の機 関が オ ン ライ ンシ ステ ムに よる情報 流 通 を実 施 又 は予 定 して い

る こ とに な る。

オ ン ライ ン システ ムの形態 は;基 本的 には個 々の機 関が 特 定 の情報 の流 通 を行 う目的 で構 築
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して い るた あ,こ れ を オ ン ライン ネ ッ トワー ク化 す るた めに,

イ.流 通 経路 を どの よ うに す るか(単 方 向か,双 方 向か)

ロ.通 信 手 段 を ど うす るか(通 信 回路,容 量)

ハ.信 頼 性,発 展 性 を どの よ うに組 込 むか

二.ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ アの互 換性 を どの よ うに組込 むか

等 を考 慮 しなけ れ ば な らな い。
ノ

(4)シ ステ ムの運用

オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる調査 統計 情 報 の流 通 を成 功 させ るた め には,シ ステ ムの運 用

につ いて事 前 に 関係 機 関 の間 で十 分 検討 し合意 を得 る こ とが 必要 で あ る。 シス テム の運 用 に 関

す る検 討事 項 と して は,、 、

イ.費 用 負担 の方 法

ロ.サ ー ビス機 関

ハ.障 害 発 生 時 の責 任 の範 囲

二.ソ フ トウェア の保 護 対策

ホ.デ ー タの保 護 対 策

等 利 用上 の ル ール を明確 に し,オ ン ライ ンネ ッ トワー クに よる情 報 流 通 が 円滑 に 行 われ るよ う

}関係機 関 の協 力
・維 持 体制 を整 備 す る ことに あ る。 一}

':

4.2.2・ 今 後 の課題'㌧.;

中国 地域 に おけ る調査 統計 情 報 の流 通 に 関す る基礎 調査 結 果 を踏 まえ,地 域 内 オン ライ ンネ ッ

トワー クに よる情 報 流通 シ ステ ムの ビジ ョンを作 成 す る と と もに,そ の実 現 に 向け た具 体 的方 策

を検 討 す るた め に 次年度 で応 用 調査 を進 め る予定 で あるが,応 用調査 を 進 め るにあ た って以 下 の

課 題 を検討 す る必 要 が あ る。 ㍉.:

(1)構 築 に取 り組 む べ きシ ス テ ムの具体 化 …

イ.提 供 す る調 査統 計 情 報 名:い 『

ロ.提 供 す る機 関

ヘ オ ン ライ ンシ ステ ム の形 態

二.運 用 方法

(2)実 現 に向 け た具 体 的方 策

イ.実 現 のた め の ステ ップ(ス ケ ジ ュール)の 作成

ロ.各 ス テ ップに おけ る課 題 の明確 化

ハ.課 題 解決 の た めの方 策 の検討

これ らの課題 の解 決 に あた って は,実 現 の可能 性 の高 い もの を選 び着 実 に成 果 を あげ ると と も

に,そ の成 果 を もとに 順 次拡 充 が 図 れ る もの とす る こ とが 重要 で あ る。

一181一



資 料

中国地域における行政情報流通に関するアンケー ト調査票

整 理 番 号

会社(機 関)名

記 入

担当者

所 属

氏 名 電話

質問1.現 在利用している調査統計情報にっいて

(1)貴 社(機 関)に おいて利用頻度の高い調査統計情報(以 下 『情報という』)を10個 以内挙げ

て下さい。回答は別紙の 『調査統計情報名一覧表』により次欄に番号でお答え下さい。

なお,該 当する情報名が一覧表に左い場合は具体的に名称を記入 して下さい。

情報名(番 号又は名称) 情報名(番 号又は名称)

A F

B G

C H

D 1

E J

(2)(1)で 記 入 され た情 報(A～J)そ れぞ れ に つい て,次 の右横 の質 問vais答 え下 さい。
　 　 　 　 　

な お,回 答 は該 当 す る欄 に○ 印 を付 けて 鉛答 え下 さい。(複 数 回答 可)但 し,(具 体 的 に)

と指定 され てい る項 目に っい て は,具 体 的 に記 述 して下 さ い。 ・
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⑨

o

質 問 ＼情報名' A B C D E F G H 1 J

輻

入

手

の

目

的

① 諸計画立案のため

② 冒麗 握等調査 ◆分析'研 究

③!繊 麗!巌駕

④ ご鷺;聾 するため

⑤ 情報提供サービスのため

⑥ その他(具 体的に)

■

2.

情

報

の

入.

手

先

① 新 聞

② 書 店

③ 図書館

④ 国の機関

⑤ 県

.

⑥ 市町村
-

⑦ 経済団体(商 工会議所等) :

友.

⑧ 警 警麟 究機関欄 サ 1

タ

⑨ 金融機関 1

⑩ 業界団体 ・組合等
.

⑪ 取引先 ・同業者

⑫ 騨 鰍 枇 支持 を含

⑬ その他(具 体的に)
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質 問 ＼情報名 A B C D E F G H 1 J

a

入

手

媒

体

① 電話 ・面談

② 印刷 物(コ ピー を含 む)

電 子 計 算機 可 読媒 体(磁 気 テ③
一 プ

,フ ロ ッ ピー等)

④ フ ァ ク シ ミ リ

⑤ オ ン ライ ン

⑥ その多(具 体的に)

4

4.

利

用 .

地

域

区

分

① 全 国

② ブ ロッ ク(管 区) ∋

③ 都道府県 ・

1

④ 市町村

⑤ メ ッ シ ュ デ ー タ

⑥ その他(具 体的に)

5

利

用

形

態

〉

① 入 手 デ ー タをそ の ま ま利用

表作成(単 純集計 ・クロス集②
計)

③ グラフの作成

④ 統計分析処理
`

⑤ モデル分析

⑥ その他(具 体的に)
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質 問 ＼情報名 A B C D E F G H 1 J

6

保

存

状

況

保

存

し

て

る

電子計算

機に保存

デ ー タ ベ ー ス

一 般 ラ アイ ル

印 刷物 ・そ の他

保存 してない

7

入

手

利

用

上

の

問

題

点

① 募㌶ 習認 織 ・又は

② 地域区分が大きすぎる

③ 時系列区分が大 きす ぎる

④ 調査時点ごとに分類項目や地

域区分が変わるため,比 較分

析 しにくい

,

己

⑤ 標本の選定が不適当 1

'

⑥ ㌍ 鷹 蓼変樋!未 公開)

⑦ 公表時期が遅い
i

1

1

⑧ 鷺 誤 機可読媒体化されて

⑨ 鷺 は 湊 計●加工がなさ

⑩ 入手費用が高い

⑪ その他(具 体的に)

M

&

情

報

の

外

部

提

供

提

供

し

て

い

る

提

供

媒

体

オ ン ラ イ ン

電子計算機可読媒体

フ ァ ク シ ミ リ

印刷物 ・そ の他

提 供 し

てい な

い

2・3年 後 に提 供 す る予

定 が あ る

予定なし
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質問2.今 後利 用 した い調査 統計 情 報 に っhて

(1)今 後 利用 した い調 査 統 計 情報 は何 です か。 具体 的vats答 え 下 さい。

調査統計情報名
又はその内容

利 用 の 目 的 希望する入手媒体 利用 したい地域区分

ト

…

,

`

i,・

…

、

「

♪

質問3・ 調査統計情報及びその流通に関する全般的k問 題点について

④ 縦 縞 櫟 の入手et荊扉 おいて・鞘 糊 で生じている全般興 趣醐 ですか1
次の 中ヵ・ら選ん で○ 印 を付 け て下 さい。 .(複 数 回 答可)

　 レ

1.各 統計 の調 査 時点 や 公表 時期 が バ ラバ ラの ため 分析 しに くいp

、21関 連す.6統計間でデLタ の定義(項 目の分類,地 域区分,時 系列区分など)が 異なるた

i:め 分析しにくい。,

3.:欲 しい デTタ が秘 匿(未 公 開)デ ー タで あ る ことが 多 い。

4.'入 手 デ ー タを か な り加工 しな け れば な らない ことが 多 い。

5.入 手 費用 が高 い と思 うこ とが 多 い。

6.1デ ー タを再 入 力 しなけ れ ばな らず,時 間 と経 費 が か か る こ とが 多 い。

7.'欲 しい統計 情 報 の入 手源 や 内 容が よ くわか らない。

&デ ー タの入 手が 多機 関 に わた るた め,時 間 と経 費 が かか る。

9.そ の他( )

質 問4.オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クに よる調査 統 計情 報 の流 通 に つい て

(1)経 済 ・社 会 ・生 活 の 各分 野 に おいて 情報 化 が進 む と,調 査 統 計 情報 の利 活用 は,今 以上 に利 用

層 が 拡が り,か つ,利 用 頻 度 も増加 す る もの と考 え られ ます。

こ うした状況 変化 に対 し,情 報 流通 の迅 速化 ・円滑 化 を図 るた めの手 段 の ひ とつ と して,関 係
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機 関(企 業)の 相互 が オ ン ライ ンで結 合 し,ネ ッ トワー クを形 成 す る こ とが 考 え られ ます。

貴 社 で は,オ ン ライン ・ネ ッ トワー クに よる調 査 統 計情 報 の流 通に っ いて,ど の よ うに お考 え

です か。 次 の 中 か ら選 ん で○ 印 を付 け て下 さい。

1.関 心が ある。3.関 心 が ない 一 質 問6 .へ進 んで 下 さ い。

2.何 と もいえ ない。4 .そ の他()

(2)貴 社(機 関)で は,オ ンライ ン ・ネ ッ トワー クに よる調査 統 計情 報 の 入手 が可 能 となった 場合,
　 　 　 　

どの よ うな メ リッ トを期 待 します か。 次 の中 か ら2っ 以 内選 んで○ 印 を付 け て下 さい。

1.情 報 入手 の即 時性 ・迅 速性

2.情 報 の正 確 性

3.情 報 の二 次加工 ・高度 利 用が 可 能

4.大 量 デー タの入 手

5.多 種 デ ー タの入手

6.継 続的 な情 報 入手

7.経 費 ・労 力 の軽減

8.そ の他( )

(3)オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クに よる調査 統 計 情 報 の 流通 シス テ ムを構 築 す る場合,ど の よ うな点
コ ロ 　 　

を留意 すべ きだ とお考 えです か。 次 の 中か ら2つ 以 内選 ん で○ 印 を付 けて 下 さい。

1.プ ラ イバ シー の保 護=

2.経 費 ・労 力 の分担 方 法

3.障 害発 生 に対 す る シ ス テム の安 全 性 ・信 頼 性 の 確保

4.既 存 の情報 提 供機 関 との兼 ね あい ・

5.そ の他(・ .)

(4)調 査 ・統 計 情 報(地 域)の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー クが 実現 した場合 参 加 したい と思 われ ます

か 。 次 の 中 か ら選ん で○ 印 を付 けて 下 さ い。

1.積 極的 に参 加 す る。

2.条 件 に よって は参加 す る(条 件 を具体 的に ・')

3.参 加 しない(理 由`・)

4.わ か らない。

吟

質 問5.情 報流 通 の ための 調査 統計 情 報 デー タベ ー スの整備 につ い て ・ ⇒tl

(1)貴 社(機 関)で は デ ー タベー ス化 して ほ しい 調査 統 計情 報 は何 で すか。 ま た,利 用 したい デー

タの最 小地 域 区分 は どの レベ ル です か。

情 報 名 に つい て は,別 紙 の 『調査 統計 情 報名 一 覧 表 』の中か ら選 び 番号 で お答え 下 さい。 該 当

す る情 報名 が 一覧 表 に ない場 合 は 具体 的 に名称 を記 入 して 下 さ い。
コ 　 　 　

利用 デ ー タの最 小 地域 区分 にっ い て は,次 の 中か ら最 も必 要 度 の高 い もの を1つ だ け選 ん でそ

の番号 を次 表 該 当欄 に記 入 して下 さ い。

(利 用 デ ー タの最小 地域 区分)

1.全 国3.都 道府 県5.メ ッシ ュデ ー タ

2.ブ ロ ッ ク(管 区)4.市 町村 別
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情 報 名
(番 号 又 は名 称)

地域
区分

情 報 名
(番 号.又は 名称)

地域
区分

A F

B G

C H

D 1

E J

(2)(1)の デ ー タベ ー ス を作成 す る と した ら,ど の よ うな機 関 が作 成 して デー タを提供 すべ きだ とts
　 　 　 コ

考 えです か。 次 の 中か ら1つ だ け選 ん で○ 印 を付 け て下 さ い。

1.国 の 出先機 関5.そ れぞ れ の統 計作 成機 関

2.県6.利 用=者.,、

3.市 町村7.そ の他( .)

4.情 報提 供 サ ー ビス機関 ■ 「'.'

(3)(1)の デ ー タベ ー ス を作 成 す る際,留 意 して欲 しい点は どん な ことだ とお考 え です か。 次の 中か

ら、1つだ け選 ん で○ 印を付 けて 下 さい。

L詳 細 か つ広 範 囲 な デー タの利用5.検 索 時間 の短 縮

2.最 新 か つ正 確 な デー タの利 用6.利 用 の安 価性

3.他 の デ ー タベ ー ス との互換 性 の確 保7.そ の他(')

4.利 用 の簡 易性.'1

質問6.コ ン ピュー タの 導入 状 況及 び オ ン ライ ンの実 施 状況 並 びにそ の計 画 につ いて

(1)貴 社(機 関)で は コン ピュー タ(パ ソ コン,オ フ コンを含 み,製 造工 程制 御用 を除 ぐ)を 導 入

して い ます か。 ま た,'そ の計 画 は?次 の 中か ら選 ん で○ 印 を付 け て下 さ い。

1.導 入 して い る。

2.導 入 して い な いが,近 い将来 導 入計 画 が あ る。

(導 入 予定 時期 は 年 月)

3.導 入 してい ない し,計 画 もない 質 問7.へ 進 ん で下 さい。'

(2)現 在 使 用 中 ま たは導 入 予定 の コン ピ ュー タにつ い て 下欄 に記入 して下 さ い。
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中央処

理装置

(注1)

機 種 名

主 記 憶 容 量

KB KB KB KB

周 辺

装 置

磁気ディスク装

置の記憶容量 MB MB MB MB

パ ソ コ

ン等

(注2)

機 種 名

導 入 台 数 台 台 台 台

(注1)プ ロ グ ラム内 蔵 方式 の計数 型 電 子計 算 機 にっ いて 記 入 して下 さい。 但 し,

パ ソ コン,オ フ コ ンは除 く。

(注2)パ ソ コン,オ フ コン,多 機 能端末 機 につ いて記 入 して下 さい。

●

'(
3)貴 社(機 関)で は,オ ン ライ ンに よる情 報 交換 を行 って い ます か?

な お,調 査 統計 情 報 に限 らず,業 務情 報 まで含 めて 広 くお考 え下 さ い。
　 　 　 　 コ

〈行 ってい る場 合 〉次 の 中か ら選 ん で○ 印を付 け て下 さ い。(複 数 回答 可)

1.本 社 と支店 間 で行 って い る4.異 業 種 他社 と行 って い る

2.支 店 と支店 間 で行 って い る5.情 報 サー ビス機 関 と行 って い る

3.同 業 種他 社 と行 って い る6.そ の他(

〈行 って い ない場 合 〉次の 中か ら選 ん で○ 印 を付 げ て下 さ い。

1.現 在 オ ン ライ ン シス テ ム を構 築 中で あ る。

(そ の相手:

2.近 い将来(3年 以 内程度)実 施 す る予定 で ある。

(そ の相手:

3.現 在 の と ころ予定 は ない。

)

)

)
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質問7.そ'の 他

中国 地域 に おけ るオ ン ライ ン.ネッ トワー クに よる行政 情 報 流通 シ ステ ム の構 築 に関 して」 ご

意 見,ご 要望 を お聞 か せ下 さい。

ご協 力 あ りが と うご ざい ま した。

●
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地域内情報流通調査(各 論IV)

四国地域産業経済情報流通調査

(四 国地域)



r

t「1

●



■

1 調査研究の概要
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1.調 査研究 の概要

1は 背 景

四 国地 域 は,地 形 的 に は,四 囲 が 海 に囲 ま れ た一 つ の 島 と して形 成 さ れてい る もの の,島 の 中央

部 に は 巨大 な 山岳地 帯が あ り,こ の た め小 地 域 に 分断 され,四 つの 県 域か ら構 成 さ れ てい る ものの,

これ らの 県域 の相互 間に は有機 的 結 合が 少 な く,そ れ ぞ れに 気候,風 土,あ るい は社 会 の発 展状況

に 差 を生 じてい る。

この よ うな 四国 地域 の特 性 に 加 えて,四 国 地 域 は産 業,経 済,社 会,文 化 な ど各 部 門 に わた つて

全 国 との 間 に,地 域 格 差 が存 在 し,と くに,四 国 の産 業 構造 は,農 業,中 小 企業 の ウ ェイ トが 高 く,

工 業 に おい て は基礎 資源 型が 多 く立 地 し,高 度 加工 型,ハ イテ ク型産 業 が立 ち遅 れ てい るほ か,第

3次 産 業 部 門 も未 成 熟で ある。

このた め,本 州 ・四国 連 絡橋 や 島内 の 高速 道 路 な ど交通 網 のほ か通 信 網の整 備,建 設 等が 進 め ら

れ る と と もに,各 種 産業 基 盤 や社 会 施設 な どの整 備 が鋭 意 進 め られて い るが,こ れ に よ り阪神 その

他 大 都市 経 済 圏 の中 枢 管理 機 能へ の依存 度 を一 層高 め る こと も懸念 され てい る。

,一 方,コ ン ピュー タ技 術 や,デ ー タ通 信 技 術 の急 速 な発 達 に よ って,高 度情 報 化社 会 に突 入 し,

そ の影 響 は,大 企業 か ら中小 企業 へ,大 都 市 圏 か ら地 方 圏 へ と広 が りつ つ ある。

情 報化 の進 展 は,四 国 に おい て も地域 経済 は もちろ ん,個 々の企 業 や住 民 に も新 た な変 化 と発 展

を もた らす と期 待 され る反 面,情 報 化 の動 き に 遅れ る ことは,四 国地域 の相対 的 な地 位 の低 下 に も

な りかね ない と懸 念 され る。'

に もな りかね ない。

この ような,当 地 域 の現 状 に対 し,昭 和55年 度 か ら58年 度 にか け て 「地 域 情 報 拠 点 の 育 成

とネ・トワークの形成」に関する調査研究を行ら 幾つかの提言を行・餓 さらに これ を前進

させ,情 報化を促進するに当たっては・情報が人・モノ・ カネに次いで社会活動の重要な資源として着

目されていることに鑑み,情 報の有効な活用を図るため,四 国地域内の情報流通体制の整備を促進

する必要がある。

1.2目 的

最近 の情 報 処理技 術 お よ び,通 信技 術 の進歩 は,地 域社 会 に も大 きな変 化 を もた ら し,そ の影 響

は 次 第 に,広 範 囲に,か つ 多 様 に広 が って きてい る。

この た め,四 国地 域 の各 種 機関,企 業 お よび地 域 社 会 に おけ る情 報 の活 用 を促 進 し,産 業経 済 の

自律 的発 展 と拡大 に 資す る よ うな,産 業経 済情 報 の 円滑,か っ 効率 的 な流通 の あ り方 を検 討 し,オ

ン ライ ン ・ネ ッ トワー クの 実 現 な ど,将 来 の情 報 化 の推 進 の た めに必 要 な資 料 を得 る こ とを 目的 と

して調 査研 究 を行 うこ と とす る。
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1.5内 容

2カ 年 計 画 の 第1年 目にあ たり,四 国 地域 内の情 報 化 の実 態,産 業経 済情 報 に 関す る ニー ズ と情 報

の利 用状 況 等 を把 握 し,地 域 内 に おけ る情 報 流通 体制 の整備 に 必 要 な基礎 資料 を得ることとして,ア

ンケー ト調査 に よ り産 業経 済情 報 の ネ ッ トワー クの形 成 に必 要 と され る情 報 の整 備,シ ステ ム形 成

の課 題等 を検討 す る。

(1)コ ン ピュー タお よび 情 報 関 連 機 器 の 導 入 とそ の利 用状 況

主 と して,「 電子 計算 機 納 入下 取 調査 」,「 情 報処 理 実 態調 査 」な ど のデ ー タを収 集 し,ア ン

ケ ー ト調 査 結果 と ともに必 要 な分析,検 討 を加え る。

(2)ア ンケ ー ト調 査 の実 施

別 添 資料 の調査 票 に よ り,下 記 の通 りア ンケー ト調 査 を実 施 し た。

① 調 査対 象

四 国 地域 内の主 要 な企業,行 政 機 関,商 工 会議 所,大 学,公 設 試験 場 等473事 業 所

② 調査 項 目

イ.情 報 化 の ニ ー ズ とそ の対 応 状況

ロ.産 業 経 済情 報 に 対 す る ニ ー ズ とそ の収集 等 の状 況

ハ.統 計 情 報 の ニ ーズ とそ の 問題 点

二.オ ン ラ イン ・ネ ッ トワー ク に対す るニ ーズ とそ の問 題 点

③ 回収 状 況

発送473に 対 し回収 が380件 で 回収 率は80%強 で あ った。 機 関 区分 別 ・県 別の 回 収

状 況 は表1-1の と お りで あ る。

表1-1機 関別 回収 状況

機関等の区分 対象数
回 収 数

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 合 計
回収率

製 造 業 211 32 61 44 17 154 730

非 製 造 業 105 14 33 22 17 86 81.9

商 業 40 5 9 4 8 26 65.0

金 融 機 関 24 5 10 5 3 23 95.8

情報関連企業 17 2 3 7 3 15 88.2

そ の 他企 業 24 2 11 6 3 22 91.7

組 合 ・団体等 83 16 16 22 16 70 84.3

協 同組 合 等 47、 8 8 11 9 36 76.6'

商工会議所等 36 8 8 11 7 34 94.4

行政機 関等 52 8 14 15 12 49 94.2

大 学 ・試 験所 22 3 3 13 2 21 95.5

合 計. 473 73 127 116 64 380 80.3
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③ 産業経済情報の流通に関する今後の課畢 対策の検討

1.4推 進 体 制

当事業を推進するため当地域に下記の機関の役職員で構成された 「四国地域産業経済情報流通調

査委員会」を設置 し,具 体的調査の方法,調 査結果の検討などを行 った。

① 香川県企画部

② 高知県企画部

③ 助 徳島県中小企業情報センター

④ ⑰ 愛媛県中小企業情報センター

⑤ 四国経済連合会

⑥ 高松市商工会議所

⑦ 日本開発銀行 高松支店

⑧ 百十四銀行 調査部

⑨ 四国電力株式会社 情報 システム部
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2.コ ン ピ ュ ー タ設 置 ・利 用 状 況

21コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

「電子 計 算 機 納 入下 取調 査 」 に ょ る と,昭 和60年3月 時 点 の四 国地 域 に お け る コン ピュー タの

実 働台数 は,3,862セ ッ トで,56年 に比 べ る と約2倍 に伸 び て い るが,対 全 国比 は56年 以 降2.

2%か ら僅 か で あ るが低下 傾 向 を見 せ て い る。

また,1セ ッ トあ た りの平均 単 価 は2,323万 円 で,全 国平均 が3.624万 円 で ある と ころか ら,大

型,中 型 の 機種 が少 な い こ とが うか がえ る。

表2-1汎 用 電子 計 算 機 の実 働 状況(四 国 地域)

(単位:百 万円)

年

地域

56年3月 57年3月 58年3月 、59年3月 60年3月
月

セ ッ ト 金 額 セ ッ ト 金 額 セ ッ ト 金 額 セ ッ ト

'

金 額 セ ・ッ ト 金 額

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

257

825

643

243

7,806

20β14

18,901

71937

297

978

744

297

7,483

23,513

21,668

8,846

339

L184

854

356

9,212

26,836

24,967

9,982

384

1,401

973

419

10,588

29,955

25,801
.

10β12

489

1,697

1,148

528

1

13,142

34,156,

301869

11,540

四国計 1,968 54,958 2,316 61,510 2,733 70,997 3,177 77,156 3,862 89,707、

全国比 2.23 1.32 2.18 L30 2.13 1.34 2.11 1.34 2.09 1.34

〈資料〉通産省 「電子計算機納入下取調査」

■

2.2コ ン ピ ュ ー タ 利 用 業 務

「情 報処 理実 態 調査 」 によ る と,電 算 機 の稼 動 台数 の増 加 とと もに,適 用 業務 の範 囲 も次 第 に拡

大 してい る。56/58年 で は,1.2倍 に,ま た59/60年 で もL1倍 に増加 し,さ らに,59～60

年 で は質 的 に も変 化 してい る。

即 ち,60年 に は,人 事 ・給 与,預 貯 金管 理 な どの一 般 管理 的業 務 が横 ば いで あ るのに対 して,

購 買 ・販 売 等 の営 業部 門 や,企 画 ・調整,或 いは設 計 ・開発 等の 業 務 が増 加 し,さ らに,生 産 部門

へ の適 用 も増 加 してい る。 これ らは,い ずれ も最 近 の情 報処 理技 術 の進 歩 に より,新 た な業 務 への

適 用 が始 ま っ た と見 ること が で き よ う。

また,59年 度 に実 施 した 「地域 情 報 化 ビジ ョン調査 」 でみ ると,大 ・中型 で は,給 与 計算,会

計,経 理 処 理 の ほ か,各 種経 営 管理 業 務 へ の利 用 の ウェイ トが高 い が,今 後 の導 入予 定 を含 め てみ

る と,次 第 に市場 予 測,あ るい は経 営 計 画 の作 成 な ど,高 度 な利 用形 態 を指向 して い る ことが うか

がえ る。

小型 機 種 に おい て も,今 後 の導 入 に あ た って は,給 与,会 計処 理 な ど日常業 務 処理 の利 用 が減 少

し,経 営 管 理,予 測,計 画 な どへ の利 用 が増 え,さ らに,極 め て特徴 的 なの は,超 小 型 の 場合 と同
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様 に,文 書 作成 が急 増 し てい る。

超 小 型 の 場合 は,当 然 の こと なが ら,文 書 作 成 が 多 い が,こ の ほか,市 場 予 測,経 営計 画 に多 く

用 い られ る よ うに な つて い ると と もに,製 造 業 の特性 か ら生産 管理,製 品管 理 へ の利 用 が 目立 って

い る。

表2-2コ ン ピュー タ適 用 業 務

率び伸
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1

0

0
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〈資料〉通産省 「情報処理実態調査」
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3.ア ン ケ ー ト調 査 結 果

3;1情 報 に 関 す る ニ ー ズ

5.1.t情 報 の 入手 状 況

「情 報 を外部 か ら入 手 して い る」 と したの は
,回 答 総数 の88.7%を 占 めて い る。 これ を機 関

・別 に みて も・ 各 機 関 と もお おむ ねgo%前 後 の割 合で 「入手 して い る」 と回 答 して い るが
,行 政

機 関 では71.4%と 各 業 種 別 の比 率 の 中で最 低 とな ってい る。

な お,金 融 機 関 及 び大 学 ・試 験 場 の場 合 は,100%と な ってい る。

「入手 してい る」事 業所 等 の状 況 をみ る と,「 積 極 的に 入手 」 は,19.2%,「 必要 に 応 じて

入 手 」 が69.4%と な ってk・り,残 り11.4%は,「 本 社等 か ら随 時 送付 され る」 とな ってい る。

5.1.2情 報 の 入手 体 制

(1)現 在 の体 制

情 報 を入手 す る た め の現 在の 体制 と しては,「 各部 門 毎 に,任 意 に入 手 」 が最 も多 く56、0

%を 占め,次 い で 「統一 的 に入 手 」(1&5%),「 入手 体制 が ない」( .1,4.8%),「 部 門

又 は担 当 者 を設 置 して い る」(1 .,O.7%)と な ってい る。

機 関 別 にみ ると,金 融 機 関及 び情報 関連 企 業 では 「統 一 的 な方法 で入手 」 と回 答 した ものが

多 く,情 報 を有効 に活 用 してい る機 関 は入手 体制 も整 備 され て い る ことが うか が える。

(2}将 来 の体 制

現 在 の入 手 体制 を何 らか の方法 で強 化,整 備 し よ うとす る事 業 所 等 は,76.8%を 占め て お

り,情 報 化 時代 へ の積 極 的 な対 応が み られ,情 報 の 有用性 が重 視 され てい る こ とが うか が え る。

これ を機 関 別に み る と,金 融機 関,協 同 組 合等 で は,「 現 状 どお り」 とす る回 答が そ れぞ れ

41.7%,37.5%と,他 の機 関 よ り比率 が高 くな ってい る。

ま た,商 業,情 報 関 連企 業,そ の他 企業,行 政 機 関,大 学 ・試験 場 等 で は,「 既 存の 体制 を

強 化」 す る ものが 多 く,商 工 会議 所 等 では,「 情 報 関連機 器 の充 実 」 と回 答 した事 業 所 等が 多

いo

表3-1情 報入 手 の有無

(単 位:%)

機関

入手有無

合

計

製
造
業

商

業

金機

融関

情速
報企
関業

そ企
の
他業

協組
合

同等

商議
工所
会等

行機

政関

大試
験

学場

入手 してい る 88.7 88.3 88.5 1000 93.3 95.5 73.7 96.9

ご`'

71.4 1000

入手 してい ない
▲1・3

11.7 11.5 0.0 6.7 45 263

】

3.1 28.6 0.0
概̂
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表3-2情 報入手状況
(単 位:%)

機関

入手状況

合

計

製
造
業

商

業

金機

融関

情速
報企
関業

そ企
の

他業

協組
合

同等

商議
工所
会等

行機

政関

大試'

験

学場

積 極 的に 入手 19.2 12.1 17.4 435 30.8 10.0 25.0 26.7 17.1 33.3

必 要に 応 じて 69.4 71.4 65.2 52.2 61.5 90.0 60.7 66.7 77.1 66.7

随時送付される 11.4 16.5 17.4 4.3 7.7 0.0 143 6.7 5.7 0.0

田

90

田

m

田

阻

40

田

田

旭

1

(%)

圃 砲 ‖送付
睡]必 衰に応じて
[E1SIAE的 に入手

金

81

悶

凹

・

商
旅

51
遠

旅

全
休

▼
・

大
学
試
験
鳩

行
政
機
図

商
工
金
掻
所

出
姐
等

そ
の
他
企
某

情
18
図
適

図3-1情 報 入手 状 況 図3-2機 関別情報入手状況

●
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表3-3現 在 の入 手体 制

(単 位:%)

機関

現在

合

計

製
造
業

商

業

金機

融関

情速
報企
開業

そ企
の
地業

協組
合

同等

商議
工所
会等

行機

政関

大試
験

学場

部門,担 当者設置 10.7' 7.5 5.9 231 235 3.8 6.5 15.6 14.3 18.8

統 一 的 に 入 手 18.5 18.1 20.6 26.9 29.4 192 19.4 125 14.3 12.5

部 門 毎 に 入 手
"

56.0 56.9 52.9 50.0 47.1 69.2 41.9 50.0 69.0 56.3

人 手 体 制 な し 14.8 17.5 20.6 0.0 0.0 7.7 32.3 21.9 2.4 12.5

表3-4将 来 の 入手 体制

(単 位:%)

機関

将来

合

計

製
造
業

商

業

金機

融関

情連
報企
関業

そ企
の
他業

協組
合

同等

商議
工所
会等

行機

政関

大試
験

学場

現 状 ど お り 23.2 25.2 14.7 41.7 20.0 15.4 37.5 17.6 1&6 133

部門,担 当者新設 7.8 10.5 8.8 8.3 0.0 38 125 0.0 '4 .7 13.3

部門毎に体制新設 16.5 18.2 20.6 8.3 20.0 26.9 8.3 11.8 14.0 133

既存の体制の強化 26.8 23.1 32.4 20.8 46:7 34.6 16.7 23.59 32.6 3a3

情 報 機 器の充実 24.6 224 23.5 2b.8 13.3 19.2 20.8 41.2 30.2 26.7

そ の 他 1.1 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 5.9 0.0 0.0

●

図3-3現 在 の 入手 体 制

既存

輿 ら

図3-4将 来 の入 手 体制

担当gn!ft
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5.1.5入 手 して い る情報 の種類

≠外 部
か ら入 手 して い る情 報 の種 類 をみ る と,多 い の は 「一 般経 済 ・景 気動 向等 に関 す る情 報」

(61.'9%)次 い で 「産 業別 の業 界 動 向 に関 す る情 報」(61.6%),「 雇用 ・労働 に関す る情

報 」(4L6%),「 行 政施 策 ・政 治動 向に 関す る情報 」(40.O%),「 新 技 術 ・新製 品等 の

技 術 情 報 」(40.0%),「 企 業 の概 要 ・行 動 等 の企 業情 報 」(39.1%),「 製 品 ・原 材料 等

の 商 品市場 」(36.6%)の 順 とな ってい る。

これ ら,情 報 の種 類毎 に入 手状 況 を み る と,次 の とお りで あ る。

① 一 般 経 済,景 気 の見 通 し等に 関 す る情報(入 手 比 率61.9%)

この 情 報 の入 手 比 率 は最 も高 く,機 関別 にみ る と,「 商工 会 議所 等 」(93.5%)が 最 も高

く,次 いで 「金融 機 関 」(73.9%),「 製 造 業 」(64.2%)の 順 とな って い る。

逆 に低 い の は,「 大 学 ・試験 場 等」(25.0%)で,次 い で 「情 報 関 連企 業 」(35.7%),

「行 政機 関 」(42.9%)の 順 とな ってい る。

② 産業別の業界の動向等に関する情報(入 手比率61.6%)

この 「業 界情 報 」の 入手 比率 は,前 記 の一 般経 済 情 報 と並 ん で 高 く,機 関別 にみ て もほ ぼ 同様

の 傾 向 をみせ て い るが,一 般経 済 情 報 と異 な ってい るの は 「行政 機 関」に お ける入 手 が 】7.1

'%と 極 め
て 低 い 乙 と であ る。 ・ 、

③ 企 業 の概 要,企 業行 動'信 用 状況 等 の 企業 情報{入 手 比率39.1%)

この 「企業 に関 す る情 報」の 入手 比 率 は,各 機 関 と も半 数以 下 で あ るが,「 金 融機 関」,

、1商 工 会議 所等 」'で・まぼ 握 れ87・0%・ ・11・%と 高 い比 率 とな ・て ・'る・ ・:

④ 製 品,原 材 料 等の 価格 プ商 品 市場 等に 関 す る情 報(入 手 比 率36.6%)・

この 「商 品 市場 に 関 す る情 報 」 の 入手 比 率 は,前 記 の 「企 業に 関す る情 報」 と同 程度 で あ る

が,「 製 造 業」(56.0%),「 そ の他 の 企業 」(50・0%)・ 「商 業」(39・1%)等,概 して

民間企業の比率が高いのた対 して,「 協同組合等」,「 商工会議所等」,「 行政機 関」等
1

で は,い ず れ も30%以 下 と低 くな ってい る。

⑤ 電気 ・ガス等 の エ ネル ギ ーに 関す る情 報(入 手 比 率16.3%)

この 「エネルギー に関す る情 報 」 の入 手 比率 は,各 種 情 報 の うちで最 も低 く,各 機 関 と も20

%以 下 であ るが,電 力会 社,ガ ス会 社 が 含 まれ て い る 「そ の他 企 業」 では,40%と 高 くな っ

て い る。

⑥ 消費 者=Tズ 等 の 消費 動 向 に関 す る情 報(入 手 比 率29.7%)

この情 報 の 入手 比 率 は,他 の情 報 よ り低 い が,「 商業 」(52.2%),「 商工 会議 所 等」

(51.6%)が 高 く,次 いで 「協 同組 合 等 」(42.9%)と な って い る。

⑦ 都 市 開発 地域 開発 産 業立 地 等 に 関す る情 報(入 手 比 率24.7%)

この情 報 も,前 記 の 「消費 動 向情報 」 と並 ん で入 手 比 率 は低 い が,機 関別 にみ て 比 率が 高 い

のは,「 そ の 他企 業」(60.0%),「 商工 会 議所 等 」(54.8%),「 金 融機 関U(52.2%)で あ る。
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⑧ 求 人,賃 金 等 の雇 用,労 働 に関 する 情 報(入 手 比 率4L6%)

この 「雇用 ・労働 情 報 」 の入 手 比率 は,前 記 の①,② に次 い で第3位 と な ってい る。

機 関別 にみ る と,比 率 が 高 いの は 「商工 会 議所 等 」(61.3%),次 い で 「そ の 他 の企 業 」

(55.0%),「 製 造 業 」(50.0%)の 順 とな って お り,こ れ ら以 外 の機 関 では40%未 満

とな ってい る。

⑨ 国,地 方 自治 体の 行 政 施策 政 治動 向 に 関す る情報(入 手 比率40.0%)

この 「行 政 施 策,政 治 動 向 に関 す る情 報 」 の入 手 比率 は,前 記 ⑧の 「雇 用 ・労 働 関係 情 報」

に 次 いで第4位 とな ってい る。

機 関別 にみ て 比率 が 高 い のは6「 行政 機 関 」(68.6%),「 その 他 の企 業 」(60.0%),

「商 工会 議 所 等」(58.1%),「 情報 関連 」(57 .1%)の 順 とな ってい る。

⑩ 新 技術,新 製 品,デ ザ イン等 の技 術情 報(入 手 比率40.O%)
'こ の 「技 術情 報

」 の入手 比 率 は,前 記 と同 じで第4位 とな ってい る。

機 関別 に み る と,入 手 比率 が 高 いの は 「大学 ・試験 場」 の7、5.0%で,次 い で 「製 造業 」
〈

(55.2%),「 そ の 他 企 業 」(50.0%)の 順 ど な っ て い る。

ま た 比 率 が 低 い の は,「 金 融 機 関 」 の4.3%,「 行 政 機 関 」 の11.4%で あ る。

表3-5種 類別 ・機関別情報入手状況
(単 位:%)

機関別

情報の種類 1

合

計'

製
造
業

商

業

金機

融関

情速
報企
開業

そ企
の
他業

協組
合

同等

商議
工所
会等

行機

政関

大試
験

学場

一般経済情報 61.9 64.2 60.9 73.9 35.7 60.0' 60.7 93:5 42.9 25.0

産業別業界情報 61.6 71.6 60.9 78.3 35.7 65.0 53.6 77.4 17.1 500

企 業 別 情 報 3gi .396 39.1 87.0 28.6 40.0 25.0 61.3 11.4 83

製品等の商品市場 36.6 56.0 39.1 130 28.6 5α0 21.4 16.1 1114 8.3

エ ネ ル ギ ー 情 報 16.3 18.7 17.4 8.7 7.1 40.0 7.1 19.4 8.6 8:3

消 費 者 動 向 29.7 224 52.2 39.1 21.4 30.0 42.9 51.6 14.3 16.7

地域開発等の情報 24.7 11.9 17.4 522 14.3 60.0 7.1 54.8 40.0 0.0

雇 用 ・ 労 働 情 報 41.6 50.0 30.4 34.8 35.7 55.0 32.1 61.3 17.1 8.3

行政 施 策 情 報 40.0 25.4 21.7 47.8 57.1 60.0 39.3 58ユ 68.6 41.7

技術 ・新製品情報 40.0 55.2 2L7 4.3 35.7 50.0 39.3 29.0 11.4 75.0

そ の 他 の 情 報 5.9 3.0 4.3 17.4 7.1 10.0 3.6 6.5 5.7 16.7
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図3-6一 ① 機関別入手状況
(一般経済情報)
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図3-6一 ③ 機関別入手状況
(企 業情報)

図3-6一 ② 機関別入手状況
●(業界情報)
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図3-6一 ④ 機関別入手状況
(商 品市場情報)
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図3-6一 ⑦ 機関別入手状況
(技 術情報)

図3-6一 ⑥ 機関別入手状況
(行 政施策情報)
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ろ.1.4情 報 別 の入 手状 況

(1)情 報 の入 手 先t－

情 報 の 入手 先 を 入手 事 業所 の総数 に対す る比 率 でみ ると,最 も高い の は 「同業 者 ・業 界 団体」

の47.4%で,次 い で 「取 引先 ・親 企業 等 」(39.3%),「 国の行 政 機 関」(28.4%)の 順

と な って い るが,一 般 経 済情 報 で は 「金 融 機 関」,「 経済 団 体等 」が,地 域 開 発 等 の情 報 及 び

雇 用 ・労 働情 報 では,「 国の機 関 」又 は 下県1市 町村 」等 が 上位 を 占め て お り,「 同業 者 ・業

界 団体 」,「 金 融 機 関 」 等が情 報 提 供 機 関 と して 重要 な役割 を果 た して お り,本 来 情報 提 供機

関 と して の性 格 の 強い 「情報 セ ンタ ー等 」 は その 役割 を十分 に果 た してい る とは 言 え ない 。

この た め,「 情 報 セ ンタ ー等 」 の育 成,強 化が 必 要 で あ る。

情 報 の種類 別に,比 率 の 高 ら入手 先 を一 覧表 にす る と表3-6の とお り であ る。

表3-6情 報 の入 手 先(上 位3)

(単 位:%)

情 報 の 種 類 第1位 第2位 第3位

1一 般 経 済 情 報 金 融 機 関 56.7 経 済 団 体 等 37.5 同業者・業界団体 34.6
、

2産 業別の業界情 報 同業者業界団体 69.0 取引先 ・親企業 44.2 経 済 団 体 等 24.8

金 融 機 関 42.6

3企 業に関する情 報 民 間調 査磯 間 68.1 同業者・業界団体 42.6 取引先 ・親企業 38.3

4製 品等の市場 情報 取引先 ・親企業 78.7 同業者業 界団体: ・173:8

」 ∀

1:内∴部 組 織
・^・ ●..,・

27⑨
.

.

句

15エ ネ ル ギ ー 情 報 同業者・業界団体 84.6 取引先 ・親企業 61.5 国 の行 政機関 53・8

{,

6消 「費 動 向 情 報 同業者・業界団体 6β.4 取 引 先 ・親 企業 58.5 顧 客 ・消費者 39.0

7地 域開発等の情 報 県 ・ 市 町 村 82.1 国の行政機関 67.9 経
,済 団 体 等

42.9

8雇 用 ・ 労 働 情 報 国 の行 政機関 54.5 県 ・・市 町 村 40.9 経 済 団 体 等 31.8

9行 政施策 ・政治情報 国の行政 機 関 836 県 ・ 市 町 村 72.7 内 部 組 織 23.6

取引先 ・親企業 52 7

10技 術 ・新 製 品 の情 報 展示会 ・講習会 52 7 同業者・業界団体 43.2 大 学 ・試 験場 32.4

情 報 セ ン タ ー 36 4 内 部 組 織 27.3

11そ の 他 の 情 報 同業者・業界団体 36 4 国 の 行 政機関 27.3 そ の 他 27.3

囲 数字は,入 手事業所の総数に対する比率
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,表3-7情 報 の入 手 先一 覧

(単 位:%)

情報の
種類

情報の
入手先

合

計

」 ・

般
経
済等
・の

景情
気報

㎡
業
別
の
業
界情

報

3.

企 勲
業 等

の の

概 企

要 業
・情

行 報

憂
品
・の

原商
材品
料情
等報

5.

電 工

気 ネ

蒜
ス1

等 情

の 報

亀
費
動
向
の
情
報

7.

地立

域 地

開情

発 報

産
業

是

△
雇労
用働
等情
の報

9.

行 動

政 向

施 等

策 の
・情

政 報

治

嘉α
彼等
術の
・技

新術
製備
品報

呈
の

他

情

報

内 部 組 織 230 16.3 20.2 27.7 27.9 23.0 39.0 28.6 18.2 23.6 20.3 27.2

取 引 き 先 等 39.3 23.1 44.2 38.3 78.7 61.5 58.5 7ユ 13.6 9.1 52.7 18.2

同業者 ・業界団体 47.7 34.6 69.0 42.6 73.8 84.6 63.4 10.7 22.7 14.5 43.2 36.4

経 済 団 体 等 7.8 37.5 24.8 12.8 14.8 7.7 9.8 42.9 31.8 21.8 2.7 0.0

金 融 機 関 19.8 56.7 22.5 42.6 4.9 0.0 4.9 7.1 0.0 0.0 0.0 9.1

県 ・市 町 村 等 20.3 23.1 93' 43 1.6 0.0 9.8 82.1 40.9 72.7 4.1 9.1

国 の 機 関 等 28.4 33.7 19.4 6.4 6.'6 53.8 7.3 67.9 54.5 83.6 122 27.3

情 報 センタ ー等 5.0 17.3 13.1 6.4 8.2 0.0 9.8 36 13.6 12.7 23.0 36.4

講習会 ・展示会等 13.0 6.7 7.0 0.0 11.5 7.6 9.8 7.1 4.5 7.3 52.7 118.2

顧客 ・消費者等 11.31 4.8 9.3 6.4 21.3 15.4 39.0 3.6 0.0 0.0 17.6 9.1

民 間調 査機関 19.7 14.4 16.3 68.1 11.5 15.4 19.5 2L4 18.2 14.5 14.9 9.1

大学 ・試験場等 5.5 0.d 1.6 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 13.6 1.8 32.4 9.1

そ 、'の 他 8.0 7.7 7.0 8.5 6.6 7.6 9.8 7.1 4.5 9.1 &1 27.3
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② 入手 の 方法

情 報 の入手 方法 を入手 事 業 所 の 総数 に対 す る比 率 で み る と,最 も高い のは,「 新 聞等 の購読

・利 用」 の77 .1%で,次 いで 「一般 図書 ・業 界誌 」(4&7%),「 機 関紙 ・広 報誌 」(4&

4%),「 入手 先 への訪 問」(26.5%)の 順 とな って い る。 「電 話 ・フ ァ ック ス」,「 デ ー

タ端 末」 等 通信 系 の活 用 もみ られ る が,そ の比率 は,18.5%,4.9%と 低 く,活 字 媒体 での

入手 が主 とな つ てい る。 情 報種類 別 に み ると行 政 施 策 ・政治 動 向 に関 す る情 報 で は 「ラジオ ・

テ レビ」 が第3位 に,技 術 情 報 では 「専門 図 書」 が,そ の他 の情 報 では 「電 話 ・フ ァ ックス」

が それ ぞれ 第1位 に あが つて い るの が特 徴的 で ある。

情 報 の種類 別 に,比 率 の高 い入 手 方法 を一 覧表 に する と表3-8の と お りであ る。

表3-8.情 報 の入手 方 法(上 位3)
(単 位1%)

情 報 の 種 類 第1位 第2位 第3位

1一 般 経 済 情 報 新 聞 の 購読等 83.7 機関誌 ・広報誌 55.7 一 般 図 書 等 44.2

2産 業 別の業界情 報 同 上 79.8 同 上 51.9 同 上 50.4

3企 業に関す る情 報 同 上 76.6 一 般 図 書 等 53.2 入 手 先 訪 問 46.8

4製 品等 の市場 情 報 同 上 82.0 同 上 60.7 機関誌 ・広報誌 41.0

1

5エ ネ ル ギ ー 情 報 同 上 923 同 上 69.2 同 上 53.8

'

6消 、費 ・動 向 情 報 同 上 75.6 同 上 43.9 同 上 39.0

7地 域開発等 の情 報 同 上 85.7 機関誌 ・広報誌 53.6 一 般 図 書 等 46.4

'6

ご・膓

8翻 堕 働興 機関誌 ・広報誌 63.6 新 聞 の 購読等 59.1 入 手 先 訪 問 40.9

4+
.■

ボ φ

9行 政施 策 ・1政治情 報 新 聞 の購 読等 85.5 機関誌 ・広報誌 58.2 ラ ジ オ ・テ レ ビ 36.2
`

,`「,

1,

10技 術 ・新 製 品 の情 報 専 門 図 書 63.5 一 般 図 書 62.2 新 聞 の購読等 60.8

11そ の 他 の 情 報 電 話 ・FAX 36.3 新 聞の購読等 27.3 機関誌 ・広報誌 27.3

一旬 数字は,入 手事業所の総数に対する比率
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表3-9情 報 の 入手 方 法一覧
(単 位:%)

情報の
種類

情報の
入手方法

合

計

三 ・

般
経
済等
・の

景情
気報

2.

産

業

劉
業
界時
報

3.

企勲
業 等

のの

概企

要 業
・情

行 報

4.

製

品
・の

原 商

材 品

料情

等報

5.

電 工

気 ネ

㌶
ス1

等情
の報

6.

消

費

動

向
の

情
報

7.

地立

域地

開情

発報

産
業

8.

求

償
雇労
用働
等情
の報

9.

行 動

政 向
施 等

策 の
・情

政 報

治

10.

新

技 等

術 の
・技

新 術

製 情

品報

呈
の

他

情

報

テ レ ビ ・ラ ジ オ

1

13.7 19.2 10.8 2.1 8.2 15.4 19.5 143 9.1 36.4 5.4 0.0

新 聞 の 購読等 77.1 83.7 798 76.6 82.0 92.3 75.6 85.7 59.1 85.5
・

60.8 273

一 般 図 書 ・雑誌 48.7 44.2 50.4 53.2 60.7 69.2 43.9 46.4 27.3 32.7 62.2 18.2

専門図書の利用 22.2 15.4 16.3 10.6 16.4 15.4 17ユ 21.4 18.2 16.4 63.5 27.3

機関誌 ・広報誌 48.4 55.8 51.9 36.2 41.0 538 39.0 53.6 63.6 58.2 39.2 27.3

データ端末 の利 用 4.9 7.7 5.4 6.4 16.4 0.0 49 0.0 0.0 0.0 5.4 273

電 話 ・フ ァ ックス 18.5 18.3 15.5 23.4 24.6 7.7 12.2 21.4 13.6 29.1 10.8 36.3

入 手 先 へ訪問 26.5 18.3 19.4 468 32.8 23.1 3r7 35.7 40.9 23.6 28.4 0.0

アンケー ト調査等 6.5 7.7 7.8 6.4 1.6 0.0 24.4 3.6 9ユ (0.0 4.1 0.0

図書 館 の利用 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 1.4 o.σ

そ の 他 3.9 1.0 2.3 4.3 3.3 7.7 7.3 10.7 4.5 1.0 4.1 27.3
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(3)入 手 して い る情 報 の地 域 区分

入 手 して い る情報 の地域 区 分 を入手 事業 所 の総 数 に対 す る比 率で み る と,最 も高 いの は,「全

国」 の65.1%と な ってk・り,次 い で 「自県 内 」(40.3%),「 四国 地域 」(38、1%)の

順 とな って お り,企 業 別 情報,地 域 開発 等 の情報,及 び 雇用 ・労 働情 報 を除 いては.い ず れ も

「全 国」 が 第1位 を 占め てい る。

四 国以 外 の 地域 で は 「近畿 地域 」 が8.4%,「 関 東地 域」 が7.0%と なって い る他は,い ず

れ も5%以 下 で 極 めて 少 な く,各 機 関 は全 国,地 域 内の 動 向 につ いて 強 い関 心 を持 っ てい る こ

とが うかが え る。

ま た,「 世 界(海 外 情 報)」 の比 率 は,1Z9%で,「 自県 内」及 び 「四 国 地域 」以外 の各 地

域 よ り も高 く,四 国 の産 業 の 国際化 の一面 をみ せ てい るが,な か で も 「技 術情 報 」,「 エ ネル

ギ ー情 報」 が,そ れぞ れ41.9%,30.8%と 高 い 比率 に な って い る。

これ を,情 報 種 類 別 に比率 が高 い地域 を一 覧 表 に す る と表3-10の と お りで あ る。

表3-10入 手 情 報の 地域 区 分(上 位3)

(単 位:%)

情 報 の 種 類 第1位 第2位 第3位

1一 般 経 済 情 報 全 国 68.2 自 県 内 50.9 四国地域 43.3

2産 業別の業界情 報 全 国 73.6 四国地域 42.6 自 県 内 28.6

3企 業に関する情 報 自 県 内 532 四国地域 48.9 全 国 44.7

四国地域 26.2

4製 品等 の市場情 報 全 国 52.5 自 県 内 31.1 世 界 26.2

5エ ネ ル ギ ー 情 報 全 国 84.6 四国地域 538 世 界 30.8

6消 費 動 向 情 報 全 国 56.1 自 県 内 53.6 四国地域 26.8

7地 域 開発等 の情 報 自 県 内 71.4 四国地域 60.7 全 国 50.0

自 県 内 59.1

8雇 用 ・ 労 働 情 報 四国地域 59.1 全 国 50.0 近畿地域 45.5

9行政施策 ・政治情報 全 国 65.4 自 県 内 63.6 四国地域 41.8

10技 術 ・新製 品 の情報 全 国 79.7 世 界 41.9 四国地域 16.2

自 県 内 36.4 四国地域 9.1

11そ の 他 の 情 報 全 国 72.7 世 界 36.4 中国地域 9.1

囲 数字は,入 手事業所の総数に対する比率
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(4)情 報 の保 存 状 況

入手 した情 報 を 「す べ て保 存 す る」 のは20.3%で,「 一部 のみ保 存 」 が74.4%を 占めて

い る。

保 存状 況 を情 報 の種 類別 に み る と,ど の情報 も90%以 上 が 程度 の差 は あ る もの の保 存 措置

が講 じられ てい る。

この ような情報 の保 存 の方 法 に つ ピて は,お おむね,「 そ の まま保 存 」 が69.4%と 最 も高

いが,「 整備 して保 存 す る」 も34.9%あ り,「 加 工 して保 存 」 は15・7%と な って い る。

⑤ 情 報 の 部門 別利 用 状 況

情 報 の利 用 状況 を事業 所 等 の組 織 区 分 でみ る と,総 務,企 画,営 業 部 門 に おい て 良 く利 用 さ

れ て い るが,製 造 部 門 で は 「銅 像 材料 情 報 」が ・ 蛯 試 験 ・研究 部 門 では 「技 術情 報」 が

多 い。

表3-11情 報 の保 存状 況 と方法 、(単 位
:%)

情 報の種類

保 存

合

計

⊃
般
経
済等
。の

景情
気報

2
産
業
別
の
業
界情
報

3
企勲
業等
のの
概企
要業
・情

行報

4
製
品
・の

原商
材品
料情
等報

5

電 工

気 ネ

㌶
ス1

等情
の報

6
消
費
動
向
の
情
報

7
地
域
開
発立
・地

産情
業報

8

求

△
雇労
用働
等情
の報

9
行
政動
地向
策等
・の

政情
治報

10
新
技等
術の
・技

新術
製情
品報

11

そ

の

他

情

報

保

存

状

況

'

F

す べ て 保 存
÷

20.3 20.4 23.2 23.4 16.4. 7.7 220 21.4 4.5 25.5 16.2 36.4

一 部 保 存 74.4 75.7 66.7 74.5 75.4 92.3 75.6 78.6 95.5 74.5 79.7 3'64

保 存 し な い 5.3 4.9 10.1 2ユ 、 82 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 4.1
層27

.2

回 答 数 585 104 129 47 61 13 41 28 22 55 74 11

保

存

方

法

そのまま 保 存 69.4 71.1 65.1 72.3 60.7 84.6 70.7 57.1 78.5 78.2 71.6 45.5

'

加工して 保 存 15.7 10.6 16.3 21.3 18.0 7.7 17.1 32.1 36 14.5 17.6 0.0

今

整備 して 保 存 34.9 19.2 26.4 36.2 27.9 30.8 46.3 46.4 21.4 60.0 48.6 45.5

そ の 他'21 0.0 3.1 43 1.6 0.0 4.9 0.0 0.0 0.0 4.1 0.0

一212一



、

表3-12情 報 の部 門 別利 用 状況
(単 位:%)

情報の種類

利用部門

合

計

」
般
経
済等
・の

景情
気報

2
産
業
別
の
業
界情
報

3
企勲
業等
のの
概企
要業
・情

行報

㎡
品
・の

原商
材品
料情
等報

5

電 工

気 ネ

㌶
ス1

等 晴
の 報

6
消
費
動
向
の

情

報

7
地
域
開
発立
・地

産情
業報

8

求

人
雇労
用働
等情
の報

9
行
政動
地向
策等
・の

政情
治報

10
新
彼等
術の
・技

新術
製情
品報

11

そ

の

他

情

報

総 務 部 門 19.1 27.7 18.9 19.8 13.9 a4 10.6 25.4 36.4 28.2 5.5 15.0

企 画 部 門 19.4 18.7 20.3 15.1 11.8 27.6 23.4 26.8 15.9 27.5 15.9 15.0

調 査 部 門 9.7 11.5 10.1 19.8 4.9 3.4 7.4 14.1 23 9.9 5.5 20.0

営 業 部 門 19.1 17.0 24.0 27.4 27.1 24.1 30.9 8.5 68『 35 16.5 5.0

製 造 部 門
`

9.5 5.1 9.1 3.8 23.6 17.2 9.6 1.4 6.8 1.4 17.0 5.o

事業 実施部門 11.7 11.5 7.4 8.5 7.6 17.2 11.7 22.5 15.9 21.1 11.5 、5.0

試験 ・研究部門 6.1 1.7 4.7 1.9 6.9 6.9 2.1 0.0 2.3 3.5 22.5 10.0

その他の 部 門 5.2 6.8 5.1 3.8 28 0.0 43 1.4 136 4.9 4.9 25.0

5.1.5情 報 の入 手 ・利 用上 の問 題点

情 報 を入手 す る際 に何 らか の問 題 が あ る と回 答 した事業 所 等 は,58.1%で,問 題 点 と しては,

「情報 の所 在が わか らな い」 の26.7%が 最 も多 く,次 いで 「最新 の情 報 が な い」(24.6%)',

「継 続 して入 手 で きlty・S」(16.1%)の 順 とな ってい る。 ・

これ に対 して,利 用 上 の問 題 と しては,比 率 が 高 い もので も 「再編 集 が 必要 」 の15.4%及 び

「必 要 な区 分で ない」 の14、2%と な って,い ずれ も20%以 下 で あ り,総 じて 入 手 の 際の 比率

よ りも低 くな って い る。'、

情 報 の種 類 別 にみ る と,「 情報 の所 在 が 分か らない」 の 比率が 高 いの は,「 地域 開発 ・産 業立
立

地 情 報 」(53.6%),「 技 術 情 報」(40.5%),「 行政 施策 ・政 治 動 向T・〈関 す る情 報 」(38.

2%)と な って い る。

ま た,「 最新 の情 報 が な い」 につ い ては,「 雇用 ・労 働情 報」 の45.5%,及 び 「地域 開 発 ・

産 業立 地 情 報」 の42.9%が 高 い。

5.1.6情 報 が 入手 出来 な か った 理 由

情 報 を入手 し よ うと したが 「入 手 で きなか った」 と回答 した事 業所 等は,回 答 総 数 の うちの

12.3%に 過 ぎなか った。

ま た,入 手 で き なか った理 由 で,最 も多い の は 「最新 の情 報 が なか った」 の22.9%で,次 い

で 「情 報 が 提供 され なか った」(21.8%),「 必 要 な分類 がkか った」(18.5%),「 所 在

が 分か らな か った」(15.0%)の 順 とな って お り,そ れ以外 はい ずれ も10%以 下 とな って い
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るが,特 に,「 情 報 が 提 供 さ れな か った」 の 回答が 多 い のは,「 企 業 別 情報」,「 行政 施 策 ・政

治 情 報」 及 び 「技 術 情 報 」等 が32～34%と それ 以 外 の情 報 に 比 べて,や や高 率 と な って い る。

表3-13情 報 入手 ・利 用上 の問 題 点
(単 位:%)

情報の種類

問題点

合

計

」
般
経
済等
・の

景情
気報

2
産
業
別
の
業
界情
報

3
企
業
の

雛
要業
等情
の報

4
製
品
・の

原商
材品
料情
等報

5

電 工

気 ネ
・ノレ

ガ ギ

ス1

等 情

の 報

6
消
費
動
向
の
情
報

7
地
域
開
発立
・地

産情
業報

8

求

竺
雇労
用働
等晴
の報

9
行
政動
地向
策等
・の

政情
治報

10
新
彼等
術の
・技

新術
製情
品報

11

そ

の

他

情

報

入手時点の問題 46.4 38.1 40.8 46.6 37.1 49.9 50.0 68.5 53.8 53.8 542 15.4

問題なし 41.9 51.9 47.2 36.2 55.7 53.8 24.4 17.9 45.5 30.9 33.8 45.5

情報の所在が不明 267 21.2 23.3 17.0 18.0 23.1 29.3 53.6 18.2 382 40.5 0.0

入手費用が大きい 82 4.8 4.7 23.4 0.0 7.7 9.8 3.6 13.6 5.5 16.2 1&2

複写転記が困難 5.5 2.9 3.9 8.5 6.6 0.0 4.9 10.7 9.1 7.3 6.8 0.0

最新情報がない 24.6 20.2 20.9 2a4 19.7 30.8 22.0 42.9 45.5 32.7 27.0 0.0

継続繁 れな、、 16ユ 11.5 12.4 128 14.8 23.1 29.3 28.6 9.1 20.0 20.3 0.0

利用時点の問題 29.5 29.2 29.6 33.8 27.8 1&2 37.2 22.9 20.6 30.2 29.2 46.2

再編集が必要 15.4 13.5 9.3 19.1 9.8 0.0 29.3 17.9 18.2 23.6 18.9 9.1

必要な区分でない 14.2 12.5 16.3 12.8 8.2 30.8 12.2 14.3 9.1 14.5 17.6 18.2

加工が困難 9.6 9.6 9.3 6.4 11.5 0.0 9.8 10.7 4.5 16.4 8.1 9.1

信頼性に乏 しい 9.7 9.6 10.9 12.8 13.1 0.0 14.6 36 4.5 α0 13.5 9.1

そ の 他 2.6 1.0 1.6 10.6 1.6 0.0 4.9 0.0 0.0 3.6 1.4 9.1
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図3-12情 報 の入手 ・利 用 上 の問 題 点

3.2情 報 化 に 関 す る ニ ー ズ

3.2.1情 報化 の推 進状 況

(1)情 報 化推 進 の有 無

情 報 化 を推進 して い る事 業所 等 は70.3%で,機 関別 に み る と金 融 機 関が91.3%と 最 も高 く,

次 い で商 業(88.5%),情 報 関 連 企業(86.7%)の 順 とな ってい る。 これ に対 して,推 進 し

て い る比 率が 低 いの は,商 工 会 議所 等(35.3%)及 び協 同組 合等(44.7%)で あ る。

商工 会 議 所 及 び協 同組 合等 の 比 率が 低 い のは,組 織,人 員等 の規模 が小 さ く,投 資 効果 が そ れ

ほ ど大 き くない ことに よる もの と思 われ る。

② 情 報 化 を推 進 して い ない理 由

情 報 化 を 推進 して い ない事 業 所 等 が回 答 した 「推進 してい ない理 由」 の うちで,最 も多い の は

「推 進 す る 資金 が ない」 の4&8%で,次 いで 「人 材 が い ない」(44 .0%),「 採 算が 合 わ な

い」(40.5%)の 順 とな ってい るほか,「 必 要性 を感 じて い な い」 と した 事業所 等 も32.1%

とや や 多か った 。
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表3-14情 報化 推 進 の有無
(単 位:%)

機関

有無

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
撲

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

してい ない 29.7 22.1 11.5 8.7 13.3 18.2 55.3 64.7 20.4 38.1

してい る 7α3 77.9 8&5 91.3 86.7 81.8 44.7 35.3 79.2 63.6

回 答 数 380 154 26 23 15 22 38 34 49 21

表3-15推 進 してい ない理 由
(単 位:%)

機関

理由

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業,

そ企

の

地業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

必要性がない 32.1 46.2 50の 0.0 50.0 0.0 50.0 10.0 12.5 0.0

人材がいない 44.0 42.3 100.0 0.0 0.0 0.0 30.0 65.0 25.0 75.0

資金がない 4&8 23.1 50.0 0.0 0.0 0.0 55.0 75.0 62.5 75.0

採算があわない 40.5 53.8 50.0 0.0 0.0 0.0 40.0 35.0 12.5 75.0

方法がわか らない 17.9 23.1 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 10.0 25.0 0.0

意味がわか らない 4.8 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0

そ の 他 238 15.4 0.0 0.0 50.0 100.0 15.0 30.0 37.5 25.0

田1
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田
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細

(%)

t=コ していない
E2Z]し ている
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の
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図3-13情 報 化 推進 の有 無
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(3)情 報 化 を推 進 してい る分 野

情 報 化 を進 め てい る分 野 の うち で,最 も多 い のが 「一 般事 務 のOA化 」 の57.5%で,次 い で

「会 計 ・財 務 管理 」(48.9%),「 販 売 ・顧客 管 理」(37 .9%)の 順 とな って い る。

これ を機 関 別 にみ る と,商 業 で 「販 売 ・顧 客管 理」(82 .6%),そ の他企 業 で 「会 計 ・財 務

管 理 」(95.0%),商 工 会議 所 等 及 び行 政 機 関等 で 「一般 事務 のOA化 」(い ずれ も100.0%)

が 高 くな ってい る。

表3-16分 野 別情 報化 の 状況

(単 位:%)

機関

分野

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

向等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

暢

販売 ・顧客管理 37.9 42.7 82.6 57.1 45.5 25.0 46.7 16.7 0.0 0.0

配 送 管 理 7.6 8.5 13.0 0.0 9.1 20.0 6.7 &3 0.0 0.0

生 産 管 理 17.4 37β 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

在 庫 管 理 27.2 40.2 39.1 48 27.3 30.0 40.0 0.0 0.0 0.0

購買 ・仕入れ管理 231 36.8 43.5 0.0 9.1 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0

会計 ・財務管理 48.9 47.9 43.5 429 45.5 95.0 5a3 25.0 43.9 14.3

経営 ・経済分析 6.1 4.3 4.3 19.0 0.0 10.0 6.7 25.0 0.0 0.0

統 計 処 理 29.2 17.9 2L7 57.1 18.2 30.0 26.7 16.7 58.5 14.3

一般事務のOA化 57.5 40.2 34.8 95.2 63.6 50.0 26.7 100.0 100.0 42.9

製造工程の合理化
●

10.6 168 0.0 0.0 0.0 15.0 6.7 0.0 0.0 28.6

研究開発の省力化 2.7 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0, 57.1

設計企画の省力化 5.7 5.1 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 0.0 7.3 57.1

販 売 の 省 力 化 3.4 0.8 &7 4.8 0.0 10.0 20.0 0.0 0.0 0.0

通信 機能の充 実 12.1 9.4 8.7 333 1&2 5.0 6.7 33.3 9.8 0.0

そ の 他 5.3 1.7 0.0 4.8 91 0.0 6.7 8.3 14.6 28.6
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・ 図3-15分 野別情報化推進状況9

",'・':、

:ll

(4):推 進結 果OP評 価 、 ・t'、,

,,、、精 鋼 ヒを進 めて い る 分 野毎 の,推 進 した 結 果 に対 す る満 足度 につ い ては,「 十 分満 足 」,「 一
　

部 不満 もあるが 有益 」 の 両回 答 を併 せ る と全体 の87.9%を 占め,そ の満 足度 は高 い。 機 関別 に

み て も,各 機 関 と も両 者 を併 せてtek・ む ね80%を 超 えて い るが,大 学 ・試験 場 の場 合 は70.5

%と 僅 か なが ら低 くな ってい る。 ・

'Tま 旋;分 野別 にみ る と
,い ず れ の分野 も前 記 と同 様 の傾 向 そ あるが,「 設 計 ・企 画の 省 力化」

「販 売 の 省 力 化 ・,自動 化]に つ いては,:「 現段 階 で は,評 価 で きな い」 とす る回 答が26.7%,

22j2%と 他 の分 野 の5～19%よ り,や や高 くな ってい る。
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表3-17情 報 化 の 推進 に対 す る評 価

(単 位:%)

機関

評価

合

計

製

造 、

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

十分満足 24.0 22.5 17.4 29.9 37.9 21.9 39.0 11.1 26.0 17.6

一部不満だが有益 63.9 63.3 76.8 61.2 621 73.4 53.7 77.8 55.2 529

あ ま り有 益 で ない 1.2 1.7 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0

全 く有益でない 0.1 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 '・0 .0 0.0 0.0

現段階では不明 10.8 122 5.8 7.5 0.0 4.7 73 11.1 16.7 29.4

表3-18分 野 別 情 報化 の 評価

(単 位:%)

屹分野 十分満足 一部不満 あまり有益でない 全く有益でない 評価不明

販売 ・顧 客管 理 24.0 65.0 1.0 0.0 10.0

配 送 管 理 25.0 65.0 0.0 0.0 10.0

生 ト 産 管 理 19.6 65.2 2.2
'0

.0 13.0

在 庫 管 理 24.3 68.6 0.0 1.4 5.7

購買 ・仕入れ管理 26.2 67.2 1.6
き0

.0 49

会計 ・財務 管 理 31.7 61.9 0.8 0.0 5.6

経営 ・経 済 分 析 25.0 563 6.3 0.0 12.5

統 計 処 理 18.2 623 2.6 0.0 16.9

一般事務のOA化 20.7 68.0 0.7 0.0 10.7、

製造工程の合理化 25.9 63.0 0.0 0.0 11.1

研究開発の省力化 0.0 85.7 0.0 0.0
、

14.3`

設計企画の省力化 6.7 66.7 0.0 0.0 26.7

販 売 の 省 力 化 22.2 55.6 0.0 0.0 22.2

通信機 能 の 充 実 34.4 46.9 0.0 0.0 18.8

そ の 他 28.6 35.7 7.1 0.0 28.6
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図3-16情 報 化 推進 の評 価(構 成 比) 図3-17分 野別 情 報 化 の評 価

(5)今 後 推進 したい 分野

「今 後,情 報 化 を推 進 したい 分 野」 と して多 い の は 「一 般事 務 のOA化 」(35.1%)「 会 計

・財務 管理 」(32 .6%)の 順 で,現 在 と同 じで あ るが,第3位 には,「 経営 ・経 済 分析 」(29.

0%)が 第11位 か ら大 幅 に上 昇 してい る。

また,現 時 点で情 報 化 の推 進 度 が低 い 「経 営 ・経 済 分析 」,「 製 造 工 程 の合 理 イヒ」,「 研究 開

発 」,「 設 計 企画 」 等 の分 野 の 比率 が 大 幅 に高 くな ってい る半 面,現 時 点で推 進度 が高 い 「一般

事 務 のOA化 」,「 会計 ・財務 管 理 」 の比 率 が 低下 して い る。

この よ うに,情 報 化 を推進 して い る比 率 は70.3%で,比 較 的 高 くな ってい るが,推 進 してい

る分野 をみ る と,ム ー ド先 行 的 な ワー プ ロの利 用が 中心 と思 わ れ る 「一 般 事務 のOA化 」 が 高 く

な って い る半 面,比 較 的 高度 な利 用 形 態 で あ る 「研 究 ・開発 」 等の利 用 が 低 くな って お り,情 報

化 レベ ルの低 さ の一 面 が うかが わ れ る。

しか し,今 後 推進 したい 分野 に つい ては,比 較 的 高度 な分野 ヘ シ フ トす る傾 向が み られ,分 野

別 に整 理 す る と次 の とお りで あ る。
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表3-19 今後情報イヒしたい分野
(単 位:%)

機関

分野

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

地業

協組

合

同等

商議

工所
1会等

行
政
機
関

大試

験

学場

販売 ・顧 客 管 理 19:5 19.1 24.0 50.0 50.0 34.8 11.5 16.1 0.0 0.0

配 送 管 理 9.5 11.3 20.0 0.0 20.0 8.7 15.4 0.0 4.7 0.0

生 産 管 理 19.2 41.8 0.0 0.0 0.0 130 3.8 0.0 0.0 0.0

在 庫 管 理 16.2 227 32.0 5.0 30.0 17.4 11.5 0.0 2.3 11.1

購 買 ・仕 入れ 管理 11.9 19.1 8.0 5.0 20.0 13.0 11:5 0.0 23 0.0

会計 ・財 務 管理 32.6 22.0 44.0 40.0 30.0
'&7

26.9 48.4 628 33.3

経営 ・経 済 分析 29.0 22.0 48.0 55.0 400 56.5 30.8 32.3 14.0 0.0

統 計 処 理 26.8 i28 20.0 35.0 30.0 30.4 346 4&4 44.2 55.6

一般事務のOA化 35.1 29.1 28.0 20.0 20.0 30.4 50.0 54.8 48.8 333

製造工程の合理化 17.7 36.2 4.0 0.0 0.0 8.7 3.8 6.5 0.0 11ユ

研究開発の省力化 8.2 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 9.3 66.7

設計企画の省力化 11.9 1{!1 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0 32 16.3 11.1

販 売 の 省 力 化 7.0 6.4 32.0

、

10.0 0.0 13.0 3.8 0.0 0.0 0.0
い ≒

通信機能 の充実 21.0 8.5 16.0 20.0 0.0 39.1
白46

.2 38.7'
"2'516 155:6へ'

そ の 他 4.3 1.4 α0` 5.0 0.0 0.0 7.7 16.1 7.0 11.1

表3-20情 報化 分野 の変化'

(単 位:%)

分野 現 在 今 後

今込 → 隻事務のOA化 57.5 35.1

後 ま'れ

販 売 ・顧 客管理 37.9 19.5

低る
下分 会計 ・財務管理 48.9 32.6
が野
見 在 庫 管 理 27.2 16.2

経営 ・経済分析 6.1 29.0
今
後
伸

製造工程の
省力化

10.6 '17 .7

び 研 究 ・ 開 発 2.7 8.2
る

分 設 計 ・ 企 画 5.7 11.9
野

通信機能の充実 12.1 21.0

斑

汀
㍍

∴
㌧
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3.2.2情 報 関連 機器

(1)利 用状 況

情 報 関 連 機 器 を利 用 して い る事 業所 等は,回 答総 数 の80.1%と 高い 比率 とな って お り,こ

れ を機 関 別 にみ る と,「 金融 機 関」 の100%,「 その 他企 業」 の95.8%に 続 いて 「商 業」 及

び 「情 報 関 連企 業」 の92.3%が 目立 ってい る。

情 報関 連機 器 を利 用 して い ない 理 由 と して最 も多い の は 「資 金 が ない」 で,こ れ は全体 構 成 比

の24,4%を 占 め,「 行 政機 関 」,「 商 工会 議 所 等」 及 び 「協 同 組合 等 」 に多 くみ られ る。 次 い

で 「必 要性 を感 じない」 の2L3%が 多 いが,こ れ らは,「 製 造 業」,「 協 同組 合 等 」 に多 い。

以 上 の ほか,「 採 算 が あわ ない 」 及 び 「人材 が い ない」 がそれ ぞれ'16.8%,16.0%と な っ

て い る。

(2)利 用 して い る機 器

機 器 別 の利用 状 況 をみ る と,最 も多い の は 「汎 用 コン ピ ュータ ・オ フコ ン」 で68.1%,次 い

で 「フ ァク シ ミリ」(60.O%),「 ワー プ ロ」(5&6%)が 過 半 数 を超 え る事業 所等 で利 用

さ れ,続 い て 「パ ソ コン」,「 端 末機 」 等 のOA機 器 の利 用が 多 い。

これ に 対 して,FA関 連機 器 は,「NC工 作機 」 の7%以 外 は すべ て5%未 満 とな って い る。
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表3-21情 報 関連 機器 利 用 の有 無
(単 位:%)

機関

有無

合

計

製

造

業 ・

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

して いな い 19.9 17.0 7.7 0.0 7.7 4.2 56.3 44.1 13.0 27.3

して い る 80.1 83.0 923 100.0 92.3 95.8 43.8 55.9 87.0 72.7

表3-22情 報関連機器を利用していない理由
(単 位:%)

機関

理由

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行

政'

機

関

大試

験

学場

必要性を感じない 48.2 57.1 66.7 0.0 100 0.0 70.6 28.6 0.0 5.0

使 う人材がいない 36.2 21.4 33.3 α0 0.0 0.0 23.5
L64

.3 33.3 10.0

導入資金がない 55.2 21.4 66.7 0.0 00 OC 58.8 71.4 833 1000

採算が合わない 379 35.7 33.3 0.0 1000 OO 41.2 42.9 33.3 0の

業務に適合 しない 20.7 35.7 66.7. 0.0 100.0 OO 11.8 7.1 16.7 00

機能が不十分 ◎9 21.4 0.0 0.0 OO 00 5.9 0.0 0.0 0.0

そ の 他 20.7 28.6 0.0 0.0 0.0 1000 11.8 2L4 16.7 50D

表3-23情 報 関連機 器 の利 用 状況

(単 位:%)

機関

機器

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

燥

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

コン ビ三 一タ ・オ フ コン 68.1 77.9 75.0 56.5 83.3 78.3 64.3 26.3 52.5 62.5

端 末 機 42.5 26.2 58.3 87.0: 66.7 43.5 42.9 36.8 55.0 25.0

パ ソ コ・ ン 4L8 44.3 25.0 47.8 58.3 34.5 35:7 31.5 40.0 75.0

ワ ー'プ ロ 58.6 43.4 41.6 47.8 75.0 73.9 57.1
194

.7 90.0 62.5

フ ァ ク シ ミ リ 60.0 85.2 91.7 43.5 16.7 39.1 57.1 263 27.5 0.0

電 子 プ ア イ ル 0.4 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他OA機 器
'2

.4 2.5 4.1 0.0 0.0 4.3 0.0 5.3 2.5 0.0

NC工 作 機 7.0 14.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0

マ シニ ング セ ン ター 2.1 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

産 業 用 ロ ボ ッ ト 1.4 33 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自動 運 搬 装 置 0.7 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自 動 倉 庫 L4 3.3 0.0 0.0 0.0 、0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

マ イ コ ン応 用機 器 3.9 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 0.0 0.0

制 御 用 コ ン ピュー タ 3.2 3.3 0.0 0.0 0.0 17.4 0.0 0.0 0.0 12.5

その他FA機 器 0.7 L6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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㈲ 利用 結果 に対 す る評 価

情 報 関連 機器 に対 す る評 価 を構 成比 で み る と,「 十 分満 足」 が46,5%「 一部不 満 だ が 有益 」

と した回 答が47.8%で あ り,こ の 両者 を併せ る と94.3%に 達 してい る。

これ を,機 関別 にみ ると 「商工 会議 所 等」 及び 「大 学 ・試 験 場」 の39 .0%,33.3%が 僅 か

に 低 いほ か は,全 体 の 傾 向 とほぼ 同様 で ある。

機 器 別 にみ て も,ほ ぼ同様 で あ るが,特 に 「端末機 」,「 フ ァク シ ミリ」,「NC工 作機 」,

「マ イ コ ン応 用機 器 」等 のFA関 連機 器 では,「 十 分 満足 」 とい う回 答が過 半 数 を超 え て お り,

他 の機器 に 比 べ る と,や や 満足 度 が高 くな ってい る。

情 報 関 連機 器 に 対す る不 満 な点 をみ る と,「 機 能が 不十 分」 が51.9%と 最 も高 く,次 いで,

「価 格 が 高い」(19.9%)と な ってい るが,こ れ を機 関 別 に み る と,情 報 関連企 業 で は,「 機

能 が 不十 分 」 の比 率が18.2%と 低 くな って お り,他 の機 関 とは異 な ってい る。

6日 あま り有 益でない1.4X
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表3-24情 報 関 連機 器 利 用の評 価
(単 位:%)

機関

評価

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
撲

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

十分満足 46.5 45.9 423 52.3 44.4 44.8 57.6 39.0 51.4 33.3

一部不満だが有益 47.8 47.7 56.3 38.5 55.6 55.2 39.4 53.7 40.2 52.4

あ ま り有益 で ない 1.4 1.8 1.4 3.1 0.0 0.0 0.0 4.9 0.0 0.0

全 く有益でない 0.0 OO 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現段階では不明 4.3 4.6 0.0 6.2 0.0 0.0 3.0 24 8.4 14.3

表3-25情 報関 連機 器 へ の不 満 点
(単 位:%)

機関

不満の理由

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

業務に適合 しない 4.4 &2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

機能が不十分 51.9 42.5 7L4 61.9 18.2 731 60.0 65.2 47ユ 60.0

保守体制が不十分 10.1 17.2 3.6 0.0 9.1 0.0 10.0 0.0 &8 10.0

価格が高い 19.9 16.4 14.3 33.3 18.2 23.1 20.0 8.7 38.2 10.0

そ の ,他 13.8 15.7 10.7 4.8 54.5 3.8 10.0 26.1 5.9 0.0

表3-26機 器別 利 用の 評 価

(単 位:%)

,評価

機 器
十分満足 一部不満 あ ま り有益

で ない

全 く有益 で

ない'
評価不明

コジ巳 一夕・オ フコン 35.1 60.3 1.0 σ0 4.6

端'末 機 50.4 43.0 2.5 0.0 4.1

パ ソ コ ン 31.1 61.3 1.7 0.0 5.9

ワ ー プ ロ 48.8 45.1 1.8 0.0 4.3

フ ァ ク シ ミ リ 66.5 33.0 0.6 0.0 3.0

電 子 フ ァ イ ル 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

その他OA機 器 28.6 71.4 0.0 0.0 0.0

NC工 作 機 60.0 30.0 0.0 0.0 10.0

マシニング セ ンター 33.3 50.0 16.7 0.0 0.0

産 業 用 ロ ボ ッ ト 25.0 75.0 0.0 0.0 0.0

自 動 運 搬 装 置 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

自 動 倉 庫 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

マ イ コ ン応 用機 器 60.0 40.0 0.0 0.0 0.0

制 御 用 コン ピュー タ 55.6 44.0 0.0 0.0 0.0

その他FA機 器 50.0 ＼0
.0 0.0 0.0 50.0

合 計 46.5 47.8 1.4 0.0 43
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(4)改 造 ・保 守

情 報 関連 機器 の改 造 ・保 守 の対 応 を み る と,「 メー カーで行 った」 が 最 も高 く60.3%で あ り,

次 い で,「 販 売店 で 行 った」(223%)と な って お り,メ ー カー一't販売店 へ の 依 存度 が 高 くな

って い る。

⑤ 今後 の導 入

'一・今 後
,.情 報 関 連 機 器 を ・「積 極 的 に導 ス 七 たい 」老 回 答一した事 業所 は,-38.5%で,.「 適 当 な・一 一

もの が あれ ば 導入 」 す る と して い る事業 所 は51.8%と な って お り,こ の 両 者 を併せ て90.3%

に 達 して 高率 で あ る。

これ を機 関 別 にみ ると,各 機 関 と も,ほ ぼ 同様 で あ るが、 特に 情報 関 連 企業,そ の 他企 業 で は,

「積 極 的 に導入 す る」 の 比率 が,そ れぞ れ61.5%,50.0%と 他の 機 関 よ り高 くな ってい る。

今 後,導 入 したい機 器 は,「 パ ソ コン」,「 ワー プ ロ」,「 端 末機 」,「 フ ァクシ ミ リ」 な ど,

い わ ゆる 「OA関 連機 器 」 の比 率 が 高 く,現 状 で利 用が 全 くなか った 「電 子 フ ァイル」 も29.7

%と パ ソコ ンに次 い で高 い。'

し かし,こ れ を 現在 の利 用 状況 と比較 す る と,利 用 の高 い 「OA関 連 機器 」 の比率は低下 してお

り,逆 に,利 用度 の低 い機 器,特 に 「FA関 連 機器 」 が比率 を高 めて い る。

(%)

皿0導 入の.9.志はない5昭
薩]何 とむいλない ▲苫`

図3-24情 報関 連 機器 の今 後 の利 用
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表3-27機 器 の改造 ・保 守 の状 況

(単 位:%)

機関

改造 ・保守

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
諜

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

我慢して利用 10.5 8.3 27.1 4.9 3.0 57.1 9.1 54.5 53.6 75.0

自社 で行 った 4.3 5.5 8.3 0.0 3.0 42.9 27.3 182 17.9 0.0

メ ー カー で 行 っ た 60.3 64.6 31.3 73.8 75.8 0.0 0.0 0.0 10.7 0.0

販売店で行 った 22.3 185 33.3 14.8 18.2 0.0 636 273 17.9 25.0

そ の 他 2.6 a1 0.0 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

表3-28情 報関連機器の今後の利用
(単 位:%)

機関

今後の
導入予定

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

積極的に導入 38.5 383 38.5 43.5 61.5 50.0 21.4 24.2 43.2 45.5

適当であれば導入 51.8 53.7 50.0 52.2 30.8 45.8 39.3 636 54.5 54.5

導入の意志はない 5.4 34 11.5 0.0 7.7 4.2 25.0 6.1 0.0 0.0

何 と もいえ ない 4.3 4.7 0.0 43 0.0 0.0 14.3 6.1 23 0.0

表3-29機 器別 今 後 の 利用
(単 位:%)

機 関

・機器 一
`

合

計

製

造

業

商

業

金

融
機

,関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

:コ ン ピュータ ・オ フコン 22.1 16.7 30.0 ユ58 10.0 19.0 33.3 32.1 28.6 30.0

端 末 機 25.7 21.2 60.0 15.8 30.0 14.3 19.0 21.4 3』8.1 3α0

パ ソ コ ン 35.0 24.2 45.0 57.9 3α0 19.0 28.6 53.6 50.0 50.0

ワ ー プ ロ 26.4 16.7 30.0 36.8 20.0 23.8 19.0 39.3 40.5 60.0

フ ァ ク シ ミ リ 23.1 4.5 5.0 36.8 10.0 14.3 52.4 60.7 45.2 5α0

電 子 フ ァ イ ル 29.7 22.7 35.0 47.4 80.0 66.7 19.0 25.0 26.2 0.0

そ の 他OA機 器 17.5 9.8 40.0 26.3 40.0 33.3 14.3 17.9 19.0 0.0

NC工 作 機 5.0 9.8 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0 10.0

マ シニ ン グセ ン ター 2.3 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0

産 業 用 ロ ボ ッ ト 14.9 30.3 0.0 0.0 0.0 4.8 14.3 0.0 0.0 10.0

自動 運 搬 装 置 5.0 10.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 10.0

自 動 倉 庫 5.6 10.6 0.0 0.0 10.0 4.8 4.8 0.0 0.0 0.0

マ イ コ ン応 用機 器 13.9 29.5 0.0 0.0 0.0 9.5 0.0 3.6 0.0 0.0

制 御 用 コ ン ピュータ 9.2 15.9 0.0 0.0 0.0 14.3 4.8 0.0 0.0 30.0

そ の 他FA機 器 5.0 9.8 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0
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以 上 の よ うに,情 報 関連 機器 の導入 比 率 は80%を 超 え る高 い比 率 に な って お り;情 報 化 は ま

ず ハー ド導 入 か ら始め よ うとす る意識 が うかが われ る。

また,そ の 満足 度 は 高 く,90%を 超 え る機 関で 「一応 満 足」 と してteり,ハ ー ドに 対 す るニ

ー ズは ほぼ 満 た さ れてい る と思 われ る
。

た だ し,導 入機 器 に つい てみ る と,ワ ー プ ロ等い わ ゆ るOA機 器 の利 用 が 中心 とな って お り,

事 務部 門で のOA化 に 比べ て,・製 造部 門 で のFA化 が 遅 れて い るこ とを示 して い る。
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3、2.3汎 用 ソフ トウ ェア

(D利 用 状況

汎 用 ソ フ トウ ェアを 「利 用 して い る」 事 業所 は,回 答総 数 の3L2%に す ぎない 。

これ を,機 関 別 にみ る と 「情報 関 連 企業 」 が58.3%と 最 も 高 く,次 いで 「製 造 業」(49.4)

「大学 ・試験 場 」(40.0%)が 高 く,逆 に低 い の は,「 商 工会 議 所 等」 の16.7%,「 協 同組

合 等 」 の22.6%で,そ の他 はお おむ ね30%前 後 と平 均 並み であ る。d

汎 用 ソフ トウ ェ アを利 用 してい ない 理 由 と しては,「 自社 の業務 に適 合 しな い」 と した事 業所

等 が 最 も多 く52.5%と 半 数 を超 えてい る。

(2)利 用 してい る業 務

汎 用 ソフトウェアを利 用 している事 業所 等 の利 用状 況 を業 務 別 にみ ると,最 も多 い の は 「文 書 作成1

で50.1%,次 い で 「給 与 計算 」(48.8%),「 会計 処理 」(39.9%)の 順 とな って い る。.

これ らの3つ の業務 は,kk－ む ね,各 機 関 で平 均 的 に利 用 され て い るが,金 融機 関で は 「会 計

経 理 」 が,商 工 会 議所 等 で は 「給 与計 算 」 が利 用 され て お らず,更 に,「 市場 予測 」 及 び 「経営

計 画」 につ い ては,製 造 業 の0.8%,5.3%を 除 くと,ど の機 関で も利 用 され てい ない ○

弍;

圃8が高い
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表3-30汎 用 ソ フ トウ ェア利用 の 有無

(単 位:%)

機関

有無

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商ii義

工 所

会 等

行,

政

機
関

大試

験

学場

してい ない 68.8 50.6 69.2 65.2 41.7 69.6 77.4 83.3 67.4 60.0

してい る 31.2 49.4 30.8 34.8 58.3 30.4 22.6 16.7 326 40.0

表3-31汎 用 ソ フ トウ ェア を利 用 して い な い理由

(単 位:%)

機関

理由

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

業務に適合しない 52.5 56.0 52.6 733 20.0 563 62.5 50.0 39.3 333

機能が不十分 11.3 16.0 26.3 0.0 40.0 12.5 0.0 4.5
L14

.3 0.0
`

保守体制が不十分 1.9 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 4.5 0.0 0.0

価格が高い 5.0 &0 5.3 0.0 0.0 0.0 8.3 4.5 3.6 16.7

そ の 他 29.4 160 15.8 26.7 40.0 31.3 25.0 36.4 42.9 50.0

表3-32汎 用 ソ フ トウ ェアの利 用業 務

(単 位:%)

機関

利用の業務

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政機

関

大試

験

学場

生産計画 ・管理 120 24.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

人 事 管 理 7.8 9.0 25.0 125 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0

給 与 計 算 48.8 63.2 50.0 25.0 71.4 57.1 14.3 0.0 333 0.0

会 計 ・ 経 理 39.9 47.4 37.5 0.0 57.1 28.6 42.8 40.0 26.7 25.0

財 務 計 算 17.7 256 12.5 0.0 28.6 0.0 28.6 20.0 0.0 0.0

製 品 在 庫管理 18.6 32.3 0.0 0.0 0.0 14.3 28.6 0.0 0.0 0.0

資 材 管 理 12ユ 24ユ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 α0 0.0 0.0

販 売 管 理 18.7 30.8 12.5 0.0 143 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0

顧 客 管 理 6.8 38 0.0 12.5 0.0 0.0 14.3 40.0 6.7 25.0

市 場 予 測 0.4 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

経 営 計 画 2.6 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

技 術 計 算 15.3 15.8 0.0 0.0 28.6 14.3 14.3 0.0 13.3 75.0

統 計 計 算 20.0 12.0 25.0 50.0 0.0 14.3 14.3 40.0 40.0 25.0

設 計 試 算 8.3 6.8 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0 13.3 50.0

文 書 作 成 50.1 44.4 62.5 62.5 14.3 57.1 42.9 80.0 66.7 50.0

そ の 他 23.0 7.7 25.0 25.0 143 14.3 14.3 60.0 40.0 0.0
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(3)利 用結 果 に対 す る評 価

利 用 され て い る ソ フ トウ ェアに対 す る評 価は,「 一 部 不満 だが,ま ず まず使 え る」 とさ れ る ソ

フ トウ ェアが 最 も多 く62.7%を 占 め,次 い で 「十 分満 足 」 が30.7%と な って,こ の両者 を併

せ て93.4%と 高 い比 率 とな って お り,利 用 業務 別 にみ て も,ほ ぼ 同様 で,「 顧客 管理 」の83・3

%を 除い て す べ て90%以 上 で,「 十 分満 足」 又 は 「まず まず使 え る」 の評 価 を してい る。

また,「 技 術 計算 」 に つい ては,「 十 分満 足 」が66.7%と 他の ソ フ トウェア の20～30%

前 後に 比 べて 高 い 比率 となって い る。

ソ フ トウ ェア利 用 上 の 不 満 点 に 関 して は,「 機 能 が 不十 分 」 が最 も高 く59。1%で,次 い で

「自社 の業 務 に適 合 しな い」 の18.2%と な ってい る。

これ を ソ フ トウ ェア 別 にみ る と,い ず れ の ソフ トウ ェア も 「機 能が 不 十分 」 が,拾 おむね50

～70%と な ってい る中 で,「 給与 計 算」 に つい ては,「 自社 の 業務 に適 合 しない」 が42.9%

とな ってい る。

この よ うに,利 用 上 の問 題 点 と して 「機 能が 不 十 分」,「 自社 の業務 に 適 合 しない」等 の問題

点 が あげ られ て お り,こ れ らに つい ては,ソ フ トウ ェア提 供 機関 に おい て,ユ ーザ ーの利 用 形 態

を把握 し,開 発 過 程 に おい て対 応 す る必要 が あ る。

、

表3-33汎 用 ソ フ トウ ェア利 用 の評 価

(単 位:%)

機関
〉

評価

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

十分満足 30.7 11.7 23.5. 333 25.0 31.3 56.3 7.1 30.6 70.0

一部不満だが有益 62.7 75.9 70.6. 600 75.0 68.8 313 78β 66.7 30.0

あ ま り有 益 で ない 3.6 11.7 0.0. α0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

全 く有益でない 0.3 0.7 0.0. 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現段階では不明 2.7 0.0 5.9. 6.7 0.0 0.0 0.0 14.3 2.8 0.0

表3-34汎 用 ソ フ トウ ェアの 不満 点

(単 位:%)

機関

不満の理由

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

業務に適合 しない 18.2 48.6 16.7 0.0 50.0 11.1 16.7 0.0 11.1 66.7

機能が不十分 59.1 24.1 50.0 83.3 40.0 77.8 50.0 100.0 66.7 333

保守体制が不十分 10.2 9.8 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0

価格が高い 6.8 17.5 16.7 0.0 0.0 11.1 16.7 0.0 0.0 0.0

そ の 他 5.7 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0
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全 く有益でない

あまり有益でない

現段階では不明

図3-28汎 用 ソ フ トウ ェアの 評価

価{8が違 い

保守休制が不十分10

68%

図3-29汎 用 ソ フ トウェ アの不 満 点

(4)改 造 ・保 守

汎 用 ソフ トウ ェアの改 造 ・保 守 の 必 要が 生 じた時 の対 応 を み る と,「 我 慢 して使 用 」(35 .7

%)及 び 「自社 で 改造 ・保 守 」(31.7%)の 両者 で67.4%を 占め てい る。,

これ に 対 して,ソ フ トハ ウス又 は販 売 店 等に依 存 してい る事業 所等 は30 .1%と 少 な く,特 に,

「㌘ トハ ウス」 へ の依 確 は&5%に す ぎ ない ことか ら冶 後 ・フ トー ウスの機 育巨強化 を図 る

必 要 が あ る。・

な お,機 関別 にみ て 「ソ フ トハ ウス」 又 は 「販 売店 」へ の依 存 度 が 高 いの は,協 同組 合 等 の63.

6%,が 目・立 って お り,製 造 業 に つ い ては ,「 自社 で改造r保 守 」・(3L1%),「 我慢 して使

用」(30.4%)の 比 率が 高 くな って い る。

表3-35ソ フ トウ ェア改造 ・保 守 の状況

(単 位:%)

機関

改造・保守

合

計

製 ..

造

業

商

業

金 ・

融

機

関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行'
政

機

関

・・大 試

験

学 場

我慢 して利用 357 30.4 38.5 25.0 7.1 57.1 9.1 54.5 53.6 75.0

自社 で行 った 31.7 31.1 53.8 333 50.0 42.9 273 18.2 17.9 0.0

ソフ トハ ウスで行 った &7 7.4 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 10.7 0.0

販売店で行った 21.4 24.4 7.7 0.0 28.6 0.0 63.6 27.3 17.9 25.0

そ の 他 2.4 6.7 0.0 8.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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図3-30汎 用 ソフ トウ ェアの保 守 ・改造

●

⑤ 今後 の導 入

今 後 の 汎 用 ソ フ トウ ェア の導入 につ いて は,「 適 当 な ものが あ れ ば導入 したい」 と回 答 した事

業所 等 が 最 も多 く64.8%で,「 積 極 的 に導 入 す る」 と回答 した事 業所 等は7.0%に 過 ぎず,「導

入 の 意 志は ない」 と回 答 した事 業所 等 は,28.'3%と な ってい る。

今 後,利 用 した い汎 用 ソ フ トウ ェア で多 いの は,「 会 計 ・経 理 」の26.6%で,次 い で 「財務 計

算 」(23.6%),「 生産 ・管理 」(21.3%),「 統 計計 算 」(19.4%)の 順 とな って い る。

これ を,現 在 の利 用状 況 と比較 してみ る と,現 在 利 用 の 多 い ・「給 与 計 算 」 「文 書作 成 」 等 の

比 率 が 下 が っ て お り,そ の 反 対 に,利 用 が少 な い 「生 産 ・管 理 」・.「人事 管 理」 ・ 「市 場予 測」

「経 営 計 画」 等 が 大 幅 に上 昇 してい る。

以 上 の よ う に,汎 用 ソフ トウェア の利 用度 は,30%程 度 と低 く,そ の利 用 業務 も計 算 処理 的

な もの に と どま って い る。

これ は利 用 して い な い理 由 と して 「業務 に適 合 しない 」 が 高 率 を示 してお り・ ま た・不 満 点 と

して 「機 能 が不 十 分」 が 多 く指摘 され て い る ことか ら,汎 用 ソ フ トウ ェアの機 能 自体 も十 分 で は

ない と思 わ れ る が,既 に利 用 して い る機 関 の評 価 と して は満 足 度 が高 くな って お り,ソ フ トウ ェ

ア に対 す る利 用方 法,機 能 等 の理 解 度 に も問題 が あ る と思 われ る。

ま た,改 造 ・保 守 に つい ては,内 部 で対 応 して い る比 率が 高 く,ハ ー ド(情 報 関 連 機 器)が

メー カ ー又 は 販 売店 へ の依 存 度 が 高 くな って い るの と対 照 的 で あ る。
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汎用 ソ フ トウ ェアの 今後 の利 用表3-36

機関

今後の導入予定

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
撲

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大 試 ・

験

学 場

積極的に導入 7.0 12.3 0.0 4.8 0.0 8.3 3.4 0.0 15.9 22.2

適当であれば導入 64.8 65.9 76.0 57.1 76.9 54.2 41.4 655 68.2 55.6

導入の意志はない 28.3 21.8 24.0 38.1 23.1 37.5 55.2 34.5 15.9 222

`

汎 用 ソ フ トウ ェアの今 後 の利 用図3-31
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表3-37汎 用 ソフ トウ ェアの利 用 状況

機関

利用の業務

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
撲

そ企

の

他業

協組

合

同等

商i議

工所

会等

行
政
機
関

大試 ,

験

学 場

生 産計 画 ・管 理 0.6 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

人 事 管 理 2.3 0.0 10.0 6.7 0.0 63 0.0 0.0 0.0 0.0

給 与 計 算 16.9 296 20.0 13.3 31.3 25.0 5.6 0.0 13.9 0.0

会 計 ・ 経 理 14.0 18.5 15.0 0.0 25.0 12.5 16.7 14.3 11.1 10.0

財 務 計 算 4.7 7.4 5.0 0.0 12.5 0.0 11.1 7.1 0.0 0.0

製 品在庫管理 3.5 11.1 0.0 0.0 0.0 63 11.1 0.0 0.0 0.0

資 材 管 理 1.2 7.4 .0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

販 売 管 理 3.5 7.4 5.0 0.0 6.3 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0

顧 客 管 理 3.5 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 5.6 14.3 2.8 10.0

市 場 予 測 0.0 0.0 0.0 α0 0.0層 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

経 営 計 画 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

技 術 計 算 5.2 0.0 α0' 0.0 12.5 6.3 5.6 0.0 5.6 3α0

統 計 計 算 9.9 0.0 10.0 26.7 0.0 6.3 5.6 143 16.7 10.0

設 計 試 算 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 5.6 0.0 5.6 20.0

文 書 作 成 21.5 11.ゴ 25.0 33.3 .6.3 250 16.7 28.6 27.8 20.0

そ の 他 9.9 3.7 10.0 13.3 63 63 5.6 21.4 16.7 0.0

表3-38汎 用 ソ フ トウ ェアの今後 の 利用

機 関

:
・パ ∵'

'
¶.

今後の導入分

合

ぺ,●

・ 計

製
∪ 、∠と

.ユ 旦

.業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

・生 産 計 画 ・管理 ・21
.3 39.1 0.0

'00
14.3 7.1 10.0 4.3 0.0 0.0

人 事 管 理 17.4 15.7 5.3 20.0 14.3 14.3 10.0 8.7 44.4 0.0

'

給 与 計 算 16.3 14.2 5.3 13.3 0.0 7.1 5.0 30.4` 36.1 12.5

会 計 ㌔ 経 理 26.6 193 36.8 20.0 28.6 0.0 30.0 69.6 333 25.0

財 務;計 算
ピ

23.6 16.8 42.1 46.7 42.9 14.3 15.0 4.3 52.8 0.0

製 品在庫管理 12.9 20.8 15.8 6.7 0.0 0.0 10.0 4.3 0.0 0.0

資 材 管 理 11.3 19.8 5.3 0.0 14.3 7.1 5.0 0.0 0つ 0.0

販 売 管 理 10.7 ,137 2L1 0.0 14.3 7.1 15.0 4.3 0.0 12.5

顧 客 管 理 16.0 10.2 263 4α0 14.3 35.7 25.0 39.1 0.0 0.0

市 場 予 測 12.1 10.2 21.1 20.0 28.6 21.4 25.0 8.7 0.0 12.5

経 営 計 画 17.8 13.7 31.6 20.0 57.1 50.0 20.0 13.0 8.3 12.5

`技 術 計 算
121 13.7 0.0 0.0 143 21.4 5.0 0.0 11.1 75.0

統 計 計 算 19.4 16.2 10.5 20.0 0.0 7ユ 20.0 39.1 0.5 5α0

設 計 試 算 11.0 10.7 5.3 6.7 0.0 21.4 15.0 0.0 13.9 37.5

文 書 作 成 17.3 10.7 21.1 6.7 14.3 21.4 35.0 39.1 13.9 50.0

そ の 他 7.3 3.6 0.0 6.7 0.0 21.4 5.0 26.1 11.1 12.5
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3.2.4情 報 イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャ ー

(1)情 報 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャー の整 備

情 報 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー と して,整 備 す べ き もの と して,最 も多 い の は,「 情 報 ネ ッ ト ワ

ー ク の 整 備 」 で72 .9%を 占 め,次 い で 「ソ フ ト ウ ェ ア 技 術=者 の 養 成 機 関 の 整 備 」(56.0%),

「ソ フ トウ ェ ア 業 ・情 報 処 理 業 の 育 成 」(46 .2%),「 情 報 提 供 サ ー ビス 業 の 育 成 」(42.8

%),「 ソ フ トウ ェ ア の 流 通 促 進 」(32.6%)の 順 と な って い る 。

機 関 別 に み る と,「 情 報 ネ シ ト ワ ー ク の 整 備 」,「 ソ フ ト ウ ェ ア技 術 者 の 養 成 機 関 の整 備 」 は,

ほ とん どの 機 関 で40%を 超 え て い る 。 ま た,「 ソ フ トウ ェ ア の 流 通 促 進 」 に つ い て は,情 報 関

連 企 業 の 比 率 が72..7%と 最 も高 く,そ の ほ か は,商 工 会 議 所 等(17.2%),行 政 機 関(18.6

%)を 除 い て は,k-isむ ね30%以 上 と な っ て い る。

② ニ ュー メデ ィ ア 等 の 利 用

「オ ン ラ イ ン ネ ッ ト ワー ク(DBを 含 む)」 を 含 め た ニ ュ ー メ デ ィア 等 を 利 用 し て い る 事 業

所 等 は24.7%で,今 後 の 利 用 計 画 が あ る の は,36.3%と な っ て い る 。

な お,計 画 中 の もの で 具 体 的 な 計 画 が あ る の は,こ の う ち の11.1%で 残bの25.2%は 具 体

的 な 計 画 は な い 。

現 在 利 用 して い る と 回 答 が あ っ た も の に つ い て,メ デ ィア ご と の 構 成 比 を み る と,「 オ ン ラ イ

ン ネ ッ ト ワー ク 」 に よ る サ ー ビ ス が 最 も 高 く80 .9%と な ってk・ り,次 い で 「LAN(企 業 内

情 報 通 信 網)」(17.0%),「VAN(付 加 価 値 通 信 網)」(6.4%),「 ビ デ オ テ ッ ク ス 」

(5.3%)の 順 と な っ て い る 。

ま た,今 後 の 計 画 に つ い て み る と,「 オ ン ラ イ ン ネ ッ ト ワー ク 」(39.8%),「LAN」(39.

8%),「VAN」(38.4%)の 利 用 予 定 が 高 くな っ て お り,特 に,「 オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー

ク」 及 び 「VAN」 は 具 体 的 な 計 画 率 が 高 いb

●

(3)人 材 の育成

ソ フ トウ ェア 開発 に 携 わ る人 材 の 育成 につ い ては,「 自社 内で のOJTに よる養 成」 が 最 も多

く,ど の機 関 もほぼ40%以 上 とな って お り,次 い で 「外 部 の民 間機 関 に よる」 ものが20%と

な って い る。

これ らに次 い で,「 社 内 研修 」 が 多い が,そ の比 率は 機 関 に よ リパ ラソキ.がみ られ,「 専 門職

員 の採 用 」及 び 「公 的 機 関 に よる研修 」 は,い ずれ も10%以 下 とな って い る。

な お,人 材 の 育成 に関 して の今 後 の対 応 も,ほ ぼ現 状 と同様 であ るが,や や 「社 内 のOJT」

の比 率 が下 が り,「 外 部 の公 的 機 関 に よる研修」 が 高 くな ってい る。 ・
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以 上 の ように,情 報 イ ンフラス トラクチャー と して 最 もニー ズが 高 い のは,情 報 ネ ッ ト ワー ク

(72.9%)と な って お り,中 央 との情 報 格差 を ネ ッ トワー クで 埋 め よ うとす る意識 が うかが わ

れ る。

人 材育 成 に関 して も,56.0%の 機 関 で必 要 と してk・り,ニ ー ズは 高 く,そ の対 応 は,大 半 が

「自社 内 のOJT」 で対 応 して い るが,今 後,ソ フ トウ ェア 開発 要員 等 に対 す る人材 不 足 が益 々

顕 著に なる と思 われ る こ とか ら,外 部機 関 を利用 した人 材 育 成が 不可 欠 で あ り,そ の 活動 強 化が

望 まれ る。

オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク を含ん だ ニ ュー メデ ィア等 の利用 に 関 して は,ま だ,利 用 比率 は低 く,

25%以 下 で あ る。 しか も,そ の大 部分 が オ ン ラ イン ネ ッ トワー クの 利用 で,い わ ゆ るニ ュー メ

デ ィアに つ いて は,LANの17.0%を 除 くと一桁 台 に と どま って お り,ま だ,現 実 の ニ ーズ と

して顕 在 化 してい る とは言 え ない 状態 であ る。

■
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5.ろ 情 報 流 通 の ネ ッ ト ワ ー ク

(1)ネ ッ トワー ク化 の現 状

ネ ッ トワー ク化 してい る事業 所 等 は,回 答総 数 の52.6%と 過 半 数 を 占 め,こ の うちの約 半 数

の28.1%が 同一 事 業所 内に お け る もので,残 りの24 .5%が 外 部(自 社 分 を含 む)事 業所 等 と

ネ ッ トワー ク化 して い る。

この よ うな現 況 の なかで,ネ ッ トワー ク の形 成 が 「必要 で ある」 と答え た事 業 所 等 は 回答 総数

の80.4%を 占めて お り,こ れ を機 関別 に み る と,製 造業 の68.6%,商 業 の73.9%以 外 は,

い ずれ も80%以 上 とな って い る。

② ネ ッ トワー クへの参 加 の可 能性

ネ ッ トワー クが実 現 した場 合 の参 加の 希 望 の有 無 に つい ては,回 答 総 数 の54 .2%が 「条 件 に

よ って は参 加 」 す る と して お り,次 い で 「可能 な限 り参 加 す る」 が18 .4%で,こ の両 者 を併せ

ると72.6%の 事 業所 等が 参 加 の可 能性 を示 して い る。

これを機関別にみると洛 機関とも過半数鯵 加の意志を示 してい ぴ 協同組合等の46・9

%,製 造 業 の32.1%及 び行 政 機 関 の30.4%の 事 業 所等 で は,「 参 加 が 困難 」 と回 答 してtsり
,

これ は,企 業秘 密,法 的 な制限 等 があ る ため と考 え られ る。

㈲ 参 加 の メ リッ ト

「可 能 な限 り参 加 したい」 と回 答 した63事 業所 が期 待 してい るメ リ ッ トで最 も多 いの は,「迅

速 な情 報 の入 手 が 可 能」 の85.7%と な って お り,次 い で 「情 報 の加 工 ・高度 利 用が 容 易 」(49.

2%),「 正 確 な情 報 の入手 」(46.0%)の 順 とな って い る。 ・

(4)参 加 の 条件

「条件 に よって は参 加 す る」 と した186事 業所 が 回答 した 「参加 可 能 とな る条件 」 は
,「 有

用 な情 報が 多し(こと」,「 費 用,労 力 の負担 が 少 ない こと」 が そ れぞ れ7&0%,75.2%と 極

め て 高 く,他 の条件 は,k・k－ む ね,30%以 下 の回 答率 とな って お り,ネ ッ トワー ク の形成 に関
コ ま ト

して,費 用 対 効果 が 重 視 され て い る こ とが うかが え る。

■
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表3-39情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の必 要性
(単 位:%)

機関

必要の有無

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

必要である 80.4 68.6 739 81.8 84.6 95.7 84.4 90.3 95.6 100.0

必要ない 19.6 31.4 26.1 18.2 15.4 4.3 15.6 9.7 4.4 0.0

表3-40情 報 ネ ッ トワー ク形 成上 の実施 事 項 優 先度
(単 位:%)

機関

実施事項

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

莇

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

推進体制 27.1 17.7 36.4 21.1 25.0 18.2 40.0 32.1 38.6 33.3

研究会 ・検討会 21.8 24.0 182 158 33.3 9.1 24.0 25.0 22.7 16.7

出来 る と ころか ら 16.1 15.6 18.2. 10.5 8.3 40.9 12.0 10.7 15.9 8.3

所在源情報の整備 18.6 26.0 9.1 263 0.0 18.2 8.0 21.4 13.6 16.7

環境の整備 16.4 16.7 18.2 263 33.3 13.6 16.0 10.7 9.1 25.0

そ の 他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

表3-41オ ン ラ イ ン ・ ネ ッ トワ ー グへ の 参 加 意 識
(単 位:%)

機関

参加意識

合

計

製

造

業

商

業 ㌦

金

融

機

関 層

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関 い

大試

験

学場

可能な限 り参加 18.4 9.3 28.0 22.7
9
30.8 21.7 12.5 43.8 15.2 40.0

条件付ぎで参加 54.2 58.6 60.0 59.1 61.5' 69.6 40.6 31.3 154 .3 40.0

参加が困難 27.4 32.1 12.0 18.2 7.7 8.7 46.9 25.0 30.4 20.0

図3-33ネ ッ トワ ー ク へ の 参 加 意 識
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表3-42ネ ッ ト ワー ク参 加 の メ リ ッ ト

(単 位:%)

機 関

メ リ ッ ト

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
撲

そ企

の

ぱ

協組

合

何等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

迅速に入手 85.7 100.0 85.7 1000 100D 80つ 50.0 78.6 85.7 75.0

大 量 デ ー タの 入手 15.8 15.4 0.0 20.0 50.0 40.0 0.0 143 14.3 0.0

情報の加工が容易 49.2 46.2 57.1 40.0 75.0 60.0 25.0 50.0 429 50.0

正確な情報の入手 46.0 5a8 42.9 4α0 25.0 60.0 75.0 357 42.9 50.0

費 用 ・労 力の軽 減 31.7 46.2 42.9 20.0 50.0 0.0 0.0 21.4 429 50.0

入手の継続性 44.4 38.5 429 40.0 25.0 60.0 25.0 35.7 71.4 75.0

そ の 他 4.7 7.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0

表3-43ネ ッ トワー ク参加 の条 件

(単 位:%)

機関

参加条件

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商ii義

工 所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

費用負担が少ない 75.2 67.1 9`3.3 69.2 75.0 75.0, 923 70.0 84.0 100の

有用な情報の入手 78.0 80.5 66.7 923 62.5 93.8 76.9 80.0 40.0 1000

秘匿情報の守秘 29.6 30.5 26.7 231 125 37.5 23.1 30.0 40.0 0.0

自システムの安 全 性 17.2 19.5 20.0 23.1 37.5 25.0 7.7
シ ㌦r

0.0 8.0 0.0

技術的課題の解決 8.6 7:3一 6.7・ ・0
.0・ ・0 .0・ ・18 .8・ ・'231・ … 10.0 8.0 0.0

提供情報がないi 35.5 427 33.3 46.2 25.0 25.0 3α8 40.0 24.0 0.0

内部 の コンセンサスi 16.1 8.5 133 30.8 125 .25.0
い

3a5「 10.0 24.0 0.0

情報管理の確立' 20.1 19.5 20.0 15.4 12.5 125
`τr

l231
《'

10.0 28.0 0.0

そ の 他} 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.o
'0

.0'ノ 10.0 0.0 75.0

6

⑤ 参 加 で き な い 理 由 ・;い:' ,.

「参 加が 困 難 」 と略 し日 時 業 所の うちで ・最 も多 曜 由は ∫・ン ピ ・一・ を設置 して い

ない 」 が45.7%,次 い で 「外部 に提供 で き る情 報が ない」・(36.2%),「 情 報管 理 体 制が で きて

い ない」(29.8%)の 順 と な ってい る。

以 上 の よ うに,情 報流通 の ネ ッ トワー クの形 成 が必 要 であ る と してい る割合 は80%を 超 えて

お り,そ の 関心 は高 い と思 われ る。 しかし,ネ ッ トワー ク参 加 が困難 な 理 由 と して 「コ ン ピュー

タが ない 」 の割 合 が高 い こと か ら もうか が われ る よ うに,ネ ッ トワー ク即 コン ピュー タネ ッ トワ

ー クの意識 が強 い と思 われ ,コ ン ピュ ー タ利 用 に限 らない,広 い意味 で の ネ ッ トワー ク形 成 意 識

の高 揚 が望 まれ る。
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表3-44ネ ッ トワー ク参 加 困難 な 理 由
(単 位:%)

機関

理由

合

計

製

造

業

商

業

金
融
機
関

情企
報
関
連業

そ企

の

他業

協組

合

同等

商議

工所

会等

行
政
機
関

大試

験

学場

コン ピ ュー タが ない 45.7 33.3 33.3 25.0 0.0 50.0 73.3 1000 35.7 50.0

外部接続が禁止 11.7 4.4 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.1 0.0

秘匿情報の守秘 22.3 17.8 0.0 75.0 0.0 50.0 0.0 125 57.1 0.0

システムの安 全 保 障 3.2 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

外部情報が不要 10.6 15.6 33.3 0.0 100D 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0

現状で十分である 18.1 20 66.7 0.0 1000 0.0 20.0 25.0 0.0 0.0

提供情報がない 36.2 55.5 66.7 25.0 0.0 0.0 26.7 125 7.1 0.0

情報管理体制め不備 29.8 31.1 0.0 25.0 0.0 50.0 26.7 20.0 21.4 100C

費 用 ・労 力 の負 担 25.5 222 66.7 25.0 0.0 50.0 26.7 13.3 21.4 50.0

技術的課題未解決 5.3 6.7 0.0 0.0 0.0 100C 0.0 0.0 0.0 0.0

内 部 の コンセンサス 17.0 156 0.0 25.0 α0 0.0 13.3 20.0 14.3 50.0

そ'の 他 43 0.0 3a3 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 14.3 0.0
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4.ま と め

4.1情 報 に 関 す る ニ ー ズ

四 国地域 の事 業 所 等 の87%が 外 部 か ら情 報 を入手 して い るが,積 極 的 に入 手 してい る事 業所

は,19%に とど ま って お り,情 報 に対 す る認識 の低 さが うか が え る。

利 用情 報 につい て み る と,「 一 般 経 済 ・景 気動 向等 の情 報 」,「 産 業 別 の業 界情 報 」は各事 業

所 等 で共通 的 に よ く利用 され て い るが,上 記 以外 の情 報 の利 用 は 業種 ・機 関 に よ り差 異 が み られ

るo

利 用情 報 の地域 属 性 を み る と,「 全 国 」に関 す る情報 が 最 も多 い ものの,同 時 に 「 自県 内 」,

'「 四国地 域 」に 関 す る情 報 も多 く,今 後,全 国 ベ ース の情 報整 備 と並行 して,地 域 情報 の 整備 も

`重 要 と思 われ る
。

・ これ ら情 報の 入手 先 は,お おむ ね 同業 者,業 界 団体 又 は取 引先 等 が 主体 とな って お り,公 的 な

i情 報 提供 機 関 は十 分活 用 され て い ない と思 われ る。

い 入手の働 醜 点としては・情 綱 所在粉 からない」・「最新の情報がなし'」・ 「労力"
【費 用が かか りす ぎ る 」な どが あ げ られ て い る

。

この よ うに,全 国 及 び地 域 に 関 す る情報 及 び これ らの 所在 源 情報 の 整備 が求 め られ て い るほ か,

利 用者 側 の情 報価 値 に対 す る意 識 の高 揚 が必 要 な こ と,公 的 な情報 提 供 機 関 の活 用 が十 分 でな い

こ とな どが今 後 の課題 とな って い る。

(1)情 報 の入手 活 動

一 金融鵬 公的綱 を除く白 鍵 て繍?入 手聞 して蝉 輌 一

情報を外部瓢・入手・てい・事業所等は・回答総数の87%に 達してfO'b・ww関別1こみて

も著 しい差 は ら られ な い。_

しか し,積 極的 に入 手 してい る割合 を み る と,民 間機 関 で は金 融機 関,情 報 関 連企 業 が高

く,公 的機 関 で は商 工 会議 所,大 学 ・試 験場 が 高 くな って お り情 報 に対 す る関心 の 強 さが う

か が われ る もめ の,行 政機 関 の割 合 が やや低 く,情 報 入手 に対 す る消極 的 な 傾 向が み られ る。

(2)入 手 情 報 』t/1

-一 般経 済 ,産 業 別業 界 情報 が 主 体 一一

入 手 して い る情 報 を み る と,「 一 般 経済 ・景 気動 向等 の情 報 」(62%),「 産 業 別 の業

界情 報 」(62%)が 多 く,こ れち につ いて は,各 業 種,機 関 と も過 半 数 の事 業 所等 で 入手

して お り,共 通的 な 二}ズ の あ る情 報 と見 る こ とが で き る。

これ に対 して,上 記 以 外 の情 報 は 業種 機 関 の種 類 に よ って入 手 割 合 に差 が見 られ る。

・れを鯛 別にみると・1、上記の共通蹄 強 くと・製造業では・ 「XJ品等の商品市況繍 」

「技 術 ・新製 品 情 報 」が多 く,非 製 造 業 では,「 企 業 別情 報 」,「 行 政 施策 情 報 」が 多 くな

ってい る。 また,電 気,ガ ス等 の その 他企 業,金 融機 関 及 び商 工 会議 所 で は特 定 の情 報 に集

中せず,幅 広 く各種 の 情 報 を入 手 してお り,入 手割 合 も高 くな って い る。
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なお,入 手方 法 と して は,「 新 聞等 」(77%),「 一 般図 書 ・業 界 紙 」(49%)及 び

「機 関 誌 ・広報 誌 」(48%)等 の活 字 媒体 が 大部 分 を 占め てい る。

(3)入 手情 報 の地域 区分

一 上 位 は全 国
,地 域 内 に関 す る情 報 一

入 手 して い る情 報 の 地域 区 分 は,「 全 国 」(65%)が 多 く,次 いで 「 自県 内 」'(4・0%)

「四 国地 域 」(38%)の 順 とな って お り,こ れ ら以 外 の 地域 は極 め て 少 ない 。

「全 国 」に関 す る情 報 は,情 報 の 種 類又 は業種 ・機 関 等 の区 分 に関 係 な く, .い ずれ の 場合

も上位 を 占めて い るが,「 自県 内 」叉 は 「四 国地 域 」に っ いて は,地 域 開発 ・産業 立 地 情報,

雇 用 ・労働 情 報及 び 行政 施 策情 報 が上 位 と な ってい る。

以 上 の ほか,海 外情 報 を 入手 して い る事 業 所等(製 造 業,大 学 ・試験 場 等)も 比 較 的 多 く,

情 報の 種類 と しては,技 術 情報,エ ネ ル ギ ー情 報,製 品 ・原材 料 の商 品市 況 情 報が 多 くな っ

て い るo

(4)情 報 の入 手 先.

一 公的 機 関の 活用 が い まひ とつ 一

情 報 の入 手 先 と して は,情 報 の 種類 に よ り差 が 見 られ るもの の元 「同 業 者?業 界 団 体 」

(48%),「 取 引先 ・親企i業 」(39%)が 全般 的 に 多 くな って い るが,一 般 経 済 ・景 気

動 向等 の情 報 に'E)いて は 「金 融機 関 」か らの入 手 が多 く,地 域 開発p産 業 立地 情 報,雇 用 ・

労 働情 報 及 び行 政 施策 情 報 等 につ いて は,「 行 政機 関(国,県,市)」 が 上位 を 占め て お り,

ま た,企 業 別情 報 に つい て は 「民 間調 査機 関 」か ら入 手 してい る事 業所 等 が 多 い。 .

ζの よ うに,情 報 の 入手 先 と.しては 同 業者,取 引先,金 融機 関 などρ 民 間機 関ヵ柱 体 とな

・ って お り,公 的 な情 報 提供 機 関 は十 分 活 用 され て いな い と思 われ る ことか ら
,ζ れ ら機 関に

つ い て は真 に必 要 とされ る情 報 を把 握 し整 備 す ると と もに・提 供 可能 情 報 等 のPRな ど も今

後 必要 と思 われ る。.・ 一 、 … ∵ .'

(5)情 報 入 手 の問題 点L・

一 提 供者 側 ,利 用者 側 双 方 に 問題 点 一 、、,,,ご'

情 報 を 入手 す る際 の 問題 と.して は,「 ・情 報 の所 在 が 分か らな い 」(.27%),「 最 新 の情

報 が ない 」.(25%)が 多 く,入 手 で.きなか った理 由 で はt「 最 新 の情報 が ない 」(23%)

「提 供 され なか っ た 」(22%)な ど が多 くな って お り,.四 国地域 にお い て情 報 が十 分 整備

され て な く,ま た,提 供 の 体 制 も整 って い ない ことが 指摘 され・て い る。

ま た,利 用 の 問題 と して は 「再 編 集 が必 要 」(15%),「 必要 な区 分 でな い 」(14%)

が あげ られて い るが,入 手 の 際の 問題 の比 率 に比 べ ると,や や 少 な くな っ てい る。

この よ うに,情 報 を入 手 す る際 の 問題 と して は,情 報 の 整備 及 び提 供 体制 の 不備 が あ げ ら

れ て い るが,情 報 の整 備 及 び 提供 には,労 力 ・費用 が必 要 な こ とを考 慮 す る と,利 用 者 側の

情 報 価 値 に対 す る認識 の低 さも うか が え る。
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4.2情 報 化 に 関 す る ニ ー ズ

四 国地 域 の事 業所 等 に お いて は,各 種OA機 器 を 中心 とす る情 報 化 関連機 器 の 導入 など に よ り,

情 報 化 を推 進 して い る割 合 は7.2%と 比較 的 高 いが,そ の内 容 をみ る と,文 書 作成,会 計 ・経 理

処 理 な ど,「 一 般事 務 のOA化 」が 多 く,汎 用 ソフ トウ ェア に つ いて も,情 報 の 高度 な利 用形 態

で あ る経 営 分 析 や研 究 ・開 発等 へ の利用 は 現 在 の と こ ろ少 ない 。

情 報 化基 盤 の 整備 項 目 と して 「情 報 ネ ッ トワー クの 整備 」に次 いで 「人材 の育成 」が 上 位 にあ

げ られ て い る。

この よ うに,情 報化 の 質 的 な面 に おい ては,現 状 では 必ず しも高 くな く,今 後 情報 の高 度 利用

を 図 るた め に は,人 材 の 育 成 情 報 ネ ッ トワーク の整 備 な ど が望 まれ て い る。

(1)情 報 化 の推 進 状況

一 情報 化 は 推進 され て い るが,質 的 レベ ル がや や低 い 一

情 報 化 を 推進 して い る事 業所等 は73%で,機 関 別 に み る と商工 会議 所,行 政機 関,大 学

・試 験 場 な どの 公的 機 関 に 比べ,製 造 業及 び 非 製造 業 な ど の民 間機 関 がや や 高い 比率 と な っ

て い るo

この よ うに,情 報 化を 推 進 して い る比 率 は,比 較 的高 く,ま た,結 果 に対 す る満 足度 も高

くな っ てい るが,情 報化 を 進 めて い る分 野 をみ る と,最 も多 いの が 「一 般 事 務のOA化 」の

57%で,次 い で 「会 計 ・財務 管 理 」(48%),「 販 売 ・顧客 管理 」(37%)が 高 くな

って い る反 面,比 較 的 高度 な利 用 形 態で あ る 「研 究 ・開発 」,「 経営 ・経済 分析 」等 の 利用

は低 く,情 報 化 レベ ル の低 さの一 面 が うか が われ る。

しか し,今 後 推進 した い分 野 につ い て は,比 較 的 高度 な分 野ヘ シ フ トす る傾 向 がみ られ る。

一 方
,推 進 して い ない理 由の うちで,最 も多 い のは 「資金 が な い 」の49%で,次 いで 「人

材が い な い 」(44%),「 採 算が 合 わ ない 」(41%)の 順 とな ってい るほか,「 必 要性

を感 じて い ない 」(32%)と した事 業 所等 もや や多 く,情 報 化 に関 す る認 識を 高 め る必 要

もあ る もの と思 わ れ る。'

(2)情 報 関連 機器

一 事 務 部 門 でのOA化 に 比べ,製 造 部 門 でのFA化 に遅 れ 一

情 報 関 連 機 器 の 導 入 比率 は80%を 超 え る高 い 比率 に な って お り,情 報 化 は まず ハー ド

導入 か ら始 め よ うとす る意識 が うか が われ る。

また,そ の 満 足度 ば高 く,90%を 超 え る機 関 で 「一 応 満 足 」と して お り,今 後 の 導入 に

つ いて も積 極 的 な 態度 とな って い る。

しか し,導 入 機 器 に つい てみ る と,「 汎用 コ ン ピ ュー タ ・オ フ コ ン 」,「 フ ァクシ ミリ」,

「ワー プ ロ 」等 い わ ゆ るOA機 器 の利 用 が 中心 と な って お り,事 務 部 門で のOA化 に比 べ て,

製 造 部 門で のFA化 が 遅れ て い る こと を示 して い る。

今 後,導 入 したい 機 器 は,現 在 と同様 にい わ ゆ る 「OA関 連機 器 」の比 率 が高 い ものの,

比率 は低 下 して お り,こ れ まで利 用 度 の低 か った 「FA関 連機 器 」の 比率 が 高 くな って い る。
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(3)汎 用 ソ フ トウ エア

ー 利用 者 側 の活 用 能 力 に も問題 一

汎 用 ソ フ トウ ェアの 利用 につ いて み ると,そ の利 用 割 合 は38%と 情 報 関連 機 器 の導 入割

合 に比 べて 低 く,適 用 業務 では,「 文書 作 成 」,「 給 与 計算 」な どが 中心 とな ってい る。

利 用 しな い理 由 と して は,「 業 務 に適 合 しない 」(53%)が 最 も多 く,利 用 に当 た って

の 問題 点 と して は,「 機 能 が 不十 分 」(59%)が 最 も多 くな っ てい る。

この よ うに,汎 用 ソフ トウ ェアの機 能 も十 分 で はな い と思 われ るが
,利 用 され てい るソ フ

トウ ェアに対 す る評価 は高 くな って お り,利 用 者側 の活 用 能 力 に も問題 が あ る と思 われ る
。

(4)情 報 化 基盤 の 整備

一 ネ ッ トワー ク化
,人 材育成 が今 後 の課 題 一

情 報 化基 盤 の整 備 項 目 と して 最 も ニー ズが 高 いの は,情 報 ネ ッ トワー ク(73%)と な っ

て い るが,ネ ッ トワー クへ の参 加条 件 と して,「 有 用 な情 報 が 多 い こと 」,「 費 用 ・労 力の

負 担 が 少な い こと 」等 が あげ られて い る こ とか ら,ネ ッ トワーク に対 す る安 易 な期 待 が うか

が わ れ るo

また,人 材 育成 に 関 して は, 、56%の 機 関で 必要 と して お り,現 状 は,大 半 が 「自社 内の

OJT」 で対 応 して い るが,将 来 は,「 外 部の 公的機 関 に よ る研 修 」の割 合 を 高く したい と

な って い る。

今後・ソ・トウ・ア開発要酷 に対する人材不足力溢 ・顕著に蝉 と品 柄 ことカ・ら,

外部機関を利用 じだ人材育成が不可欠であり,そ の活動強化が望まれる。
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資 料

四国地域の情報化に関するニーズ調査
コ ー ド

窒櫨 事案所番号

ば

.

. 回

〈閻査の趣旨〉
匹目地滅の情報は、地域内の各種の毘関、企案、経済団体等で作成されたり・また収集 されています.
この《っな、四国地紋に関する情報の相互利用は、一投的に印刷物等で行われていますが・情報化の進展によって・迅速
かつ、正≡、広立田な精穀の流通が豆三れています.

この口…記ご、このような頷待に応えて、匹目地城内の各通関、金気、緒団体等での情報化に関するニーズを明らかすると

ともに、今後の地竜情箒の流通を促進 し、匹園地載の情報化の造進のための資料とするために実施するものです.

宜しく、ご憶力 くださるようお這いします.

<記入の注章事項>

1:塁《墓 詣 誇 ㌶ ξ混 合爆 風 内容を。。。。,・くも。・・あり・す・でご混 く….
3.数 字 を莞入 する場合 は、す べて、1,2,3,の よ うに、 算用数字を使用 して ください.

4.こ のア ンケー ト縄至 の回答 内容 について は、個別 に公表 する ことはありませ ん.

回答刃{限
本領iξiに呈する照会失

昭和60年11月 ・30日
四 国退富屋藁 局 総務 部 情報管理 室

代表0878-31-3141内 線51

6三三豆LO878-61-5707

名 称 担 当 ・
部課名

所在地 パ … 一

、

記入者"電 話
氏 名 一 一庖

」

今.,

1. 情報化の現状と今後

.、(1>犬 掻閃ば事 斯 におい て、・情報 化を推進 してい ますか.・

している, 1、

していない 2

・ 口

(2).以 下の質問にっいては、(Dで1.(し ている)の 場合にお答えくだきい
情報化をどのような分野で進めていますか.

合

理
化

・
自
動
化

製

造
エ
程

の

省

力
化

ピ
O
A
化

一
投
事
務
処
理

の

法
計
処
理

経

営

・
.経

済
分

析

会
計

・
財
務
管
理

搭
買

・
仕
入
管
理

在
屋
管
理

吉

匡
管
理

託
送
管
理

販

=古
・
顧
客
管
理

Ol回0304 05 ・61・7 08 09 10

設省

計力
企{ヒ
画 ・
の自

動
化

lI

そ

の
他

通
信
機
能
の
充
実

省

力
化

・
自
動
化

販

売
に
お
け
る

21 31 14

abcd

口∫□ 口 口
(3)貴 原開 ・事業所で情報化を推進しての評{苗は、いかがでしたか.

上記(2)の 連用分野の記哀願に合わせてご記入ください.

十分満足できた 1

一部不満もあるが、まあまあ有益であった 2

あまり有益でなかった 3

全 く有益でなかった 4

↓ ↓ ↓ ↓

口 口 口 口

(4)上 記の不満の内容について、具体的にご記入 ください.

(5)今 後は、 どのよ うな分!yに つい て情田1ヒを進めて い きた いとお考えですか.

(2)の 番 号でご記入 くだ さい. 口口 口 口
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2.汎 用 ソフ トウェアについて 、注 汎用刀トウェ7とは、例えば給与君†真成oク弘 な 」.市 販の業務処理用力め㎡)

(1)貴 異聞 ・事斯 にぢいて、今までに汎用ソフ トウェア(汎 用パ ッケージソフ ト)を 購入 し、使用 したことがあ ります か.

ある 1

ない 2 口
(2)以 下の質問については、(1)で1(あ る)の 場合に お答え ください.

汎用 ソフ トウニアをどの ような言語分野 に利用 しましたか.

竺 人 捻 会 財 製 資 版 顕 市 経 技 旨 設 文 モ
屋 品

竺 事 与 計 務 在 材 亮 客 堵 営 箭 計 計 書 の
国 ・ 反
・ 管 汁 蓬 計 管 管 管 管 予 計 1÷ 計 試 作 他
苧 蓼
曇 瑳 字 理 冥 望 漠 理 測 画 算 算 算 成

・1回 ・・1・41・51・司 ・7 ・81・9 10 11 12 13 1411516

abcd

.口口 口 口

,(3)汎 用ソフ トウニアを貴摂関 ・事業所 で使用されての評価は、いかがで したか.上£(2)の 運用業務の輻固 ぼに合 わ
せ てこ記入 ください.

十分満足できた 1

一櫛 不満もあるが
、 まあ まあ使えた.

.

2

あまり使えなか,た ゴ

全 く使いものにならなかった 4

(4>託 言ソフ トウニアにご不}nhsあ る場合、次のどれにあた ります か.

巨浅 務に連合しない 1

棲2εが不÷分である 2

カ トメーか'・ 眠 詑等の保守体制が不十分 3

内容のわ』りに属格が斎い 4.

↓ ↓ ↓ ↓

口.口 口 口

↓

、・

↓

口 口口 口
令

上記の不満の内字について、具体的にご記入ください.

(5)汎 言 ソフ トウニデの歓遇(保 〒)の 必要ht生 じた時、 どうされ ましたか.

:表慢をして僕っている 1

改
造
を
し
た

.」

9社(巨 狼戻)で 行った 2

「

ソフ トウエアハウスで行った、 3

販約言で行った 4

その他 5

口 口 口 口,

(6)今 後、汎用ソフトウェアを覆畏的に導入したいとお考えですか.

(7)今 後、導入したい業務分野は、どの分野ですか.

.t(2)L璽 崇萢分野の番号で・ご記入 ≦ださい.

口

ぐ

口口口口

(8)ソ フ トウェアの閃発 ちよぴ利用上 の問題点tt;Xの どれにあた ります か.

近 くにソフ トウェア会社がないので、 ソフ トウェアの開発が迅速に行えない

巨辻内 にソフ トウ=ア の間芙出来 る人材がいない

搭入 、または委託開発 したソフ トウ ェアが錠「ぷこあわな い 口 口 ・
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3.情 報化関連茶器のニーズについて

(D貴 摂関 ・事業所において、今 までに情報化開き掻器を購入 し、使用したことがありますか.

ある 1

ない 2・
口

(2)以 下の質問について1土(Dでt,(あ る)の 場合にお答えくだきい.
どのような情報化関連原器を利用しましたか.

そ
の
他
F
A

機
器

15

制
御
用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

14

マ

イ
コ

ン

応
用
棲
器ている製造工程に組込ま

れ

13

巨
動
倉
屋

12

盲
動
運
搬
装
置

11
・

産
業

用
ロ

ボ
ッ

ト

10

1
09

1
08

マ
シ
ニ

ン
グ
セ

ン
タ
ー

N

C

工

作

機

・

そ
の
他
の
O

A
棲
器

07
・

1
06

-
05

1
04

-
03

1
02

1
01

電
子
フ
ァ

イ
ル

フ
ァ
ク
シ
ミ

リ

ワ

ー

ア

ロ

パ

ソ
コ

ン

端
天
接

=

ン

ビ

二

一

タ

abcd

口 口 口 口

〈3)情報化閲逗撰器を置摂関 ・事業所で使用されての評価は、いかがでしたか.
上記(2)の 利用接器の記弦1面こ合わせてご記入 ください.

十分清這できた 1

一69不満もあるが、まあまあ使えた 2

あまり使えなかった 3

全 く使いものにならなかった 4

↓ ↓ ↓ ↓

口 口口 口

(4)情 報化関連獲器にご不満がある場合、次のどれにあたりますか.

巨社業務に適合しない 1

接能がネ十分である 2

メーカー ・販売后等の保守体制が不十分 3

内容のわ りに価格が高い 4

上記の不満の内容について、具体書勺にご記入ください.

.↓ ↓ ↓ ↓

・口 口 口 口

(5)情 報化閃き辰器の改造(保 守)の 必要が生じた時、どうされましたか.

、

衰俊をして使っている 1

改
造
を
し
た

巨社(盲 捜関)で 行っだ 2

メーカ ーで 行 った 3

販売店で行 った 4

モの他 5

↓

口 口口 口

(6)今 後、情報化問連接器を積臣的に尋人 したいとお考えですか.

口

(7)今 後 、導入 した い情侶 間逗 提 器は、 どの ようなもの ですか.

(2)の 番 号で、 ご記入 くだ さい. 口 口 口 口
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4. 今後、情報化を進めてい くにあたって、どのような情報インフラス トラクチャーを整備する必要ヵ∫あるとお考えでしょうか.,

次のうち最も重要であると考え られるもの1つ にO印 を記入 ください.

1.情 報提 供サービス業の言成

2.ソ フ トウ=ア 匿叢 ・情報処理誤 の育成

3.情 報ネットワークの整備

4.ソ フ トウニア芸術考の受戒芸開

5.ソ フ トウェアの流三三{足進

6.そ の他

「その他」の場合、内容を具体的にご犯人 くだきい.

5. 貴摂関 ・呈事業所において下記のメデ ィア等を利用 した、情記サービス等を利用(提 供)し ていますか.
又は計亘をしていますか.

該当するぎにO印 をご記入 ください.利 用内字{こついて具体的に、ご記入 ください.

メ デ ィ ア の 種 類 尊人済 計画中 ・'利用内容の概要

ビデオテックス ・システム

(キャプテン ・システム等)
.

、.

VAN(付 カ口伝i面亘信網)

LAN(企 業内情報通信ヨ)
.

CATV(有 頴テ レビ)

その他1
()

6. 貴農閑 ・貴事彙所では、情報化を進め るためにソフ トウェア開発に携わる人材の育成に関し、現状及び今後において、

次のうち該当するもの2つ までにO印 をご記入 ください.

現
状

今
後

盲捜関(巨 社〉の従業.員を仕事を通じて簑成
(ONT}《EJOBTRAINING)

専門要員の新規採用で対応

研修によって対応

社 内 研 修

外部の民間貰聞で研修

外部の公的旗開で研修
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7.情 報 ニ ーズ につい て

A貴 機関 ・事彙所での事雲の遂行に当た っては、貴機関 ・事業所以外の車裁所や、行政培関、或いは各種団体等が保有して
いる情報を必要とする場合があると思います.

このような、情報の収集状況についてお伺いします.〈 該当する項EにO印 を して ください〉

ω 貴逗闘 ・亭完翫以外の事案所や、行政犯闘、或いは冬措団体等から情語を収集 していますか.

1収 集 している 一1 2収 集 していない

ロかす

ー
二
二W吊≡拗鮒収② (3}そ の室生は、何ですか.該 当する項巨を1っ 選んで ください.

1必 要に応 じて収察している

2積 極的に収集 している

1
2
3

収負する必要がない

要員、費用が確保できない
本社、または、他の事案所か ら入手している

C4)畏 亭翼所では、情報の収藁体制をどのように していますか.
〈裏在、将来 の別に、各1つ を運んで○印をして ください〉

〈表在の体制〉 く

情報を収嘉する部門、または担当者を
笠置している

統一的な方法で、各嘉門ごとに、収集している
各部門ごとに、£…意に収集 している
役職員が、それぞれの判断で収嘉 している
体制をつ くっていない

将来はどうしますか〉

1

り
'
3

4

'O

-

り
'
3

4

ζ
∨
C
U

現在のままとする
情報を収集する部門、または担当者を新設する
各部門ごとに、収集体制をつ くる.
既存の収鎮体制を強化する
情報関連恨言 〔ファックス、パソコン等]を 売文する
その他 〔]

B長 堤関 ・UkTtrで の、情報の収集、利用等の状況についておたずねします.

U)貴 機関 ・事言語 では、'ど のような情報'を 三点自勺に、また計亘的に収集していますか.
下Eのfrtr.で 、あてはまる区分の≦号を[5つ まで]運 んで回答欄に3三太し、 その情報ごと
に、経線に沿って以下の問いに答え、該当する番号を≡入 して ください.

<情 莞の区分>

1一 殻狂…剤青碧、景気の見遣 し等に関する情調

2甚 章別の宣言の勤同等に没する情穀
3企 莫の痘芸、金嵩行動、信宗状況等の全章情報

;霞 響類 漂 漫 語 繕 言禰
6構 文考ニーズ等の消蓑勤向に関する情報
7都 市戻ξミ、辻ゑ開発、直言立地等に関する情報

8求 人、賃全等の雇用 ・労函に呈する情報
9匡 、 吉治体等の行政施策、政治動向に関する情報
10新 技術、新星呈、デザイン等の技術情報

11そ の他の情報 〔.]

② 貴事彙所では、このような情報を主 として、
"ど こか ら入手'し ていますか

.

8情 報センター等方、ら
9録 音会、展示全等か ら
10ミ 豆客、消賢壱か ら

〈 回 答 キ闘 〉

口 口'・口

1内 旨籠且識力、ら
2取 引先か ら
3同 業●、霊界団ζ孝から
4経 済E5倖(S… 宮室 ξ…]体、 商 工r合接三斤).カ、ら

11民 間宿主殺関寺から
12大 学、tミ頚…弄3ξ擬闘から
13そ の他

`

5会 駐 薮 蘭か ら

6県 、〒i三三丁↓言力、ら
7匡 のさ ・種泣 関か ら

C3)'ど の よ うな方法'て 収嘉 してい ます か.

1テ レビ、ラジオの利用
2新 田(業 界紙を含む)等 の購読 ・利用
3一 殻図書、雑誌(業 界誌、専門誌を含む)の 利用
4専 門図書の暗入 ・利用
5機 関誌、広報誌等の利用
6電 話、ファックス等を利用
7入 手先への訪問により収莫
8ア ンケー トなど調査の実施1
9図 書館の利用

10そ の他 〔]

'

F
r

i

,

口

1
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(4}・そ の情 報 は、 三 と して 、 どこの地 域 に関 す る情報 です か.

1巨 県内 6中 部地乏
2匹 §培蒙 7関 東麺類
3車 匡治…該 8そ の他地宕
4近 亮 也岩 o合 目》_一

5九 剤辻蒙 10世 界

(5;こ の情報は、主 として、責級闘 ・事案所のどの

職員層の要請で収算 していますか.

C6}こ れらの収察 した情諸は、保存していますか.

1 1 1 1

1す べて保春している3
2-÷ εについて{宗存 している

すべて保存 していない

〔7)保 春 しているti:t、どのような方注で保存 していますか.

[

llll口ll口

口1,il
1そ のまま保存する
3加 工 して保存する

2至 偏 して保存する
4そ の他

㈲ この情報の利用 は、三として、どの蓑鶏合5門で、

利用 されていますか.
利用度の高い部門か ら、 〔3つ以内]を ※んで下 さい.

1総 務部門
2企 画部門
.3..・琶§…蓬三惑F¶

4騒 禿または営案芸門
5襲 …等の戎培蒜門

6施 策等の事彙実施爺門
7試 験、研究部門

8そ の他の部門

C9}こ の情報の入手、利用に際 してどのような不満、不便
がありますか.

ー

1問 題はない
2{育 蒜の所套を昊付ける

のに時間を芸 した

3入 手の貴三が大きすぎる

4複 写、転8三の寿間が
かかりすぎる

5最 新の情報が得 られない

6経 読 して入手できない

7デ ータの喜言葉が必要
8必 要な区分の情報がない
9情 報の加工が しにくい

10情 報の信語性に乏 しい
11そ の他

▼
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C-1

10

C-2

一1こ れまての情報収集 に際 して、収集出来なか った場合があ りましたか。
収藁 できなかったものが あった場合には、該当する情報分野別の籏に、その理由に相当する番号を、
下豆のく理さ…良〉か ら運んで2っ 以内を≡入してください.

L

情 詩 、己 た!⊥資完 エ 工 魁
1 一 殴 込洛 滑茸 、 景r気の 巨二きし定 に呈 す る情 詩

2吾 妻 別 の怠 黒の 勤「翫'》閣 す る情 詩

34>ミ の:ぞ≡、杏ミ行曇、信=糠 宕の全章情詩
4二 三 、庸 、サ兄 冨 の声 さ、 富三 ≡墨 、 に呈 すろ信笥

5清 ●きニーズ≡の諺弓勢同に呈する情報 、

6都 〒吾輩⊇、飴竣ぷ書、塔主廿恒定に関する情話
7求 人、賃 全 盲の 是 ≡ ・労 働 に呈ず る情 詩

8巨 、 巨三巴宝の帝政蒜斉、法治勤向に関する情報

9新 技術、新連ξさ、デデ イン宕の技術情話
毫

0そ の他の情報[ユ
,

〈…謹白…衰 〉

1情 報の所在力くわからなか ⇔た 6地 元以外の地域に関する情報がなかった

2情 碧が提{芸きれなか った(秘 密扱い等のため) 7全 国的な情報がなかった

3詳 完な哀≡に呈する情詩がなかった 8世 界的な情詩がなかった

4最 新の情報がなかった 9そ の他[}
5地 元に関する情詩がなか った []

.

一`
。婆醗 議 雛 鰍 と誌 ㌫ 鮮 … 内容 ・た・入手・}・・… 酋 ・入手・・

① 情報の内容等についで

入王完の垣間 要 望 葛 垣

1

.

.

,

② 情報の狂信方法について

入三生の岩間 里9事 項

'▲
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D.蓑 詩情田の利用について

'

(D巴 国地域に閲する情報で、貴信開 ・●言所が利用 している、または今後利用 したい[ξt計情報]
{Zttどんなものがありますか.設 計情報の区分ごとに該当する苗所にO印 を紀入 して下きい.

収工春荒については、乞京 田を下記の区分でご記入ください.'.

眠薬鵡 の区分コード

;::::籠 鷲 蘂 言 語C=Lg::::欝 梁 のPk"のぶ してい≡ 翼;麟 圭;㌶

A1万H以 下
81万 円 ～10万 円(真 黒に負担している副
ClO万F… ～100万 円(蓮 できξ定)
DtOO万 円 以上

`

.

芸 計 の 種 類

利
用
の
有
接

今希
提
のの
利有
用宗

収
集
翼
月

要 望 事 項

'気‡ ・天文等≡然造次に関する簑1き

±培の百石、足恒等に聞する言計

人口・世帯等に笑す毛語 手

駄端 数、脳 三等に5cする計

国民(県 民)所 得計算等のマクロ設計

財政 ・在宅 ・行政投資亭に関する芸計

金竜 ・保険 ・預行☆等に聞する芸計

、

1

.

家計窮受 ・物億指数 ・溝員等に聞する頴 「

,芋 助 「計'企 業里宮 ・倒産等に閲する頴 †

中小全章に閲する蓑計 ■

農林営、水星箕に56する頴 き

鉱髭 ・故物等に聞するヨ †

工鑑 主計、その他二章に鑓するξ計' ,

±木・.逢投に関する頴 †

電気 ・ガス等 エネルギーに閲するξ書十

厨』庄 計、モの鮪 箕、,一類筥に剥すξ言書

貿易 ・嵩出人 ・国際収支≒に聞する蓑計

交這 ・商送 ・這fX等に関する頴 †

観光{こ聞する笥 †

社会藻渓 ・福祉 ・医療等に55する蓑計 ト

字類 投・学芸～教官に腐す元…≡言十

図書嬉・公民這等、社会教育文化等の≡計

詳 ・技術に閲する蒙計

そ の 他

(2)設 計情張の利用につ いて、意 見 ・要望が ありましたら具体的 に、ご記入 ください.
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.E

)1(

個別情報Gま 計以外)に ついて

四国地培に関する情報で利用している、または今後利用したい情〉ヨ〔{目し、簑静掻田力除く]に ついて
具体3勺な内書をご犯人 ください.

'
収工≡ については、剛 直三を下記の区分でご記入ください.

吸気ヌ是の区分コード

1・`一・ 器 で峯呉きれている手合3A～ ‡0-一ー一 揖謬 …裟の為の題 のみ舞9し ている培」合 会雲の区分により3A～30
2'… 拒三に⊇ してい≡手合 弘～40・ … 礁 の≒}合 ぷ ヨの区分により4A～4D

A1万 円 以下

81万 円 ～ro万 円
ClO万 円 ～IOO万H

O100万 円 以上

(実用に負担している額)
偵 担できる責用)

1

1

現 在 利 用 し て い る 情 報

1

つ
●

3

4

5

6

7

・具 体 的 内 容 、 ・ 収集夏用 要 望 事 項

(倒)・ 特許ム超(特 許の内容) 1

・

s

,

.

.

・

・

」

.今 後 利 序 し た い 情.報(現 在、利♪書中の情調は除く);

1

■∠

3

ρ
、

e
9

6

7

.

:

「 具 体 的 丙 容 収集ヨ用 要 』昆 事 項"

(倒) 匹匡}岩 における事嵩所の概要
:

4B 離 離 の随,、磁気難 での入手
…

:

i
.、

w

(2)情 領の利用について、意見 ・要望が ありましたら具体的に・ご肥人 くだ さい・
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F.今 後の四国地域における産業経済情報の相互利用について

`
)

}̀

四国聖域において、産業経済に閲する情報の相互利用を図るためのネットワークの形成は必要であると
お考尺ですか. 該巡する3号 にO印 をつけて下さい.

必要 である

必要でない (現状で十分である)

上三三(1>でr必 要であるJ場 合、今後ネットワーク形成を図る上で早急に実施すべきものを1っ 這び、
該当する番号に○印をつけて下さい.

5ジ`巳∵ぷ推進体制を整備 ・確立する

(連絡会又は協接合等で、茸見交換を図る)

ネッ トワーク形成のための研究会,検 討会
を開催レ、技術の交流 ・レベルの向上 を図る

出来るところから、情報交換 をはじめる
(磁気媒体によるオフラインでの情報交換など)

各機関の提供可能な情報の所在源情報の整備
(ク リアリング情報の調査 ・提供等)

ネットワーク形成に必要な環境の整備
(情報活用の便追,.要 員の碗保 と雲底等)

・その他(具 体的に)

G.情 操 のためのオンライン ・ネッ トワークについて

＼ 、^'

四国地域内{こt".'ける産業経済に閲する情報の相互利用のための、オンライン ・ネットワークが実現した場合貴援閲(事 業所)の ネ
ットワークへの参加についておたずねします.

該当する番号にO印 をつけて下さい.

可能な限 り参加 したい
条件によっては、参加 したい
参加は、困衰である

上記(1)で 、r① 可能な限 り参加 したい』場合{ご期待するメリットは何ですか.
主i喜なものを3つ まで※んで、該当する番号にO印 をつけて下さい.

這這{こ情報が得られる

大量 の情報(デづ)の 入手が容易になる
情報(臼)の 加工、高度利用が可能になる
正吉な情寂(デe)の 入手が容易になる

情語の入手 ・処…喜置月,労 力が軽減で きる
継続性のある情報('一夕)が 入手可能となる

その他

上記(Dで 、 『②条件によっては、参加 したい1場 合の条件は何ですか.
主要なものを3つ まで選んで、該当する番号にO印 をつ`tて下さい.

オフラインに限定すること
里馬 ・労力の負担が少ないこと

有用な情張が多いこと
秘匿情報の守謎が、可能であること

巨己システムの安全性が確保できること

通信力ト瑚 等、技術的課題が解決されること

情報提供が出来な くても差し支えないこと
自己題織内のコンセンサスが得 られること

内部の情報管理体制が確立されること
その他(

上記(1)で 、r◎ 参加は、困衰である』場合の理由は何ですか。
主要なものを3つ まで選んで、該当する番号に○印をつけて下さい.

コンビニ一夕を設置 していない

外部のコンビュづ との接涜を禁止 している

秘匿情領の守秘に問題がある
自己システムの安全性に問題がある
外部情報を必要としていない
現在の収集方法で十分である

外部に提供出来る情報がない
巨親織内の情報管理体制が出来ていない

参加 した場合の員用,労 力の負担が過大である
データ交換時の技術的課題が解決されていない
自組織内部のコンセンサスがとれていない
その他(
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、

8・ 《潟 三罐 灘 難 蠕 吉 環
状。。。。該当す、も。RU.今 後。方向、、s・い・該当するも・各…

、O印をご記入ください.,

9.

現
状

今
、 後

|

『1

ン

.

,

馳
L、

ネットワーク化 していない(個 々の棲器単独で使用)

事誤所内の機器を一部 ネットワーク化

事業所内の大半の接器を享ットワーク化

事業所以外の
(右記のもの)

コンビェータと

ネットワーク化

社内他部門 ・他事業所

親会社

子会社

商社

住人れ先企業

版売先企業

金駐頂門

その他()

P」

ネットウーク化に閲 しての要望事項等がありましたら、ご犯人 ください.
.

、

A.

.

,

.
.

,.

情報化鎌 に閲して難 憶 見等がありましたら、具体的にご1己入くだきい・

1

.

`

,-

.

.'

「

s.

・

ご 協 力 有 難 う ご ざ い ま し た
一

1

.《

■
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